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▶ 新潟大学産学連携協力会のご案内

新潟大学産学連携協力会について
　新潟大学地域創生推進機構と産業界等との密接な連携、協力によって産業技術の向上および地域連携を図り、産業の活性
化、高度化、地域社会の発展に資することを目的に、県内企業が集まって設立されました。
　会員企業には、セミナーの開催や技術の相談、大学への共同研究の取り次ぎなど、さまざまなサービスを行っています。
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発刊にあたって 

 

 新潟大学地域創生推進機構では、冊子とホームページで研究シーズを紹介しています。 

 この度、「『つながる研究』紹介 2021 年版」（247 テーマ収録：２０21 年 3 月発行）

の内容をアップデートするとともに、新規テーマを加え、「『つながる研究』紹介 2022 年

版」（292 テーマ収録）を作成しました。 

 本冊子では、産業界・企業が抱える技術的課題の解決や自治体等が抱える地域課題の解

決に役立つ研究内容を 10 の領域に分け、連携を求めている研究者とともにご紹介してい

ます。 

  また、本冊子は、企業や自治体等の皆様に、本学の研究内容をご理解いただき、課題解

決への可能性を感じていただくために、読みやすくわかりやすい内容と体裁にしました。 

 様々な企業や自治体等と研究者がつながり、新たな付加価値や製品・サービスの創出、

生産性向上等につなげていただければ幸いです。 

 掲載している研究にご興味をお持ちになりましたら、何なりと、下記の問い合わせ先ま

でご連絡ください。 

 

         ＜参考＞            領域別掲載テーマ数             

領   域 テーマ数 領   域 テーマ数 

医療・健康・福祉 97 製造技術 9 

農・食・バイオ 32 社会基盤 9 

環境・エネルギー 28 地域課題 5 

情報通信  15 人文社会科学 59 

ナノテクノロジー・材料 17 共通・他の領域 21 

                                              （合計 292） 

 

 

【ご相談はこちらまで・・・】 

 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター 

 TEL：025-262-7554 

 FAX：025-262-7513 

 E-mail：onestop@adm.niigata-u.ac.jp 

 

【ホームページでの研究紹介は・・・】 

 https://www.ircp.niigata-u.ac.jp 

 随時更新していますので、最新情報はこちらでご覧ください。 

 

 （記載している研究者の所属・役職は、2022 年３月時点のものです。） 

こんな関心・お困りごとをお持ちの方，
新潟大学 にご相談ください！

新潟大学では地域創生推進機構が
産業界・公的機関等の皆様と大学との橋渡しを行っています。

新潟大学って

どんな研究しているの？

技術的課題・地域課題を

解決できる研究はないか？

大学と共同研究するには

どうしたらいいのか？

　新潟大学は、10学部、5大学院研究科とともに、脳研究所、災害・復興科学研究所、医歯
学総合病院、附属学校園を有し、また、全学組織として、環東アジア研究センター、佐渡自
然共生科学センター、日本酒学センターが設置されている大規模総合大学であり、多分野に
おいて専門知識やノウハウを持った研究者が在籍しています。

　教育研究活動によって得た成果を、企業との共同研究や、地方公共団体との連携事業など、
様々な形で皆様にお使いいただき、地域社会の発展に貢献していくことを大きなミッション
としています。
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研究テーマ／研究者目次

医療・健康・福祉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （97テーマ）

脳小血管病の病態メカニズムの解明　～　脳小血管の線維化とその制御法の開発　～

 　脳研究所　教授　小野寺　　　理
 1

 　脳研究所　准教授　加　藤　泰　介 
脳・脊髄の疾患における神経回路の病態と再建

 　脳研究所　教授　上　野　将　紀  2
近赤外光線免疫療法による脳腫瘍の治療　～　脳腫瘍の世界に光を　～

 　脳研究所　助教　棗　田　　　学
 3

 　大学院生　温　　　城太郎 
小型魚類を見ることでヒトの疾患・障害・老化を診ています　～　Care Fish, Cure Human　～

 　脳研究所　教授　松　井　秀　彰  4
遺伝子変異の効果を簡便にスクリーニングするin vivoシステム

 　脳研究所　准教授　杉　江　　　淳  5
電子顕微鏡で解明するミクロな世界の微細構造イメージング
～　細胞・組織における微細構造の総合的理解を目指して　～

 　医学部　教授　芝　田　晋　介
 6

 　医学部　助教　早　津　　　学
ヒトiPS細胞由来人工神経による神経再生　～　安全性の高い革新的医療材料の開発　～

 　医学部　教授　芝　田　晋　介
 7

 　医学部　助教　奥　山　健太郎
包括的かつ定量的なタンパク質解析技術の開発

 　医学部　教授　松　本　雅　記  8
新規腫瘍転移促進因子Crumbs3の解析

 　医学部　助教　飯　岡　英　和　 9
神経変性疾患における神経毒性と蛋白質凝集体の分子機構

 　医学部　教授　藤　井　雅　寛
 10 　医学部　准教授　髙　橋　雅　彦

 　医学部　助教　垣　花　太　一
地域住民参加による加齢性疾患の予防医学研究
～　村上コホート調査：サケで元気プロジェクト　～

 　医学部　教授　中　村　和　利  11
「うおぬま地方の健康調査」食生活と身体活動の与える影響の解明を目的とした新潟県魚沼圏域住民/健診ベースの前
向きコホート研究　～　脳血管疾患と高血圧、慢性腎臓病との関係から　～

 　医学部　特任准教授　伊　藤　由　美  12
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「湯の街ゆざわの健康調査」新潟県湯沢町における温泉入浴、食生活、身体活動とライフスタイルが健康に与える影
響の解明を目的とした湯沢町住民/健診ベースの前向きコホート研究
～　フレイル・介護予防の観点から　～

 　医学部　特任准教授　伊　藤　由　美  13
オートファジーによるミトコンドリア分解　～　マイトファジーの理解とその制御法の開発　～

 　医学部　教授　神　吉　智　丈
 14 　医学部　助教　山　下　俊　一

 　医学部　特任助教（医学部准教授）　井　上　敬　一
大規模データからの知識発見　～　コンピュータで行う生命医科学研究　～

 　医学部　教授　奥　田　修二郎
 15

 　医学部　助教　凌　　　一　葦
自治体連携を通した健康寿命延伸エビデンスの創出

 　医学部　教授　曽　根　博　仁  16
研究リソースとしての医薬品治験データの利活用

 　医学部　教授　曽　根　博　仁  17
健診データを活用した生活習慣病予防法の開発　～　新規リスク因子の発見と発症予測、スクリーニング法開発　～

 　医学部　教授　曽　根　博　仁
 18

 　医学部　特任教授　加　藤　公　則
専門医の高度な現場判断を再現する人工知能（AI）診療支援システムの開発

 　医学部　教授　曽　根　博　仁
 19

 　医学部　特任准教授　藤　原　和　哉
GM-CSF吸入療法の有効性とそのメカニズムの解明

 　医学部　教授　菊　地　利　明
 20

 　医学部　特任助教　島　　　賢治郎
肺臓器移植を目指した多能性幹細胞と胚盤胞補完法を用いた肺臓器の創出

 　医学部　教授　西　條　康　夫
 21

 　医学部　助教　周　　　啓　亮
音声認知機能のメカニズムを探る　～　マウス大脳聴覚野イメージングから　～

 　医学部　准教授　高　橋　邦　行  22
人工知能を用いた蘇生後脳症における画像解析

 　医学部　教授　西　山　　　慶  23
“経験メッセンジャー”タンパク質による回路形成の分析

 　医学部　准教授　杉　山　清　佳　　 24
社会的ハイリスク女性への支援

 　医学部　教授　有　森　直　子

 25
 　医学部　准教授　関　島　香代子
 　医学部　准教授　西　方　真　弓
 　医学部　助教　柳生田　紀　子
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遺伝/ゲノム看護と共有意思決定の視点からヘルスコミュニティ創生をめざす

 　医学部　教授　有　森　直　子

 26
 　医学部　准教授　関　島　香代子
 　医学部　准教授　西　方　真　弓
 　医学部　助教　柳生田　紀　子　

医工連携：生体の計測から広がるヘルスケア　～　脳・神経系から人間支援へ　～

　 　医学部・工学部　教授　飯　島　淳　彦  27

「美味しさ」デバイスの探索とその活用　～　高齢者や障害者への摂食アプローチをめざすために　～

 　医学部　教授　内　山　美枝子

 28
 　医学部　教授　小　山　　　諭　　　
 　医学部　講師　奥　田　明　子
 　医学部・工学部　教授　飯　島　淳　彦

網膜硝子体術後患者が腹臥位持続可能な安楽性を追求した顔面枕コンセプトの開発

 　医学部　教授　内　山　美枝子
 29

 　医学部　准教授　横　野　知　江
母親、父親、みんなが笑顔で子育て！　～　周産期・子育て期の健康促進方略とは　～

 　医学部　教授　有　森　直　子

 30
 　医学部　准教授　関　島　香代子
 　医学部　准教授　西　方　真　弓  
 　医学部　助教　柳生田　紀　子

農村地域　新潟県田上町の児童生徒の体格と生活習慣の調査　～　長期にわたる定点調査　～

 　医学部　教授　住　吉　智　子
 31

 　医学部　教授　関　　　奈　緒
人は何を手がかりに「判断」をくだすのか　～　倫理学と心理学の架橋的研究　～

 　医学部　教授　宮　坂　道　夫  32

補完代替医療材料を活用した看護ケアのエビデンス　～　自然の恵みで看護ケアを促進する　～

 　医学部　准教授　柿　原　奈保子  33

予防接種教育の効果の検証

 　医学部　准教授　齋　藤　あ　や  34

リカバリー概念に基づく精神障がい者の包括的な地域生活支援プログラムの開発

 　医学部　准教授　成　田　太　一　 35

バイオモーションアナリシスに基づく生体関節機能評価法

 　医学部　教授　小　林　公　一  36

下肢静脈エコー検査における深部静脈血栓症リスク自動評価法の開発

 　医学部　教授　近　藤　世　範  37

乳児股関節超音波検査におけるコンピュータ支援診断（CAD）システムの開発

 　医学部　教授　近　藤　世　範  38

コーンビームＣＴによる３次元自動歯軸・歯列の新規評価法

 　医学部　教授　坂　本　　　信　　 39
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放射線治療の精度に影響を与える因子の検討

 　医学部　教授　笹　本　龍　太  40

専門的知識を有した教員が講義を行う教養科目の自治体職員等を対象とした開放と有用性の検証と可能性

 　医学部　教授　山　崎　芳　裕  41

ラジオミクスと機械学習を用いた強度変調放射線治療（IMRT）エラーの自動検出

 　医学部　准教授　宇都宮　　　悟  42

哺乳瓶ニプルを介して口腔細菌が液体ミルク内へ流入する！

 　医学部　教授　佐　藤　拓　一
 43

 　大学院生　涌　井　杏　奈
ペットボトル飲料をラッパ飲みすると口腔細菌が流入する！

 　医学部　教授　佐　藤　拓　一 
 44

 　大学院生　河　内　美　帆 
使用済みマスクに付着・生息する皮膚常在菌叢プロファイリング

 　医学部　教授　佐　藤　拓　一 
 45

 　大学院生　丸　山　伸　吾 
手洗い前後の手指の皮膚常在菌叢プロファイリング

 　医学部　教授　佐　藤　拓　一 
 46

 　大学院生　高　橋　七　瀬 
子宮頸部腺癌に対する治療戦略の提案　～　細胞診検体による前駆病変の検出　～

 　医学部　准教授　須　貝　美　佳  47

入浴習慣が自然免疫応答へ与える影響　～　温熱刺激と健康を免疫で考える　～

 　医学部　准教授　富　山　智香子  48

がん治療患者のプライマリ・ヘルスケア　～　医・地域・情報連携による治療支援　～

 　医学部　准教授　松　田　康　伸
 49

 　医歯学総合病院　臨床検査技師　大　澤　ま　み
ウイルス糖鎖を標的とした免疫ネットワークの解明

 　医学部　助教　山　本　秀　輝  50

口腔器官におけるエネルギー代謝調節　～　発生、再生、疾患発症への関与　～

 　歯学部　准教授　依　田　浩　子  51

顎顔面の器官形成メカニズムの解明　～　再生医療、生前診断・生前治療　～

 　歯学部　教授　大　峡　　　淳  52

米発酵エキスによるストレス誘発痛の解消効果

 　歯学部　准教授　岡　本　圭一郎  53

口腔扁平上皮癌の発生・進展に関わる分子機構の解明

 　歯学部　助教　阿　部　達　也  54

新しい骨粗鬆症予防機能性食品の開発

 　歯学部　助教　柿　原　嘉　人  55

矯正歯科治療における歯の移動を促進する薬の開発

 　歯学部　助教　柿　原　嘉　人  56
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2型糖尿病患者に対する歯周ケアの有用性についての多角的検討

 　歯学部　教授　小　川　祐　司
 57

 　歯学部　助教　皆　川　久美子
ユニバーサルへルスカバレージにおけるオーラルヘルスプロモーションモデルの構築　

 　歯学部　教授　小　川　祐　司　
 58

 　歯学部　助教　カウン　ミヤット　トゥイン
口臭ケアを考える

 　歯学部　教授　濃　野　　　要  59

抗菌性を有する唾液ムチン（MUC７）のオーラルケア製品への応用

 　歯学部　准教授　竹　原　祥　子  60

歯科用ケイ酸カルシウム系セメントの生体活性評価

 　歯学部　助教　枝　並　直　樹  61

骨の再生を促進する新規足場材料の研究開発

 　歯学部　教授　多部田　康　一
 62

 　歯学部　准教授　高　橋　直　紀
歯周病ペプチド医薬の研究開発

 　歯学部　教授　多部田　康　一 
 63

 　医歯学総合病院　講師　野　中　由香莉 
歯周病による関節リウマチ発症・悪化機序の解明

 　歯学部　准教授　小　林　哲　夫  64
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 　歯学部　准教授　岸　本　直　隆  73

健康長寿は「食べる」ことから始まる　～　産学連携による「食支援」へのチャレンジ　～
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高齢者の口腔機能の改善から得られる平衡機能の改善
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 　教育学部　准教授　田　中　誠　二  95

とっさの一歩を引き出す装置「傾きリアクション」の開発　～　ステッピングストラテジーに着目して　～
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機能的機械構造・メカニズムのデザイン　～　高齢者福祉支援への応用　～

 　工学部　准教授　今　村　　　孝  169

感覚情報の分析・可視化とVR／遠隔制御への応用
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 　創生学部　助教　小　山　翔　子  173

ナノテクノロジー・材料　　　　　　　　　　　　　　　　 （17テーマ）

純良単結晶育成による新奇物性探索と電子状態の解明　～　極低温・強磁場・高圧下の物性機能評価　～

 　理学部　教授　摂　待　力　生　
 175

 　理学部　助教　広　瀬　雄　介
高圧力を用いた物質・材料評価　～　圧力下で形成される新規状態の探索も含めて　～

 　理学部　准教授　大　村　彩　子　 176

超音波法によるシリコンウェーハの原子空孔評価・制御の基盤技術開発

 　理学部　准教授　根　本　祐　一
 177

 　理学部　助教　赤　津　光　洋
魚コラーゲン製口腔粘膜欠損修復材の開発　～　表面のパターン化による上皮化促進　～

 　歯学部　教授　泉　　　健　次
 178

 　歯学部　特任助教　鈴　木　絢　子 
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非破壊で物理・化学的状態を透視可能なイメージングセンサ

 　工学部　教授　安　部　　　隆　 179

特殊金属、セラミック、水晶のマイクロ部品生産技術

 　工学部　教授　安　部　　　隆　 180

マイクロカンチレバー構造を用いたメカニカルセンシング　～　触覚センサ・タンパク質バイオセンサ　～

 　工学部　准教授　寒　川　雅　之 　 181

プラズモン高感度・簡便センサと有機デバイス

 　工学部　教授　馬　場　　　暁  182

ナノ・マイクロカプセルの調製と用途開発　～　複合化、カプセル化、表面改質　～

 　工学部　准教授　田　口　佳　成 　 183

水を利用するナノセラミックスの低温合成法

 　工学部　准教授　戸　田　健　司  184

多孔質高分子材料・生物材料の開発と応用　～　分離膜、バイオマテリアル　～

 　工学部　教授　田　中　孝　明　 185

自然の仕組みに学ぶ材料の設計・開発　～　セレンディピティー的発想によるモノづくり　～

 　工学部　教授　山　内　　　健　　　 186

WC-Ni系硬質薄膜の特性評価および応用展開

 　工学部　准教授　大　木　基　史  187

高圧力下の物性と圧力発生装置開発　～　極限環境下の物性研究　～

 　工学部　准教授　中　野　智　仁  188

磁性ソフトマテリアルの物性・機能・応用　～　磁場で柔らかさを自由に変えられる新材料　～

 　工学部　准教授　三　俣　　　哲　　　 189

液体中におけるナノ粒子の拡散係数の計算手法　～　拡散係数と溶媒和構造の関係　～

 　工学部　助教　中　村　有　花  190

物質の表面・界面では何が起きているのか？　～　モノの変化をミクロに見きわめる　～

 　教育学部　准教授　中　村　和　吉  191

 製造技術  （9テーマ）

超音波振動を利用した接合技術

 　工学部　教授　佐々木　朋　裕  193

広視野レーザ顕微鏡による表面と形状計測　～　従来できなかった広領域計測を可能にする　～

 　工学部　教授　新　田　　　勇
 194

 　工学部　准教授　月　山　陽　介
高摩擦表面の開発　～　レーザマイクロテクスチャリングによる摩擦制御　～

 　工学部　教授　新　田　　　勇
 195

 　工学部　准教授　月　山　陽　介
マイクロ触覚センサチップによる触感の可視化　～　その触り心地、数値で表現してみませんか？　～

 　工学部　准教授　寒　川　雅　之  196
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振動・雑音下での超精密非接触形状計測　～　外乱除去機能を有する半導体レーザ干渉計　～

 　工学部　教授　鈴　木　孝　昌  197

レーザ光源の波長走査技術　～　超音波偏向器を用いた静的波長走査光源　～

 　工学部　教授　鈴　木　孝　昌  198

誘電体被覆冷陰極

 　工学部　准教授　菅　原　　　晃  199

半導体材料抵抗率測定の補正係数の高精度な計算方法

 　理学部　准教授　劉　　　雪　峰  200

高アスペクト比微小径軸の成形法および微小径深穴加工への展開

 　教育学部　准教授　平　尾　篤　利  201

社会基盤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （9テーマ）

遠隔地地震波形リアルタイム配信を用いたAIによる未来の地震波形予測を利用した構造系振動制御

 　工学部　教授　平　元　和　彦  203

交通荷重の繰り返し作用に伴う軌道・路盤の不可逆変形挙動の解析評価に関する研究

 　工学部　教授　紅　露　一　寛  204

産業副産物・廃棄物を利用した高耐久コンクリートの開発

 　工学部　教授　佐　伯　竜　彦  205

気候変動を見据えた河口域の土砂動態機構に関する研究

 　工学部　准教授　中　村　亮　太  206

平野地盤の工学的構造の解明と地震時挙動の評価　～　地震ハザードマップの高精度化に向け　～

 　工学部　助教　保　坂　吉　則　 207

建築物の耐震性に関する研究　～　地震被害の低減を目指して　～

 　工学部　教授　中　村　孝　也  208

ニューラルネットワークを用いた金属系材料の材料構成則の開発

 　工学部　助教　寺　西　正　輝  209

損傷力学を援用した構造材料の非破壊診断技術の開発　～　非破壊・非接触損傷度診断技術の構築　～

 　農学部　教授　鈴　木　哲　也  210

田んぼで水害対策　～　田んぼダムの技術開発と普及への仕掛け作り　～

 　農学部　教授　吉　川　夏　樹  211

地域課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （5テーマ)

アートプロジェクトの実践による地域貢献

 　教育学部　教授　丹　治　嘉　彦  213

「新潟英知のPotluck party」を通した問題解決Platformの創設
～　Web meeting を用いたpost COVID-19 eraの地域情報統合（医療情報から）　～

 　医歯学総合病院　特任教授　米　岡　有一郎  214
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歴史的景観の保全を軸としたまちづくりに関する研究

 　工学部　准教授　松　井　大　輔  215

地域と大学の協働による実践的まちづくり

 　工学部　助教　棒　田　　　恵　 216

環境共生社会の構築に向けた対話プロセスのデザイン

 　佐渡自然共生科学センター　准教授　豊　田　光　世  217

人文社会科学　　　　　　　　　　　　　　　　　 （59テーマ）

現代社会における写真文化の考察

 　人文学部　准教授　甲　斐　義　明  219

文化史から考える「感情」　　～　古代ギリシア美術の視点から　～

 　人文学部・教育学部　准教授　田　中　咲　子  220

災害に強いコミュニティの条件　～　災害対応・支援の経験知の蓄積から　～

 　人文学部　教授　松　井　克　浩  221

『ポストフクイチ社会』に向けた原発立地県における地域公共圏構築の可能性と課題

 　人文学部　教授　渡　邊　　　登  222

民俗学による地域生活の研究

 　人文学部　准教授　飯　島　康　夫　 223
観客が集まる理由、観客を集める工夫　～　図像資料を活用した伝統芸能の研究　～

 　人文学部　准教授　中　本　真　人  224

文書からたどる移民の歴史　～　東北アジアを行き交う人々の足跡から　～

 　人文学部　准教授　広　川　佐　保  225

石器の元素分析から先史時代人類の行動を探る

 　人文学部　助教　青　木　要　祐　　 226

思考様式の複層性を探る　～　日本語の文体史研究　～

 　人文学部　教授　磯　貝　淳　一  227

シベリア少数民族言語の現地調査　～　歴史的空白の解明と言語類型論への展開　～

 　人文学部　教授　江　畑　冬　生  228

清末中国の学者王国維と雑誌『教育世界』　～　李白・杜甫、魯迅でもない中国文学　～

 　人文学部　准教授　小　島　明　子  229

認知や行動の基礎理論を心理的問題の解決に活かす　～　認知行動療法の研究実践　～

 　教育学部　准教授　佐　藤　友　哉  230

読み書き困難を持つ子どもたちの学習の自立を目指して

 　教育学部　准教授　入　山　満恵子  231

重症心身障害児のコミュニケーション支援

 　教育学部　准教授　渡　邉　流理也  232

母語話者が（も？）知らない現代日本語の姿　～　現代日本語の動態・多様性を捉える　～

 　教育学部　准教授　岡　田　祥　平  233
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近代家族概念はどのように変容しているか

 　教育学部　准教授　小　泉　明　子  234

中近世ドイツの平民の政治・司法参加　～　魔女裁判・請願・コミュニケーション　～

 　教育学部　准教授　小　林　繁　子  235

祭りと教育を核とした地域活性化　～　佐渡市豊岡地区／関地区における取組　～

 　教育学部　准教授　森　下　修　次  236

メタ知的方略を組み込んだ表現活動における資質・能力の形成分析と学習モデルの開発

 　教育学部　教授　柳　沼　宏　寿  237

生活の新しいスタイルを提案する健康社会デザイン　～　スマートライフイノベーション構想　～

 　教育学部・工学部　准教授　村　山　敏　夫  238

Well beingに向けた教育システムの開発とプログラム提案　～　SDGs教育推進プロジェクト　～

 　教育学部・工学部　准教授　村　山　敏　夫  239

安心安全なモビリティ環境と地域デザイン　～　交通安全未来創造ラボ　～

 　教育学部・工学部　准教授　村　山　敏　夫  240

子どもと成人の健康回復維持につながる行動変容　～　認知行動療法を応用して　～

 　教育学部　教授　神　村　栄　一  241

多様性へ対応できる学校と社会をめざして　～　特別支援教育、障害者支援　～

 　教育学部　教授　長　澤　正　樹  242

子どもは世界をどう理解しているか　～　子どもの理解評価のための方法の検討と提案　～

 　教育学部　教授　中　島　伸　子  243

学校における子どもの学びと教師の学び

 　教育学部　准教授　一　柳　智　紀　 244

学校づくり・人づくり・地域づくり　～　地域教育経営による人材育成とつながりの創生　～

 　教育学部　准教授　雲　尾　　　周  245

地方利益とは何か　～　社会インフラ整備をめぐる国家と地方　～

 　法学部・経済科学部　教授　稲　吉　　　晃  246

冷戦と日本外交
～　日本の指導者たちは、冷戦に代わる国際秩序をどのように構想したのか　～

 　法学部・経済科学部　教授　神　田　豊　隆  247

医療保障法による医療費・診療報酬、医療の質の確保、医療アクセスの調整
～　日本とドイツの比較法を通じて　～

 　法学部　教授　田　中　伸　至  248

都市になるということ　～　19世紀英国におけるLocal Actによる権限付与　～

 　法学部　教授　馬　塲　　　健  249

ナショナリズムと憲法学　～　憲法と一般社会とのギャップに橋をかけることはいかにして可能か　～

 　法学部　准教授　栗　田　佳　泰  250

模擬国会と憲法学　～　批判力・政治的リテラシーを身につけ政治参加するための教育に向って　～

 　法学部　准教授　栗　田　佳　泰  251

立法裁量とその統制手法　～　違憲審査の充実と立法権・司法権の適切な関係　～

 　法学部　准教授　山　本　真　敬  252
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地方自治体と連携した少子化対策の実践

 　経済科学部　教授　溝　口　由　己  253

COVID-19後のグローバル経済

 　経済科学部　教授　溝　口　由　己  254

保育・子育ての経済分析

 　経済科学部　准教授　長谷川　雪　子  255

住生活から見たロシアの経済発展　～　ロシアの都市住宅市場の総合的研究　～

 　経済科学部　准教授　道　上　真　有  256

中小企業の価値共創ネットワークの成功要因に関する研究

 　経済科学部　准教授　有　元　知　史  257

企業の借入れと銀行との関係　～　より良い関係の維持のために　～

 　経済科学部　准教授　稲　村　由　美  258

伝統産業の海外展開と国内市場の創造　～　日本酒のグローバリゼーションと新潟地域の創生　～

 　経済科学部　准教授　岸　　　保　行  259

中小企業の海外市場での価値形成メカニズム研究　～　広告を通して文化的差異を探る　～

 　経済科学部　講師　張　　　文　婷  260

アニメの現場で作成された中間素材の分析と活用

 　人文学部・経済科学部　教授　石　田　美　紀
 261

 　人文学部・経済科学部　准教授　キム　ジュニアン
幅広い書文化の研究　～　実技と理論の二面から　～

 　教育学部・経済科学部　教授　岡　村　　　浩  262

地方自治体の人材育成・政策立案

 　経済科学部　教授　宍　戸　邦　久  263

日本における橋梁の維持管理の適正性評価　～　市町村管理の橋梁における健全性の点検結果を用いて　～

 　経済科学部　准教授　中　東　雅　樹  264

人工学級を用いて、ストップ！いじめ　～　in silico 社会教育工学の構築を目指して　～

 　工学部　教授　前　田　義　信  265

地域ブランド力測定による地域の魅力や課題の発見

 　工学部　准教授　長　尾　雅　信  266

企業のエシカル・ブランディング

 　工学部　准教授　長　尾　雅　信  267

現代社会における科学技術やそのリスクをどう捉えるか　～　公共政策、イノベーション、データ、エビデンス　～

 　創生学部　教授　佐　藤　　　靖  268

高校生・大学生のキャリア形成　～　社会・学校教育との関わりを通して　～

 　創生学部　教授　田　中　一　裕  269

学習効果を高めるオンライン講義開発・実践　～　zoom活用による遠隔教育　～

 　創生学部　教授　田　中　一　裕  270

「教育の仕組み」づくりを通じて地域社会の課題解決を当事者とともに目指すアクションリサーチ

 　創生学部　准教授　澤　邉　　　潤  271
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アンケート調査の活用と改善に関する研究、地域の活性化に関する活動・研究

 　創生学部　准教授　並　川　　　努  272

民学産公の協働による地域価値向上を目指したマネジメントシステムとしての地域のリデザイン

 　創生学部　准教授　堀　籠　　　崇  273

グローカル地域経営の視角からの観光まちづくり　～　地域課題の解決を目指すアクションリサーチ　～

 　創生学部　准教授　堀　籠　　　崇  274

子どもの哲学（p4c）による探究的学びのプロセスデザイン

 　佐渡自然共生科学センター　准教授　豊　田　光　世  275

新潟の弥生文化を掘る　～　島崎川流域遺跡群の発掘調査　～

 　研究推進機構超域学術院　助教　森　　　貴　教  276

弥生時代の農耕技術を探る　～　石製農具による実験考古学的研究　～

 　研究推進機構超域学術院　助教　森　　　貴　教  277

共通・他の領域　　　 （21テーマ）

「見えない情報を見る」ヒトの能力の活用　～　錯覚・錯視のチカラ　～

 　人文学部　准教授　中　嶋　　　豊  279

公営住宅での居住性の改善と空き家問題の予防策　～　安全・健康・快適な住生活に向けて　～

 　教育学部　教授　飯　野　由香利  280

作曲と音による芸術表現

 　教育学部・工学部　教授　清　水　研　作  281

クラウドを利用した教育環境システム(CES-Alpha)

 　理学部　准教授　劉　　　雪　峰
 282 　教育・学生支援機構　特任准教授　齋　藤　　　裕

 　自然科学系　特任助教　池　　　浩一郎 
新世代位置天文衛星を用いた天体の研究

 　理学部　准教授　西　　　亮　一  283

サイエンスとアートの架け橋　～　形が織りなす美の世界　～

 　理学部　教授　松　岡　　　篤  284

災害をもたらす顕著大気現象の発現過程の解明

 　理学部　教授　本　田　明　治  285

医療的ケア児・者と家族を支援する地域プラットフォームづくりをめざして

 　医学部　准教授　田　中　美　央  286

長方形および直方体のパッキングアルゴリズム　～　限られたスペースにどうやってものを詰め込むか　～

 　工学部　准教授　高　橋　俊　彦  287

計算知能技術による複雑な実問題の最適設計

 　工学部　助教　余　　　　　俊  288
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ーワー 、 、治療 発、 マト クス

分 内科学、 学、分子生 学、 デル解

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

• andesartan pre ents arteriopath  progression in cere ral autosomal recessi e arteriopath  with 
su cortical in arcts and leu oencephalopath  model. ato et al.   lin n est. 131 22 :e140555..

• ara et al.  Association o  T A1 mutations and amilial ischemic cere ral small- essel disease.  
Engl  ed. 2009  360 17 :1729-39. 

• 2020-084683      2020-05-13 出

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

• の治療 の 発に興味のある企
業、自治体、研究 等

• 医 品 連企業

マウス の 理・生 学・機能解 と
これらの解 を通した のスク ー ン が
可能です。

脳神経内科学分野・分子神経疾患資源解析学分野
https://www.bri.niigata-u.ac.jp/field/neurology/index.html
https://www.bri.niigata-u.ac.jp/field/moleneu/index.html

脳研究所 教授

小野寺 理 ONODERA Osamu

脳小血管病の病態メカニズムの解明
～ 脳小血管の線維化とその制御法の開発 ～

脳研究所 准教授

加藤 泰介 KATO Taisuke

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の機能 に って発 する を、
と ます。 の理解は れて

おり、これまで くが されてきました。です
が は、 はアル イマー と共に

の大きな の つで、アル イマー の
進行とも く しています。

々は、 T A1と ばれる 子の に
って発 する の デルマウス
T A1-/-マウス を いた研究から、
の には、 へのマト ームと ばれ

るタン ク の が く していることを
発 しました。マト ームは、 を える
クッシ ンの な構造 ですが、 な は

の を き こし、 として な機能
を します。また、カンデサルタンとい を、

デルマウスに ませることに って、このマト
ームタン ク の が 下し、 デルマウ

スに られる の機能 を ことがで
きることを発 しました。

「健やかに いる」をテーマとし、
の り な カ ズムと、 り な治療 を

発することに って、社会に していきます。

カカンンデデササルルタタンンにに るる TT AA11 // ママウウスス
ののママトト ーームム にに るる

のの
カンデサルタンは、 T A1 / マウス
でのマト ーム を させ、 の

や の 下といった を
させる。

脳研究所

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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連する
的 産
文 等

1 a amura et al.  odulation o  oth intrinsic and e trinsic actors additi el  promotes rewiring o  
corticospinal circuits a ter spinal cord injur .  eurosci 41:10247-60  2021

2 ato et al.  Lesion area in the cere ral corte  determines the patterns o  a on rewiring o  motor 
and sensor  corticospinal tracts a ter stro e. Front eurosci 15:737034  2021

3 orticospinal circuits rom the sensor  and motor cortices di erentiall  regulate s illed mo ements 
through distinct spinal interneurons. ell ep 23:1286-300  2018

脳

脳

ーワー 、 、 、 デル 、 、 、 生、可 性、 ビ テーシ ン

分 科学、 、 解 学、 理学、分子生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ の治療・ 生、 機能の解 技術、
の みと機能、に興味のある企業、

自治体、研究 。

、 、 性 な デ
ルマウスを いた 解 や 生・治療
の 。マウスやウイルスを いた
の や 作、 の他 機能の解 技術。

ム脳病態学分野 野研究
https://www.bri.niigata-u.ac.jp/ system neurodis/ueno/home.html

脳研究所 教授

野 ENO asaki

脳・ の疾患 神経 の病態と

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

や 、AL な 、 や が
される では、 が し、 や感
な さま まな 機能が されてしまいます。

した は と 生しないため、機能を
する 本的な治療 は 立されてないのが

です。
わたしたちの研究 では、さま まな ・

の デルマウスを いて、 された
を の に し、機能を するか、 のた
めの 理や を っています。 にしばしば

を ける、 をにな や、生体の
性をにな 自 の に し、 の機
を理解するとともに、 に内 する や可 性
の能 を き出し、 生や機能 を す 理を

っています。 のため、 ・ 内の分子、
、 、機能の を、 、 作、解 す

る技術を いています。
の や の機 、 理を いだすこと

で、新たな のネットワークを作り出し、機能
を へと く治療 の 発へつながることが

されます。 ビ テーシ ン等に り機能が
する カ ズムの理解へもつながります。

脳研究所

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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-

い

ーワー 性 、 、 体医 品、が 、が 的 体

分 科学、 性 、プ シジ ン デ シン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

学. 科研 研究 、 29 30、「 オーマにおける を 的とした術 療 の 発」
学. 科研 基盤研究 、 1 2、「 性 に して 的 プ ンを 的とした術 療 の 発」

atana e  atsumeda et al.  orld eurosurger  2018（ : 31345255）
anemaru  atsumeda et al.  Acta europathol ommun  2019（ : 31100523）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 体医 品の 発に する分 、 学に 連
する計 機 、医療機 ーカーとの連携を

します。

脳神経 科学分野 E  

脳研究所 教

学
NAT EDA anabu

学 学

ON otaro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

療 - T は、 の
治療や 学療 、 学療 とは く なる機

を する新規のが 治療 です。 領域の
が に が されていますが、 を

とした はまだされていませ 。

- Tでは 感 性 を 合させた 体を
に させ、人体に で 的 性

のある を することで、 を
し だけを させます。

の治療とは なり、体の な 分には
を え に、 のみを 治することが可能
な、人 にとって理 的な治療 と されます。

を るのが、 のみに する な
体を つけることと、 的な デバイスの
発です。 者については では他大学と連

携し、 体の ・ 発を行っています。 者に
ついては新潟大学 学 と して、 価で
なシステムの 発に成 しています。 こで
も・ に・ 価に治療ができることを して
治療 の 発を けています。

新潟 内 の大学 として大 の 者
さ の治療 があります。また 内 数の 研究

である 研究所の として、 研究所他分
との連携は で、 の な 、 解 が
可能です。

脳研究所 脳 学

線 法 脳 の
～ 脳 の ～

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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研究 所 で

カ カは3 で ー ン ン
( eellll  eepp..  2019

ーワー 、 、 A 、 、 、 ー ン ン 、 、 ト 、発 、自

分 、 、加 連 、発 、 、 内科

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

aattssuuii   ..  et al. tosolic ds A o  mitochondrial origin induces c toto icit  and neurodegeneration in 
cellular and e ra ish models o  ar inson s disease. aatt..  oommmmuunn..  12 1 :3101  2021.

aattssuuii   ..  et al. Age- and - nuclein- ependent egeneration o  opamine and oradrenaline 
eurons in the Annual illi ish otho ranchius ur eri. eellll  eepp..  26 7 :1727-1733  2019.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・基 研究にも、創 にも、あるいは健康成分
発にも、 に した環境です。

・子 にも紹介しやすい研究 で、研究だけで
なく や 社会との にも しています。

わ か3 月で 、 、 A 、 、
な の にかかり5 月で を

えるア カ カ、あるいは様々な 子
をした ッシ や カがいます。

研究 https://www.bri.niigata-u.ac.jp/ neuroscience of disease/index.html

脳研究所 教授

AT  ideaki

小 と の疾患・ ・ 化
～ are ish  ure uman ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

は の に トと 様の ・
・ を したり 出したりすることで、

トの人生においておきる ・ ・ に す
る理解を め、 や治療に つけ として
います。 に ・ の に っておこる
や 、加 に って こる 々の加 連
（ 、 ー ン ン 、 、 、

A 、生 な ）、 して の を
らかにし、 の治療や理解に つけます。

々人 は 様であること、 すること、
こと、これらを進 の上で した生き の
だと考えることができます。人 は を

て進 しており、 と の の構造や機能は
に の から します。ですので が ト

と じ や にかかり、 じ に する
ことは きでも でもありませ 。

で生 や の きお 様々な や
を解 し、 られた を 研究所や新潟大学に

された ト 料やマウス デルと らし合わ
せることで、これまで しかった ・ ・

の治療・理解・ につなげていきます。

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

脳研究所 脳 学
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ウ ウ い い

ト タン 構

タン で
で

ーワー 子、バ アント、 ンデル、 、 、シ ウジ ウバエ

分 科学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

a amoto .  asa i .  ugie A.  itta .  et al.  2021  um. ol. enet. dda 224

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 子の機能解 に興味がある分トだけでなく、様々な の 子 の
を に 出することができます。

研究 脳病態解析分野 https://www.bri.niigata-u.ac.jp/ neuroscience disease sugie/lab/

脳研究所 准教授

E Atsushi

子 の ニ in i o ム

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

エク ームまたは ノム 決 技術に
り、 や の 者のエク ームま
たは ノムを 決 することに って、 くの

子 が されています。 された
子が の であることが である 合、

の に ります。しかし、大 数のバ アン
トは、 に の な をもたらすのか
です。 のために、 子機能の解 を行い、

を らかにすることが ではありますが、
価で な は です。

たちは、シンプルな デル生 であるシ ウ
ジ ウバエを いて、この問題の り み、年々

しつつある の となる バ アント
をスク ー ン し、 しでも くの の

となることを 的とします。

される として、 や
の の向上が げられます。これに り、
何年にもわたって をつけるために

diagnostic od sse をしなければならない
くの 者さ の 持ちを しでも らげること

が できます。

脳研究所 脳 学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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. .

ーワー 子 、 子 、 学 、 解 度 ー ー 、 解 、 構造解

分 生 学、解 学、 解 学、発生学、 生医学、イ ージン 、 子 、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

・ 介  信 子   . ・ T/ 2019/051141  内 ・ 2018-248067
・ 学 健  信 子  介. 2021. 53:124-130.
・ itagawa等 tem ell ep. 2022、 araguchi等 ommun iol. 2022、 awai等 ell ep 2021、 ato
等 ature. 2021、 iman o a等 lia. 2021、 agai等 ommun iol. 2020、Teratani等 ature. 2020、

aji awa等 ol rain. 2020、Tana a等 at ommun. 2020、 i utani等 ell Adh. igr 2020他 数

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ ・ ・分子・ 子 ルの な構造
解 を とする や 連企業

・食品・医療 連企業

様々な で を行 ための最 な 料
作製を できます。また 的に じた

を いて 料を することが可能です。

解 学分野 https://www.med.niigata-u.ac.jp/an /

子 解明 の メ
～ ・ の 理解 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生体の や の構造は の機能と な
にあり、機能を るためには構造を ることが

です。 々は 数 の 子 を な
ールとして生体内の 構造の 、解 を

テーマとした研究を行っています。 子 は
に 料の 内 構造の を行 ことができ

る 子 TE  1A と な
の を行 ことができる 子 E  

1 があります。 ちらの 子 も 学
では できない 構造の が可能です

。これまでに 料はもち 、 、 、
、材料な 様々な 料を し、 の

構造を らかにしています 2A- 。さらに
は、 大学に されているマル

ビーム E を した研究も進めています。マル
ビーム E は10cm にも 料で

も 体を くかつ 分解能で することがで
きるため、 料の 体の から 内の 構
造の解 まで 可能な 本に しかない 界
先 の 子 です。これを 数のイ ー
ジン 機 を、新潟大学では自 に 可能です。

様々な 子 に る や、 学 を
はじめとした 数の や、分子 学的
を み合わせ、 い分 で しています。

5 µm

. で .
ウス . . ン カ

.

20 µm

2 µm 5 µm

A B

C D

A B

学 教授

介
ATA hinsuke

学 教

学
A AT  anabu

学
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研究プ ト

研究で い トi

ーワー 人 、 生医療、医療機 、 トi 、 、 解 、 生 イ ージン

分 発生学、 生医学、 学、イ ージン 、 子 解 、 解 度共 点 ー ー 解

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

や 術な で した の機能を
させるには、 術的な治療が 可 です。

自 の や の人 を する治療
はありますが、い れも治療 や治療 な
に課題が っています。 こで 々は治療

の い人 の 発に り でいます1.。
、 デバイスにて トi から

数 ン ートルを える を し、
生体 収性 材で て する新規人 の

発に り でいます2.-3.。これまで、
では 生 可能な大きな に新規人

を し、 な解 に って機能
を 価しました。新規人 の は、

な と の 生と、 機能の を
的に 進することを しています。

、生体 収性 材の を しながら、
治療 と 性の を 進めております。
本計 が されれば、 に する

ルの治療 と 性を 立し、 の治療
の様々な課題を に解決する可能性のある、
新的な医療材料が できる が ると さ

れます。 的に の機能 のみなら
、様々な に る 性を な
の治療にも できる可能性を めています。

連する
的 産
文 等

1. imura  et al. 2018. cienti ic eports 8 1 :10071. 
2. awada  et al. 2017. tem ell eports 9:1441-1449. 
3. 人 を いた 生 （ 2020-181354） 、 T 出

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

• 人 を る生体 収性 材にア バン
テージのある ーカー、企業、研究者の 々

• 学、 子 な を み合わせた イ
ージン 解 に興味をお持ちの 々

い 、研究 発 り 、
へ 行し、 発 の新規人 を

で されるread  to useな医療材料
として製品 することを えています。

解 学分野 https://www.med.niigata-u.ac.jp/an /

学 教授

介
ATA hinsuke

i 神経 神経
～ の の開発 ～

学 教

OK A A Kentaro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生生
進進

でで
はは機機

トトii
新新 いい

新新 いい
生生

新新 スス
トトii ee ee ggaannooiidd

生生 でで
スス いい

スス

学
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タン ス

タン ットワー いま

ーワー が 、 、オ クス、 分 、

分 タン ク 学、 生 学、プロテオ クス、バイオイン マテ クス

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

タン ク の （ 5468073 ）
atsumoto . et al. at. ethods  14  251-258 2017
odama . et al. at. ommun. 11  1320 2020

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・製 、食品、生 環境な タン ク を
とするあら る分 。
・ 分 に るタン ク やペプ を

したい企業等。

これまで 体で行われてきたタン ク 機能
解 の 界を容 に することができます。

トに ら 、 生 から まで い
を解 可能です。

研究 ム 化学分野 https://omics.med.niigata-u.ac.jp

学 教授

AT OTO asaki

解析 の開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生体内で きている 様な生 学 は
にタン ク に って行われています。タン ク

の は ノム情報から容 に推 することが
できますが、 の 、構造、 性な のタン

ク の生体内での機能を るために な情報
は ノム情報から 読み ることはできませ 。
また、 くのタン ク は他のタン ク と相
作 してネットワークを 成して機能することか
ら、 タン ク の機能解 だけでは、生 シ
ステムを 分に理解することは です。

こで、 は、 分 計を して、タン
ク の 体であるプロテオームの を 的

かつ 的に計 するための技術 発や の
を行なっています。

えば、タン ク の を として計
する の 発や、タン ク 上で生じる ン

な の を 的に する 、
さらには 数 の発 プロテオーム解
の 発な を進めています。

これらの技術は、が や な で生じる
な 内プロ スの を読み解く を し
ます。

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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r 3 体を いた ト大 の

r 3 体を いたウ スタン ロットの

ーワー が 、 、 体

分 分子生 学、 生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

文： nt  ancer. 2019 o  15 145 10 :2740-2753. doi: 10.1002/ijc.32336. Epu 2019 Apr 29.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 体 連企業
・ 連企業

FF E の解 に 可能な 自の
r 3 体を しています。 r 3は新規の

進 子であり、 さらに解 を進めるこ
とで、 が がる可能性があります。

分子病理学 https://www.med.niigata-u.ac.jp/pa /index.html

学 教

OKA ideka u

子 rumbs の解析

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

（研究の 的）
が の に し、 や新しい治

療 の 発に がる を ることを に研究
を行っています。

（ ）
rum s3（ r 3、ク ムス３）とい タン

ク に し、 々のが 、 を いた
解 を行っています。解 の で r 3 ノ
クローナル 体を作成し、 やウ スタン

ロット を行 ことで、 に で r 3の発
が いことを めて らかにしました。さらに
r 3ノックアウト やマウスを いた か

ら、大 の を 進することを らかにし
ました。大 の 性 における機能に
ついても 解 を進めています。

（ される ）
々の研究から トの 性 では を 進

する きを持つことが しました。 r 3お
連分子の解 を進めることで、新たな

マーカーや治療 のター ットの発 に げるこ
とが されます。

r 3

E

大

48

35

25

20

60

a

ト大
（ L -1  T116  

T-29  Lo o）お 、
性 ントロールとして
ト

（ F）の 出
を、 r 3 体（上）、

ー ン 体
（下）を いたウ スタ
ン ロットに り解 し
た。 r 3が を

けるため、 ロー な
バン として 出される。

学
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ーワー ウイルス、 性 、 性、 体、

分 ウイルス学、 性

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

たちは、ウイルス（ TL -1、 ルペス
ウイルスな ）に る 性 （ TL -
1 連 、 ルペス な ）お 、

ウイルス性の 性 （ ー ン ン
、アル イマー お 性

な ）の を解 することを して
います。 者の では、 れ れの の

となる （ シ ク イン、タウ、
T -43）がオ マーを 成し、
に し、このオ マーが 性を し
ます。 たちは、ウイルスの に
する （ 10、 3 1、

ptineurinお T A1）を し、これら
が ウイルス性の 性 の にも

していることを らかにしました。
10、 3 1、 ptineurinお T A1

は、 性 において、 性と
体の 成を していました（ 文1-

4）。これらの を 的とした 性
の治療 の 発を しています。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 性 、感 、が 、加 性
な に がある企業、製 会社お 自治
体な 。

や な の 性 の
には、さま まなウイルス感 が

しています。これらの を解 するため
に、 デルマウスな を いて、ウイ
ルス感 と 性 を 時に解 し
ています。

神経 疾患 神経 と の分子

学 教授

藤  asahiro

連する
的 産
文 等

1. ango et al.  10 inhi its the dopamine-induced reacti e o gen species-dependent apoptosis 
o  neuronal cells  stimulating the antio idant r 2 acti it   in press.

2. a ihana et al.  The optineurin/T A1 pathwa  inhi its a errant stress granule ormation and 
reduces u i uitinated T -43. i cience  2021.

3. Anisimo  et al.  3 1 inhi its u i uitinated protein aggregations induced  p62 and 10.   
ci. ep.  2019. 

4. iatnits aia et al.  10 is a critical actor or Tau-positi e stress granule ormation in neuronal 
cells. ci. ep.  2019.

学分野 http://www.med.niigata-u.ac.jp/ ir/welcome.htm

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 准教授
TAKA A  asahiko

学 教
KAK ANA Taichi

ウウ スス

USP10

G3BP1

神神経経細細胞胞死死

おお

神神経経変変性性疾疾患患のの発発症症

ーー

USP10

学
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ーワー 加 性 （ 、 な ）、 医学、 、ビタ ン 、 上・ ・ 、地域 、 ホート

分 医学、 学、環境医学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1 a amura  et al. En iron ealth re  ed 2018 23:28  https://www.med.niigata-
u.ac.jp/h g/mura ami/inde .html  2 o o ama  et al.  Epidemiol 2016 26:420-32  
3 a amura  et al. one 2015 74:10-7

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ している 体を して生体バ
イオマーカーを することは可能です。
・ ている生 情報を いて、新たな

点で 計解 を行 ことは可能です。

を したが や 環 な の大
規 研究は くの研究者が行っていますが、健
康 を した加 性 の 合研究は

です。またビタ ン 研究は です。

学分野 https://www.med.niigata-u.ac.jp/hyg/index.html

学 教授

NAKA RA  Ka utoshi

加 加 疾患の 学研究
～ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ホート とは、 の 性を した え
で の発生を し、様々な と の

を る です。 たちは地域 14 364
人を として ホート を行いました1 。こ
の は、 や な の加 性 の

を 的とし、健康 を しています。
2011 2012年に大がかりな健康・生

、 体収 が行われました。健康 、
、 品の 、食品の な 、

にわたる を に り に ました。
に、食 ・ に しては、55の と182
食品の を ています2 。また 体を 6

の参加者 り ており、 体の ビタ ン
度を しました3 。ビタ ン は （ 上の

産品）に に まれているビタ ンで、最
様々な の発生との わりが されています。

、 お 発生の を行って
います。 体的には、 から5年おきに健康・
生 と 体収 を行っています。ま
た、随時 発生のデータの収 を していま
す。 ース インで た情報と の の 発生
情報を み合わせることで、様々な生 ・環境

と の を 解くことが可能となり、
いては の に がると 信しています。

学
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ー

ス ー

ーワー ホート研究、 学、生 、 、 、地域

分 学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

tud  esign and aseline ro iles o  articipants in the onuma  ohort tud  in iigata  apan. 
a asawa  et.al:  Epidemiol 2020 30 4 :170-176

域の地域医療における と ホート研究 新潟 医 会報 2018: 820: 2-6

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域 の健康を えるための に科学的
エビデンスを としている自治体
・地域 の食生 や 体 な の情報を

し、地域から めて 界の を き健康
を えるサイエンスに がある分

大規 なアン ート に り られた
な生 データであり、 の 性も さ
れています。 生体 料から生体バイオマー
カーの や 子解 も可能です。

学 https://ja-jp.facebook.com/N

学 准教授

藤 TO umi

の
と の の解明 と

/ の 研究
脳血管疾患と 血 病との

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

や の 子である 、 性
な の生 は、 体 や食 な

の環境 と、 人の持つ 的 が し
ています。 たちは様々な と との

を り、 に役立てることを 的とし、
、 の地域 を とした ホート
を行っています。2012年 2014年に ース
イン として、40 上の に し、生

に するアン ート と 、 の 体
収 を行いました。 した 問 は 立が 研
究 ンターの - EXT研究で している
ものに 地域に した を 加したもので
あり、食品、 品の や 、生
環境、健康 な の な情報を ることがで
きます。また、 - EXT研究に参加してい
る他地域のデータとの 合解 も可能です。 、
研究 者40 764人の 発生、 の を
行っており、 ース インから5年お 10年

した時点での生 に する も行いま
す。 地域での は が 、大
で く、 、 、自 が いとい

があります。 たちは本研究にて られたエビ
デンスを地域から 界へ発信し、 に役立
て、健康 の を しています。

：：人人 3388 445533人人

：：人人 5599 224422人人

者（40 上 ）62 139人

生 に する
アン ート 者

39 764人

自治体健 での
生体 料お

健 データ 者

7 440人

人

成27年度人

学
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ーワー ホート研究、 学、生 、 、地域 、サル ペ ア、

分 学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域 の健康を えるための に科学的エビ
デンスを としている自治体
・地域 の食生 、 体 や な の情
報を し、地域から めて 界の を き健
康を えるサイエンスに がある分

な生 についての情報があり、サル
ペ ア の 点から、 値、 ビ

タ ン 度 も行いました。 生体 料
から生体バイオマーカーの も可能です。

https://ja-jp.facebook.com/N

の の
と

の解明 と / の 研究
～ ・介 の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

のある 域は 々に まれた 地
であり、 くの が点 しています。

域では が く、 性新生
の は いとい があります。

また、 は が30 を える
環境にありながら 介 （ ） は

的 な 向にあります。 たちは 等の
な を めた様々な環境 と との
を り、 に役立てることを 的とし、

ホート を行っています。 ース イン
として2015年に、40 上の の生

に するアン ート と 、 の 体収
を行いました。 した 問 は 立が 研究
ンターの - EXT研究で しているものに

に する を 加したものであり、食
品、 品の や 、生 環境、健
康 な の な情報を ました。 、研究

者3 569人の 発生、 の を行って
おり、 ース インから5年お 10年 した
時点での生 に する も行います。
たちは本研究にて られたエビデンスを地域から

界へ発信し、 に役立て、健康 の
を しています。

連する
的 産
文 等

tud  esign and aseline ro iles o  articipants in the onuma  ohort tud  in iigata  apan. a asawa
 et.al:  Epidemiol 2020 30 4 :170

Association etween Estimated ietar  Acid Load and Al uminuria in apanese Adults a asawa  et.al:  
ephrol 2019  20: 194.

Low serum 25 h dro itamin  is associated with low grip strength in an older apanese population Tae o itsu
T  et.al  one iner eta . 2020 38:198-204.

ー

ス ー

者（40 上 ）：5 651人

生 に する
アン ート 者

3 455人

自治体健 での
生体 料お

健 データ 者
628人

学 准教授

藤 TO umi

：：人人 88 004466人人
27年度 人

3

学
学
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－15－－14－

ト ー は

お ト ー

ーワー マイト ジー、 ト ン ア、マウス、 、

分 生 学、生理学、 生 学、 学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

・ itophag  reporter mouse anal sis re eals increased mitophag  acti it  in disuse-induced muscle 
atroph . （ amashita et al.   ell h siol. 2021. ）
・ emcita ine induces ar in-independent mitophag  through mitochondrial-resident E3 ligase 

L1-mediated sta ili ation o  1.（ garashi et al.  ci ep. 2020. 10 1  1465.）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・マイト ジーの に る健康 ・治療
の 発に興味のある企業、自治体、研究所等

・食品・医 品・ 学 連企業

やマウス、 を いた、 ト ン
アオート ジー 性 ・ のスク

ー ン や 価が可能です。

制御学研究 https:/www.med.niigata-u.ac.jp/mit/

学 教授

神 KANK  Tomotake

分解
～ の理解とその制御法の開発 ～

学 教
A A TA hun- chi

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

たちの の に する ト ン アは、
体 に なエネルギーを産みだすと 時に、

をお す 性 も産みだします。 の
ため くなった ト ン アは、オート
ジーに ってすみやかに分解される がありま
す。 の分解が 分になると、健康 の
や 、 につながります。

たちは、この ト ン アのオート
ジー（マイト ジー）が こる みを理解す
ることで、人々の健康を るための や技術の

発に り みます。
えば、 や加 に り が われない

が くと、 は します。この時、マイ
ト ジーが 加していることを たちは発 し
ました（ amashita  2021）。しかしながら、
マイト ジーがな 加し、なにを行なってい
るのかは です。

たちは、こ した 問に分子・ ルで
えることで、 の を 発し、健康 の

や の治療、健康 をめ します。

学 教 学 准教授
NO E Keiichi

ト ン ート ー ー
ス ト ン ート
ー ー で

ト ー ター ウス
プス せ ト ー
い ット は p . .

学
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－15－－14－

ーワー ノム、オ クス、 学 、 タ ノム

分 バイオイン マテ クス、マイクロバイオーム、人 能、データ ース

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

• uda et al. ro iling o  host genetic alterations and intra-tumor micro iomes in colorectral cancer. omput. 
truct. iotechnol. . 19:3330-3338 2021 . 

• himada et al. istopathological characteristics and arti icial intelligence or predicting tumor mutational urden-
high colorectal cancer. . astroenterol. 56 6 :547-559 2021 . 

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・情報科学を しデータサイエンスで新しい
価値を発 したい企業や自治体等。
・インターネットを し、サービスや製品を

したい企業や自治体等。

情報科学は ン ータで ことができる
データであれば の なものでも解 に
なります。 ト の生き も め、 様な研
究 のデータからの 出が できます。

分野 https://bioinfo.med.niigata-u.ac.jp

学 教授

OK DA hujiro

の 発
～ 科学研究 ～

学 教

N  iwei

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

界で めて ノムが解読された生 はイ
ン ルエン で1995年でした。 では数
を える生 で ノム が決 ・ されて
います。これらの情報を って生 医科学分 の
様々な領域で ノムワイ な研究が されてき
ています。 A の情報が えるだけでなく、

Aやタン ク ルでも イスループット
理の技術 新があり、これらす てのオ クス情
報を 合的に解 する の 立が求められて
います。本研究 では、計 機を したオ ク
スデータからの 出と の技術 発を行って
います。環境 の 生 テ を にし
た タ ノムデータの解 を しています。と
りわけ、 内 の タ ノムデータは、人
の健康との わりを研究する上で に新しい材
料と えます。 内環境を め、 と 連のあ
る人と 生 テ との相 作 の解 を

しています。また、が ノム医療に と
なるが の ノム解 も しています。が

の持つ A を ることで、最 治療
を できる recision medicine（ 医

療）を するための技術 発をしています。医
療 において り 性を すことが
される人 能の 発も行っています。

ータ で で
進

大 ータ スター 機 ス

学
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－17－－16－

ーワー 自治体連携、共 研究、生 、健康

分 生 、健康 、 、医療ビッ データ

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

血 ・内分 ・ 内科研究

の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

http://www.med.niigata-u.ac.jp/emh/

学 教授

ONE irohito

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

合合わわせせ
タタ ッッ スス

学

S S P 01 1 3 0

研究

では 数の自治体と共 研究に る成 を
げてきました。 えば は健康 進に を
れ、学 健 にも を していますが、
の医学的サ ートを行 と共に、健康 立 に

可能な科学的 を ることを 的に、 られ
たデータを 内で解 しています。 の 、
たとえば 持 と の が い 学生では、
生 （ タ ） 向を する可能性が相 的
に くなることを報 し（ ）、 デ アでも大
きく報 されました。 また に生
ンターを 立し、 連携を めた 療体 を 立
し、 サービスお 研究の 点としています。

な食 も行い、 の他の生 と共
に分 しています。また、新成人に して、 的
にも な「成人 における健 」を しており、

人の とア バイスの を行 と共に、 の
データの も めています。また治療を して
いる 者をスク ー ン して、通 を

すプロジ クト等もサ ートしています。
これらの自治体と共 で行 プロジ クトは、
の健康 や L向上に するのみなら 、

健康 立 な にも 可能で、 的には医療
にもつながるものと されています。

連する
的 産
文 等

Morikawa SY, Fujihara K, Hatta M, Osawa T, IshizawaM, Yamamoto M, Furukawa K, Ishiguro H, Matsunaga S, Ogawa Y, Shimano
H, Sone H. Relationships among cardiorespiratory fitness, muscular fitness, and cardiometabolic risk factors in Japanese
adolescents: Niigata screening for and preventing the development of non communicable disease study Agano (NICE EVIDENCE
Study Agano) 2. Pediatr Diabetes. 2018; 19: 593 602

・地 データに基 いた 健 立 のための
科学的エビデンスが な自治体。
・「新潟新 ルス ア情報基盤プロジ ク
ト」とも連携しています。

地域のデータ分 に り、 の健康や
に する科学的エビデンスの 立が可能です。

子 から 者まで、 に する分 が
可能で、地域 アにも かせます。

学
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－17－－16－

ーワー 産学連携、共 研究、医療ビッ データ、 ooled anal sis

分 生 、 、内分 、健康 、医療ビッ データ

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

血 ・内分 ・ 内科研究

研究 と の の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

http://www.med.niigata-u.ac.jp/emh/

学 教授

ONE irohito

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

研究プ ト

研究

医療・医学界には、 大なビッ データが
のまま っています。 ではこの な

データを、 かな 医の や ンスを
かしつつ 的解 を行い、新たな やエビデ
ンスの創出に げる り みを行っています。

えば、 の として、 治療 の治
データ 合解 があります。 LT2 sodium
glucose co-transporter 2 は、 下
作 のみなら 、体 下作 や イ ント

作 な の作 を持ち、 界的に されて
いる である 、 の カ ズムはまだ 分
に解 されていませ 。これまで 々は、本プロ
ジ クトから 生理の新たな や本

の新たな 等について報 しました 。
この な のビッ データを、 的
点から 解 することで、 上 な や

発 が られ、 時に の 解 にも し
ます。本プロジ クトからは、この他にも くの

な 研究テーマとエビデンスが創出されて
おり、 界最大の 者数を する アジア人

の 療における な を するものと
されています。

連する
的 産
文 等

1 Matsubayashi Y, Sone H, et al. Diabetes Metab. 2018 Mar;44:135 142.
2 Abe T, Sone H, et al. Diabetes Metab. 2018 Mar;44:172 174.

4
研

究 YIA

・製 企業、食品企業、ス ー ク 、
会社、 の他ビッ データを する健康 進
連産業や自治体等。

な 医の 点を り れ、
のデータ ースからも新たな を創出でき

ます。健康食品等のデータに しても医療・健
康 進に できる可能性があり 可能です。

学
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－19－－18－

はま は い

ーワー 人 能（A ）、医療ビッ データ、健康

分 内科学、 学、生 学、健 ・人 ック学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

文は めて 数ですので、https://pu med.nc i.nlm.nih.go / に、 one  A  iigata  Tsu u a
な の ーワー を して、 してください。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・健 等のデータを健康 につなげたい企業
・食 ・ ・生体データ等 のための oT
機 発企業、人 能（A ）の医療 を

している企業な

これまで数 本 上の大規 医療データ研究
文を発 しており、生 ・

を ー する 界的な研究 点として、
企業との共 研究 も 数あります。

血 ・内分 ・ 内科研究 / 病 ・ 学
http://www.med.niigata-u.ac.jp/emh/

学 教授

ONE irohito

病 法の開発
～ 子の発 と発 ニ 法開発 ～

学 教授

加藤 KATO Kiminori

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

企業等の健康 合や健 ンターな には、
大な健 ・人 ック が し けていま

す。これらのビッ データは、 医が 的
を して解 すれば、 業 に で く
してもら ための「健康 」や、 体や
界の人々の健康 を ばすことに する

くの な科学的 を ることができる、 わ
ば「 の 」です。しかし には、 人への健

報 には 分 されていませ 。
ビッ データ解 に り、 れた を め

とする生 を く発 するスク ー
ン の 発や、 の な人が の 度の可能
性で や の な、健康 を め
る な を発 するかについて、 や ス
ク 価 が 立できれば、 人のみなら 、企
業、 体な においても、最も 的で

の い 立 に つけることができます。
の な研究をさらに発 させるために、

データ 企業、生 （食 、 な ）
価 のための新たな oT機 の 発企業、
や のための人 能（A ）システム構
企業との ーシ ンを求めています。

ま 大 ターン い

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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－19－－18－

ーワー 産学連携、共 研究、医療ビッ データ、人 能

分 生 、 、内分 、健康 、医療ビッ データ

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

血 ・内分 ・ 内科研究

の
A ムの開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

http://www.med.niigata-u.ac.jp/emh/

学 教授

ONE irohito

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

機機 学学

研研究究

医学医療界においても、人 能（A ）の
は大いに されており、 を向け 界

で研究がおこなわれています。しかし 、
に りつつあるのは、 に医療 （X

、 T、 、 な ）の自 が
で、 医の と に基 く 度な「医学的

（ に な治療 の ）」については、
まだ に 分な は出ていませ 。
本プロジ クトでは、この な 度な 医の

な を機 学 させることに る 療
ール作成を しています。

えば、 の として、 本 の
医の 療記録ビッ データを した研究があ

ります。 医がインス ン療 を し
た 者さ の をA に機 学 させ、 治療
にインス ン療 が かの 能 について、

医の 能 との も めて しまし
た 。 の 、 A が 医 り に、
インス ン が である を 別できるこ
とを し、 医が で 決 せ るを
ない の 療サ ートとして、A が役立つ可能性
を らかとしました。

本プロジ クトからは、 療の様々な にお
いて、機 学 を基にしたA に る 決
システムの 発が可能となることが されます。

連する 的 産
文 等

Fujihara K, Sone H, et al. Machine Learning Approach to Decision Making for Insulin Initiation in
Japanese Patients With Type 2 Diabetes (JDDM 58): Model Development and Validation Study. JMIR
Medical Informatics 2021; 9: e22148

・データサイエンス 企業、情報・通信企業等。の医療 に する科学的エビデンス
の構 できます。健 、介 な にわたり

のデータ ースを所 しており、 に
共 研究を介することができます。

9 8 の 医がインス ンを と した に
おける、機 学 お 医のインス ン の 解 / 値

医 機 学

解 値

1 0.59 1.00

2 0.36 0.86

3 0.41 0.79

4 0.45 0.20

5 0.18 0.87

6 0.64 0.99

7 0.95 1.00

1-7は9 8 の 医が

インス ン治療を と し

た を す

7 を合計すると、 医、機

学 の 解 は れ れ43 、

86 と 2 の いがある。

学 准教授

藤 ARA Ka uya

学
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－21－－20－

ーワー - F、 性 、 、 性

分 内科学、感 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

 Engl  ed 2019  381:923-932
ature 2014 514: 450

Eur espir  2018 51: 1702127

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ り 的で り いも な デバ
イスの 発分

内 や な の への ではなく、
とい 所への に り、 所的な

の お 性 作 の が できま
す。他 や他の への も できます。

・ 内科研究 https://www.med.niigata-u.ac.jp/resp/welcome.html

学 教

A Kenjiro

G S 法の と
そのメカニズムの解明

学 教授

明 K K  Toshiaki

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

- Fは マクロ ージ（ ）の分
・成 に のサイトカインであり、 - F

シ ナ ン が されると サー クタント
性が なわれ、 サー クタントが に
する を発 します。

の 9 は - F 自 体が
産生されることに る自 性 であ
り、これを とした - F 療 の 性
が報 され、 が進められています。

また、 な治療 が 立されていない 性
や、 的な治療 でも 治 が

なくない 性 に する - F
療 の 性も報 されていますが、 立した

ものではなく、 の カ ズムも です。
マウス デルにおいて、 - Fが

性の 性 から 性の
への を する可能性が されており、

々は 性 お 性
マウス デルにおける - F の を

解 することに って 性の カ ズムを解
したいと考えています。

時に、 性 者を として、
- F 療 の 性と 性を 価するこ

とを 的とした医 を行っています。

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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－21－－20－

ーワー 生、 盤 、 能性 、 、Fg 10

分 生医療、 能性 研究、 内科学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1. itahara et al. eneration o  Lungs  lastoc st omplementation in Apneumic Fg 10- e icient 
ice. ell reports. 31 6 :107626  2020. 

2. an et al. eneration o  Th roid Tissues From Em r onic tem ells ia lastoc st 
omplementation n i o. Front. Endocrinol.  2020 ec 14 11:609697

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ / 生医療や研究、 マウスを
いた デル研究な に がある企業、製

会社な 。

in itro で に え る な3 構造
を持つ の 構 は めて しいと考えら
れています。 々は、 盤 を いて、
in i oでの の作成に しています。

https://www.med.niigata-u.ac.jp/onc/

学 教授

A O asuo

と
法 の

学 教

O iliang

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

たちは、 盤 を いて、
トへの を とした 作出技術
の 立を しています。

々は、 を するFg 10ノックア
ウトマウスの 盤 に F 発 マウスE
を し、マウスの生体内において F 性
E する の作出に成 していま
す。 の を発 させ、 の で ッ
トE を マウスの 盤 に する
ことに り、マウス生体内に ット の

作出を します。更にマウスを成 させ、
における の と に

え る成 の作出が可能かを します。
更には トへの を え、 ノム

を いて大 の デルを作成
し、 盤 を いて ト
であるマー ットのE から大 に
おける 創出技術の 立を しています。

本研究が成 した 合、 生における
新的な を することができ、 トへ

の に向けての トi /E を いた究
的な 生に大きな ークスルーをも

たらします。

内科学分野
学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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－23－－22－

ー ン

ま ま

ーワー 、大 、 、マウス in i o イ ージン

分 、 生理学、 学的イ ージン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

gi  amagishi T  Tsu ano  et al. Associati e responses to isual shape stimuli in the mouse 
auditor  corte . Lo ne. 2019 14:e0223242. doi: 10.1371/journal.pone.0223242.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 機 ーカー
・ ビ テーシ ンを とした健康 進

連産業
・デジタル ンテン 発企業

イ ージン 、 別 ができ
る があり、in i o イ ージン ができま
す。 下 だけでなく でのイ ー
ジン も可能です。

理研究 ム https://www.med.niigata-u.ac.jp/oto/

学 准教授

TAKA A Kuniyuki

のメカニズム
～ 脳 野 メ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

たちが 感 している は、様々な か
ら成り立っており、 の３ として、 の さ
（ 数）、 の さ（ ）、 の （時
的 ）が られています。 科で行われ
る では、 き れる の さ、 さを

し、 の をしています。しかし には
が 度であっても の き り（

）が い 者さ がいます。 の として
の （時 に （ ））が

連していると われます。また の は
で こえる に が いことも

られています。 こで たちは の とな
ると われる 、 に して研究を
行っています。

を最 的に するのは大 である
ことから、 時マウス大 in i o イ

ージン を いて、 りさま まな で
し を しています。本研究に り

機能の カ ズムが解 されると、 こえ
に る 々への新たな 機 、 ビ テー
シ ンプロ ムの や、これまで体 できな
かったデジタル の 発へと発 、 できる
と考えています。

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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－23－－22－

ーワー 人 能、 、 、 生 ア

分 医学、 治療医学、 生学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・人 能解
・

時性のある な 生 の 度 価
が 発されれば、治療成 の 的な向上と

医療 の な の 立とい 課題を解決
することができると考えられます。

学研究 https://www.med.niigata-u.ac.jp/ecu/

学 教授

N A A Kei

脳 解析

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

【研究の 的】
人 能を い 生 の 度を に
度で 価する を 発し、 生 に す

る体 理療 （TT ）の最 体 を らかにす
ることで、テー ー イ の 生 アを可能に
します。
【研究の 】

が 治療に いられてきた人 能を いた
解 「 ジオ クス」を 界で めて 生

学に し、データ 出・ 構成、 出、
な の を 発します。ま 、 イロッ

ト研究として、人 能に る解 に え る
データ 出 を 発し、 の 別 に

できるデータ 構成・ 出 を 発し、さ
らに、 内の の 分 を ー

ーマップを いて し、分 度の い
を 発します。 の えで、 域TT

の 性に 連する を らかにし、新たな
度 価 に基 いたTT における最 体 の

を 発します。
【 される 】

人 の を えた 新的な ・ 生
度 価 を 発し、テー ー ー さ

れた 生 アを創造します。

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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－25－－24－

脳

ーワー 成、 の 性、 界 （感 性 ）、

分 発 学、 生理学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1: ugi ama et al.  E perience-dependent trans er o  t 2 homeoprotein into the isual corte  
acti ates postnatal plasticit .  ell 134  508-520 2008 （ くの新 社に紹介記 あり）

2: ou et al.  hondroitin sul ate is re uired or onset and o set o  critical period plasticit  in isual 
corte . ci. ep. 7:12646  2017 （ 成分 の発 進：新潟 報・ 本 新 に紹介記 あり）

3: a ai et al.  enome-wide target anal ses o  t 2 homeoprotein in postnatal corte . Front. eurosci.  
11:307  2017 （ 子データ ースあり）

4: L E T E  F  E F  TA ET  T  TX2 TA ET ELL （ 2010081975 A1 ）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ペプ ンサー 発や生体分子材料 発に
わる製 ・医療・医 ーカーな の企業

・マウス を デルとした新たな 発も可
能です（ ・機能解 を ）。

が成 する で が される
と、 が き こされやすくなります。

を可 し、 に し治す みが分
かると、 機能の に役立つと されます。

神経発 学研究 https://www.med.niigata-u.ac.jp/contents/acti ity/research/shinryou/shinkei.html

医医学学部部

学 准教授

A A ayaka

経 メ の分析

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

ち は たり感じたりできますか と 問
すると、大人と じと える学生がいます。
には ち の は で、 の成 は りの環
境や に って大きく されます。 の

にも いて す が ですし、 の向
上にも る が大 です。 えば、 な で
こ もの に をすると、 る をさえ
られた の が くなり、 を生じることが
あります。しかし、 が の機能を発 させる

みについては、 界的にも分からない点が
いのが です。

これまでに、 t 2 が を に
えるとい ークな性 を持つことを らかに
しました。マウスの 内において、この の

を から 作すると、 に り が に
成 する時 （ 界 ）を人 的に 作できます。

えば、成体マウスの において を さ
せると（ 体や ペプ 4 を や

に すると）、 を ットし、こ も
の の に に を 成できる になり
ます。この技術を いて、 の成 を 進するた
めの「 子データ ース」も作成しています。

コンドロイチン
（ を細胞内に

取り込む）

細胞骨格因子
（突起を伸ばす）

ウス
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－25－－24－

ーワー れ のない 、 、 、社会的

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 、大学、企業、地域、福祉、 、
理、 、 、製 会社、行

学 、地域、 、 福祉 、行 が
して、 者の最 の につながる な、
れ のない を せる 、連携を み

ます。

の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

せ 、 、 、 立な 、社会
的課題を抱えた「 」、「社会的

」（ 、 ）な を ール
にし、社会 体で り 「 れ のない
」をテーマに研究しています。
出生 から、 の が され、人生を

・ に ごすことができる生 の基盤、
生き く や、自立に けた情報の が
できる 、盤 な ーシ ル タルの構 、

者自 が を できるための が
です。 こで ープル・ ンター ・ ア
eople- entered are： の 点から、
性自 が自分の健康生 の 決 ができる

、医療者がもっている健康情報や技術を的
にわかりやすく することで や を

共に解 できる に ートナーシップをとる
ことを します。

しもが に進 ことにできるためのプ ッ
トホームや テ の構 のために、子
もから大人まで人生の に「自分らしく」
「あるがまま」に かな人生を ための
決 に り 職が、 の な でア
プロー し、 の領域に連携を求めていくのか
を の 点から考えていきます。

分 学、 性 学、 産学

学・ 学・ 学研究 https://www.clg.niigata-u.ac.jp/ arimori/

学 教授

子
AR OR  Naoko

い

せ い

連する
的 産
文 等

・ と 健医療 者との ートナーシップに基 く「 eople- entered are」の の 構 ： 子  
子  大 子  子  き み  子  新福 子  子  大 子  子

加 大学  ulletin o  t. Lu e s nternational ni ersit    4 9-17   2018年

学 学

学 准教授 N KATA ayumi

学 准教授 子 EK A Kayoko

学 教 子 A DA Noriko
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－27－－26－

ーワー / ノム 、共 決 、 イ ス ル、医療 学、行 学、 医療

分 学、 性 学、 産学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

・出産に する 産 の自 決 本 科学学会 1999 19 2 33-41
・ / ノム医療に わる 職に されること 本 学会 職 会

http://iden ango.com/nursing-in-genetics20170220.pd アク ス：2020/1/28
・ 科研 ータルサイト https://www.clg.niigata-u.ac.jp/ arimori/ a en/

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・共 決 に のある
・ ルス テ くりに のある

自治体の皆様
・ 医療のアウトカムに のある

EEがなくても、 AA EEがあることで、
は になった時にも を持てる 合があります。

たち 職の みは、この A Eを160 と
い 健医療職最大の数で ことができること
です。

学・ 学・ 学研究 https://www.clg.niigata-u.ac.jp/ arimori/

学 教授

子
AR OR  Naoko

/ ム と の
ニ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

学的 は、 の が生 わらない 情報
を らかにすること（ 性）、 情報を共 する
ンバーにも すること（共 性）、発 、出生

な を すること（ 性）において、通
の とは なります。 に出生 は、 の プ

ロ クテ ルス イ と子 も生きる について、
理的な問題を抱えます。 健医療に する 決 は、

人々にとって しい 決 といえますが、 に 学
的 は り な が といえます。

たちは、 者と医療者が、決 の を共 しテイ
ク（共 決 ）に する研究を行っています。（
参 ） 決 は、 イ ス ルの つでもあり、 、
創生学 と して、 （（ 生生））をを にに「「出出
生生 」」をを 材材ととししてて 業業をを行行っってていいまますす。。

共 決 のアウトカムは、「 度」にと まら
、医療 への も したいと考えています。

たち 職は、 健医療 でおきている課題から
の解決 を しますが、 れを していく 、
報の領域の 々との 合研究を します。

最 的な ールは、 ルス テ 創生を地
新潟で可能にするための を する 研究です。

が「 になっても自分らしくある社会」を し、
「医療の に まらない 地 い生 の ア
（（ eellll eeiinngg））」に する研究を したいと います。

いい
問問 生生

ンン

ンン ーートト

ント

ま

ンン

.

.

.

.

・・
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン

・・
ププ
ロロ
セセ
スス

ント

カウン ン ー ン

は

ント ー

をを

共共
有有
すす
るる

ン
ットワー

ー
学 生

学 学

学 准教授 N KATA ayumi

学 准教授 子 EK A Kayoko

学 教 子 A DA Noriko
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－27－－26－

タ

脳機

ーワー 科学、 情報 理、自 、 ルス ア

分 生理学、生体医 学、 科学、計 学、人 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

医療分 に まら 、 にある健康や な
生 のために な医学生理学的 を、医学と

学を み合わせて り でいます。 に、
と の に して、 ノを ること

をきっかけとして、 た情報の 内 理から
へ する と の連 を分 し、 技術の

発、 ルス アのための タ ン 技術を
発しています。

は ノを るために に しますが、
の の きの向きや 度、 ターンに くの情

報を持っています。また、 は に して
の を させるだけではなく、情 （
の様な感情）の にも 感に し を えま
す。これらは自 の作 に って しま
す。 や を分 することで、 内で
こっている や自 の様子を推 すること
が できます。

トの かな生 のためには、 体的な健康に
加えて の健康にも を りたいとこ です。感
性に をもたらす 術や を り、科学的に

術の さを考えることにも り でいます。
を とした生体計 から の を

タ ン する技術は、医療、 ルス アへ大
きく できる分 です。

連する
的 産
文 等

ijima A  et al.  ergence e e mo ement  ispla s  33 2  91-7  2012.
か スト ス の推 に な 生体医 学 49 6  946-951  2011.

立体 分 （   5331785 ）な

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・計 機 、 学機 、 Tを 子・情報
ーカー、医療機 ーカー、 ルス アを

的とする み作りに のある企業、自治体
な

医学 健学科、医学科生理学 な と
に連携し、医 学研究を推進しています。医学
と 学の の ・技術を いて研究
発しています。

神経 理・ 学研究 http://npbme.eng.niigata-u.ac.jp/

科学 教授

A Atsuhiko

の
脳・神経

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 学 学 学プ

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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お

い タン

ーワー 味しさ、食行 、感 相 作 、食品 発

分 学、基 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

人 が 的に行 行 のなかでも、 に
な が食である。何を食 るか、 の に食

るかとい ことは つの しみであり、文 に
なっています。 たちが 生 で 「味」と
は、 の上に分 している味 のみに って
だけでなく、 には味 の数 の感
（ ・ ・ ・ 等）を 合したものと
して食品の味を しています。 れ えに
が です。

々はこれまで「 味しさ」を の に
できるか、 し を進めてきました。 の

、『「 味しい」と感じたときの の に
がある』『 がある』 1）

『「 味しい」と感じた時に 内タン ク の
（ 100A8）が 的に分 されている』

２）とい 生体 がみられました。これらを
「 味しさ」デバイスとして発 させることがで
きれば 的 価が な （ 者や
者）への ができるのではないかと考えました。
『 下 がある 者でも 味しいものを み

ときは「つる 」とのみこ で せない』と
い 談を や介 から く きます。
本研究が されることで「 味しさ」と 下の

や「 味しさ」 の介 職の 発に で
きるのではないかと考えました。

連する
的 産
文 等

u o ama a  hali a ewmi remarathne  Thulasi a ppilaman  A a a hnuma  A i o uda  Atsuhi o ijima  
ori asu noma  ie o chi ama i erences in su jecti e taste etween apanese and riLan an students 

depending on ood composition nationalit  and serum inc linical utrition E perimental 22 1-9 2018.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・味 や 味の研究や企業食品 発を推進して
いる新潟 内の食品業者、医 学と の を
食に かすことを している分 との共 研
究を します。

食の や 感は、食 る や み み
に していると考えますが、 の で

す。食品サンプル作成から共 研究いただける
、共 研究いただける業 の 大 です。

の ム http://www.clg.niigata-u.ac.jp/ ucci-/index.html

の とその
～ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 教授 小 KO A A u

科学 教授 A Atsuhiko

学 明子 OK DA Akiko

学 学

学 教授

内 子
A A ieko

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ーワー 子体 術、 、 、 、体 分

分 基 学、 理

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1 Tsuchi a  ato A  ishi awa o ono T（10 ）他8  The e ecti eness o  small changes or pressure 
redistri ution  using the air mattress or small changes.  Tissue ia ilit 25 2 :135-142 2016. 2  （ ）  

 子 他3 エアマット スの体 分 の いが ・発 と に す . 本 学会
6 4 660-663 2004.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

学研究

学 准教授

野
OKONO Tomoe

子 患
の開発

学 教授

内 子
A A ieko

学 学

E

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ttp mai . it ectom .com p inte .p p m ace

9 感
9 感

し らさ

9 り 9 み
9し れ

持 的

9 発生
持 的 体 持

の み

のの が に大きい

子体の 科 術では、 ス airの を した の を行 ため（ ）、
者は 術 1 、 下 （ ）や （ つ せ ）（ ２）を 持する
があります。しかし 持は 者にとって 共に が大きい があります。 こで、

を 持しながら、 の生理的 の 持と な体 の 持、体 分 可能な
持 体 の体 分 クッシ ンの 発が と考えました。 は、 1ステップ

として 持 の 発を しています。

【 1 ： の 性分 と課題の 】
【 2 ： 時の生体 、

学的 、 の 価】
の （ ）を 価

体
、 の 度
の
（ しさ、 み、し れ、 感））

で

ウウ タタンン製製ビビーーズズ製製 ウウ タタンン製製

通通 性性と と の をを くくと
ることを 立した を考えることが

学・生体 学的 点から科学的 に
基 いた 性を 求した の 発

者の術 の生 の の向上
術 の治療成 の向上に

【【 33 ：：FFaaccee  iillllooww ンン ププトトのの 発発】】
産産学学連連携携がが

は

材は

・ の 材・ の 発・ 価が可能な業
・ の生体 に る が可能な業
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子育て期は、ストレスの多い、健康が脅かされる時期
十分な睡眠が必要だが、昼夜を問わない子どもの世話も必要

果たして、どのくらい睡眠はとれているのか？
「よい睡眠」に向けてどのように睡眠をとればいいのか？

ーワー 子 て、子 て 、 、 、 、健康 進

分 子 健、ウ ンズ ルス、 学、 性 学、 産学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

An o ser ational longitudinal stud  among irst parents or sleeping third report  - di erence o  in/out 
ed time and su jecti e health conditions at third trimester  one month and three months a ter 

child irth -. The 9th ongress o  Asian leep esearch ociet  A
出産 性の月 、ホル ン値の の 産 3 月までの 研究. 性 生  593 3  323  2018.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ ・ （ ）への として、
子 てのア バンテージ（ のみでない）を

し共 できる みを考えたいです。
・ 、 ・農学、 ・ 、

等の 者、 者のみなさ

子 もだった の しかったあ なことこ
なことをいまの子 もたちにも な子 も
の成 を で る たちを えられる社会
に を し、 ながら り でいます。

学・ 学・ 学研究 E  

学 准教授

子
EK A Kayoko

子
～ ・子 の と ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

は、 が生じた時点から分 に る進
行性の です。 した 性は 10か月に
り イナ ックに を させ、分 を って
（子 もが出生） を産み出します。 の は

の ちに 体を させつつ な
新しい子 もの子 てが まります。

出産 は、 を問わない子 もの が加わ
り、 のみなら 、社会生 との 立を られ

する も、 は れ 、 も れ 、
の い時 です。出産年 の 年 は、 体の合

（持 ）の アが な 合や、 時に
も 年 えに介 が な 合もあります。
年は、新 ロナウイルス感 も い ち
を け、子 てに わるさま ま課題が き り
になっています。 産 つ

、 は、 ったなしの です。
り い健康 で相 に 的であることが

まれますが、 は たして でし か
「 り健康で、み なが で子 て 」の
に す く、子 てサ ートの 、

からの ・ ル ア への を ける
な研究を進めています。

アクチスリープモニタ

（モニタ）

3次元の加速度計。重量18g。
使用者の動きを測定し、精度が十
分に認められているCole-Kripkeも
しくはSadehのアルゴリズムで睡
眠・覚醒を高い精度で判定する。
（MAGnet websiteより引用）

Cole&Kripke analysis 

corrected mes by referring to sleep diary 

in  blued night sleep, awaked >5 min changed pink as awaking 

<15 min sleep between awakings regarded as awaking 

Procedures  of  Analysis  of  Sleep  Time  

night sleep　　　　　　　awaking 

1st  

3rd  

4th  

2nd  

分析方法

産後1か⽉
平⽇：90.1
休⽇：95.3

平⽇：34.3
休⽇：60.1平⽇：0.8回

休⽇：1.4回
187.0

168.0

143.0

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

医学部 保健学科

学 准教授

N KATA ayumi
学 教

子 A DA Noriko

学 教授

子
AR OR  Naoko
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ーワー 生 、学 健、 生 、子 もの健康、

分 生学、 健 計学、生 、 健学、 学

連する
的 産
文 等

T  umi oshi  e i Thimira Amarasinghe achini umari Thenna oon  u ota : Li est le hanges 
and assi e mo ing is  in ural apan: omparing ross- ectional ur e s  lo al ournal o  

ealth cience 13 6 110-123 2021.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 自治体の健康福祉を する 、 学
・ 学 の 健 理の 者や、学 健
会な 、 り 的で 的な健康 に向

けた を します。

学 向け、 者向けの健康 な
も 可能です。
インターネット等の の についても
を し、 ー バックしています。

研究 研究

学 教授

EK  Nao

学 教授

子 O  Tomoko

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

全全体体 22000022年年 22001177年年 pp
n % n %

私は将来は絶対
煙草を吸わない

349 62.7 237 82.6 <.001

家族に喫煙者が
いる

407 74.1 142 48.6 <.001

喫煙者:父 343 59.1 100 33.0 <.001
喫煙者:母 66 11.4 30 9.9 .002 

- -

nは はい は い

は 学
で

12.3

9.4

12.0

7.5

9.9

8.0

3

男子 女子

2002年

2017年
全国(2017年)

学 学

E

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

の の と の

～ ～

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

年、子 もを り く生 環境は大きな
が こっています。 ンビ エンスストアの 加
に る食生 の 、スマート ン、 ー
ルの に る 発 や 、 度への

、 人 構 な 、子 もたちの の健康
に を しています。また の生 も

しています。 や 等、 の生
が する で、 生 への や、健康
のあり も を なくされています。この

な社会環境の で、 生 への を考える
ときには、 的な も ですが、 にわ
たる 点 に る も に なデータ
となります。

たちは新潟 の農 地 である 上 と共
して、15年 から 生 への健康 なら
に健康 を してきました。 生 の
度の や の 者の 、 生 の

に する な 、大きな が15年 の
にありました 1、 1参 。この に自治体
と連携し、地域の を 生 の健康
くりの を けています。
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研究

ーワー 決 、 理 、ナ テ ・アプロー 、 決 ール

分 生 理学、医療 理学、 理学、ナ テ ・アプロー

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

: 医療 理学の - ・ナ テ ・ 3版  医学  2016年
か: 理 2版  医学  2018年

Friedo oel er  aston es ens  Ethics o  En ironmental ealth   outledge  2017年

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・医療機 、行 、企業や 体等で
決 のあり を し、新しいルールや

決 を作りたいと考えている ースが
されます。

医療に ら 、 社会は理 から文 の
い領域にまたがる学 的なアプロー を と
しています。本研究は 決 をテーマにした
学 的で 的な研究です。

研究 http://www.clg.niigata-u.ac.jp/ miyasaka

学 教授

A AKA ichio

の
～ 理学と 理学の 研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

はこれまで、医療 で生じる 理的問題に
ついての 決 のための を 求してきま
した。 理学と 理学にまたがる研究に って
られた成 が、 ・ ・ とい 、人 が

を下す の３つの参 基 を いる デルで
す（ 1）。「 」とは、 や 情に

されない、 性の い行 規 です。「
」とは、 人や が に価値を いだすた

めの です。 と はしばしば を こ
し、 の ・ 決 には の が で、

れを するのが「 」です。
この な デルは、 医療の 決 か

ら、先 医療の 規 に るまで、 くの な
決 に できました。2000年度から

的に研究 者として科学研究 の 成を
け、 決 のための ール等を 発し、

文・ として し、 くの人に されてい
ます（ 2）。 は、医療のテーマに せ 、

や自治体の 共 の 、企業や 体で
の 決 、さらには 人や が行 に
いたるまで、 いテーマに できるか か
を したいと考えています。

原則
principle

物語
narrative

⼿順
procedure

原則
principle

物語
narrative

⼿順
procedure

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

学 学
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分 計や 計な だけでなく
、 理 を し、分 したりする

ーワー 、 、 、 医療、 合医療、ス ン ア、 ア 発

分 ア 発、が 、 者 、アン エイジン 、 医療、 合医療、創 治

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

oisturi ing e ects o  cold process soap treatment in mouse urned s in : A potential e ecti eness 
o  cold process soap in complementar  medicine 本アロマ ー学会 16 1 :  7-14  2017
向 デルに する 所療 での に する研究 理 学会 4 2 90-97.2017

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・農産 や に 連する産業界、
医療に のある産業界

品・バイオ創 企業
な

新潟で生産される農作 や を して、
新たな ア の を していきたい
と考えています。

開発研究 E

学 准教授

子 KAK ARA Nahoko

の
～ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

わたしたちは自 界から様々な を けてい
ます。 から 療 として を いたりと
様々な い えがあります。 では、エビデン
スのないものもたくさ 情報としてあ れかえっ
ています。人々は、医学の発 には の を

で、自 の を かした 療 にも
い を持っていることが いのも です。

この な 療 は、エビデンスが 立し
ていないものも く、 に になり の機能
が 下している 合には で になることも
あります。 研究 では、 医療材料を

しながら、 までの な アを する
ことに り、 り 地 く 的な とな
ることを しています。 のための科学的
を していくことを 的としています。

を アに り れる点が となってい
ます。 、 での治療をはじめとして 健

や 医療 な にも く り れられる
な までをすすめていきたいと考えて

います。
のため、 や に る基 医

学的研究 だけでなく、 トに る 研究、
研究に る研究 も行いたいと います。

の な 材料を いて の
に アするのが最も 的か

を する

学 学
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ーワー 、 医療、健康 、 者 、医療 ーシ ン

分 基 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

aitoh  A a  et al. E ect o  stepwise perinatal immuni ation education: a cluster-randomi ed 
controlled trial. accine 35.12 2017 : 1645-1651.

aitoh  A a  et al. erinatal immuni ation education impro es immuni ation rates and nowledge: 
a randomi ed controlled trial. re enti e medicine 56.6 2013 : 398-405.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ Tを した健康 に興味のある企業や
自治体、 行 に 連する自治体や 体、

な している医療機 、
の相談を ける 、 な

健や医療の で り い 決 ができる
にエビデンスに基 いた情報 と、わか

りやすい え やシステム作りを していま
す。

藤研究

学 准教授

藤 A TO  Aya

教 の の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

E  

ををすするる人人がが ししいい情情報報をを ししてて
決決 ででききるる環環境境のの をを ししてていいまますす。。

年、 本の子 もたちの を りま
く環境が大きく しています。2008年 、

くのワク ンが相 いで 内に され、
推 のワク ンの と 数が大 に

加しました。これに り、 者に して
に する くの情報 が とな ま

したが、 の 内では、 の情報
は、 医療 者に されており、 は な
る情報を なる時 に けています。 のため、

決 でき タイ ン が れると、最
も な時 に ができ 感 の スク
を上 させてしまいます。 時に、推 ス
ジ ール通り することが さを し、
度の の れが の の の れを さ
せ、 やアウト イクの スクを 大す
る可能性があります。 者へは まで 上に

な情報 や な への 決 がで
きる な が と考えます。

健健医医療療 者者 ででのの のの情情報報 やや
のの ななくくしし 者者へへのの ををななくくすす

りり みみをを ししてていいまますす。。
の の情報 機 （産科・

科・ 健所）、 者（産科医・ 科医・
内科医・ 産 ・ 健 ・ ）は 数

し、プロバイ ー向けの 的な
がない で所属機 や 職 、立 の

いな に り や情報 の いがあります。
、 が 医療 者の 人の

裁 に だ られており、 の 、
者への情報 が生じているのが です。

に するす ての 健医療 者
が した を持ち、 した

を 可能にするためにも信 性が く、
職 で共通して できる 料・
プロ ムの 立が であると考えてい

ます。

学
お いワ ン

学 学
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－35－－34－

ーワー カバ ー、 がい、生 プロ ム

分 生 学、地域 学、 健

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・「 にも した地域 アシステ
ム」構 に り 自治体
・ 者 ループ、 アサ ート ループ
・ 科医療機 、 福祉 等

A （ 行 プ ン） シ テー
ターとして アサ ート に参加しながら、

や がいの に わら 、「 の人らし
い生 」について 究しています。

研究

学 准教授

NAR TA Taichi

カ 神 の
ムの開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

がい者の地域 行が 進される で、
のの人人ららししくく ししたた地地域域ででのの生生 をを すするる
たためめ、、医医療療やや福福祉祉、、地地域域 テテ をを めめたた
様様でで 的的なな がが ととななっってていいまますす。。

がい者の地域での生 を する上で、
者の人生の や を する「 カ

バ ー」が 的な となっています。「 カ
バ ー」とは、 者がたとえ や がいが
く でも人生の や を 出し した人生
を生きていく 体的なプロ スです
（Anthon 1993）。 では カバ ー
が 健福祉 の として けら
れていますが、 本では 的な の には

っていませ 。 本における 者の カバ
ーの は、まだまだ らかにはなっておら 、

者の 点に立った地域生 プロ ムは
されていない があります。

これまで 科デイ ア 者を に し
てきた カバ ー 向 デルの 発に す
る研究を発 させ、 カカババ ーー にに基基 くく
的的なな地地域域生生 ププロロ ムムをを 発発すするるここととをを
的的ととししてていいまますす。。

地地域域でで生生 合合 カカ ーー
新 生

ー

地域 で

進進

ート

ス

部

連する
的 産
文 等

成 子： を しデイ アを する 性 合 者の地域における生 の 構 と
の でのつながりの 成 本 科学会 40：205 213  2020

成 子：地域で生 する 合 者の カバ ーの 分 . 本地域 学会 20 3 :35-44
2017.

学 学

http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ ja.html
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－37－－36－

研研究究

ーワー の機能・構造解 、生体内 価、医 、イ ージ ジスト ーシ ン、 術計 ・ 術 技術

分 医 学、生体医 学、生体材料学、バイオ カ クス、医 システム

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

人 術 治 人 術 システム（ 2005-258217）
n i o inematics o  the e tensor mechanism o  the nee during deep le ion  A E  iomech Eng  
ol.135  o.8  81002  2013.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・医療・福祉 連機 発 ーカ、情報科学分
（ トウエア ーカ等）

医療 者と 学者に る な連携体 を
いており、様々な 的課題を共 しながら

共 で研究を進めています。

学研究 https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/radiation prof.html prof code R

学 教授

小 KO A A  Koichi

法

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

や （ ）の機能が なわれると
生 が され、生 的 （ ualit o Li e：

L）は しく 下します。 の機能 は
者だけの問題ではなく、 者に く発生する

は 機能の 下を すだけではなく、
的な への 大に り 性
の スク クターとなります。

に機能 をもたらす や の発生
カ ズムを解 し、 り 的な や
・治療 を 立するためには、 の 学的

機能を 分に理解することが です。
のためには 的に の を するこ

とが と考え、X で を して を
可 し、 れに Tや ス ンデータに り

者ごとに構 した デルをイ
ージマッ ン することで を 度で

する を 発しています。これに り、
立った や 行時における の きや の

お の を しく解 するこ
とが可能となり、 性 な の
発生や進行 が らかになります。このことは、

り 的な や治療 の 発に がり、医
療 健福祉分 と 連する産業界の発 が さ
れます。

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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－37－－36－

ーワー 、 、 、デ ープ ー ン 、 ン ータ

分 医 情報学、 科学、 学、 能情報学、生体医 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

2004年に発生した新潟 地 を りに、
の （ TE）の発 加が

されています。 TEの の と は下
（ T）です。 Tの には

分 、 や体を かす、 性ストッ ン を
くな がありますが、これらを するためには
ま 者自 が自分の T発 スクの 度を

する があります。 のために 地での
T として、医療 者に る を通じた

-タイマー や下 エ ーが されてき
ました。しかしながら、 立・点 する 所す

てをカバーすることは であり、 が ま
れています。 こで、本研究 では、 所に

の を し、 者自らが
自分の T発 スクを計 できる ールとして

できれば であ と考えました。 のた
め、本研究では、下 エ ー から T発

スク（ えば、3 ： 、 、 ）を
する人 能（A ） アル ズムを 発する
ことを 的としています。 者自らが プ
ロー を自 の下 に てて ・計 を行

ことを しており、 のために、 な
を るための イ システムの

技術の 発も に れています。 ー ット ー

ー

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 時 や アな でA の を
す医療 健福祉の分 。 時 の計 立
を行 や 学の 点から 時の

機 の 発を行いたい企業を します。

時には ア にも できると考えま
す。人 能分 の 新的 として ・

されているデ ープ ー ン を 技術と
して研究 発を進めます。

血 法の開発

学 教授

藤 KONDO ohan

連する
的 産
文 等

科研（ ）「 時や ア の下 スク自 価 ールの 発」（課題 20 11068）
介    皆 子  内 子. esnet101を いた下 エ ー から に した

の自 の 発. 医 情報学会 3年度 191 大会  新潟  10/9  2021.

藤 研究 http://www.clg.niigata-u.ac.jp/ kondoy/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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－39－－38－

ーワー omputer-aided diagnosis A 、先 性 、 健 、 、 学

分 医 情報学、 科学、 学、 能情報学、生体医 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

の先 性 は 成
（ ）とも ばれ、新生 の0.16 2.85
で発生していると報 されています。 本では
的 健 が の 発 に大きな役 を っ
ていますが、 年、 本 科学会に る
大規 に って での しを 付ける
データが されました。 しに る は大き
く、 者の ualit o Li eを しく 下させま
す。 の 発 には に加えて

の 性が されています。 では 健
時に の を けている も

あります。 本においても の では
に る が されています。

（ えば、新潟 では自 2 800 で
可）。 、 の は の
性の しさも されており、 者あるい
は 者であっても にばらつきが生
じることが報 されています。 こで、本研究
では、 のばらつきや 所 の し
を させるために、 に する ン

ータ （ A ）システムの 発を
しています。 のために の
から の （ の 度）を自 的
に 価・分 する A アル ズムを 発します。 CAD ー ート

Graf

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・人 能や の を して
健 の 的向上を す分 。 健 を

する や医療 、お A 機 の
発に参 したい企業を します。

の 発 は の でもとても で
すが、 に のための 発 ・治療に

します。人 能分 で を ている
学 を 技術として研究 発を進めます。

AD ムの開発

連する
的 産
文 等

テクス を いた における の 分  信学 101- 1  2018.
学 を いた における 成 の自 価に する 的  医 情 34 2  2017.

科研（ ）「 の システムの 発」（課題 16 09012）

藤 研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

Base line Bony roof line 

Car lage roof line 

 

 

学 学

http://www.clg.niigata-u.ac.jp/ kondoy/
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ワー 構

ワー で

ーワー T、 、 、 科 、 ン ータ ・ 術

分 バイオエンジ ア ン 、バイオ カ クス、 学、 科学、 技術科学、機 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

ーンビーム T（ T） から3
構成した上下 の 点から3 内
ワール を構 し、上下 の と

の3 を自 的に求める を
しました。
の3 デルに し、3 成分分

に り の 向の 成分である お
3 体 を計 に り求めます。

さらに、 を 価するために、下 の
オト イ と上 の の3点を 点
として3 ワール を め、 の

に る3 を することができま
す。本 は、自 計 的に の3

と上下 が 時に できる めて
で新たな です。

される としては、 の ンテナンス、
科的マッ ン 、 科 科、 の 、

、 合 決め、 機能 ・治
療、 、インプ ントの術 計 ・術 価
等、 科のあら る で できます。

本技術に る3 構造・機能 価シス
テムは、 的に な ・治療

として されると考えています。

連する
的 産
文 等

科 の 理 科 の システム 科 の 理 プロ ム
（ 2017-204342 T/ 2018/039182）

本信 上 他： ーンビーム T に る の 自 お 決 バイオ カ クス
39: 207-216  2018.

11 090 014 2 ental image processing de ice  dental imaging s stem  dental image 
processing method  and program 

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 科 連の企業（ トウ ア企業を ）
であれば、本技術は く できるものと考え
ています。

Tの の成 は の の の上
、 者の 加、 科の 大お

Tシステムのアプ ーシ ン 大に り
進されていますので、 な技術です。

メカニ 研究 http://www.clg.niigata-u.ac.jp/hosha/j/

学 教授

AKA OTO akoto

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 学
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－41－－40－

ート ント

お

ーワー 治療、治療 度

分 技術科学、 学、 治療技術学、医学 理学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

治療の 年の進 は ましく、 向
から して に を する

（ ン イント ）は のみなら 体
にも され、また 内の 分 を
の に ットさせて の を

する 度 治療（ T）も が進
でいます。これらの 治療を 度に行

ためには なら に に 収される
を にシ ートすることが となるため、

の 治療においては ン ーター
に る3 データ（3 - T）をもとに

した 治療計 と 分 の計 が行われて
います。3 - Tは体内の 分 を に 価
するために に ですが、 を行った
の を しているにす ませ 。 年、
に の や 者さ の 々の 度な
に する な治療 の を できる

（4 - T）の と、これらの に
した 治療（ 、
治療な ）が可能になっています。本研究 で

はこれらの治療を に行 ために な、治療
度に を える様々な について を

行っています（文 、２）。

連する
的 産
文 等

文 ）新潟大学医 学 合 の システムにおけるTime ela の
新潟大学 健学 14 1 : 9-15  2017

文 ２） の に る 分 の に して の が す
新潟大学 健学 15 1 : 57-65  2018

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 治療に をお持ちの 々。治療はが 治療の３本 の つです。
作 が なく の い 治療を り
に できることに できる研究を行って

います。

研究 http://www.clg.niigata-u.ac.jp/ rsasa/index.html

学 教授

A A OTO Ryuta

線 の 子の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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－41－－40－

ーワー 技術科学、医療と 、 と 能、医療 の基 、医療 の最新

分 医学、 技術科学、医 技術学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

年 大学生における 療 技 に する について 本 技 学会 文 7 43-48 2015
大学 における ーム医療の 本 技 学会 文 7 48-52 2015

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・医療 の を とする自治体や
デ ア
・ を する機 の デ カルスタッ
の職

医療 の 的な を した の
を することで、 しでも医療 に興

味を してもらいたいです。また、 こから
がる可能性や 性・ 性を したいです。

学研究

学 教授

A A AK  oshihiro

教 教 科 の
と 開 と の と

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医学 健学科、 技術科学 は 学
生に して 療 技 の を する
ことが大きな です。 療 技 の は、

ント ン（X ）技 とは別の です。 療
技 の 業 は 的な 、 、

にX T 、 、 、
E Tや ET 、 治療な 医 らの

のもと を行っています。最新の医療 は
他の医療分 に てとても 価で 作に す
ることに時 と がかかることが です。自
治体や デ アにおいて医 と の が
り たされるものの、医療の の下の 持ちであ
る 療 技 の 性に して されてい
ることをあまり きませ 。 では
として「医療と 」と題した を 1 に

し、 年300 い 者がいる科 です。
こでこの「医療と 」に科 生とし

て 録し、 してもら ことに って、医療
の を く ってもらいたいと考えていま

す。 の 、 に自治体において先進的な
の や 者さ に しい医療の推進 して
等に役立てられることが 的です。また、 性
や他の可能性についても したいです。

医医学学 健健学学科科

自自 治治 体体 等等

生
進
新 学 で

ー

生

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ス

ス 機 学 い
ー ウト ン

ーワー が 治療、 度 治療、機 学 、 ジオ クス、X

分 医学 理学、 学、 技術科学、医 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

• a ai . tsunomi a et al. etecting L  modeling errors using radiomics- ased machine 
learning in patient-speci ic A with an E  or intensit -modulated radiation therap . ed h s. 
2021 48 3 :991-1002. 

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・機 学 や 学 な の技術に 通した情
報 学 ・機 システム 学 の研究者の 々
・ 治療に をお持ちの医療機 ー
カーの 々

解 や機 学 な の技術をが 医療に
し とする 的な研究であり、が 医

療の発 に することが されています。

学 理学研究 https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/radiation prof.html prof code R

学 准教授

T NO A atoru

と 学
線 RT の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

が 治療の つである 治療は 年 な
度 を げており、 に 度 治療

（ T）と ばれる技術を いるとター ット
となる への い を しつつ、

の な への を することが可能
となりました。しかし、 Tは治療計 に

る 度の 計 度や治療 （ アッ
ク）のマル ー ータの な き（機

的 度）な を としているため、治療の
度に を える なエ ーの発生が され
ます。

Tでは、治療の に 者への治療
を した で を行い（ T

） の を行 こととされています。
しかし、 の T が 分 い 度
でエ ーを 出できるとは い く、いかにエ

ーを 度 くかつ く 出するかが課題の
つとなっています。
本研究では、医 から 的な を 出

する である「 ジオ クス」をX 出
（E ）を いて した TのX に

し、 られたデータを いて機 学 デル
を構 することで、 Tエ ーを い 度で自

出できるシステムの 発を しています。

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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－43－－42－

p

ーワー 体 ルク、 ルク、 、 、

分 学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

発 の 「 の 」 年月 ：2016.12.22（ ：2016-214101）
a ui A  ato T et al: acterial concentration and composition in li uid a  ormula and a a  

drin  consumed with an arti icial nipple. ournal o  ral iosciences 6633 22 ::  161-168  2021.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・食品科学・食品 生学
・食品（ 製品）製造・ 業

医学・ 学・ 健学の最新の ・ 技術を
して、 料 の ませ ・ に する新

しい 点からの研究です。 みかけのペット トル
料 の 性や健康への な 他の食品 生学

にも 可能な研究 ・体 となっています。

化学研究 https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/inspection prof.html prof code R

学研究科 学

AK  Anna

ニ 介 内

学 教授

藤 ATO Takuichi

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

構

体 ルクは、 すればす に ま
せることができ、 で できるとい
上の大きな ットがあり、 では く

しています。 本においては、 本大
の時に、 として から さ
れ、 を しました。 本では 年、食品
生 に基 く 生 に「 体 ルク」の
規 基 がなく、 可が れていたものの、
2019年4月から、 本の ーカーに る製造・

が されました。 上の ットから、
本でも く していくものと考えられます。

本での にあたっては、 スト、
い 味 、 に み しを する

可能性がある、といった、 す き課題があ
ります。 に、 み しの 点については、
み した の からの の や 、健
康への が されます。 み しは す
る ーカーは推 していますが、 の
となると ではない です。この「もった
いない」とい 価値 は、 々 本人 のも
のかもしれないことから、 本でこ 、研究す

き課題といえるのかもしれませ 。
これまで、 料 （ 体 ルクな ）

を を って み、 み した の か
らの の について研究し、相 の

が していることが し、さらに、
み しの ・ に する の成 を
収めることにも成 しました。

、 した を を って こ
とを し、 の や 者（ 、

）の との も進め、基
的な を る く研究を進めています。

学 学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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1 ペット トル 料 のp 、 み した の

ーワー ペット トル 料、 み し、 、 、ス ー 料、オ ンジジ ース

分 学、 生学、 健学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

発 の 「 の 」 年月 ：2016.12.22（ ：2016-214101）
a ui A  aawwaacchhii  et al: ro iling o  micro iota at the mouth o  ottles and in remaining tea a ter 

drin ing directl  rom plastic ottles o  tea. entistr  ournal 99 66 ::  58 7 pages  2021.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・食品学・食品 生学
・食品製造・ 業

医学・ 学・ 健学の最新の ・ 技術を
して、 みかけのペット トル 料 の 性や

健康への 、 な に する研究です。他の食
品 生学にも 可能な研究 ・体 となってい
ます。

化学研究 https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/inspection prof.html prof code R

学研究科 学

内 KA A iho

と

学 教授

藤 ATO Takuichi

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

2 のお を み した の 構成

ペット トル 料 は、 度 したあとで
も をすることで 料が可能で、持ち に
も であるとい 上の大きな ットが
あり、 たちの生 でも なものです。

ペット トル 料の み しについてのテ
ビや 刊 での報 は、 に に く られま
す。 は、 をつけて たい み を
機会が いためです。しかし、 み した 合、

からの の や 、健康への が
されます。もち 、 み しは する
に 料 ーカーは推 していますが、 の
となると、 と科学的には られてい

ない です。また、 の だけ だ
合、もったいないと い したり、あるいは
自 な 、 を なくされることも

されます。
これまで、 のお やス ー 料、オ
ンジジ ースを み、 み した の か

らの の について研究を行い、
がペット トル 料へ していることが
しました。また の み しを した

は が100 に しましたが、ス ー
料やオ ンジジ ースではあまり は生え

ませ でした。ス ー 料やオ ンジジ ー
スであまり が 出されない として、

み の いp や、 まれる成分 ノー
ル な が していると考 しています。

料 のp や成分の も進め、
料 の品 理とい でも新しい 点を
しながら研究を進めています。

学 学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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1 の お
マスクの

ーワー マスク、 、 、 、ス ン ア

分 学、 生学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

人 ： みマスクお に付 ・生 する のプロ イ ン
33 本 生 学会 会・学術 会（ ）2022.1.29【 発 】

： みマスクお に付 ・生 する のプロ イ ン 2021年度・
新潟大学大学 健学研究科研究

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 生学
・自治体における の

ロナ でしばらくマスクを （ ）する生 が
きます。医学・ 健学の最新の ・ 技術を

して、 マスクに付 ・生 する について解
し、マスクの における健康への な 、
に して 求する研究です。

化学研究 https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/inspection prof.html prof code R

学研究科 学

AR A A hingo

・

学 教授

藤 ATO Takuichi

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

2 の
お マスクの
構成

新 ロナウイルス感 のためにマス
クの が く かけられ、あら る で
マスクを する生 が たり となり、これ
まで 上にマスクへの が まっています。

れに い、マスクに る れやか れ、か
み、 ビといった ト ルの みが え

ています。 の としては に る や、
度の な が考えられますが、 内 の数
の文 では の 分 やp に したもの

は いのですが、 生 の や構成の
に するデータは しい です。

、 なくとも 本では、 もマスクを
的に する生 が くと考えられること

から、マスクを することに る への 生
に する を 求することは、 々の り

な生 を する えでも であると考
えられます。

これまでの研究で、マスクをある 時
（8時 度） してもらい、 したマス
クと から 料を し、 性 に

した 環境下で 、 構成を に
解 し、 マスクの で が2 度に

加すること、 マスクへは10 度しか
しないこと、 マスクに付 ・生 する

の は（ りも） に であ
ることが しました。

下、マスク と の （
ス ン ア）との 連性について してお
り、マスク 時の への 生的
の 性について、 り み だ、
り 体的な を しています。マスク

に る への について新たな
をすることができれば、 しているマ

スクの に る への健康 への
お 健康に するマスク な

を でき、感 を に しなけれ
ばいけない の の人々の生 の L
の向上に できると われます。

学 学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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い （ 先の 構成）

ーワー い、 、 、 （ 、 ）、

分 学、 生学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

ながら ： い の から 出される のプロ
イ ン ： 学的・分子生 学的解 61 本 学会年 学術 会「学生シン ジウム」（福 ）

2021.11.7 発 【学術 】

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 生学
・自治体における の

ロナ で が まっている いの
について、医学・ 健学の最新の ・ 技術を

して、 に の について解 し、
ス ン アについて新たな を す研究です。

化学研究 https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/inspection prof.html prof code R

学研究科 学

TAKA A Nanase

の の

学 教授

藤 ATO Takuichi

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ロナ で いにこれまで 上の が
まっています。 の いが に

の な を しているのでし か。
を いたり、 めに いすることは

的とい 報 があります（ ら 2007
本ら 2002 ら 2018）。しかし、
と といった の の を行ってい
る研究は なく、 の と い
との 連についてはいまだ です。 の

に って に があるとすれば、 さ
せることなく、 くの人に 上の いの

をもたらすことが できると考えられます。
これまでの研究で、 と

を いた、 いにおける について解
したとこ
） は、 いの で、 にも大き

な （ ）は られませ でした。 いに
り、 最 の が い され、 の下
にある が 出されることに り、
数が らなかったと考 しています。

２） （ 構成）では、
い し 体 と に に

って、 uti acterium acnes（アクネ ）
の 合が し、 taph lococcus（ ウ

）の 合が 加しました。 . acnesは

の いとこ を み する（ 2016）た
め、 分を かす に り容 に い さ
れやすいと考 しています。 . acnesや . 
epidermidisな の は、 な
の を 性に けることに り感 か
ら っています（ 2016）。 って、
の生 の では な であり、 の
し に する があると考えられます。

学 学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－47－－46－

ーワー 子 、子 が 、 、治療

分 学、 理学、 科学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

・ ugai  et al. athol nt. 2008  58: 681-686. 
・  他. 本 学会  2013: 53: 176-1811.
・Tana a T  ugai  et al.  athol. 2006  208: 662-672.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・が に る を推進する企業・
体や、 分 に わる分子を 的とした

治療への に 連する企業・ 体。

理 、 に る 理 学的解 、
学的解 を 体として 機能解

と せて したいと考えています。

研究 https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/inspection prof.html prof code R

学 准教授

A  ika

子 の
～ 病 の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

年、45 下の 性において 数の い
子 ですが、 の80 度は に る

の の 出が可能な 上 です。子
が を けることで 発 ・ 治療

（ ）が可能です。さらに、子 の発
は ト ローマウイルス（ ）の感 が

たる であることが解 され、ワク ン に
り も可能です。 れにも ら 数

は上 向にあります。これは子 が
が いことに加えて、 の 数 加が

であると考えられます。 に る子 が
では を 出し いことに加えて、

感 と な が することに り、
子 の 的治療 が機能しないためと考
えられます。

本研究 では、 理 ・ 体の
学的解 と せて、 ・ の機能に わ

る 子の発 タイ ン を解 することで、
プロ スに じた を り に 出する
を しています。この研究成 に り子

の 発 と 度向上への
が されるとともに、 発 機構の解 に
る治療 へ発 することも されます。

⼦宮頸癌は罹患数・死亡数ともに増加傾向である。

正常頸管腺細胞と腺癌前駆細胞の形態変化の差異が免疫
組織・細胞化学染⾊によって明らかになる。
機能、分化に関わる因⼦の発現の有無により、正常細胞
から腫瘍細胞へと変化していることが明らかになる。

学 学
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ーワー 、自 、 、自 、健康

分 学、 学、健康科学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

・Tomi ama  atana e  onma T  nada A  a a awa T  u u u  A o T. The e ect o  
repetiti e mild h perthermia on od  temperature  the autonomic  ner ous s stem  and innate and 
adapti e immunit . 2015  iomed es To o  36 :135-142.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 、サウナな に 連する産業界
・ 健機能食品等に 連する産業界

な

健康を の 点から する基 的研
究を行っています。 の他、健康を 持
する お な の を 学的 点
から を いた で していきたい
と考えています。

研究 https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/inspection prof.html prof code R

学 准教授

子 TO A A hikako

～ と ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

健康で らしていくための生 の つとし
て があります。 本は に かるとい 自
の があり、自 の はもち 、 、

な を様々な を して しています。
また最 では 界の の1つであるサウナも
「サウナ 」、「 」とい とともに の

も されています。これら は、体を
に つことに加えて に る
、 ックス 等あると われていますが、
の健康 についての科学的 は出 めたば

かりです。また、 は生 でもあることか
ら、 に る健康 を考える上で 的
な の も と考えます。 研究 では

に る健康 について 学的に を
行ってきています。

これまで、1 連 の は、 を最
で する自 である 数

の 加と 機能を したこと 1 、また、
ックス もあることを報 しています 2 。

、更なる 的な の健康 の
学的 と を いて基 的 を る
く研究を進めています。 は、 の他、

からいわれている健康を 持する や
を した の生体への について 学的
点から していきたいと います。

学 学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

機
機

カ ン ー
ッ ス

( (



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－49－－48－

ーワー 分子 的 、が 治療、 学、データ解 学

分 学、分子生 学、データ解 学、 内科学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

atsuda  a ai T  u ota  sawa  et al. nt  lin E p athol. 2014: 7:1299-1313
sawa  atsuda  inoshita  a ai T. Anticancer es. 2021: 41:645-660

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・情報 学、地域医療機 、が 者の ルス
アのプ ット ーム作りに わる企業、自

治体な

が の 性機構における基 的研究の
があり、本プロジ クトの を通して、が
治療 の のみなら 、が 者の ル

ス アへの が されます。

研究 https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/inspection prof.html prof code R

学 病

O A A ami

患 の ・
～ ・ ・ ～

学 准教授

AT DA asunobu

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ここ数年 で、が 治療を り く は
大きく様 わりしました。2019年6月からは、
が 子 ネル も 収載が可能になって
おります。しかしながら を 者様の立 から
みると、 子 と分子 的 の み合わせに

る医療 の は できない ルに って
います。 り 価・容 に、が 者に した

の ・ を行える 価システムの構
は、 社会のわが における 課題です。

たちは、 が の分子 的 （ ：
）の 性機構の研究を通じて、 治療 と

の （デ ン ：て か ）との
が の を に すること 1 や、

の とつであるウロ ナー プ ス
ノー ン・アク ーター u A が、 性の

的 子である可能性を いだしました 2 。
上の研究 は、 の や

が、 上に、が 治療 の 向上・
の 価に である可能性を してます。
最新のが 治療 の 向上を して、

の医 や を する研究は、 分 の
とつです。 たちは、地域の医療機 ・自治体

と連携を めることに り、地域のが 治療 者
の の向上を したいと考えています。

11 ・バルプロン デ ン ）
に る 治療 ：バルプロン

に り、 が される。 ： に り
が 数が する。 nt  lin E p athol. 2014

ントロール
ア ロ イ

２２ ・ア ロ イ u A ）
に る 治療 ： ントロール、 ：

、 ： ア ロ イ
したマウス が 。 に り、

内 が出 する。Anticancer es. 2021

学 学
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をを すするる 容容体体ででああるる クク ンン 容容体体（（ LL ss））をを
基基 ととししたたイインン ルルエエンン 基基盤盤 立立にに向向けけたた

AA にに るる かかららのの 性性ササイイトトカカイインン産産生生はは
// 11 11ppddmm0099 でで 生生 （（ TT））ママウウススとと しし
eeccttiinn--22 （（ ））ママウウススににおおいいてて にに 下下すするる..

ーワー 感 、イン ルエン 、

分 学、生体 学、感 内科学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1. amamoto . et al.  n ect. mmun. 82 4 : 1606-15  2014. doi: 10.1128/ A .01089-13.
2. ato .  amamoto .  et al.  . mmunol. 205 3 : 686-98  2020. doi: 10.4049/jimmunol.1901238.
3. amamoto . et al.  iomed. es. To o  42 2 : 53-66  2021. doi: 10.2220/ iomedres.42.53.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ウイルス学的解 を とする企業お
研究者
・ 生 の やタン ク 製を と
する企業お 研究者

マウスを いた デル作成や 解 を
めとする を としています。また、

学的 を いた 機能 価お 分子
生 学的解 を に行っています。

研究 https://www.clg.niigata-u.ac.jp/introduction/inspection prof.html prof code R

学 教

A A OTO ideki

と の解明

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生 に感 すると体内で 生 構成成分を

が し、 を することに

り 生 を します。生体が する 生

構成成分としてタン ク や が く ら

れていますが、 年は を に 生
が されています1 2 。感 の 理

解においては、 な の が

発 する 容体と上記の 生 構成成

分が 作 して を させているか、
の 性を解 することが に です。

本研究 では、イン ルエン ウイルスが

する に 点を てた を解

しています。 マンノース を する

容体である ectin-2はイン ルエン
ウイルス である マ ル ン

（ A）を し、 性サイトカイン産生を

することを らかにしました3 。この

は、 が ectin-2 的にウイル

ス を し、 を すること
を します。 、この に する

や産生 子の について解 を進めてい

ます。

本研究はウイルス に した新たなイン

ルエン ・治療 を るための
であり、新規ワク ンアジ バントや治療 の

発に発 できる可能性を めています。

ママククロロ
ーージジ

イインン ルル
エエンン

ウウイイルルスス
AA

LL ss

ママククロロ ーージジ

LL ssにに るる
LL ssをを 的的ととししたた

イインン ルルエエンン

体体産産生生

LL ss 感感 ・・発発

ggggAA gg

（（ ンン
をを ととすするる））
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550000

11000000
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－51－－50－

ーワー 、 、エネルギー 、 、 生医学

分 解 学、人体解 学、 科 生医学、 生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1. Ida-Yonemochi H, et al. Functional expression of sodium-dependent glucose transporter in amelogenesis. 
J Dent Res 99(8): 977-986, 2020.

2. Ida-Yonemochi H, et al. Extracellular enzymatically synthesized glycogen promotes osteogenesis by activating 
osteoblast differentiation via Akt/GSK-3b signaling pathway. J Cell Physiol 234(8): 13602-13616, 2019. 

3. Ida-Yonemochi H, et al. Glucose uptake mediated by glucose transporter 1 is essential for early tooth 
morphogenesis and size determination of murine molars. Dev Biol 363(1): 52-61, 2012. 

4. 子 他. ー ンを する 成 進 （ 2012 533869）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・エネルギー に する基 研究分
・ 性 を とする 医学分
・ 生医療に 連する企業や医 品 企業
・ 学・食品学

エネルギー の 点から、発生から の
、 生医療への を す 的な研究

です。基 研究領域から 連領域まで く
合できる、発 性のある課題です。

態学分野 https://www .dent.niigata-u.ac.jp/ hard-tissue/

学 准教授

子 DA iroko

発 疾患発 の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

エネルギー は の や分 に な
機構で、からだの が作られる では、エ

ネルギーが に に されることに り、
な発 がなされていきます。またエネルギー
の が発 や の発 の にもつ

ながります。

本研究では に の 性に し、 、
や な の 領域の について、

な発 をみち く の みの解 や、
生医療への を しています。さらに、

な の に する の発
カ ズムを らかにすることに り、 な
・治療・ の 立につながることが さ

れます。

たちはこれまでに、 の に り の
発 が したり、大きさが することを 出
しています。さらに、 の に り の
成を 進できることも しています。

はエネルギー の 点から、新たなアプ
ロー に る 生 の 発や、 につ
ながる基盤研究へと発 させたいと考えています。

• ース い 大
• 合 ー ン 進

ー

生

生

学
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－53－－52－

ーワー 発生生 学、生 進 、 生医療

分 発生生 学、進 発生、 生医療

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

e elopmental ell 6: 219-27  2004  e elopment 136: 897-903. 2009  A  107: 92-7  2010  
ature enetics 44: 348-51  2012  um ol enet 22: 1873-1885  2013   ent es 94  121-

128  2015  Los E  20:e0204126  2018  e  n 248:201-210  2019   Anat  236 2 :317-
324  2020

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・進 な の 学を持つ自治体
・ 生医療の 立に わる業
・先 に興味のある医療機 や業

様々な の 所、 、数の決 機構の解
は、 生医療の 立、先 の 解 、生

・生 治療への な の ばかり
でなく、進 の カ ズムを 解くな の生
学の発 にもつながります。

解 分野 https://www .dent.niigata-u.ac.jp/ oralanatomy/

学 教授

O A A A Atsushi 

の メカニズムの解明
～ ・ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ての は、決まった 所に、決まった数、
決まった で 成されます。 々は、 、マ タ、

、 、 、 な の様々な におけ
る の発生 カ ズムの解 を しています。

年、 を いた 生療 の 立が まれ
ていますが、 を 的 へと する カ

ズムは、 の が発生時に 成されていく機
構と であるため、 々の研究成 は、 生療

の 立にも します。
、先 の1/3に、 の が

されることが られています。つまり、 の
発生 機構は、内 のわ かな にも す
る であることを 味します。 々の研究
成 は、な が他の に て 性を

するのか とい 問にも します。 れら
の は、先 の 解 や、生 ・生

治療の 発にもつながると考えています。
ての は、 い進 の に、様々な を

て、 に っているため、 の 所、数、
の決 カ ズムには、 くの進 における
が内 します。 のため、 々の研究成 は、

進 カ ズムの解 にもつながると してい
ます。 ター ット い

学
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－53－－52－

スト ス

ーワー 本 、 、 理スト ス、 み、 科、 科学、 デル

分 科学、生理学、 科学、行 、 学、 生理学、感

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

本ら Japanese Rice Wine

3
本ら Sake Lees (Sake Kasu)

( 3 3

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

学 理学研究 https://www.dent.niigata-u.ac.jp/physio/physio.html

学 准教授

OKA OTO Keiichiro

発 発 の解

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

スストト スス デデルルのの作作成成（（社社会会的的 スストト スス デデルル））

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

・食品の生体機能への わりを、 デル で
したい分 の企業を します。

本 ・ に ら 、 様な食品な の生
理機能への わりを、 体 ルで できま
す。

スト スが くなると、健康が されます。
スト スの は、たくさ あります。 えば人

、 な です。 介なことに、これらは
可 です。 から れられない 上、 たち

は、スト ス のものを解 する があります。
スト スは にはたらきかけ、 を れ

させます。 の 、 ともに問題が生じます。
えば、 分が ルーになったり、 や が く

なったりします。
たちはスト スが きおこす、度の た

の を、 ックスさせる の つ
（ スト ス解 ）として、 本 や の
性を、 デル を いて ています。 して、
スト スが き こす様々な の生体 （ み、
ウ な ）が の に するか を、 体

ルで します（また最 、 のエ スを
の治療に できるか についても、 で

す）。
上の研究は、 本 や に ら 、 食

品の生理 性の にも えます。まだ人で
る ではないが、ま は 体 ルでの わり
を りたい 合な に、 に です。

スストト スス スストト スス

ウウ
みみ

ウウ
みみ

本本 やや にに るるスストト スス らら

スト ス 生 ウ
は

本本

学
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ーワー 上 、 的 性 、 、 - 界 、 理 本、 、 学

分 理学、 学、 生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

Abé T, et al. i Re 2020;10(1):14586. 
Abé T, et al.  ol P thol 2017;102(2):327-36. 他.
https://researchmap.jp/taabe10 

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新規分子の 機能解 を行いたい企業・
体や、 解 技術の 理 体への を

している企業・ 体を します。

理 を いた 理 学的解 や、
な を いた機能解 な 、 的な解

アプロー が可能です。

病理学分野 https://www .dent.niigata-u.ac.jp/ opatho/index.html

学 教

A E Tatsuya

の発 ・ 分子 の解明

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

年、 は 数・ 数ともに 加 向
にあり、 発 ・ 治療とともに の進 を
いかに できるかが、 に する と
して されています。また、 は と

が 上 とい を し、 くは
を て、 へと成 ・進 していきますので、

になる の または になって もない
を的 に することが、 発 ・ 治療を
行 えで に です。

たちの研究 では、 理 体の
解 に加えて、 な の解 を し、

上 と が する 分では
の な が こっているか、 に っ

た が の に の な を
すかといった、 内 でも に ークな 点
に基 いて、 の解 に り でいます。また、

の発生 地となり る上 性 成や
な の にも し、 的なアプロー

から の発生・進 の解 を しています。
これらの研究成 は、 理 における

お の の 度向上・ 発 へ
の が されるとともに、 の進 に 連す
る分子機構の解 から、 が な の治療
への発 性も されます。

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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は ン ンス

ーワー 、 、機能性食品、食品 材スク ー ン

分 理学、分子生 学、生 学、 生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

社会にともなって、 が における
者数は年々 加しており、すでに推

者数が1300 人（ 人 の 10 ）に すると
もられています。また、 者が たきりに

なる の とつが、 の に って し
た に こる です。 を健康に つことは

L/A Lの 持に であり、 いときからの
度な と 分な がとても大 です。
にタン ク 、カルシウム、ビタ ン やビタ
ン は、 成に な です。しかしな

がら、他の と 様に、 れらの 収 は年
と共に 下していくことが られています。

研究 では、 の をめ して、機
能性食品の 発を行っています。これまでに、

を 性 する食品 材や 合 の スク
ー ン を構 してきました。 して、

されたものが に があるのか生体 の デ
ル を いて 価しています。

この なスク ー ン 価システムを
いることで、新しい 機能性食品が生
まれることが されます。

連する
的 産
文 等

The inhi itors o  c clin-dependent inases and -3  enhance osteoclastogenesis.
A i a i uta A a ihara a ata ihara aito Egusa ae i .

iochem ioph s ep. 2015 ec 30 5:253-258.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・様々な 製 合 や食品 材を所 し、 れ
らの における機能性に のある企業。

製 合 から食品 出 まで、様々な 材
のスク ー ン や に する 性 価が
可能です。

科 理学分野

学 教

KAK ARA oshito

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

https://www.dent.niigata-u.ac.jp/pharmacology/pharmacology.html

研究 機 ス ー ン ス

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

の開発
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ーワー 科、 、 スク ー ン

分 理学、分子生 学、生 学、 生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1 The inhi itors o  c clin-dependent inases and -3  enhance osteoclastogenesis.
A i a i uta A a ihara a ata ihara aito Egusa ae i .

iochem ioph s ep. 2015 ec 30 5:253-258.
2 進 科治療 ット 2018 012950

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・様々な 製 合 を所 し、 れらの
性 機能に のある企業。

デ ン を めた に
わる 性 のスク ー ン と の 価可能
です。

科 理学分野

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ス ー ン ス

ン

・すでに 研究 で された の 科
治療への に のある企業。

学 教

KAK ARA oshito

https://www.dent.niigata-u.ac.jp/pharmacology/pharmacology.html

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

科 の の開発

年、 科治療を する 者数は 加
向にあり、 の 年者の治療 者に加えて、
成人の治療 者数の 加が になってきてい
ます。しかしながら、成人 者は、 年 者と

して の が く、治療が する 向に
あります。 れに って 生環境の 下を
き、 や 、 収な の 的な問題
を き こす可能性が まります。

科治療における の は、 の
デ ン に って き こされます。 の

の では に る 収が、
では に る 加が生じており、こ

の 発な デ ン を き こす が 出
されれば、 の 度の上 的な の

への 的 が可能となります。
こで、 研究 では、 と の
を 性 する スク ー ン と 的

の の 価システムを構 してきました。
本システムの に って、 理学的なアプ

ロー に る成人 者への新しい 科治療
の創出が されます。
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ンン )

( es n )

ーワー 2 、 ア、アデイ サイトカイン

分 科学、 健学、 生学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1. E ect o  antimicro ial periodontal treatment and maintenance on serum adiponectin in t pe 2 
dia etes mellitus. . atsumoto  . gawa か5 :  lin eriodontol  2009. 

2. E ect o  periodontal treatment on adipo ines in t pe 2 dia etes. . gawa   inagawa か5 : 
orld  ia etes  2014. 

3. orrelation etween  genot pes and periodontitis in apanese t pe  dia etic patients: a 
reliminar  stud . T. amrongrungruang  . gawa か5 : dontolog  2015. 

つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ を 的に推進している自治体
な と共 で 学的 研究を行っていくこ
とを します。

科学分野 E  

学 教授

小
O A A iroshi

病患 の
の

学 教

子
NA A A Kumiko

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生 環境の に い 者は 加してきており、 と合わせて2000 人を
えています。 は の6 の合 であることから、 者における ア

の 性は いと考えられます。
これまで医学 内分 内科と共 で、2 者に して を した ア

を し、アデ ネク ンをはじめとする マーカーに す について、エビデンスを
・共 してきました。
の上で、 科医療的 地からの の可能性を学術的に解 す く、 的 治療に る

への作 カ ズムを しています。これらの研究に って、 科治療が
スクや 度 スクの へ 進的に作 する可能性について、 らかにすることを
にしています。

者の Lを させるものの つに、
が げられます。 、 ン ム

を いて、 的 治療が スク
の であるL X-inde に す について

を行っています。

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

アア ーールル イインントト
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W トト ーー ンン カカンン 構構 ワワーー ッッププ ンン ーー

ーワー ローバ ーシ ン、オー ル ルス、

分 健学、 生学、 科学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1. Framewor  or de elopment o  ral ealth olic  and trategies in anmar 
https://www5.dent.niigata-u.ac.jp/ pre ent/image/pr190724/pr190724 ramewor .pd

2.  lo al ral ealth ata ase https://www5.dent.niigata-
u.ac.jp/ pre ent/perio/contents.html

つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

科学分野 https://www .dent.niigata-u.ac.jp/ pre ent/japanese/collaborating.html

学 教授

小
O A A iroshi

ニ カ
の

学 教

カ
Kaung yat Thwin

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

2007年2月、 本 の 健に する （ 界 健機 ） ンターに、 科
学分 が されました。 の基本理 である「 的な 健推進」を ン プトに、
・ 健分 の 、研究プロジ クトを推進し、基 、 学研究から 研究へと し、
最先 の 健分 を ー
・ の大学や研究機 と連携して 的 研究ネットワークを構 し、 健分 の

的 研究 点を 成
・ 研究者を に し、また本学に し、 の 健推進を 人材の 成と
の を としています。

は、 ンマーでの学 科 健構 、
 ealth  Ageingにおける 健康の
等に り でいます。

・ に した を している
自治体等と 健の デル構 を し
ます。

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

アア ーールル イインントト
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3

ま い

ま

3
3

本 科医 会に る10 から70 の1 人を にした
（2016）では、お の みに「 」を げた人は4

人に1人 上で 3 であった（ 数 ）。

ーワー 、 生

分 科学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

z ohno . et al.  Ta lets containing a c steine protease  actinidine  reduce oral malodor: a crosso er 
stud . ournal o   reath esearch 6 1  017107  2012.

z 他 イン ル に る 生学会 66 1 ：9-14 2016.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ インス ル ントを共に製造して
いただける分 お 成分（ 等）を
様々な に させる技術のある分 との

を しています。

の 価には 数値 だけではなく、
感や 度の も可能です。他 ・

自 の からの 価に って、 者の
に えられる 発を します。

科学分野 https://www .dent.niigata-u.ac.jp/ pre ent/japanese/index.html

学 教授

野 NO NO Kaname

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

は 人 において な問題であり、
を にしたことがある人は80 、 みとし

て感じる人は25 を えるとされます。また、
年では介 の でも介 者の として問

題となっています。 の には、 の
を することが です。 とし
ては の他に、 の となる の

や （ の な産生 所）の が
的です。 たちはこれまでに、いくつもの成

分（ や食品）に る ・ に
ついて をしてきました。また、 される

の も な の つであり、タ ッ
トや ルに る を みてきました。

トの は で、 的な では問題
が解決されないことが くあります。また、

への は ル アとして行われることが
いことも です。 の に まれ

る は、解決するまで 数の を すことが
く、 り くの が まれます。

は 別の に した を してい
くことが であり、 の 、 しでも く
の に の けとなることを して
います。

9 の となる を する も 数の がある
（ は されている ）。 じ に えても

の 度や 材が なる。
9 （ ）成分の には 体（ タイ

プ）が いが、タ ット や ル な も してき
た（ ）。 人や に合わせるために 数の

が となる。

で は

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ーワー タン ク 、 ム ン（ 7）、 性、シアル

分 、 、 、 、

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

• egradation o  7and 5  in human sali a. Lo ne. 8 7 : e69059. 
doi:10.1371/journal.pone.0069059  2013.

• elationship etween oral malodor and gl cos lated sali ar  proteins   ed ental ci  57:25-33  
2010.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ ア 品、 、 製品を
発している企業様な と できればと

しています。

• タン ク に したオー ル アはこれ
までになく、新規性の い研究です。

• 者は 研究の もあり、 への
も に れています。

科学分野 https://www .dent.niigata-u.ac.jp/ pre ent/japanese/index.html

学 准教授

子 TAKE ARA achiko

ム の
の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

体にとっての最 の が であり、
には自 が わっています。 には

自 の役 を たす成分が まれています
が、加 に って の 機能は 下し、感

に しやすくなります。 者にとって
性 は に しており、 の は大

です。
研究は タン ク である ム

ン（ 7、 5 ）に しました 1、
。 々の から 下を らかにしま

した（ 2）。
• 7の 性 は10-20分 度の 時

で分解する
• に まれるシアル 分解に って、

性 が り く分解する

7は、 に最も く まれる
タン ク の とつです。したがって の
が 体に える は大きいと考えられ

ます。本研究では 性を持つ 7の に
って、 者の 性 だけでなく、

な い を にオー ル ア
を 的とした製品への を します。

分 科学、 生学、 学

. ン 構

.

. タン

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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カカ ウウ ンントト

生生 タタ トト

ーワー イ カルシウム ント、ア タイト 成能、 、生体内 価

分 内療 学、生体 性材料、バイオ ック

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

elal . et al. omparison o  calcium and h dro l ion release a ilit  and in i o apatite- orming a ilit  
o  three ioceramic-containing root canal sealers. lin ral n estig. 2021.

inata . et al. ioacti it  and iominerali ation a ilit  o  calcium silicate- ased pulp-capping materials 
a ter su cutaneous implantation. nt Endod . 2017.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ ント・ ンク ート 学に わっている
研究者・企業の

これまで イ カルシウム ントのア
タイト 成能は に 体 で 価されてき
ましたが、 たちは 自の デルを構

し、生体内での 価を進めています。

学分野 https://www .dent.niigata-u.ac.jp/ restend/restend.html

学 教

EDANA  Naoki

科 カ ム メ の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ルト ン ント（ ンク ート 料の
とつ）を ースとして1990年 に 発された
科 イ カルシウム ントは、 では
内療 （ の の治療）に かせない材料となっ
ています。これは本材料が、 あるいは

との界 で ア タイトを 出させ、
を 進するとい 的な性 （生体 性）

を しているためです。ここ数年 では、治療上
の 作性を した 数の発 製品が 発されま
した。しかしながら、 の 加 が材料本 の
ア タイト 成能に の な を えている
るかは 分に されていませ 。 こで たち
は、 成の材料についてア タイト 成能の

価を行い、 の な構成成分が ントの生
体 性を 進あるいは させているのかを解
することを して研究を進めています。

は生体内あるいは 的生体環境において
成製品の 価を行っていますが、 は

成の材料を自 製し、構成成分に るア タイ
ト 成能の を に ていく です。本
研究の成 は、治療 と 作性を 立した新規

イ カルシウム ントの 発につながると
考えています。

学
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ーワー 学、 生医療、バイオマテ アル、ス ール

分 学、 生医療、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

orimi u et al.  lin E p nt es. 2017  nergistic e ects o  the com ined use o  human-
cultured periosteal sheets and platelet-rich i rin on one regeneration: An animal stud

uda  et al. ihon insho. 2015  Application o  cultured autogenous periosteal cell sheets or 
periodontal and al eolar one regeneration.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 生医療に興味がある研究者・企業の
・生体 収性の新規 材をお持ちの

生治療における基 研究・ ・
研究の があり、 へのノウ ウを
しています。 科領域のみなら を とす
る 科等の医科領域への が さ
れます。

・ 学分野 https://niigata-perio.jp/

学 教授

TA ETA Koichi

の の研究開発

学 准教授

TAKA A  Naoki

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の の さから と ばれる「
」は、 きの と を える （ ）

の に り、 を となります（ ）。
度 った は自 に 通りにならないため、

これまでに くの 生治療が みられています。
分 では、 が する 生能に し、

お ルで基 研究を 、 生
の 生医療新 のもと、 者 の
を いた の 生療 を してい

ます（ ２）。
り い 生 を るためには、 の
・分 環境を えるための ーマテ アルと

して な 材料（ス ール ）が
です。 分 ではこれまでに イ ロ シア タ
イトや自 を いていますが、 に

り した新規 材の ・ 発が求められて
います。 生能 を するス ール
と の 合 材料に って、更に

れた 生療 の を しています。
の が可能となれば、 に る
のみなら 、 科領域における更に

にお の 生や、インプ ント治療 の
生、 科領域における が されます。

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ーワー 、 イル、A 、ペプ 医

分 学、 治療学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

Ao i- ona a  Ta eta . et al.  A peptide deri ed rom rice inhi its al eolar one resorption ia suppression o  
in lammator  c to ine production.  ournal o  periodontolog  90 10 : 1160-1169  2019.

atsugishi A  Ao i- ona a  et al. . ice peptide with amino acid su stitution inhi its io ilm ormation  
orph romonas gingi alis and Fuso acterium nucleatum.  Archi es o  oral iolog  121  104956  2021.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新規の アアプ ーシ ン、 医
発に興味がある研究者・企業の

・ ッ デ バ ーシステムの 発につなが
る技術をお持ちの研究者・企業の

治療への を えたト ンス
ーシ ナル サー を推進しています。付加

価値機能ペプ の の における
が されます。

・ 学分野 https://niigata-perio.jp/

学 教授

TA ETA Koichi

病 の研究開発

学 病

野 NONAKA ukari

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

は 界で最も感 者の い 感 で
あり、 の な です。 を

・治療することは、 機能 持に る 生
作（食 ・更 ・ ・ ） ルの

や 性 の につながり、 者 イル
の にも です。 々は、 から られた

ペプ な を材料として、 の イ ス
テージにおいても かつ で 的に で
きる アアプ ーシ ンの 発を して
います。ペプ が する 機能性に し、

性や 作 な から解 を行い、
・治療への 性について を行っ

ています 。
さらに、 々の ・ や ・ ステー

ジに する ー ナ イズ ペプ
医 の 発を して、これらのペプ の機能

や ッ デ バ ーシステムの につい
て研究を進めています。 に な 域スペ
クトル 医 の 発は、 に基 いたペプ

カクテル療 な の 別医療を可能にするだけ
でなく、 科治療に いる 生 の

につながることで 界が する課題である
性（A ）の 加に する となる

ことが されます。

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－65－－64－

ウウ

生生 学学 ウウ
ウウ

ーワー 、 ウマ 、自 、サイトカイン、医科 科連携

分 学、 治療学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1. Kobayashi T, et al. Host responses in the link between periodontitis and rheumatoid arthritis. Curr Oral Health Rep. 2(1): 1 8, 2015.
2. Kobayashi T, et al. Serum immunoglobulin G levels to Porphyromonas gingivalis peptidylarginine deiminase affect clinical response to

biological disease modifying antirheumatic drug in rheumatoid arthritis. PLoS One. 11(4):e0154182, 2016.
3. Kobayashi T, et al. The KCNQ1 gene polymorphism as a shared genetic risk for rheumatoid arthritis and chronic periodontitis in Japanese

adults: A pilot case control study. J Periodontol. 89(3): 315 324, 2018.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・自 新規医療に興味がある企業
・自 に する基 研究分

医科 科連携の発 に加えて、 への
の な 医 品 連領域の

合も されます。

科 https://niigata-perio.jp/

学 病 准教授

小 KO A A Tetsuo

病 発 ・ 化 の解明

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の 数は体内最 で、 感 に る
性 が です。 は、 い

から とも われ、 の健康にも を
します。 年では、 的な自 で

ある ウマ と 向性の 連にあることが
考えられています（ ）。

もは、本学 ・ 内科学分 なら に
新潟 立 ウマ ンターとの共 研究に って、
２ の スク 子、 子epigenetic と

発 の共通性・ 性、 治療に
る ウマ を らかにしました。また、

サイトカイン 生 学的製 は にも
があり、 の ウマ は

と 的 orph romonas gingi alis
に り されることも報 しました（ ２）。

本研究では、これまでの研究 を基にして、
２ に共通する自 連マーカーに し、

に る ウマ 発 ・ 機 の解
を しています。 機 の解 に り、 科に
おける ウマ システム 発が され、

の基盤的研究を したいと考えています。

学
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ーワー 連 、 、 、 、 ネットワーク

分 科学、 連 、

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

https://researchmap.jp/nao-saito31/
科学研究 （ 研究） 「 連 の カ ズムを大 的に解 する - ネットワークに して-」

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ に のある医 品 企業 等の や治療 発のみなら 、 の
等の 発基盤になることが されます。

科学分野

学 教

藤 A TO Naoaki

のメカニズム 解明
～ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

連 は2003年に めて報 され、
の さま まな研究が行われていますが、

として の発生 カ ズムが 分に解 されて
いない です。 やが の に

いられる が と考えられていますが、
が作 する カ ズムは なります。にもか

かわら 、 様の が生じるとい ことは、
体のバ ンスが の発 と してい

るものと考えられます。
たちの研究では、 的に 連

を生じさせた ットを いて、 の成り立ちにつ
いて研究しています。 の では様々な が連
携し、 いに を けあって の が成り
立っています（ ）。 に 年の研究から、

とい に め まれた が の と
して機能していることがわかってきており、この

を とした ネットワークに の
発 カ ズム解 の があるものと考えていま
す。

連 は 科のみなら 、医科でも
大きな問題となっている です。 から

られる 、 といった
が に大きいことから、 も 上の大

きな問題となっていくものと われます。本研究
から の な な 作 のない

発の基盤となる発 ができればと考えています。

： に わる

学

E
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ープ 研究

ーワー 、ウエア ルデバイス、 oT、食品、生 、食 、介

分 科 学、 機能学、 食 下 ビ テーシ ン学、 医 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

ori T  ehara F  amaga  et al. elia ilit  o  a no el weara le de ice to measure chewing re uenc . 
 rosthodont es  2021  online ahead o  print. 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jpr/ad pu /0/ad pu 20 00032/ article

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・発 の食 に り 健 分
・生 の に り 分
・ 者介 サービス分
・ ・ な食品 発を す企業

itescanは 界で めて自 な環境での
行 の記録と解 を可能にした oTデバイスで
す。 しくは、
https://jp.sharp/ usiness/solution/aiot/ it
escan/をご参 ください。

科 学分野 http://www. hotetsu-niigata-uni .net/index.html

学 教授

小野 ONO Takahiro

の ニ
～ と 開発 の ～

学 准教授

OR Ka uhiro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

発 に く ことが の発 に がり、
成人における 食いは大食いは や の他の生

の になり、 には 分 せ
に み ことで や が こりやすい こ
の な「 行 」と健康との はこれまで
も われてきました。しかし、いくら「しっかり

みまし 」と しても、 れだけ だか
を計ることが容 ではなかったため、 の
が上がら 、また 的な 値の にも っ
ていないのが です。

たちは、シ ープ（ ）が 発した け
の 数計 itescanについて、 発

から共 研究を行い、計 の と 度
、行 容 の な を行ってきました。

この itescanを いて、 的な食 における
行 （ 数、時 、 さ、 な ）を
タ ン することで、様々な における

行 と健康との を り、 しい に くこ
とに る ルスプロ ーシ ンの 発に がりま
す。また、様々な食品が の に まれて食
られているかのデータが られるため、食 やす
く な食品 発においても役に立つことでし

。領域を問わ 、 い が可能と考えられ
ます。

学
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い

ーワー 、 度、 機能 下 、 、 oT

分 科 学、 機能学、 者 科学、 医 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

推 、 推 プロ ム（ 2021-159436） 、 、大

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

• 理を する 者介 サービス分
• オー ル ア・ ルス ア 連企業
• アプ ーシ ン 発や医療機 発を行い、

を す企業

バイル機 に り された から、
の を自 別し、 の様々な を数値
が可能です。学 ネットワークのアップデート
に り、 的かつ最新の 価を できます。

科 学分野 http://www. hotetsu-niigata-uni .net/

学 教

OKA A umpei

の の と
と の

学 教授
小野 ONO Takahiro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

スマート ンで されたお の から、
の を自 別し、 の れや の さを

するシステムを構 しています。
界的な 社会を えた では、健康

の が されています。しかし、お の き
が くなった である「 機能 下 」は、
食 や食 の 下を き、 介 の となり

る やサル ペ ア（ の ）に連
します。 に付いた れ（ ）や の （

度）は、 機能 下 の にも いられ、
また 性 や にも 連しています。しか
し、 の には 的な や が です。

こで、人 能（A ）に る 技術を
いて できないかと考えました。

たちは、A に な学 ネットワークを構
し、お の から の を 出でき、

お 度を 価するシステムを してき
ました。スマート ンの な バイル機 を

いて「 でも・ こでも・ に」 の 価が
可能となる に研究を ける です。また、

の を数値 することができるため、A を
アップデートすることで、様々な の を 価
できる 発を進めていきます。

学 准教授
OR  Ka uhiro

生生 がが生生 しし、、食食 やや にに るる。。

のの ととななるる オオイイ をを産産出出すするる。。

がが ししたた でであありり、、 内内のの

・・ 作作 がが 下下すするる。。

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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の 生は機能的な の 生を可能にする

ーワー 科 学、 生医療、 マト ックス、 ー ン、 、

分 科 学、 生医療、 マト ックス、 ー ン、 、

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

 rthop urg es. 2018 ec 13 1 :318. lo one. 2018 13 9 :e0204306.
 eriodontal es. 2017 Aug 52 4 :686-694.      ell h siol. 2016 ep 231 9 :1974-82.
 ell h siol. 2016 Apr 231 4 :926-33.  rosthodont es. 2014 ct 58 4 :193-207.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

• マト ックスに る 生医療、
解

• マト ックスの 成能を 価基 と
する新 、健康食品の

• 成や、 での を に、
様々な生理 性 の 価が可能です。

• 健康食品と のマト ックス 成について
企業と共 研究の があります。

科 学分野 https://researchmap.jp/kakumasaru

学 准教授

加 KAK  asaru

の 研究
～ 線維 と 制御 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

トの は 度 われると、自 に 生す
ることはありませ 。したがって の治療 で
は、 々の人 材料に って が です
（ 、インプ ントな ）。わたしたちは 自
体はこれまで通り人 材料を する ら、 と

りの を 合する を 生 学的
な で 生することに り、 の と の
ない、機能的な の 生が可能になると考えてい
ます。

マト ックスは の機能的な本 とし
てだけでなく、 の 持に わる の 分

に 的に することから、 マト ッ
クスの 的な 成の こ が、
生の であると考えています。

の 生を し、 から したタン
クを 成に したデータ ースを いて

的に解 だけでなく、マト ックスに さ
れる を ルで可 する に
り、マト ックス とした の 体
を らかにするための研究に り でいます。

わたしたちが しているのは、機能的な の
生ですが、この技術は 様な 合 のマト
ックス研究にも 可能です。 と に る

内 の可
マト ックスの 解

と 的 解

学
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ーワー デンタルインプ ント、規 ナノ構造 タン、 成 、機能性生体材料

分 科 学、 生 学、デンタルインプ ント、 属ア ルギー、分子生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

と成 向と 成を するインプ ントに 可能な規 ナノ構造付き タン（ 産学 56-3）

iological reaction control using topograph  regulation o  nanostructured titanium. 
cienti ic eports  10 1 2438 - 2438 2020年

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・生体材料 発に わる医療 ーカー、企業先 学領域と生 科学領域の 分 合研
究に って 構造に り に を
える点において学術的価値は く、 の

も いです。

科 学分野 E

学 病

介 AK A osuke

内 の開発
～ 化 制御 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

デンタルインプ ントは れた治療 ですが、
治療 、 、生 な の課題が
解決で っています。ナノサイズ ルのの

構造が 合を 進することが られていま
すが、 まで、 タンに るナノ構造の規

は技術的に で 成されていませ でし
た。 ン ムなナノ構造では 合 進機構の
解 や 的な は 可能でした。

々は最先 ナノ加 技術に るナノ タン構
造の規 に成 しました（ ）。 々の研
究に り 構造の規 ナノ タン基 上で、

がナノ構造に って 向性を持っ
て し、 内 成も 向性を す
が られました ２ 。これらの は、規

ナノ タン構造が、 合 進や、ア タイ
ト 向に る機能的成 の 成 進を可能と
し、 治 や、インプ ント生 の
向上を 成する可能性を しています。本研究
は、 成、 合 進、ア タイト 向、

、 性な の機能的付加価値を持ったイ
ンプ ントの 発を 的としています ３ 。

最 的には を 可能な機能性体内
め み 生体材料の 発を しています。

進進

ーー ンン

タタ トト

ンンププ ンントト

機機
進進

構構

ーー ンン
ーー ンン

構構
ンンププ ンントト

ンンププ ンントト
ンンププ ンントト

ーー ンン

構構
ンンププ ンントト

ンンププ ンントト
構構

ンンププ ンントト

ーー ンン

進進 タタ トト

機機 ッッ ンン ーー ンン 進進
学学

タタンン構構

大大学学 創創新新機機構構

タタンン構構

機機 ンンププ ンントト

タタンン構構 構構 構構

構 機 ンプ ント
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ンプ ント は 合 お nm
機

ーワー デンタルインプ ント、規 ナノ構造 タン、 成 、機能性生体材料

分 科 学、 生 学、デンタルインプ ント、 属ア ルギー、分子生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

と成 向と 成を するインプ ントに 可能な規 ナノ構造付き タン（ 産学 56-3）

iological reaction control using topograph  regulation o  nanostructured titanium. 
cienti ic eports  10 1 2438 - 2438 2020年

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・体内 め み 生体材料 発に わる医療
ーカー、企業

最先 学技術の と生 科学領域の 分
合研究に って タンと の 合に して

これまでにない解 を し とする点で新
規性が いです。

科 学分野 E

学 病

介 AK A osuke

の と の解明

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

デンタルインプ ントは 本 内だけでも年
150 本が 者さ の 内に 立されてお

り、 く した治療 です。インプ ント は
材料の タンと が 合すると われています
が、 子 では２０ ０nmの が
されており（ ）、 の にの 機 に
まれるタン ク が 合成立に わると考え
られていますが、 合 連 や、 合様
な は、 くわかっていませ 。これまでの
タン・ 合研究で された タンは 研

と っても、 子 では に い
構造をしており（ ２）、 タンに するタ
ン ク の 解 が でした。 々は本研
究において、 さ０. nmとい ナノサイ
ズ ルで な タン基 を作成し（ ３）、

タン タン ク の を行っている。
までに タン ク が 数 されており、

進が され（ ）、 の他の機
能についても 解 です。最 的にはデン
タルインプ ントの、 タン タン ク を
介した 合機構の解 と、インプ ントの

合 進に る した の 成を
しています。

機 研
い い

タン タン

タン タン 進

学
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学 ス
ン ス 合

ーワー 機能、 食、バイオ カ クス、

分 科学、 者 科学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

• ogami  et al. Lip-closing strength in children is enhanced  lip and acial muscle training. lin E p ent es. nline ahead o  
print  2021

• asa awa  et al. Lip-closing pressure during ood inta e rom a spoon in normal children.  ral eha il  48 6  711-9  2021
• ogami  et al. re alence o  an incompetent lip seal during growth periods throughout apan: a large-scale  sur e - ased  

cross-sectional stud . En iron ealth re ed. 26 11  2021
• a amura  et al n luence o  ood adhesi it and uantit  in lip closing pressure. h siol eha  214  112743  2020

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

• 人の 食 作や 機能の 的 価を通し
て、食の や食 の推進を共に す分

• 生体計 を通して、様々な食品や食 の
価を みる分 の企業

「食 る」「 す」「 情をつくる」といった
の機能を、様々な生体計 を いて 価を

行 ことが可能です。

小 科学分野研究

学 教授

明 A A AK  aruaki

と の 化
の発

学 准教授

NAKA RA uki

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

人は生 4 6か月 から、 れまでの
を 体とした から、 食を 内に

食 を 体とした へと、 イ
ナ ックに を します。 の さらに
な食品を食 ることができる になるまで、
食に 連する の は学 を通して向上
すると考えられています。この 食機能の発

については、 の に加えて、 と上
との の成 が とされています。

々の研究 では、 機能発 の からの
「食 」の 成 を 的として、 食（食

の み 作）における 機能お 上 な
食 連 の の の に して、

バイオ カ クスな を いて解 を進めてい
ます。また、 食機能・ 機能の 的 価に
向けて計 の 立に り でいます。

者 に ると、 における食品に る
は年 20 上報 されており、「食品が
の 」は決して しいことではありませ 。
的な本研究の としては、 食機能の

から の スクについての や、 の機能
発 に じた食品 にも できる可能性があ
ると考えています。

スプーン

ン

学
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属属 にに るる のの （（ ））

治療が いだけでなく、 で治療を める 者もいる。

ーワー 内 、 、が 治療の て 、医療 、 治療

専門分野 が 理学、 術 理学、 科 学、 治療学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1) Katsura 他 A cost-minimization analysis of measures against metallic dental restorations for head and neck radiotherapy. Journal of radiation  
research 62(2) 374 - 378 2021年

2) Katsura 他 Special prosthetic device for head and neck radiotherapy based on scientific evidence. Annals of oncology 28(suppl_9) 36 - 36 2017年
3) Katsura 他 A study on a dental device for the prevention of mucosal dose enhancement caused by backscatter radiation from dental alloy during  

external beam radiotherapy. Journal of radiation research 57(6) 709 - 713 2016年
4) 他 の を するデンタルデバイス の製作 と デンタル イア ン (6) 156 - 160 2014年

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 内ス ナや3 プ ンタな 最新技術を いた
医療技術の 発を す分

・医療技術と材料科学を 合させた、 り で な
医療材料の 発を す分

・もの造りが で、医療分 での に興味ある企業

内 は、 収載されており11 11553300点点
（（1155330000 ））です。また、 治療時の 属

の をす て 内 に り えると、年年 33
のの 的的医医療療 のの が可能です1）。 、 成の
治療 内 は2社から ースされていますが、
者 であり ではありませ 。

管理学研究

学 病 病 准教授

KAT RA Kouji

線 の 内 開発
～ 患 線 の 化 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

が に し、 治療が行われることが

くなりました。 治療の進 に り 術と 等の

治療 と、 術 り れた と機能の が

できるからです。 、 治療 は （

下、 ）に が こります。 はは、、治治療療

のの 者者をを最最もも ししめめ、、治療を して けてもら た

めには、 がが になります。

は の が くなる します。

が くなる の つにの 属 があ

ります。 属に が たると が発生し

が 加します。 の は 属から3 5 

mmであり2 3）、 属から を すことで でき

るため3  4）、 科で 内 が作られます。しかし、

科 は 体の 24 であり（ 年

料）、 の70 上で 内 が され

に 治療が行われ、 にに るる のの

にに ままさされれてていいるる 者者がが いいことが推 されます。

科で 作するものと 等の 内 が 別な技

術なく製作できれば、 に る の に

まされる 者はいなくなり、治治療療をを ししてて けけててもも

らら ことができます。また、この様な 内 が

できれば、 治療の がなくなり、

者者にに ししいい 治治療療のの てて につながります。

属属 かかららのの にに すするる 内内 のの

a： 属 が く、 の が される。

： 内 を した ： を しながら 治療

を ける（ 的には、治療時 1 15分 度、これを1

1 、25 35 行われる）。

c： ： に治療 60 が されている。

d： 60 の時点： に る の はない。

0 G 3 G

学

E
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新潟大学 学 合 で ー

スタッ ー

ーワー シ ーシ ン 、 学 、 科医 、 科 、 医療

分 科 、 学 、医学シ ーシ ン、 生医療、

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1. ishimoto  et al. imulation training or medical emergencies in the dental setting using an
ine pensi e so tware application. Eur  ent Edu. 2018 22:e350-e357.
2. 本 他 大 科大学 属 研 科医を としたバイタルサイン ナーの
2015 43:25-29.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・A （ ）、 （ ）技術の医
学 へ興味のある企業
・ 科医療の 性向上に興味のある 科医 、
企業

治療 の 者 についてス ルアップ
したい 科医療 者へ、 を とする
科医 が に いたします。

科 学分野 https://www.facebook.com/anestem /

学 准教授

K OTO Naotaka

患 科 の
～ 病 患 科 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

人 の に い や な 様々な
を持った が、 科医 を れる時 になり

ました。 が 、治療 に持 が した 合、
科医 、 科 生 な 科医 スタッ に

る な が です。
たちは2012年に 科医 での 者 に

するためのstud  group「Ane tem（アネス
テム）」を 立し、 科医 スタッ への を
行ってきました。これまでに 学や での

ナーを 数 しており、また している
プロ ムの について科学的に して
きました。

研究の成 から、 たちが 発した 科治療
の シ ーシ ン ナーを する
ことで、 時の ス ルやスタッ の自信が
向上することが らかになりました。 は「

したス ルが のくらいの 持されるの
か」に して、研究を行っております。

、 くこの ナーを することで
時、 に できる 科医 スタッ が える
ことが され、 いては 者さ へ な 科
医療を けることにつながると考えております。

学
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ーワー 者 食 下 介 食 介 食 ア

分 下 学、 生理学、 生理学、食品 学、介 食 発

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

2018年の 本の 者 は28%であり 界 1
の 者大 です。加 とともに の 様、
食 る も えて、食 や の に って
き こされる 性 や の スクは 加
します。

新潟大学大学 医 学 合研究科では、 成21
年に新潟 内の食品・食 連企業、行 との
タッ （ は産学）に る産 学連携 業を推
進するために 内 の企業と共 して「「ににいいががたた

食食 下下 ササ ーートト研研究究会会」」を発 しました。
の り みの とつに「「食食のの スステテーーシシ

ンン」」があります。新潟大学 バス 合 に
された本ステーシ ンでは、研究会会 企業

から いただいた介 食、食 、 ア
品の ・ ーナーを けています。さらに、

者様に な 食 下のサ ート 品のマッ
ン と新たな製品の 発を進めています。また

するア テ ールでは、 者様や のご
、医療、介 、福祉 者を とした「「 食食
下下 ナナーー」」を しています。

者様の食 ることへの は生きることへの
です。 ますます 加すると される

者の 食 下 へのサ ートの り を く
の企業の 々と考えていきたいと います。

連する
的 産
文 等

文： 別 幸 子 上 食の ステーシ ンにおける
本 食・ 下 ビ テーシ ン学会 17 2 P153-163 2013

的 産： シートの製造 （ 出 ）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 者医療や福祉を考えて連携 業を す
るす ての自治体、企業

・介 食や食 、 連 品の 発を
すす ての企業

にいがた 食 下 サ ート研究会のHP
http://www5.dent.niigata-u.ac.jp/~dysphagia/support/index.html

の 会や研 会も しています。

学分野 http://www .dent.niigata-u.ac.jp/ dysphagia/index.html

学 教授

NO E akoto

と
～ 学 の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ー
い ート研究

ス ー ン
い ート研究

食の ステーシ ンは
こちらです

食の ステーシ ンは
こちらです

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ーワー 者、 食 下 、 介 食

分 下 学、 生理学、 生理学、食品 学、介 食 発

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1. Sirima Kulvanich et al. Gerontology, 2021 Jan 15;1-9. doi: 10.1159/000511912
2. Eri Takei et al. Physiology & Behavior. 2020 Jul 25;225:113102. doi: 10.1016/j.physbeh.2020.113102.
3. Iguchi H et al, Physiol Behav. 2015 Dec 1;152(Pt A):217-24. doi: 10.1016/j.physbeh

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

食品 発にあたり、基 から へとつなげ
る研究ステップを しています。学内には共
研究推進のための食品 を しています。

学分野 http://www .dent.niigata-u.ac.jp/ dysphagia/index.html

学 教授

NO E akoto

介 の
～ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ス

・介 食や食 の 発を すす ての企業
・ の食品の を する 連企業

研究
で

で

い
い では

い

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

農 産 では、「食 る」ことが えた
人向けに、介 食の新たな を「スマイル

ア食」と けて、 の 大を
としています（ 1）。スマイル ア食では、
食品アイテム決 に して、食品 性を
性の基 にあげています。ここでは、 み
みやすいものを食 やすいもの に食
られるものと しています。しかし、 れ
で本 にいいのでし か。

食 るには「 み 」ものだけでなく
「 」ことも大 です。 たちが、新
潟大学医 学 合 の 者様や「 」と
「 み 」の を た研究を通して分
かったこと、 れは （ し く）するこ
とこ み みを けるために で な

であるとい ことです。
たちはこれまで、新潟 内の くの食品

企業様と で「食 る」ことを るための共
研究、新たな食品 発につながる共 研究

を行い、 の成 を発 してきました（下記
文 ストは です）（ 2）。健康な た

ちなら何 なく食 てしま ものが、 者様
や 者にとって れだけ であるかを

に てみませ か。
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の 数には
数 。

推

推

ーワー 社会的 、 、 、 、自立

分 福祉、 者福祉、 ーシ ルワーク

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

（2015）「社会的 点 のプロ ス」新潟 学会 45（2） 1-12
・ （2021）「 の ア の 「 hild eha ior hec list L に る 所

の 価と『新しい社会的 ビジ ン』との から 」『社会福祉学』62（1） 27-37

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・社会的 を や
・ 地域 会、 子 も

合 点、 を 的とす
る な

福祉 行 70年 上が する で、
ス した社会的 システムを

で 構 することは であり、基 自治体
を に のあり を する があります。

研究 学分野 https://www.dent.niigata-u.ac.jp/oral/

学 教授

TAKA A  ideki

ム の の
～ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

数の 加 は、大きくは、
「 数」の 、 の 大お 基
の 更と体 の に る、とい つの解 が

しており、 の 研究でも な が
でているとはいえませ 。とはいえ、人 が
進行し、 いては テ の解体さえ さ
れる な人 の において、「大 な子

もたち」の発 が に って なわれる 機
は できない社会問題と されています。

「 された子 もたち」の くは、 時
な の を て、 （ と は ）の
もとで らすものの、 は から分 され

な 社会的 下で アされています。
数の 加に し、18 人 に め

る社会的 数は する にあります。
の最大の 的（ 究 の ）は、

「 された子 もたち」を の ージか
ら させ、 の発 と自立を えて の（

）連 を つことにあり、社会的 の課題
出とシステムの 構 が求められています。

たちは、2015年から 内の社会的 者の
を て、社会的 下にいる子 もたちや

こから 立った人たちの を し、課題を
らかにするための サー を しています。

児童虐待対応件数

社会的養護率

：左軸（単位：件）

：右軸（単位：％）
（18歳未満⼈⼝に占める社会的
養護下にある⼦どもの割合）

ほぼパラレル

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

学 生 学
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構

生 3
ータ 生

ーワー 、地域 、構造的 、人 、 テ 解体

分 福祉、 者福祉、 ーシ ルワーク

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

（2019）「 発生の地域 と の構造的 発生地域と 自治体における
の分 」 学会 に発

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・基 自治体、 地域 会、
子 も 合 点

・ を 的とする な

は、 と がおかれる社会構造
との相 行 の連 のなかで生 る社会問題と
い 理解に立ち、 の地域に最 なアプロー
を いだしていきたいと考えています。

研究 学分野 https://www.dent.niigata-u.ac.jp/oral/

学 教授

TAKA A  ideki

発 の とその
～ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の発 には地域 があります。
れは「 数」の に があることで
生じるのか、 れとも の発生 れ自体
に があるのかは らかではありませ 。いく
つかの 研究では「 」と れ の地域

を しますが、 れらの文 からは、 え
ば、 のしかも 本の人 を

先 する人 （子 も数の ）が生じ
ている地域で、相 的に くの が
なされている を合理的には しえませ 。

たちは、 数の人 合が
い新潟 （A ）内の基 自治体（ ）を
に、 の発生に 連する構造的 を

分 的に するなかで、 年 の社会
（ 出 ）と れに連 する 年出産 合の

さが、 の発生に している可能性
があることを いだしました。この分 から
かれる は、人 が進行し、 いては

テ の解体さえ される な人
の にある自治体では、子 もたちが
に される スクが大きいとい ことであり、
こに した な ーシ ンアプ

ロー を構 し、 れを していく ーシ
ルワークが求められていると考えます。

的的 のの

率
⼦ 率

⼈⼝ 率
単位：

護率
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ー

ーワー 、テー ー イ 、介 食、 、 能 価

分 生、 健

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

Ele ated anti od  titers to orph romonas gingi alis as a possi le predictor o  ischemic ascular 
disease - results rom the To amachi- a asato cohort stud . Ta eta  one awa  et al.  
Atheroscler Throm . 2011 18 9 :808-17.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 者の に するアプロー を し
ている企業な （新しい介 食の 発etc）
・ 者の健康 の 、介 地域

業の 性 を す地 自治体な

新潟大学医 学 合 では、医 学の連携
に り、 者の問題となっている に
して、新しいアプロー での を して
いくことが可能となります。

学分野 E  

学 教

ONE A A Daisuke

の
～ メ 法 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

は、 の 下に り や を き
こし、 たきりに がることで、 者のA L

の 下を くことが られています。
の の 合は、65 上では16.4 を めてい
ます。 を することで、医療 お 介

付 が、1 238 できると内
問会 で されています（2018年）。

の な の1つに、 の に る
機能 下（オー ル イル）が げられてい

ます。オー ル イルを するためには、
科 治療に る 機能の が です。し
かしながら、 科 治療だけでは
が しないとの報 が 数みられています。

本研究では、 または 新製
時に行 に せて、 理 に る
別の を し、 に える

を するために 作 学研究を行い
ます。 イルサイクルを し、 のス イ
ルに向か ための として、 新製時に 理

が行 テー ー イ な が 者
の を 加させることが、
の新 となるのではないかと考えています。

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ーワー 地域 学研究、 者、介 、 機能、 機能

分 科、 健

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

65 上の 者が 介 となる な は
「 ・ 」が 体の12.2 を めています。
また、 者における スクは、 下に

り4.9 、 機能 下に り3.2 になります。
者の を するためには や 機能

の 持が となります。 の研究 り 者
の の数、かみ合わせや の機能な の様々な

機能が 機能と 連することが らかになり
ました。しかし、 者の 機能が 機能に

して の に を えているかは らかに
なっていませ 。

新潟大学と新潟医療福祉大学は 機能と
機能の 連・ の カ ズムを解 するために、
地域 の 者を にした共 研究を行って
います。この共 研究は 科と理学療 学の2分

からの 点で 者の 機能を 持するため
のアプロー が可能となり、 者の介 に

します。また、介 地域 業におい
て 職 連携が推進され、 者の に
がることが できます。

連する
的 産
文 等

・ 機能 価 健 く （ 2008-289737）
・ u ama  amaga T  oshihara A  et al.: n luence o  dental occlusion on ph sical itness decline in 

a health  apanese elderl  population.Arch erontol eriatr. 2011 ar-Apr 52 2 :172-6.
・ oshihara A  et al.: h sical unction is wea l  associated with angiotensin-con erting en me gene

/  pol morphism in elderl  apanese su jects. erontolog . 2009 55 4 :387-92.
・ amaga T  oshihara A  et al.: elationship etween dental occlusion and ph sical itness in an

elderl  population.  erontol A iol ci ed ci. 2002 ep 57 9 : 616-20.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 者の健康 の 、介 地域
業の 性 を す地 自治体な

・ 者の 機能 価 ールの 発を と
する企業な

2大学3分 において 者の を だ
の健康に する研究をしています。

地域 の 者の 々とともに 体と
の健康を 的とした の 発をしています。

学分野

学 教授

明 O ARA Akihiro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

合

機機

機

いい

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

の の の

http://www.ha-niigata.jp/harmony proj/index.html

学 生 学
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は プ ト

ーワー 参加 科 健 、 ーシ ル タル、行 容

分 科、 健

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

健康 くりには の
な行 が とした
だけではなく、

の 点を り れ、立
の なる者たちに る
いの情報を 向に
できる体 が求められて
います。 こで、 科と

をつな 「はは ももにに
ププロロジジ ククトト」を立ち

上げ、 科 者に る
参加 科 健

を行っています。

連する
的 産
文 等

・ 他 ・ ： 医者さ が、まち くり に出会った 新潟 報 業社 新潟 2009年
・ 他 ・ ：お からはじまるまち くりの の 参加 地域 科 健 のスタートアッ
プ は もに プロジ クト 新潟 2013年
・ : 科 健 で「地域とつながる」とい こと」  生  77 2  111-115 2013.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ の の健康の向上したいと考えている
地 自治体、学 や な

・地域における 健 を通して の健康を
える ールの 発を考えている企業な

大学、行 、 科医 会、 科 生 会が
して 参加 科 健 をします。

地域の が「 で 生き」を とし、
体的に できる にサ ートします。

学分野

学 教授

明 O ARA Akihiro

加 科 の
～ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

地域 と 科 の 会
地域 ー ーへの シ テーター研 会
学 や行 、自治会な との連携

者を とした研 会

この に って が自らの ーズを 科 へ発信しやすくなり、 科 の情報
技術や参加 が向上するとい が られています。さらに、 が 体的に 科 健
に り になったことで、 と 科との の が くなり、 向の に な
が構 されています。 は地域内で様々なネットワークの 成とともに ーシ ル タ

ルの構 を として、はは ももにに ププロロジジ ククトトを し、 の の健康を します。

http://www.ha-niigata.jp/harmony proj/index.html

ート ー ンターー

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ーワー 地域 学研究、 者、介 、 機能、 機能、 機能

分 健 、 科 生学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

・ dajima A  oshihara A   et al.：The e ect o  the oral unction training on tongue and nec  in the 
communit  dwelling older adults 7th European ociet  or wallowing isorders （E ）

arcelona 2017.9.21-22 2017
・ dajima A  oshihara A   et al.：The oral unction training a ects the impro ement o  cer ical acti e 
range o  motion in the communit  dwelling older adults 65 apanese Association or ental 

esearch（ A ） To o 2017.11.18-19 2017
・ あ 子 上 々 子 ：地域 者における 機能と 機能
の 連 2017年5月31 -6月2 生学会 67：117 2017

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 者の健康 の や、介 業の
性 を す地 自治体な

・ 機能 価 ールを 発する企業な

科と理学療 の 分 が して、 者
の 機能 下 について研究しています。

学分野

学 教

小 子
ODA A Ayuko

の 維
の 制

学 教授

明
O ARA Akihiro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

者における 機能の 下は する ス
クが3.2 にも上がり、 者の は 介

につながることが報 されています。 者の
介 を 的とした 機能 下の が
求められています。 者の 機能は 機能
（ 数、 合、 や の 機能な ）と 連
することが の研究に って報 されています。
しかし、 者の 機能が 機能へ の
な を えているかといった カ ズムはいま
だに解 されていませ 。

本研究では 科と理学療 の が し、
者の 機能を の機能が 機能

に して の な を えているかを研究し
ています。 ーシ ン プ ーや 計
を いて 体 の 価を、様々な 機能 価

ールを いて 機能の 価を行います。 ら
れた成 は地域で行われている介 業の

を 付けるための となり、 者の
いては健康 の に がることが で

きます。
ー ン プ ーお

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ーワー 科 健、 的 者、 行機能

分 科 生学、 健学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

・ 、 子、 o ana tegaroiu、大内 、通所 者福祉 における の健康 持に
向けた り み に する 、 本 科 生学会 14 1 ：117、2019.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 健、医療、福祉、 な の領域において
地域で されている 職

・ 者の 科 健、健康、 Lの向上を考
えている自治体、学 お な

科 職だけでなく 別 職の
を り れ、 的 者の 機能を える

健 プロ ムと 職 連携に る
アシステムの 発を しています。

学分野 https://www.dent.niigata-u.ac.jp/oral/

学 准教授

子 ATA atoko

の の ムの開発
～ 理解 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

的 者の 内 は健 者に して、
数、 人 数、 数の 合

が いとい 報 が 数あります。また、
を健 者と 者で すると、 療の

は 度（ れ れ、 80 ）ですが、 科
は健 者（ 15 ）に 者（

9 ）は いことが報 されています。
また、 的 者は 行機能（ 的に向けて
的に自 の 考や行 を する ）の さが

され、 のことは の や、生 を
くことの につながります。

れらを まえ、 的 者の 科 健行 を
容するために、 健・医療・福祉な の様々な

職に る連携を通して な を する
ことができれば、 者の 的 アシステムの
構 、 機能お 健康の 持・向上に す
ることが できます。

、通所 者福祉 や 別 の
との連携を通して、 通所者を に、

スク発 ・行 容 の 科 健プロ
ムを した 者の 健 プロ ムを

発するための り みを行っています。
くの 職との に って 者の健康に
したいと考えております。

い 所 問

機

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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研究

ーワー 、 健康 、生 、

分 科 生学、 健学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

uwama ana  oshihara A ihiro  atana e ei o  tegaroiu o ana  hi ata ato o  i a a i 
ideo. : elationship etween alcohol consumption and periodontal tissue condition in communit -

dwelling elderl  apanese. erodontolog 2018  35 3 : 170-176

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域 の健康や地域 科 健の向上を
して、連携・ を まれる医療・ 健・
の 職な 。

この研究 が地域 の健康のために、
科 職だけではなく、他職 で できる情
報となることで更なる連携・ を してい
ます。

学分野 https://www.dent.niigata-u.ac.jp/faculty/oral/

学 教

加 A A Kana

疾患・ と 内の 研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

年、 ・ の健康、 に が 環
をはじめ 性 、 、 な の

くの に わることを するエビデ
ンスが 加しています。また、 な に
り の がおこると 能 の 下につなが
り、食品・エネルギー・ の 食 下、

バ ンスの 、さらには における
の となります。

の には、 性 の かに
や食生 といった くの 子や環境

子が することが らかにされています。
発 ・ をはじめとする 内の

健康を 持することは、 の スクを下
げ、健康の 持・ 進に る健康 の 、
医療・介 につながるものと考えられま
す。しかし、地域 ルで他業 連携に る
合的、 的な り みがいまだ進 でいない

があります。 の の つとして、 ・
の健康が の健康に える について

エビデンスが していることが げられます。

この研究では や生 と
をはじめとする 内の健康との 連を
学的に解 することを 的としています。

この が地域 科 健、地域 の健康
向上につながることを しています。

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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. ー IRDAptamer創

IRDAptamer創

ーワー が 、 、創 、 性、 アプタマー

分 、治療学、機能生 学、生 分子 学、 カルバイオロジー

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

アプタマー の （ 2020-145958）
アプタマー（ 2019-096035）（ T 出 ： T/ 2020/020119）

ane o  A.  human  . et al  atal sts  10 10  1153  2020

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・製 業界、 業界、 ルス ア業界、
食品業界

・ な治療 が せ 、新規創 研究を
に ンジしていただける 々

Aptamer イ は、 様な 的に
する 合分子の が可能であることから、創

だけでなく、「バイオ ンサー」や「分子
持 」な い が可能です。

研究 化学 http://chem.sc.niigata-u.ac.jp/ chuman/

科学 准教授

AN oshiro

疾患 分子 の開発
～ 化学 の の ・ 開発 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

体を として いる 体医 は、 的に
して い 性と 性を持ち、 作 が ない
な の 点がある 、「 を でき 、

タン ク の くを める 内タン ク
には できない」とい 大きな が してい
ます。また、 体医 は な治療 や新規 体
医 の な が課題となっており、「新規創
プ ットホーム」の 発が く まれています
（ ）。

々は、イオンな の に り 的に
する 合能・機能 が可能な 性 Aア
プタマー イ （ AAppttaammeerr イイ ）
を 自 発しています。これまでに本 イ
から発が タン ク 分子の に成 する
とともに、本分子が、 に り の が

性を // FFFF できること、 能能を
し、が の を すことを

しています（ ２）。
々が 自 発した Aptamer イ は、

００ を える 様性を持ち、 的に して
の 合分子を することが可能であるため、

が のみなら 様様々々なな にに ししてて 可可能能な
「「 性性新新規規創創 テテ 」」として い

が されています。

学 学プ

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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は わ い

ー ト ス

ーワー バイオマーカー、 、ウイルス感 プター、 品 理、 体医 品

分 生 学、 学、 構造解 、生 学、分子生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

Noriko Suzuki, Tatsuya Abe, Ken Hanzawa, Shunji Natsuka. Toward robust -glycomics of various tissue samples 
that may contain glycans with unknown or unexpected structures. ienti i  Re o ts, 11, 6334 (2021).
Shunji Natsuka, et l  Improved method for drawing of a glycan map, and the first page of glycan atlas, which is a 

compilation of glycan maps for a whole organism. P o ne, (7) e102219 (2014).

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ や治療 の において の解
を とする企業
・ 分 を 発し としている企業
・ 解 点の 成に興味を持つ自治体等

界トップ ルの 構造解 技術を し
ています。 ペプ の解 も可能です。
マッ ン を いて 感度かつ 度に
構造の を することができます。

学研究 https://bio.sc.niigata-u.ac.jp/ natsuka/index.html

科学 教授

NAT KA hunji

分子と の の と の解析
～ カ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

、タン ク に く生 の ３ である
の構造と機能の研究を行っています。 は情

報分子であり、 様な情報を っています。 え
ば、 な の の を 感に する
ため、バイオマーカー の 的として され
ています。

情報の解読を して、構造解 の構
からはじめ、 的な分 すなわち イ ーム
解 の を 立することに成 しました。
は の を いて、 トやマウスの を
的に解 しデータ ース する アト スの作
成と、 シー ンサーの 発研究を進めていま
す。

々の 解 技術と 年の 研究に る
な を することに り、
） で 度な技術を とする 解 を
に行 ことができます。

２） やタン ク の研究と って、まだ
まった がない 研究に をつけること
ができます。
３） 自 解 の 発ができます。

）「 アト ス」を作成して、 研究の
的 を ることができます。

ー

ーカー い

ーカー い

ーカー い

ウ ス プター い

構 い

ン ト ス

は

学 生 学プ
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ーワー X 構造解 、生体分子、 子発 、感 、 ッ デ イン

分 構造生 学、分子生 学、生 学、 学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

・A. atsumoto  . to et al. 2019  roteins 87 3 : 226-235
・ . mai  . to et al. 2018  ucleic acids research 46 15 : 7820-7830 
・T. i oshi  . to et al. 2016  ature communications 7: 11846 等

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・生体分子の立体構造を 発研究に したい
医 品・バイオ の企業お 研究機 等

情報の発 に する生体分子だけでな
く、他の生体分子についても立体構造の解 が
可能です。また、立体構造に立 したタン ク

の 研究についても 可能です。

研究 学 https://www.sc.niigata-u.ac.jp/biologyindex/uchiumi-ito/

科学 准教授

TO Kosuke

子発 の研究
～ 研究 研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

＜基 研究＞
A上の 情報が、生 の の き

であるタン ク へと される「 情報
の発 」は生 の であり、 の み
を解き かすことは、生 科学の 的なテー
マの1つです（ 1）。 々は、 情報の発
に わる生体分子の立体構造をX 構造解

に り決 し、生 学的・分子生 学的解
と せて、 れらの の カ ズムを 子分
解能 ルで解 することを しています。
＜ 研究＞

や な 、感 の 大は大きな社会
問題の1つです。感 の である やウ
イルスの 子発 を し、 の を
することは感 を するための な
です。 々は、人 の 子発 に を え
ることなく、 の 子発 のみを く

する新規 の 発研究を行っています。
研究では、 のター ットとなるタン ク
の立体構造をX 構造解 に り 子分解
能 ルで決 することで、ター ットタン
ク の に ットする を 的に
・デ インするとい 最先 の を して
います（ 2）。 構 い ン

�

学 生 学プ
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構

3 ット 3

ーワー ム、 ー ンスト ー、 計、3

分 エ クトロ クス、 計 、 計 、生体 イ ージン 、 イバー ンシン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

[1] 計 計 （ 6555712 ）[2] システムお （ 2020-2008）
[3] Choi S, Nin F, Ota T, Sato K, Muramatsu S, Hibino H. Biomed Opt Express 10( ), 3317-3342 (2019)
[4] Choi S, Ota T, Nin F, Shinoda T, Suzuki T, Hibino H. Opt Express 29(11) 16749-16768 (2021)

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・生体イ ージン が な分 （生体 や
が の可 、 な 生体 の計 ）

・ 業・生産 での 、ナノ材料
MEMSデバイスな の 度な計 が な分

・3 の と をワンス ンで計
・ 技術を する 計 : 20M scan/s   
最 で 計 が可能

・様々な に に ・ 可能な技術

研究 http://optlab.eng.niigata-u.ac.jp/

科学 准教授

O  amuel

～ ム ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

IoT社会の に り まで りも 生産

のオート ーシ ン やカスタマ ーシ ンが
求され、 的な 計 技術への が
まっています。さらに、医 学分 においても

カノバイオロジーな 新しい学問分 を える
新規生体計 技術への が まっています。こ
れらの ーズに合わせて、 研究 では「 ム
(Optical frequency comb)」を した新しい

ム 技術を した様々な計 の と
発に ンジしております。

までに、 の （x-y ）を で

イ ージン 可能な ーー ンンスス
S 1 3 、 つの 点を

さ 向（z ）に最 20 MHzのス ン ート

で計 できる ムム 計計 の
2 の を 発してきました。

これらの技術は では 可能な なナ
ノ を 構造と共に えることが可能で、

ナノ計 が な様々な分 への が
できます。 に、MS-OCM は医学分 で

の感 上 の 計 に されて
います（ 1 2）。成 として、 までに大 大
学との医 連携（AMED-CREST）や ナ ッ
ク 会社への技術 な の があります。

Sカカ

タタ

域域

生生 ッットト

ン

ー

学 プ

医医療療・・健健康康・・福福祉祉 製製造造技技術術
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ーワー 生 、生理 性タン ク ・ペプ 、イネ

分 生 材料、タン ク 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

生体 成 の （ 2017 149692）
ロシナー 性 （ 2013 60418）
sAF 1 is a new drug candidate against human pathogenic ungi  cienti ic eports  8  11434  2018

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ の新しい機能性成分を求めている、
食品、 品、 、医 品 の企業や 研
究機 を します。

に わら 、食品な の様々な か
ら機能性成分を ・ し、 価することが
できます。また、 れら機能性の発 カ ズ
ムの解 な の基盤的研究も行えます。

研究 分野 http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ mtanig/top.html

科学 准教授

O A  Akihito

理 の とその
～ 分 研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

は、 本だけでなく 界 で食生 の を
っています。しかしながら、 では 本の食

の 様 に り の は 向にあります。
この な を けて、 の新たな付加価値を
生み出す く新しい機能性成分を しています。

デ ンシンは、 等生 の先 性 に
おいて機能する タン ク の として ら
れています。 たちは、イネに まれるデ
ンシンの つが、 ト 性 を に す
ることを発 しました。 で、このデ ン
シンは、 の とは なりア トーシス
を する新規な作 カ ズムを すことを
らかにしました。 、タン ク 学を いた
機能 を進め、新たな の 発をめ し
た研究を進めています。

また、 成分からペプ 性 ロシナー
を 出しました。 ロシナー は、 々の

において を き こす で
あり、この ペプ は、 の な

を する をもたらすことが されます。
この に、 の成分から、 品や医

品、あるいは機能性食品に 可能な材料を製造
する技術 発を行っています。

生生

ンン ンン

ン ン

構

ト

学 学プ
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－89－－88－

研究 ー

ッ ン で 生

ーワー 機能解 、 問題、 ーマンインタ ース、 機

分 生体医 学、生体計 、 学、 技術

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

: を いた ーシ ン インタ ースの 発  インタ ース 発最  
エ ・テ ー・エス  pp.145-157  une 2013.

「人と機 をつな 」 内 イ ージン  シ ーシ ン  ol. 30  no. 2  
pp.90-95  une 2014. 

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・製品 発における品 価

・ ーロマー テ ン

これまでアン ートな の 能 価に って

いた製品や環境の 価を、 な の生体情報

計 り 的に 価できる になります。

研究 http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ hori/

科学 教授

OR  unichi

脳 脳 解析と

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

で を計 できる 計を い

て、 内 を可 し、 機能を解 する

を しています。

は時 分解能は れていますが、 分解

能は の 性の り っています。

ここでは 問題を解くことに り、

で計 された から 内 を に

する 機能イ ージン について研究してい

ます。本 を すれば、 な の感性

情報や、タスクや 作 の 度・ ックス度

といった を 的に 価できます。生体

情報を り れた ーロマー テ ン への

も できます。

さらに、ワイ ス 生体信 計 を

することに り、 、 、 な を い

た ーマンインタ ースに する研究 発も

進めています。これに り、 者のための

技術や新しい情報 の デバイスとして

が できます。

学 学プ

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ーワー タン ク の カ ズム、 、創 、タン ク -タン ク 相 作 、機能性材料

分 生 理・ 学 理・ トマターの 理、計 科学、

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1) S. Murakami, H. Oshima, T. Hayashi, and M. Kinoshita, J. Chem. Phys. 143, 125102 (2015).
2) T. Hayashi, M. Inoue, Y. Yasuda, E. Petretto, T. Škrbi , A. Giacometti, and M. Kinoshita, J. Chem. Phys. 149, 045105 (2018).
3) T. Murata, Y. Yasuda, T. Hayashi, and M. Kinoshita, Biophys. Rev. 12, 323 (2020).

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・バイオ・医 品・ 学 連企業
・生体分子の 性や機能性材料の性 な を、

分子 ルの に り ・ すること
に興味のある企業、研究所、自治体等

タン ク 分子の 性をわ か1
で 価することが可能です。 にもかかわら 、
理 計 に ン ータは、ごく 的な
ワークステーシ ンや ンでも です。

理学研究 http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ human/

科学 教

A A  Tomohiko

の 化 の理 法の開発
～ の 法 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

タン ク な の生体分子は、 で の立体
構造に「 りたた 」ことで な を ってい
ます. これをさらに させることで、 しい環
境でも機能する の 発や、構造解 が な創

的タン ク の 進な 、産業・医学・
学の い分 への が 出 ます。

たちは、生体分子の りに「大 に する
分子」の 理的な 味・役 に して、タン ク

の カ ズムを ・ することが可能
な、 自の理 を 発してきました。 これま
でに、100 上のタン ク の 構造 に
成 し、さらに、 体の 性を する 11

の 発を けてきました。この では、 のみ
なら 、アル ールや 性 、さらには生体

な 、あら る「環境」の 理 性を分子 ル
で デ ン して、タン ク の 性を 価
することが出 ます。22 に、 つかのタン ク
の に成 するな 、 くの成 を上げていま
す。33

は、 容体タン ク を ・ す
る ン の や、タン ク -タン ク 相
作 の カ ズムから ントを た、新しい
タイプの創 技術・機能性材料の 発な への

・ を しています。 タタンン クク 11分分子子のの 性性ををわわ かか11 でで 価価可可能能

学 学プ
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学 ( 研究
ーン ッ ート ッ ン ット

ーワー 、体 分 、体 持、 、シ ーン

分 バイオ カ クス、生体医 学、福祉 学、インタ ースデ イン、プロジ クトマネジ ント

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

を 的としたクッシ ンマット等をカ
スタム イ 可能なシ ーン ロックシートを

発しました。本 ロックシートは、シ ーン
ルとシ ーン ムから成る 合構造を して

います。これを いて作製したクッシ ンマット
は、 の発 ウ タン製クッシ ンマット
に 、体 分 性能が れており ）、また

に の けた の が さく
）体 持性能が い を しています。

、本 ロックシートが するも つの
であるカスタム イ が可能な 性を生かした

が されています。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 学

教授

ODA asafumi

～ 開発 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

20

15

10

5

0

5

10

0 20 0 20 0 0 0

R

B

B

(

(

 
 

  

 

 

  

 

 
 

  

 

 

  

 

ーン ット ス ウ タン ット ス

R

B

B

連する
的 産
文 等

マット ス （ ）
オー ー シ ーン ロック製クッシ ンの 作（バイオエンジ ア ン 会 文 2016）

シ ーン マット スの 性に する研究 （ E 信 文 2012）

ッ
ーン ッ ン ット

ウ タン
ッ ン ット

地域創生推進機構

E

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

シ ーン ロックシートは、 発生
と 性の に します。

ロック 構造を し、 者の体 や
に じた にカスタム イ 可能です。

・医療や介 の で、 機 を 発し
ている 発者

・医療機 や介 品を 発している企業
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ーワー マル ル分 、 研究、 性、

分 社会 理学、 ー ナ テ 理学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

『自 の ら ： 人 における の分 と 』 2019年
「 arcissism aria ilit  in sel -concept  and well- eing」『 ournal o  esearch in ersonalit 』 45  2011年

「 の自 と子への ：自 の を子に すとき」 『社会 理学研究』  22  2006年

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 、福祉、 健、 、医療な の や
ンターな で 者に するデータをお持ち

の 々、 、 的機 、 ・ 役所等で
に する の企 の 々。

に人に する大 データがあるけれ も、
やって分 したら いのだ か 分

は 々あるので、 な 問があるときには
ご相談ください。

理学研究 https://researchmap.jp/osamu fukushima

科学 教授

K A Osamu

内 と の分析

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

合 ス ール デルと ばれる分
に り、自 の 人内 と 人 を

しています（ 1）。
この は人の に するあら る 的デー

タに できるものです。人には 可能な様々
な 理的・生理的属性がありますが、 100人

上の人々に して、 的なデータが られれ
ば、 の な 値でも、 の解 を行えま
す。 の 点は、 人内と 人 の に す
る なる を じ デルの で して 価で
きることです。

えば、 つ的な 分の には、 々のス
ト スの いの な 人的 と、年収の
な社会 的地 に る 体的 があります。
スト スと年収にも 連はありますが、これまで
は別に分 せ るを ませ でした。しかし、本
研究の を いると、 の 連を めて し
て1つの デル内で できます。さらに、
たい 数の 人内 と 人 の大きさも

できるので、 理解に役立ちます。
この分 は、 （テスト 点な ）、福

祉（ ・介 な ）、 健（ ・カ
ロ ー な ）、 （治療行 の 機 け
な ）の な くの社会・健康科学領域のデー
タに できる新しい です。

の 値は 向性の 度に する自
です。自分の行 に する自分自 に る

なので、自 の にあたります。

この には、 に する はなくて、
に 人内 と 人 を しています。

上下に ている 分は、 人の 値の
（ 1 ）を します。これが 人内

です。

分の にある「 」は、 人の 値
を しています。 の さが人に って の
がわかるかと います。これが 人 です。

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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新潟 推

ーワー 農産 、機能性食品、 者、 、 つ

分 理科学、食品科学、食品機能学、食生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

ail  administration o  a e Lees a e asu  reduced ps choph sical stress-induced h peralgesia 
and Fos responses in the lum ar spinal dorsal horn e o ed  no ious stimulation to the hindpaw in 
the rats. iosci iotechnol iochem. 84 1 :159-170 2020

 inhi itors enhance one healing  promoting osteoclastic and osteo lastic di erentiation. 
iochem ioph s es ommun. 526 3 :547-552 2020

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・機能性食品に興味があり、農産 の健康機能
性を かした加 ・製造ができる食品企業
・機能性農産 の生産に興味のある生産者

様々な農産 や食品 材について、食品科学、
食品機能学的解 を行い、科学的エビデンスに
基 いた機能性食品の 発が可能です。農業と
食品産業の 合と発 をめ します。

学・ 理科学研究

科学 准教授

子
A A Tomoko

O の開発

学 准教授
OKA OTO Keiichiro

学 教
KAK ARA oshito

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

新潟 では様々な農産 が 的に い で
生産されていますが、 者の農業 れや に

って農 地域の は しており、持 可
能な農業の に向けた が の課題です。
また、新潟 の は31.9 （ 成30年）
で り3.8 イント く、健康 の

と医療 に する課題もあります。 者
の生 の （ L）は、 に る たきりや
とり らしに る つ に って 的に 下する
ことが られています。これらの 性的な へ
の は、食生 の に り 生 に し
た で行 ことが ましいと考えます。

これらの課題を解決するために、新潟 産農産
の健康機能性を らかにし、 に 者の

と 的 つ に 点を てた、
者のための L向上機能性食品の 発を 的

として研究を 行しています。
新潟 の 的農産 として、ナス、 、 、

食 が げられます。これらに まれる 成
分の 的な分 を行い、 者が 的、 つ、

的に できる食品への加 を し、
者のための L向上機能性食品を 発すること

ができれば、 内の食農産業と農 地域の 性 、
者医療 の に がります。

地域

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉 農農・・食食・・ババイイオオ

学 学プ
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生 機構 ま

ーワー 体 、 、 、 、ス ー

分 生理学、 生理学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

の い環境下で を行 と体 が 度に上
し、 ーマンス 下や の が
まります。 を するには発 や

といった 機能を く理解し、 める
ことが です。 の研究 では、発 を
に、体 ・ 環・ から 合的に ト
の生体 機構について研究しています。

体的に する生理 として、 体 、
、 所発 、 数、 の発

、 の 分 度、 、 、
数、 な があります。医 や と

しながら をしたり、 ・ を
とした 理研究も行っています。

人の生理 を ることは新たな製品 発や
健康の 持 進な に できると います。最

の研究テーマは 下の になります。

連する
的 産
文 等

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 科学、 、食品、産業 、 ・ス
ー 、 、健康の 持 進といった

分 でのつながりを しています。

発 に する研究では、 トin i oの を
することができます。 にも 合的に ト
の体について研究するノウ ウがあります。

と 理学研究 https://www.leep-niigata.com/

科学 准教授

野 A ANO Tatsuro

の ・ ・ 研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉

• 発 の カ ズム解
• への 的な の 発
• 分 持 の い新しいス ー 料の 発
• 発 に る 所・ の 分等の
• のためのウ ルデバイス 発に向

けた基 研究
• 子 もの のための研究（体 機能、

体 分、 環境 な ）
• ス ー やシ ーズの機能性 価

で

で 研究 は
で

お では
で

は で
ま

で
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生

ーワー 生 、地域 健、 生 （健康 ）、 参加、 テ ルス

分 生学、医学 （ 生 ）、 ルスプロ ーシ ン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

（2020）「 テ （地域 ）」 『わかる 生学・たのしい 生学』 文
他（2018）「 における 信『 のえ ま』 」（学会発 ： 83 本健康学会 会 ）
他（2009）「 マ アはいかに されたか： 大 の 」 本医 学 55 1  15-30

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域の健康課題に り （ している）
自治体や ループの皆様との を し
ます。

様 まな で健康 に り できた先
人たちの「 や 」を に記録・分 す
ることで たちの健康を考える 新たな 点
を できる めています。

研究 E  

科学 准教授

TANAKA eiji

の の
～ の 経 学 と 加 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

70年、わが の健康 は 的に
・向上しました。医療技術の進 や 健医療

サービスの がこれに大きく していますが、
で、人 とに る 様な健康 が の と

なっていることもまた かです。 研究 では、
生に するわが の 的 を り こ

し、 することで、 の ルスプロ ーシ
ン や健康 に 可能な を ・ 理
する作業に 的に り でいます。

えば、 り でいる研究課題の つに
「 とはえのいない生 」と ばれた

体の地域 健 があります。1950年
に農 で生まれ、 の 、 地に がった
この は、 時 的に 行していた「 」
の に大きな成 を げたと 価されています。
また「 とはえ」 に まら 、人 とが
する健康課題（ えば や な ）
を 々にテーマとして り上げ、 様な 健
へと発 していった点が といえます。

健康問題の解決に向けた「 の 体 成」と
はいかにして成立するのでし か

本で 発 したこ した地域 健 に
し、様 まな 料を 解くことで、 におけ
る 生 への 可能性を しています。

ま

生

研究で ま

学

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ーワー 作との 性、 体 、 時 、 み出し 度、 み出し

分 体 、体つくり 、体 科 学、 、 ー ン 学

連する
的 産
文 等

学 研究 ンス
学 3 3

3 ンス ー い 学研究

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・健康 の 発や や健康に わる
業をされている企業
・子 もや 者の について り み
を 進している自治体

の スクを する は、
作との 性が くないものが いです。
に 体 を 持基 から して み出しを
行 本 は新しい 点を しています。

法 研究 E

科学 准教授

子 A Takako

と の の開発
～ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

傾
き
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

で
測
定

学

作の つであるステップ ン スト
テジーに し、 の 作を に 発させる

「 き アクシ ン」を 発しました。 作
の は、 の通りです。 者は自 な立

で な 上に ります。２ 立 を
持したまま に加 します。３ の が

し、 者は を する を み出し
ます。さらに、 上と いた が 地する 、

者が を み出す 所にマット スイッ を
し、 が いた に が れるまでの時 と

から が れて み出し を 地させるまでの
時 を できる にしました。さらにF

を し、 の み出し も できる
にしました。大学生105 を に、「 き ア
クシ ン」 値と体 ・ 能 8 の

値を分 した 、 お 上体 こし、
50m 、シ トル ン、 ン ール げの5

と「 き アクシ ン」での み出し 度との
に い相 が されました。すなわち、「 き
アクシ ン」において を く かす能 と

や 体を させる能 との に 連が
あると考えられます。 、 と 連する
の との相 を らかにすることで、

や スクを すための 度として、
の発 が されます。

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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ーワー 食生 、 、 ・ 、 、健康 ・

分 健康行 科学、 生学・ 生学、健康 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

） 業 の学生にみられる 等 の に する 食 の と 人 らしの に 点
を てて 他 本 生学 ol.75 2020

２） 2 健 生 計 3 学・ 学 他 「 のための 生学」
内 子 2018

３） e elopment and Application o  an E aluation tandard or ealth eha ior. unichi asama i
18 2017

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・健康 や健康・ ・生 の
を、 となる の健康 に したい
と考えている地 自治体な 。

健康行 の に じた生 の スク
クターについて、信 性、 性、 性

の いデータ・健康情報を し、 します。
健康行 の に向けた健康 に する

学術 ンサルテ ン 等のご相談に じます。

科学研究 E

科学 准教授

KA A AK  unichi

の解析 病 の の
の研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生 への は、健康 や幸福感の
下に し る です。 環 やが 等を
はじめとする生 への は、 人 とり
の生 の に するだけでなく、 医療 の

加に い をも しています。
生 を るためには、す ての年
に する健康 の が です。 健・

医療の のみなら 、学 、行 、企業等が、
れ れの機能を生かした を行 ことが大

です。
研究 では、健康行 を解 し、生

を するための に な健康情報を
しています。 健康行 と に っても食、

、 、 、 等な が に絡み合っ
て、生 の スク クターを 成してい
ます。 こで、 解 と われる 計的
を いて、 にわたる健康行 を解 し、
生 の にアプロー します。

信 性の い 計解 に基 き、 に
する健康行 を 価することは、科学的 に

基 く 的・ 的な健康 の を可能
とします。

【【 解解 をを いいてて のの健健康康行行 をを解解 しし、、
生生 のの ととななるる 値値等等ととのの

連連をを解解 すするる みみ 】】

健健康康・・ のの解解 （（新新潟潟 かかららのの 研研究究））３３））

生

構

健康行動の課題を抽出
効果的な健康支援策に向けた対策に活用

健康情報のフィードバック

医医療療・・健健康康・・福福祉祉
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い
ス 大

ーワー 農食バイオ、きのこ 、 発性成分、 成 進作

分 分子生 学、 科学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

https://researchmap.jp/ 003289

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・きのこ研究者・生産企業・生産者
・ 的にはイネや他の作 をされている
農 様

イネを に様々な分子生 学的研究を行っ
ています。

化学研究 https://www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/

科学 教授

藤 子 TO  Kimiko

の の の 分の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

年、 や が発生する 発成分が の
バイオマス 大を させる が られる に
なってきました。この な成分は新たなバイオ
ステ ント として に と われ
ます。また 々の では、スト ス 性を付
することも らかになってきています。

しかしながら、 や の大 の 立、
また する や が や作 、 り
人に す を考えたときに、新たな を い
て ロから を 立し、これらの を
していくことは に ー ルが いと えます。

で、食品生産に されているきのこ
は 立した の である上に、 発成分も

であり、 に れたバイオステ ント
材になり るのではないかと考えました。

こで、 のえのき・しいたけ を いて
イネの を 共 したとこ 、 に地
上 において の 大が されました。
（ 1） 、様々なきのこ を いて を
進めるとともに、 についても の を

したいと考えています。
新潟 ではきのこ が であり、もし
が できるならば、バイオステ ント
として に ではないでし か。

学 生 学プ

農農・・食食・・ババイイオオ

進
い
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生 PDCA

ーワー 、 、 料、 、品 、収

分 学、 料学、 生理学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

作 の 収 ・ 品 は、 の 生理と
く ついています。 々の研究 では、 と

して に し、 の 収・ 行・
について研究を してきました。

は イズや デル の他に、 な について
も研究 を しています。

イズは 子 に 度にタン ク を し、
の といわれています。 イズ 子 のタン
ク は に り、 の が
し、 に 子生 の が を

えることを解 してきました。
また、新潟 農業 合研究所 研究 ンター

において された、 ウスを いた
において、シ インマスカット等の品

を しました。

これまでの研究のノウ ウを することで、
料や の を科学的に すること

や、品 に える について解 し、さらなる
製品の向上の となることが できます。

連する
的 産
文 等

理を した への 生 進 （ 4119760 ・ 下 文・ ・大
・大 ）

Accumulation o  so ean seed protein （in itrogen Assimilation in lants  esearch ignpost  erala  
ndia 2010 ）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・作 の生産に携わる分 。
・出 が新潟 です。新潟 であれば地の を
生かし、 の な地域でも が可能です。

- や -F 、 L な の分 機
に り成分の分 が可能。

に る 成と の お
分子生 学的解 が可能。

・ 学研究 https://www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/

科学 教授

O TAKE Norikuni

の の 解析
～ の ・ 加 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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学 生 学プ
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合

ーワー 作 、 、品 、 、分

分 学、 料学、 生理学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

を構成する な成分は、 カルシウム
であり の構造を持ちます。 の農業
の は大 ーカーも参 していますが、 の

についての は ないです。カルシウ
ムは 等 の の つであり、
行しにくい であるため の な な
に り が発生することがあります。通

では作付け に あるいは
に り を したのち を します。

料については の い 、生
あるいは いが容 な カルシウムが いられ
ています。最 では や を いた

料も されています。
本研究では 成 を いた と
の について しました。

加 食品の会社から された 材について、
） に する

２） 性の 材として、 カルシウムと
の 別
３） 地における
についてデータを できました。

これらは、農業分 における地域の 環
農業となるとともに、農作 の収 や品 にも

できることが されています。

連する
的 産
文 等

理を した への 生 進 （ 4119760 ・ 下 文・ ・大 ・大
）

材の （2019年12月 料学会 大会 大会）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・農業や食品生産、 T技術に る農業 興なの に される 材な の の
、お 地域における 環 農業の 立に
します。

・ 学研究 https://www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/

科学 教授

O TAKE Norikuni

化 制資 の研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 生 学プ
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ーワー 、生合成、テルペン、 料、医 、食品

分 生 機 学、 学、 カルバイオロジー

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

生 が生産する 機 合 を と ます。
は、生 から新しい を発 する研究を

行っています。また、 が生 の で の
に作られているか（生合成）を解 して、 の

や をバイオテクノロジーに って し
て、新規・ を創出することも行ってお
ります。

えば、マッ ウクジ が生産する
（り こ ）は、 くから 界 地で
料・ として されていましたが、 業

が されている では です。
は、 生合成 の発 から、 成分
アン インの人 的な を創出して生合成に
成 しました。生合成 が分からない で
も、他の生 の を することで生 合
成できることを しております。

、アン インを産業 するため、バイ
オテクノロジーに る 等に る生産
加、 成分への 、アン インの生理 性
解 の研究を他の研究者と共 で進めております。

の他にも、医 、農 、食品な に する
研究を進めております。 の生 は、 生 ・

・ な 何でも です。

連する
的 産
文 等

・アン インの製造 アン インの製造 、 2013-184143（出 2013/09/05）、 出
T/ 2014/071333（出 2014/08/12）、 ・上 大 ・ 、新潟大学

・ eda  .  oshino  T.  ato  T.  . Am. hem. oc.  2013  135  18335-18338. 
・ ama e  .  et al.  ci. ep.  2020  10  19643.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

化学研究 http://www.agr.niigata-u.ac.jp/ satot/index.html

科学 教授

藤 ATO Tsutomu

科学 教

EDA Daijiro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 生 学プ

農農・・食食・・ババイイオオ

・ の
～ ～

・ ・新規な を生合成で作りたい
・ 料・製 ・農 ・ 成・食品な の企業の

・新しい を つけたい

機合成が しい や 機合成品がなじ
まない製品に いです。

・大 等での発 生産も 子 み え
に る 内 合成もできます。
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わ ウ (

ーワー バイオテクノロジー、 、新品 成、

分 学、 学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

年、 ・ 出・ 子 え等のバ
イオテクノロジーの発 に り、 的な新
が 的に作出できる になりました。

々の ループでは、様々な き
 を いて、バイオテクノロジーに る新品

の 成や に する研究を行なっています。
これまでに、 が大きくなったり が くなっ
た 体や、 の い をあわせ持った

、 や の ・ の した 子
え を作出してきました。これらの は

他には いものであり、オ ジナルの新品 とし
て 成できる可能性が 分にあります。 に、

の は き農 での の 、
オ ジナルの新品 として生産・ されていま
す。

々は、バイオテクノロジーに り や農
等と してオ ジナルの き品 を 成し、
れを通して地域や き産業の発 に したい

と考えています。

連する
的 産
文 等

A. anema i  . tan  . a ano et al. 2018  cientia orticulturae 240: 411-416
T. namura  . tani . a ano et al. 2019 lant iotechnolog 36: 175 180

. tani  . Ao agi  . a ano 2020 Lo  E 15: e0237176

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・オ ジナル品 の 成に興味のある農 や、
き を いた地域おこしに興味のある

自治体との連携を します

バイオテクノロジーに るオ ジナル新品
の 成や 体の ・ を行 ことがで
きます。また、 の新 所 くりについて
することができます。

学研究

科学 教授

野 NAKANO asaru

の
～ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

トト ス (
タ ワン トト ス ( (

学 生 学プ

http://www.agr.niigata-u.ac.jp/ mnakano/index.html
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カ

カ 新潟大学 3

ーワー イネ、 ア ー 、デンプン 、新品 発、バイオステ ント

分 分子 生 学、 生 学、境界農学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

シ カ 新潟大学 1 （品 録 ： ２ ）
The rice -am lase gl coprotein is targeted rom the olgi apparatus through the secretor  pathwa  
to the plastids. lant ell 2009  21: 2844 58  doi:10.1105/tpc.109.068288.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新潟の （ に、 シ カ 、 等）に
する産学 のす ての分

な 進技術を して、イネの新品
発を進めるとともに、 技術、 に作

の する能 を き出すバイオステ ン
トを 発し、地域農業の 興に します。

研究 http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ ja.html
https://www.agr.niigata-u.ac.jp/ nkariwa

科学 教授

明 T  Toshiaki

の 制御研究
～ 開発・ 開発 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

は、イネの 子から を したもので、
に とい と、 盤（ ）から構成さ

れています。この ち は に相 する 分
で、大 のデンプンが まれています。イネの
子の発 には、この に えられたデンプンを
分解し、発 の のエネルギーにする があり
ます。 で、イネの には、 におけるデ
ンプンの が な イントとなります。この

にデンプンの の カ ズムの解 は、イ
ネの健 な成 とともに、 の品 を 持・向上
する えで めて な課題です。

地 に る の はイネの
を き こし、 の品 下が農業 で

大きな問題になっています。これまで、イネにお
けるデンプン の研究を、生理・生 学的、
お 分子 生 学的 を して進め、デ
ンプン分解 ア ー が分 からプ

ス に ・ し、機能することを ら
かにしました。この研究から、 に る

品 下に ア ー が するとい
が生まれ、 して しました（上 ） 。 、

も め、 スト ス 性を するイネ新品
の 発（下 ）、 に、 スト ス 性を

付 するバイオステ ントの 発を行って
います。

生合

生合

O2 O2O2

ンス

W

H2O2

農農・・食食・・ババイイオオ
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ス LNB

10L ス ー で LNB 合

ーワー オ 、プ バイオテ クス、ビ ズス 、

分 学、 学、食品 学、食品科学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

クト ビオース クト ビオースの製造 （ 4915917 ）
オ の製造 （ 6678483 ）

本 、 連 技術の 発.  科学  8 1  20-32 2018

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・食品・ 品 連企業な連 にも 々のオ 大 製
技術を 発しております。 に るオ

の大 製技術に興味をお持ちでしたらご
連絡ください。

学研究 https://www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/

科学 教授

K TAOKA otomitsu

ズ の 経
～ と ズ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

々のオ が 内 を やす きを
すことに りプ バイオテ クスとして食品 発
されています。ビ ズス はプ バイオテ ク
スの なター ットです。 内でのビ
ズス は 健康に であるとされます。
ビ ズス は に まれる ト ルクオ

を 的に することに り 先的な
を ることが くから られていました。し

かしながら はオ の な 合 であ
り、 の は 年 らかにされていませ
でした。 たちは2005年にビ ズス が 体
内に の に く する で
ある クト- -ビオース L の 的
を持つことを発 しました。この発 を 機とし
て共 研究者らとビ ズス の に
わる を することに成 し、 では
ノム情報から の を できる

になりました。
から されるビ ズス の大

分はL 的 を持ちます。L はビ
ズス 子として されますが、

な製造 が しませ でした。 たちはL を
価な 料のシ と -ア ル ル サ ンか

ら の に り大 に製造できる を
発しました。食品 材としての を して

います。

gltA gltB gltC lnpA lnpB lnpC lnpD

1 kb

B. longum subsp. longum JCM1217T

ABC transporter (GltABC)

Gal 1-P + HexNAc

LnpA

B. longum cell

Glc 1-P

LnpDLnpC

ー

GNB/LNB

UDP-Glc

UDP-Gal

GNB/LNB
ATP ADP

Pi

UDP-GlcNAc

UDP-GalNAc

GlcNAc 1-P

GlcNAc 1-P
GalNAc 1-P

LnpC

ATP ADP

LnpB

GNB: Gal 1,3GalNAc
LNB: Gal 1,3GlcNAc

Suc Glc1P Gal1P

Fru
Pi

SP GalT GLNBP

GlcNAcGalE

LNB
UDP-Gal UDP-Glc

学 学プ
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ーワー 食品の機能性、大 、 、イ ン、エクオール

分 食品生 学、食品 生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

大 は くの 成分や機能性成分を 健康食材であり、 の 的機能性成分としてイ
ンがあります。イ ンは、 作 、 や ・ 立 の な

様々な機能を持つことが報 されています。しかし、大 のイ ンの大 分は と 合
した 体として するため のままでは 収され 、 の い 収には の分解が で
す。 トの ではイ ンの 体は分解できませ 。 こで の分解は 内 に

していますが、 内にいる には 人 があるため、 の分解と 収は 人に り大きく
なります。また、イ ンの機能の くは 性ホル ン様作 に るものですが、イ

ン自体の作 は に いものです。 の 内 はイ ンをホル ン作 が い
「エクオール」に することが られていますが、この を持つ トの 合は２ しかい
ませ 。つまり、 じ のイ ンを しても、 の は の トの 内 に り大
きく なります。 こで 研究 では、自 界から様々な を し、イ ン 体
を分解する能 が い や、イ ンをエクオールに できる の を行っています。

として られる からこれらの作 を持つ が られれば、 内 に作 される
ことなくイ ンの が られる 性の い機能性食品の 発が可能になります。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 研究 では食品の 付加価値 を し、
食 の「 味しさ」と「機能性」の向上に
する研究を行っています。食品 連企業との連
携を します。

イ ンだけでなく、in itro での様々
な機能性の 価が可能です。また、 食品成
分の分 も可能ですので、お にご相談下さ
い。

の の
の の

科学 教授

O  Toshio

連する
的 産
文 等

性食品 材から分 した の大 イ ンのア ンへの 能（ 本食品 学会 ）

化学研究 https://www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

大 ン

学 学プ
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ーワー 食品加 技術、 加 食品加 、 付加価値 、 生 、 性

分 食品科学、 産 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

は
ト ト

で . 学 -

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

学研究 https://www.agr.niigata-u.ac.jp/ riesan/chikusei.htm

科学 教授

理 N  Tadayuki

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

食肉の軟化！

新食感！

殺菌！
色・風味の保持！

脱殻！

賞味期限延長！.

a

as
e

ー

学 学プ

農農・・食食・・ババイイオオ

加 の開発と
～ 発 の 加 ～

・食品 連企業
・食品 材（農 産 な ）を かした加

や ・ 加 食品の 発を す
・食の 付加価値 で地域おこしを考える

理は を いないで様々なことができ
る技術で、 年、 界で 品 が進 でいます。

新潟大学地域連携 ー サイエンス ンター
として、産 学地域連携 をしています。
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研究

ーワー 食、 本 食、 者、食の え、ロー ン ストック

分 食品科学、 学、タン ク ・ア ノ

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

大学を とした産学 連携の食品研究 発と の ：「 食の研究： 時の食の に る 、 本
食 基 」、食品と 発、2016.

時における食と の 、 本大 を り って 下 地 に える 、 社、2014.
時の ・食 問題、 本 ・食 学会 （分 ）、 社、2011.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・

・
（ ０ 度）

本 食の 、 えの 進を に り
でいます。新潟大学地域連携 ー サイエ

ンス ンターや学会等のネットワークも生かし、
課題解決に向けて進めています。

制御学研究 http://www.agr.niigata-u.ac.jp/food-sc/index.html

科学 教授

藤 RA hinobu

の研究
～ の の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

・食品製造、 通、 等に わる分 。自治
体等の に する （ 、 健所、

な ）。また 機 等の皆様との
連携をお ちしています。

学 学プ

農農・・食食・・ババイイオオ 共共通通・・他他のの領領域域

に えた 食は 性が

最 されておりますが、発 の
食時での 者や 、

者等の食 る の 点では、 の
地が くあります。また食 生

は、 地での 性 等の
につながることも らかとなってき

ました。
こで「 食」の を し、

新潟 地 、 地 、
大 、 本大 等における食の
課題を研究し、 として を
してきました。

本 食学会の 立 等、
に向けた食の えの を っていま
す。
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カ ー ート

生 タ ン

ーワー 理、 解 、 解 、 カ ー ート、 分 、 分

分 農業情報 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

    2015 : 生産 への を す ウ（シ インマスカット）
カ ー ートの 作  農業情報研究  24 1  1-14.

: 理に る農産 の 計   25 12  pp.1-7  2014.
農業情報学会 新スマート農業 ー進 する農業情報 ー 農 計出版 144-145 2019.

・ 学研究 E

科学 准教授

OTONA A  oshitaka

理・
・ の ・管理

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

食品・農産 の品 の な 子に、 、 、
食味、 り、食感がありますが、これらはい れ
も人 の 感に って 価されます。 のため、

価者の な 性に ける、数 が し
いな の問題があります。

カ ー ートでは、 理に り
の の を での推 と え、解 す

ることで、 デルを構 しています。ま
た、 の 解 では、大きさに らない、
だけの情報を いて、 様な の の

を 出し、 ートに しています。

この カ ー ートは 的に ことが
しい、 の 進度の 価基 となっていま

す。また、 分 、 分 を いて、成
での の内 成分の を解 すること

で、 ・ 機 成分の 成、 の と成 と
の 、成 の品 価な に する研究も
行っています。

さらに、 上での の生 を タ ン
するとともに、 分 ンサーで ・
時計 することで、収 の推 、収 の

品 推 な 、 品 な の 理に向けた
研究にも り でいます。

学 学プ

農農・・食食・・ババイイオオ
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お ン
タン カ

ーワー タン 機 機

分 生 学 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

himamoto  et al.  eneral and comparati e endocrinolog ol.267 pp.45-50 2018.
himamoto  et al.  omparati e iochemistr  and ph siolog . art A  olecular  integrati e  

ph siolog ol.211 pp.1-6 2017.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・食品 連企業
・ 料 連企業
・医 品 連企業

の を する みの研究を通して、
な食 を く生産する技術 発や、

サル ペ アへの にも したいと
考えています。

制御学研究 E

科学 教

A OTO aki

の 研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の体の 40 が であり、 は
や 持な な役 を持つ です。また、

の は なた く として、 たち
の食に かせないものです。

は、タン ク の合成と分解のバ ンス
に って されています。 、 社会で問
題となっているサル ペ アや 性 な
に る の は、タン ク の分解が合成
を上 った です。 のため、 を 持す
るためにはタン ク の分解の みを る
があります。

タン ク の 8 が タン ク
と ばれる オシン、お アク ンで構成され
ており、これらのタン ク が分解される み
について研究しています。また、 のタン ク

分解を する機能を持つ 成分に し、
機能性食品や 料 材への に向けた研究も
行っています。

これまでに、 の 2-ア ナ ン 容体
が 性 すると、 の ビ ンプロテア

ーム タン ク 分解が されることを ら
かにしています。

t og in-
ン ー

タタ ンン

プ ー

- ン

o m

t og in-oo

m

m i

ン

ン

構 タン
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ーワー 時 行 データ、 作インタ ース、感 情報・信 理、 ・ ーシ ン

分 学、 学、 学、 子 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

内の 生産では、品 理のため に
る を行っていますが、生産者に 大な

と ストを いる上、生産者の健康 や 、
の 点からしても、 農 が可能な

性品 の 成が たれています。
このため、 性品 を 的に 発する研究

の つとして、 性 子の Aマーカーを
発しています。

は、ア ナ科 に の ・
の発生な な をもたらす な
性 であり、 ーカーでは 性

を付加した品 成が求められていますが、
発 の が問題となっています。

こで、研究 発の 、 に する
子のクローン ン に成 し、 子 を
しました。ア ナ科 の 子では、

界で めての であり、本 を した A
は、 行われてきた を した

性 では人的、 的 は 大であった
のに して、 け 、 に を進
めることができ に です。

の かに、 こ の 性 子マー
カーや の を作る 子のマーカーも
発しています。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・品 を行っている ーカー、 立
の 研究機 。

た り、 されるア ナ科 のか
なり 分が、 子を持っておら 、本技
術の の 性があります。

病 子 カ の開発と

科学 教授

OKA AK  Keiichi

連する
的 産
文 等

性を する ク オ 、 の 、 にア ナ科 の に する 性の
. 、 本 、 大、 、 子 . 6261934 、 2015/4/20.

学研究 http://www.agr.niigata-u.ac.jp/ plantbreed/index.html

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

1075 
810 

265 

お

。
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. ・共

ーワー ー システム、農業・農 発、食料 、 、ク スター

分 農業 学、 発 学、地域研究

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

（2010）『 におけるク スター に る農業農 発』農 計出版.
（2015）『 ー システム 』農 計出版.

iminami L.and a amura  T.eds.（2016）Food ecurit  and ndustrial lustering in ortheast Asia ew 
Frontiers in egional cience: Asian erspecti es 6  pringer.

iminami  L  et al. 2021  ice policies or long-tail mar et-creating inno ations : empirical stud  on consumers  
cognition and eha ior in apan. Asia aci ic ournal o  egional cience  5 3 :909-932

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

経 学分野 https://sites.google.com/site/lilykiminamihp/home

科学 教授

K NA  ily

ムと ・ 開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の食料や 環境問題の解決には、技術的なアプロー だけではなく、 ・社会的
なアプロー が 可 です。本研究 では、食料や 環境問題をめ る を 学的に
解き かし、持 可能な農業と農 を する みを考えることを ・研究の にしてい
ます。 本や を アジア地域を な研究 地域としています。

年では、 本の 産業の持 的な発 の に向けて、 者の ・行 、 作 の
イノ ーシ ンの 、 な を 的に分 し、 創造 イノ ーシ ンの 発に向けて

を し、ロン テール として 産業を発 させる 性を らかにしています。
また、新潟を に他の地域を めて 様なテーマの研究を推進しています。最 では に食

料・農業・農 における社会的企業 （ ）に した 的研究に り でいます。

農業 学、 発 学、地域研究の 分
の みを生かしつつ、 社会と研究の 感
を大 にしながら、 的・ 的な 点を
持った研究を けています。

・問題 やビジ ンが共 でき、 や情報
等を通じて研究にご いただける ての

ステークホル ー

学 生 学プ

農農・・食食・・ババイイオオ

1 産業における 創造 イノ ーシ ンに る
ロン テール の発 デル iminami et al. 2021 り

（ロングテール）

販売数

節約
美味しさ 健康

安全
⽶を⾷べるプロセス
を楽しむ
（選択/調理/⾷事）

新しい種類の⽶商品
と⾷べ⽅の発⾒

コミュニケーション
稲作・⽶の⽂化継承・創造

＜イノベーション志向＞ ＜共有価値創造志向＞

（ヘッド）

ブランド 環境

市場創造型イノベーション
による需要創造部分

＜利⽤・経験価値志向＞＜ニーズ＞

【受動的消費者】 【能動的消費者】

経済価値
経済、社会・環境価値

社会・環境価値

1: ーシ ル・イノ ーシ ン（新たな価値 の下で、人々の相 や社会の みを えていくプロ ス）の となるもの。
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機

ーワー 農業、 的機能、 ーシ ル・ビジネス、創造性、 ーシ ル・ タル（社会 本）

分 農業 学、 発 学、地域研究

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

iminami  Lil  et al. 2018  mpacts o  ulti- unctionalit  o  r an Agriculture on the s in apan. Asia- aci ic ournal o  
egional cience. 2 2 :507-527

iminami  Lil  et al. 2019  mpacts o  ulti- unctionalit  o  r an Agriculture on the reati e lasses in lo al ega it : 
Focusing on hanghai in hina. Asia- aci ic ournal o  egional cience. 3 2 :487-515

iminami  Lil  et al. 2020  ocial Entrepreneurship and ocial usiness Associated with ultiple Functions o  r an Agriculture in 
apan. Asia- aci ic ournal o  egional cience. 4 2 :521-551

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・農業を通じた社会課題の解決と地域の持 的
発 を す自治体
・ ーシ ルビジネスとしての農業 を推進
する ・ 体、農業・食料分 の 業

先 的な 農業 デルの社会 ・社会的イ
ン クト 価の 点から研究推進と成 を

っています。

経 学分野 https://sites.google.com/site/lilykiminamihp/home

科学 教授

K NA  ily

の と ・ 研究
～ と の 研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

農業は食料生産だけでなく、環境 、
成、農業体 の な の 的機能を して

います。 年は における農業（ 農業）
は の役 が大きく され、 ルや

に って 的な推進が れています。 、
地域課題をビジネスのアプロー を通じて解決
を る ーシ ル・ビジネスに が まって
おり、 農業においても ーシ ル・ビジネ
スと なせる 内 の先進的 が 々に報
されています。

本研究 では、 本（ 、新潟 を
）と （上 ）を と

した 的分 （ アン ート の企 ・
と 計解 な ）お 的分 （ 業 へ

の ア ン ・文 ）を行いました。 の
、 ーシ ル・ビジネスとしての 農業

と の発 のプロ スが 的機能の発 とと
もに、創造性（ク エイテ 考）を する
人々を きつけ、社会 本（ の信 ・
規 ・ネットワーク）の向上と の持 性を
向上させる カ ズムを らかにしました。

科学 教

R A A hinichi

学 生 学プ
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ーワー 子、 子、 盤 、 子 、 能性

分 生 学、発生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

https://researchmap.jp/www.niigata-u.ac.jp
https://researchmap.jp/Animal- odel

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

まだ の研究ですが、新たな食料生産、
生 医療、 生医療な の に でき
る可能性のある技術 発になります。

学研究 E  

科学 准教授

A A RO ideaki

内 の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

新たな 環境の下で、 が の農 産業・
食品産業が持 的に 持・発 するためには、
く新たな食料生産のあり に し、新しい

の を生み出す先 的な技術の 発が で
す。本研究では、 盤 、 子
技術お 能性 技術を 合することに
り、 のマウス体内で、ウシをはじめ
とした の生 を作製し、人 的に
の産子を する 新的な技術を 発しています。

本研究 発が成 した 合、 が における
・ の 子を で大 に、かつ

的に生産することが可能になります。また、性
成 に する が い を する
ことで、 の が でき、

の生産に大きな が されます。 の技術
は、 産 において の ・ 技術
のシーズとなるだけでなく、 本が 新された

生産 を先 することになり、持 可能な
食料生産、 してアジア・ 界への技術 にも

することになります。加えて、
の 産業への な 、 業界においても

の への発 に 的進 を
もたらすものとなります。

・ の 産 、 産農 、
の ー ー、生 医療ク ック、
製 企業等

学 生 学プ

農農・・食食・・ババイイオオ

さらに、 の究 的な での新たな
機能を する 生産といった 生
医療研究領域に しても大きな を えるも
のとなります。
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お

地 大学は い 新

ーワー 農業 興計 、地域農 、参加 地域 くり

分 農業 、地域農業

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

大学人の みは、 ーな立 の 立性かも
れませ 。 な「 の 」農 ・ に

ある農業情 の下で、地域の農業・農 を 構
するには、何 りも地域農業の 向性についての

共 ・ ン デ イン（計 ）が です。
「人・農地プ ン」「地域農業ビジ ン」等、

これまでの計 くりは、「作ることが 的 」
し、 行 で しも しないことはなかっ
たでし か。 の 者や「 者」が い
た イな構 が、 には「 に いた 」に
と まることはなかったでし か。 れでも何
とかなってきたとすれば、 のこと自体は「 き

き時 」あるいは、行 の に、 いも い
も分かった上で「 人の 」を プロの農

がいたことの でもあ と います。
しかし、人的にも 的にも自治体が とりを

なくしつつある 、 の は通 し らくな
り、他 で、きめ かな計 くりと の い

者 での共 、 行 への が求められま
す。 くの 体を き みながら、参加 の
計 くりを進めることは、 の の にも
がります。ただ くの 体を るには、大学な

の も することが になるでし 。
を持ち って、 に をかきませ か。

連する
的 産
文 等

文 農業 記録からみる新潟 の農業 の業 の 農 研究 201 35 1 110-117
文 農 下での農 本体 業の 性を問 :新潟 内の きから 合研究 201 37 1 24-27
文 新潟 新的農業 の から. と自治. 2017 649. 16-19

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新潟 内の （農 連 ）
・農 ・ 地 ・ A 他農業 体
・農業 会・農 合等の農 体
・ ・地 興 会 等の地域 体

科学 教

藤 TO Ryoji

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

にじっくりお付き合い ければ幸いです。
自 が まる「 の 」でやりまし 。
ばか（り）者・わか（ か）者・ 者の 。
地 大学ならではの な 構 。

藤 研究
学 生 学プ

E

農農・・食食・・ババイイオオ

の の ・
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ーワー バイオテクノロジー、 作 、新品 成、 子の 、 、

分 学、 科学、 学、 生理学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

大 『 への分子的なアプロー 』 学研究 1 3 0. 201 年.
T. n ur M. M. e M. O n M. no 201 rodu on nd r er on o n er e on l r d
e een i y is e . B hy y is nd e . i e o ule ul ure. l n o e nolog 3 1 5 1 0.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

れた をもつ や 体については地
域の新しい ン 品 としての が で
きます。

学研究 http:/www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/

科学 教

OTAN  asahiro

の の の
～ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

々の研究 ループでは 作 に き  
の品 に向けて 下の研究を しています。
1  を決 する カ ズムの解

を 的とする き においては、
、 お 等の た に する が
に となります。

々はこれらの を決 する カ ズム
を 子 ルで しています。また最 では

の生 に さない環境でも が可能な新品
の 成に向け、 の環境スト ス 性に

する 子を しています。
2  バイオテクノロジーに る新品 の 成

年、 の や 子 えといった
バイオテクノロジーに る が研究されていま
す。

々は様々な き を として
の作出や 子 えに る新品 の 成

を しています。また は や の
にも を げていきたいと っています。

々のもつ技術を することで、 的に地
域の となる な ン 品 の 成に
したいと考えています。

研究

学 生 学プ

農農・・食食・・ババイイオオ

・地域に した ン 品 の創出に興味
のある企業、自治体お 生産者の
・品 の とする 作 を して
くださる
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ウ ス
トカ

介、 ウイルス 、 者 相 作 、ムギ / insect- orne irus  tripartite interactions  cereals

分 科学、 理学、 ウイルス学 / crop protection  plant patholog  plant irolog

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

inato . et al.  ci. ep. 4: 7399. 2014 .（ 体感 に り の内生 が することを した）
inato . et al.  Lo E 14 2 : e0212780. 2019 .（ 介性ウイルス の発生と を アジア地域
カ で した）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新潟 お 地 のムギ 生産に
携わる

・作 における アプ 発等に興味の
ある

と生産 の しとなる な研究

を しています。 たちの技術を いて地域
農業の持 ・ 性 に したいと考えていま
す。

病理学研究

科学 教

NATO Nami

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

界は8 人 上の 人 を抱えていま

す。 たちは食料問題の解決に す く、農作

生産 の 3 とも われる に る ー

ロスの解 に し、 理学の分 で研究

を行っています。 ウイルスに る ー ロス

は 9300 トンにも上ると われていますが、

ウイルスは の に大きく してい

るため農 に る が です。 たちは、

ムギな のムギ に を える 性のウ

イルス（ 1）を に、 とウイルス、 し

て 介 の に なる生 が の に わ

りあって を こすのか、 やって を

ことができるかを研究しています。

ウイルスが に を き こす カ ズム

や 介 を に せる みを 子

ルで らかにすることに り、 - 体-

介 の わりを 的に え、 介性ウイ

ルス に する新たな の構 に すること

を しています（ 2）。また で ・

にウイルスに感 した作 を つけるための

出 の 発を みています。

染染

い ウ ス

学 生 学プ

農農・・食食・・ババイイオオ

病 と
～ 介 病 の の解明 ～

https://www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/
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お 新潟大学

大 生 い

ーワー ロシア 、食 大 、 、 子 タン ク、

分 農業環境 学、農業情報 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

ロシア は地理的にも 本に く、わが の
食料 に 的な能 を しています。し
かし、 や に する品 性、 、
収 理、 お な で、 、
カナ お な の 的な 大 の
に ばない があります。

本研究は、これまでに だ農 産
業の に基 いて、 ）大 の発生

と 性の 、２）ロシア大 における ・
の 機構の解 、３）大規 に

した 機の 発を 的とした、
ロシア科学アカデ ー 研究所との 共

研究です。
わが の大 の自 （ 食 ）は

7 であり、 した が食料 上
です。本研究 ループは、ロシア大 の に 本
の食文 を る 、味 に と考えられる品

を い出しました。本研究は、大 の
性の向上、 技術の に りロシ

ア大 の 収 と 品 とともに、わが の
食料 に します。 度地域にあるロ
シア の研究機 が する研究 を す
ることで、機能性に エ マ 、大 の 発が

されます。

連する
的 産
文 等

Ta anori Fujii  ideo asegawa  Ta uji h ama and alentina inego s a a: E aluation o  Tillage 
E icienc  and ower e uirements or a eep- lacement Fertili er Applicator with i erent haped 

otar  lades  ussian Agricultural ciences  41 6  498-503  2015

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ロシア から農産 を する 社
・ロシアへ農機・ 料 出を する 社
・ロシア人 度人材の を する企業

的研究 を してロシア連 で
共 研究を する本 の研究 ループ。

ロシア連 の 度農業人材を 成する
人 学生プロ ムの ア ンバー。

学研究 http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ ja.html

科学 教授

A E A A ideo

の と
の開発

科学 教

DE Anna

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 域 学プ

農農・・食食・・ババイイオオ
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1 ス
ス ス

2 DNA ーカー

ーワー 生産、新品 発、 A解 、 的 価

分 学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

Y Moriguchi, S Ueno, M Saito, Y Higuchi, D Miyajima, S Itoo, Y Tsumura : Tree Genet Genomes 10, 1069-1077 (2014)
Y Moriguchi, S Totsuka, J Iwai, A Matsumoto, S Ueno, Y Tsumura : Tree Genet Genomes 13, 61 (2017)
Y Hasegawa, S Ueno, A Matsumoto, T Ujino-Ihara, K Uchiyama, S Totsuka, J Iwai, T Hakamata, Y Moriguchi : PLOS ONE 13, 
e0206695 (2018)

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ で に スギの ができる
の 発に興味のある会社、 の 生産や品

を行っている会社、 研究機

これまでに発 されたす ての 性
子 1 4に する スギを し
ており、 的に研究を行っています。

学研究 http://www.agr.niigata-u.ac.jp/ shinrinidenikushu/index.html

科学 准教授

OR

の 開発と

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

農農・・食食・・ババイイオオ

々が最も を れて り でいるのは、
を ばさない「 スギ」の研究です。

スギ の は年々 加しており、
では の4人に1人がスギ と われ、

な社会問題となっています。この な
から、 スギ等の に するスギ

の 発・ が求められています。
スギは1992年に めて発 され、

の の研究で の 性 子（ 性
子）に って生じることが報 されました。新
潟大学では、自 界に数 本に1本と推 され
ている スギの を 的に行い、これ
までに 10 体の スギを しました。
さらに、これらの スギを した 、
4 の 性 子（ 1 4）が

することを発 しました。また、 子を生産
するための の にも り でおり、
これまでに様々なタイプの で生産された

子の 価を行ってきました。
は、これらの材料を い、 合研究

所や新潟 研究所等と して、 ス
ギを する A解 や に る

スギの作出技術の 発に り でいます。

学 ー 学 プ
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は わ い

プ ス機

ーワー プ バイオテ クス、 作 、 性、 作 、ウイルス感

分 生 学、 学、 構造解 、生 学、分子生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

Noriko Suzuki, Tatsuya Abe, Ken Hanzawa, Shunji Natsuka. Toward robust -glycomics of various tissue samples 
that may contain glycans with unknown or unexpected structures. ienti i  Re o ts, 11, 6334 (2021).
Shunji Natsuka, et l  Improved method for drawing of a glycan map, and the first page of glycan atlas, which is a 

compilation of glycan maps for a whole organism. P o ne, (7) e102219 (2014).

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ や の 性に る機能性食品等を 発
し としている企業
・ や を した生体機能性 材を 発
し としている企業

界トップ ルの 構造解 技術を し
ています。 や ペプ の解 も可能です。

連 の 子 学お 学的解
にも けています。

学研究 https://bio.sc.niigata-u.ac.jp/ natsuka/index.html

と の の と の解析
～ の開発 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

農農・・食食・・ババイイオオ

、タン ク に く生 の ３ である
の構造と機能の研究を行っています。 は情

報分子であり、 様な生理 性を っています。
えば、自 の 性 機能を持つものは、

性 として されています。
情報の解読を して、構造解 の構

からはじめ、 的な分 すなわち イ ーム
解 の を 立することに成 しました。
は の を いて、 トやマウスの を
的に解 しデータ ース する アト スの作
成と、 シー ンサーの研究を進めています。

々の 解 技術と 年の 研究に る
な を することに り、
） で 度な技術を とする や の

解 を に行 ことができます。
２） 性 機能や 作 を持つ の
ができます。
３） 連機能性食品の品 ックができます。

） 連 を った 生産 の 発がで
きます。

） 感 ウイルスの プターの が
できます。

） 連機能性 材の 発ができます。

い

構 機

は

科学 教授

NAT KA hunji

学 生 学プ
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ア カ エルの体の作りかえ

ーワー エル、ア トーシス、T 、 子発

分 発生生 学、 学、分子生 学、生 学、生体機能学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

・ u aigasa .....  utsu  roc. atl. Acad. ci.   A.  106: 18309-18314 2009 . 
: 10.1073/pnas.0708837106  

・ ession A  et al.  ature  538: 336-343 2016 . : 10.1038/nature19840

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 生生// 構構成成の 的なシ ー
シ ン解 や イ ージン 解 をされてい
る生体 学 、医学 の と連携できます。

の / の技術 も可能です。

研究 では とい に （
合性 合体）が な 界界でで のの

生生 を 持しています。ア カ
エルの ノム解読に われました。

研究 https://www.sc.niigata-u.ac.jp/biologyindex/i utsu/welcome.html

科学 教授

T  umi

の発 の の分子

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ア カ エルの発生 では、体の 分
をも める がが します 。おたまじ く
しがカエルになる に が することは、子
の から でも っている ですが、この な

はカエルにだけ られることではありませ 。
ててのの は、 体発生の に の様な 生

体から を持つ成体へと体体のの作作りりかかええ デデ
ンン をします 2 。 たちの研究の 的は
の体の作りかえの分子機構を らかにしていくこ
とです。 れに って、 の 発生の カ
ズムを理解出 ると考えています。 でないこ
とが こること、すなわち 的 の を る
上でも たちの研究は基盤になると考えています。

たちは の で作られ、成体の T
から されるタン ク を ー する新新規規のの

子子をを つつけけままししたた。オオウウロロ ロロススとと 付付けけ、
子を った時 と 所に ン イントに発

上 、あるいは させることができる え
F4 F5 を 持しています。発生

で な を『自 』 な を『 自
』として、 が自らの体を ・

（イ or ロ）で し、ト ン をしている
と考え、新たな 成の カ ズムを し

と研究をしています。

ト

ワト

ン ウウ

タ

２ ての は発生 に体の作りかえをする

学 生 学プ

農農・・食食・・ババイイオオ
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生 で 合 機構
では 合 で 合

は 合 合 は
い

ーワー 性生 、 子 成、オル ネ 生 学、イ ージン 技術、

分 分子 生 学、 生理学、分子 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

wang  .  ada  .  Ta ahashi  A.  rawa  .  amei  .  and ishi awa  . 2019  lant ell h siol. 
60: 2564-2572.  57.

aru ama  .  igashi ama  T.  Endo  T.  and ishi awa  . 2020  lant ell h siol. 61: 29-40.  
ishi awa  . amaguchi  .  u u i  .  a e  A . ato  . urihara  .  ato  .  usa i  .  igashi ama  

T.  and aru ama  . 2020  Front lant ci. 11: 548032.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ の 分の研究は の を としています
が、 や の生 に して、

を にお い可能です。

研究

科学 教授

N KA A huh-ichi

の解析
～ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

核

核

学 生 学プ

農農・・食食・・ババイイオオ

たちの には、 情報を ・ 持する
とい 構造が します。 は と

ばれる で まれ、 の 自性が たれていま
す。このため、 が 合しても が

り合 ことは通 におこりませ （ 1）。
で生 の では、 に の

の2つの が く 合します（ 2）。
たちは、 と を いて、 性生 の で
な の い 合がおこるのか、 の カ
ズムの解 を して研究を進めています。これ
までの研究で、 性生 における 合を す
る タン ク を いだしました。 、解
を進めていますが、 の成 は、様々な の

に できると しています。
また、 たちはこれまでの研究で、 の生

を するための様々な技術を 発してきま
した。 な の生 に する構造のイ ージン

解 な 、 の な でのお いも可能
です。

https://www.sc.niigata-u.ac.jp/biologyindex/nishikawa/index.html
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ン い は
ー で

機 わ では
生

プロ ン 、 子、 、バイオテクノロジー

分 発生学、 生、分子 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

olecular mechanisms o  plant regeneration（Annual e iew o  lant iolog ）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

発 学研究

科学 准教授

内 子 KE  omoko

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の の開発
の制御メカニズムの解明

し い
変異

学 生 学プ 学プ

農農・・食食・・ババイイオオ

地 規 で環境 が こっている 、 し
た食 のためには 作地に さない環境でも
生 できる農作 の創出といったイノ ーシ ン
が 可 です。 ノム 技術に り作 の
を するアプロー が に され めてい
ますが、 ノムが された体 から 体を
生できなければ 的の 体を ることはできませ

。 体 生のしやすさは や品 に って
大きく なり、イネや ムギな な作 品
の くで 生 が いことが技術上の ト
ルネックとなっています。したがって、 生
能を規 する 子 機構の解 は、 科学
に課せられた の課題となっています。

研究 では、 生能 の分子 カ ズム
解 を進めています。これまでに、 の
生能を する 子を つけています。 デ
ル シロイ ナズナでは、この 子の機能
が われると しく 生能 が まることを発
しました。作 も じ 子を持つことから、
本発 を することに って 生しやすい作
品 の作出につながることが できます。

・ 会社、 や 技術に り バ
イオテクノロジー企業な

分 は 界 で研究者や 会社が く
を せている にホットな研究領域です。

の発 を や技術 発につなげたいと
っています。

https://www.sc.niigata-u.ac.jp/biologyindex/ikeuchi/index.html
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ト ン 域 プ タ プ ットワー

地 で い

ーワー 、 産 、 Aマーカー、 、マイクロサテ イト

分 学、 進 分 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

大・ ・ 2020  ト ン ア 子 基 に基 く 本産カイ ウ
の 学的解 生 2020-4.

・ （ ） 2019  カイ ウ ：大発生からの研究の 向 生 科学 70 2 .

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 産 を とするので、 産業 者。
・ 学的 や 子 に る
技術もあるので、 れらが な企業や自治体

者。

研究 としては、 く 産 の生
学に興味を持っています。紹介した解 は、
これまでにウ の他、 ク ト
デ にも しています。

学研究 E  

科学 教授

A AK  Katsumi

の 学 解析

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

産 の であるウ は、生
学的には大 興味 いものの、人の生 や産業に
は く しない と なされていました。と
こ が2007年に でアサ の大 が

発生し、 の がカイ ウ 生の
大 生であることが らかとなりました。本
は1926年に発 され、 の時から への
生は られていたのですが、 生に る の

は く、この はウ が 産業に
大きな を えた 界最 の でした。この

生の大 生は の 、福 な
でも発生し、 本大 をきっかけに 体

が した では、 も は いて
います。カイ ウ の産地は 内で数
所が されており、 産地 の や分
大の の解 は、 らかにす き問題です。

本研究では、この問題に し Aマーカーを
ってアプロー しています。 ト ン ア
A 領域を った プロタイプ解 では、

体 が 的にまとまっ
ていると共に、他の 体 とは大きく たってい
ることが らかとなりました 他  2020 。

は、 立環境研究所との共 研究で 発した
マイクロサテ イトマーカーを い、 り解 度
を めた解 を進めています。

大 生 カ ウ 生 は
は 生

学 学プ

農農・・食食・・ババイイオオ
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A: 所 B: 所

プ ス ッ ス 機構

ーワー 子 、 、 子 、オル ネ 、プ ス ック 子

分 生 学、機能 学、 学、 生理学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

i awa et.  al. ournal o  ntegrati e lant iolog . 61 7 :836-852. 2019
id aningrum et.  al. . h col. doi: 10.1111/jp .12798 2018
a ashi et.  al. tologia  ol.83: pp123-124 2018

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ や の への新機能 や の
な を たい製 、農 会社。

・ 子 や への 子 技術
を りたい企業研究者

新潟大学において、 を研究材料としてい
る研究 は しいです。分子生 学的、あるい
は生理学的解 の他に、 子 解
を としています。

態学研究 E

科学 准教授

子 A A  asuko

の 解析

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

0 15

20 30 60

BNP

W

BNPは BNPは

BNPは

A B

農農・・食食・・ババイイオオ

学 学プ

や な 合成能を する が環境か
らのスト スに して、 内のオル ネ

の機能を ・ しているかを ています。
や の は とは なり、 合

成を行い、自らのエネルギー を作り出します。
のエネルギー は、デンプンや 等とし

て 内に えられ、 に じて されます。
研究 では、 や の での の

と の 機構を らかにし、 の生き
り 、 を いたバイオマス生産、食
問題に する の生産 持等に できる

な の環境 機構の解 を しています。
、「 の発 子 内での の

・ カ ズム」や「 における 体
の ・ 機構」について解 しています。

また、環境に 出されるプ ス ック が生
に な をもたらしていることが、最 、

問題となっていることから、「 環境内に 出さ
れたプ ス ック 子が える 性プ ンク
トンへの 」についても研究を めています。
これまでに様々な や の となる

を くの がプ ス ック 子に っ
て することや、 の については生

を き こすことも分かってきました。
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研究 で い

ーワー 、 子 学、 ノム科学、発生、進

分 進 発生学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

Tol2-mediated transgenesis in tilapia reochromis niloticus Fujimura  ocher T . A uaculture
ol.319 o.3-4 pp.342-346 2011年

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 子解 や 体作出な 生 科学分
での基 研究や 産/環境分 での 研究に
おいて連携できます。 、 、

本な の 料や技術の も可能です。

々は研究 内で を 時 させて
います。また 計 である ノム情報を解

し 子を する技術も しています。

化発 学研究 http://en .sc.niigata-u.ac.jp/ kojifuji/top-j.html

科学 教

藤 RA Koji

内 の 子解析

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

農農・・食食・・ババイイオオ

ッ

プ ス

は いるとされ、 の ち 分
の ２ が とされています。 は、
あら る に し、生 学的にも 学
的にも 様 しています。

研究 は、生 様性を学 理学 自 環境
科学プロ ム環境生 学分 に属していて、

を いた 進 と ノム進 に する
基 研究をおこなっています。

と ばれる の で、最も 先的な
「 プテルス」、 デル生 として 界

で研究されている イの 「 ッ
シ 」、最も進 し 様 した ループに まれ

として食される「ナイルテ ア」を、
れ れ研究 内で しています。これら

の を いて 子 や ノム な 分
子生 学的な をおこない することに っ
て、 様性の分子 カ ズムを研究しています。

々の研究で いている 子 学の技 は、
生 科学分 で く いられているものであり、

産や環境な の分 にも できます。
生体内での 子解 な の を った

研究をご の には、 にご相談ください。

学 学プ
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ーワー 学 自 マップ、連 基 成、 生 生 、 タ ノム、生 推

分 バイオイン マテ クス、 ノム科学、データサイエンス

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

ノム解読技術の 的進 に り、 ノム
データは 数 数的に 加しています。 の

で最も容 を めているのは 生 ノムです。
新規 子を に すると考えられ、産業
的・医学的にも を めています。しかし、自

環境で生 する 生 の99 上は 性
で通 の 的研究が行え 、また の新規性の

さから、 相 性 といった の情報学
的 を いても、生 や 子機能を推
する は 可能です。

々は、 ノム 自体はAT の4 基から
成る な文 であることから、連 基出

度を 数として、 大 ノム から生
の を 的に 可能とする な

し機 学 である 学 自 マップ
（ atch-Learning el - rgani ing ap、

L ）を 発しました。本 は、大 ノ
ム情報の を 的、かつ、 的に可 可
能で、 的にも理解し く できます。また、

タ ノム解 の の生 や新規性
を推 するための を 発し、 り くの研究
者に できる トウ アを しています。

界に先 けて 発した技術を いて、医学や
産業的に な新規 生 や 子を す
るための基盤情報の構 ・ を しています。

研究 http://bioinfo.ie.niigata-u.ac.jp

科学 教授

A E Takashi

分野 の 学 の
～ の 発 法の開発 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

タ 推 トウ EMS

学 ス プ

連する
的 産
文 等

基 の分 システムお オ ク オ 出 度の解 システム（ 2005-092786）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ ノム解 に興味がある企業
・環境分 会社（ 、 etc）
・ 内 に興味のある食品会社や製 会社
・新規 生 の を すバイオ 会社 等

大 かつ データに する、 度なク
スタ ン と の解 を した可 。

ノム解 は、ウイルス・ ・ ・
な い生 に する を します。

農農・・食食・・ババイイオオ
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ーワー 農業生 、生 様性、環境 農業、環境 価、

分 生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

農 地の 理 と、 こに生 する と
の について研究を行っています。

数の作 の「 作」に る環境の が、
や の 体数に す を に

り てきました。この研究を して、 えば
の の 生を に 理し、 作 の

を らす を 求したいと考えています。
また、 の 農 である「
農 」が に す を していま

す。 農 では の 理（ し）が行
われ 、 生 の生 ・ 所として機能
するな 、 の に大きな を すこ
とが分かってきています。 は環境 農
の生 への 価な にも り みたいと考え
ています。

さらに、 の生産を 的としたク ギ
の 地において、 の環境と の

を タ ン しています。これに り、 作
地の 的な に し、生 様性への

を 付けるとともに、 理 に する を
えることが可能となります。
農 業における、生き たちへの様々な「
」や「 」の を行い、 への成

の を しています。 地 お

地 生

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・環境に した農 業を する生産者
・ 作 地の 的 に り 地域
な

生産農 の を ながら を し、
農 の 々と を りながら研究を進めてき
ました。

科学 准教授

小 KO  hinsaku

連する
的 産
文 等

農 としての「 農 」が の と の 様性に す 本生 学会 65: 279 290
A undance  di ersit  and seasonal population d namics o  a uatic oleoptera and eteroptera in rice ields: 
e ects o  direct seeding management. En iron Entomol 42: 841-850.

https://create.niigata-u.ac.jp/staff/s /

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

小 研究 態学
創生学

農農・・食食・・ババイイオオ

管理 の
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生 機 は ま ま 脳 ン い

ン はスト ス

ーワー 発生、成 、性成 、生 、スト ス、 生産、 、ホル ン、 、 分 、 子発 、

分 生 内分 学、 内分 学、 生理生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

hahjahan  d.  itahashi  T.  Ando  . 2017 Temperature a ects se ual maturation through the control o  isspeptin  isspeptin
receptor  n  and T su unit gene e pression in the grass pu er during the spawning season. eneral and omparati e 
Endocrinolog . 243: 138-145. 

. 2015  クサ の 月 性産 行 とホル ン. と生 . 37: 569-575.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 産会社、 の 、 生産を行ってい
る企業や 研究機
・ を いて環境 価な を行っている企業
な

所は、 産 、 の か
ら、生理機能や 子解 の研究機 、生 、

の まで しています。 は
/ をかけ しで できます。

学研究 https://www.sc.niigata-u.ac.jp/sc/sadomarine/

科学 教授

ANDO ironori

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

が成 し、性的に成 するまでにはホル
ンや成 子、サイトカインな の くの生理
性分子に る 機構が わります。また、成
した が出会い、生 し、 ・発生と の

へと がっていく でも、 くの生体分子が
わります。これらの生体分子は、相 に 連す

るとともに、 が生 する環境の とも連
しながら、体の生理機能を しています。

の発生、成 、性成 、生 やスト ス機
能の は であり、 下 から分 されるさ
ま まな ホル ンが の内分 の きを

しています。 研究 では、これまで の
成 と成 、生 、スト スを に、生理機能
を する や のホル ン分子の きについ
て研究してきました。

ホル ン分子の 度や れらの 子の
発 を することに って、 の生理機能
を ることができます。また、ホル ン分子の
を ントロールすることに って、 の生理機
能を することができます。

や のホル ン 解 を 立すること
に って、 産 、 の生理機能 価システ
ムを構 し、 の 的な生産、 理につ
なげます。

の ・ ・ ムの開発

生 学 ンター

農農・・食食・・ババイイオオ
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ーワー 食 、食の 性、食品の 、 生 、 ウ 、 、 、

分 食品 生学、食品科学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

人 は食 なければ生きていけませ 。食 る
機会が えるとい ことは「食 ることに る健
康 が こる スクも える」ことになります。
食の を り、 スクを最 に えるために

生 に する研究を行っています。 に、
食 は 理をする人の や な行
に り こることも く、 や 食 な で
く こります。本研究 では、 に食 であ
る ウ について、 食品である
を いて の 理の を し、 に
ついての科学的な や、 の 産生

のために の を行っています。
また、持 可能な 発 （ s）では食品

ロスを らすことが求められていますが、食品の
「食 られる 」をさらに 的に 持し、食
品の を らせることも、 な食品ロス
のための り みの つです。 生 に る
が きている 下でも、加 食品の にな
る く させない 持することが とな
ります。本研究 では、 材料の が く こ
る や 的な食品 の である大

を いた食品 生に する研究も行っています。
加 食品等を作る には、 れらの ごと
に合わせた環境下で 生 の を に る
ことが であると考えています。 ン ウ

い

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

人の行 ・作業環境にも し、 生環境の
や向上等の を す分 。加 食品や
や 等の 理 み食品を

業所とも できたらと考えています。

の 理・加 や を し、 体的に
に ることが と考えています。

の を しながらも、 や 業所で
にできる食 や食品 を します。

加 の
理・加 研究

研究 学 教

と T T RA atomi

連する
的 産
文 等

Tsutsuura  urata . 2017  Food ci. Technol. es.  2233 2  267-274.
Tsutsuura  a ashida  urata . 2018  . ome Economics  apan  6699 12  799-810.

eno  Tsutsuura  noue A  urata . 2020  Food ci. Technol. es.  2266 2  247-256. E uall  contri uted.

学研究 https://www.irp.niigata-u.ac.jp/business/tenure-track/tt-researcher/tsutsura-satomi/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生

生

研究推進機構 域学

農農・・食食・・ババイイオオ
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ス 機

地域で 地 機
所

ーワー 地 、地 構造発 、 ・ ス、 、 サイクル、自 科学アウト ー 、社会人研

分 地 学、 生 学、 学、 地 学、 、 環境推 、地 年 推 （ 生 ）

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

2018  新潟 下 域の 新 地 ： から ースンへ. 技術 会  83  239-245.
大 ・ ・  2020  の地下 に る 地の 域地盤 下の考 . 地  61  
38-49.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ ・ ス の ・ 発
・地盤の構成 の記 ・解
・地 ・地盤に する社会人の ・研
・ 、出 業、 等

地 学は、 や の にある地 の
を、なにげない から解 する、生 に
したおもし い分 です。成 を く し、

を持っていただくことも しています。

・ 学研究 http://geo.sc.niigata-u.ac.jp/

科学 准教授

K R TA iroshi

の と ・ 資源
～ 開発 と ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

本 内には新潟 ・ を に、20
からいくつもの ・ ス が 発されま

したが、 の くは で にあります。
で2000年 、 界の ・

スの産出 情は ア カ 内で進 した「タイ
ト 」（ 性の ・ ス ）
の 発技術の 立で、 しました。 には
シ ール ス・シ ールオイルと ばれるもので
す。この きを けて、 内では で の
生産に する技術的 が行われています。

は、地 を構成する地 の 成 と の
の研究をしており、 年は、 ・ スに

し る 機 を く 「 」
の分 と 成 をテーマとした 求を けてい
ます。 地域は に新潟 下 地域から
にかけてです。この研究が進 すれば、新潟 下
でのシ ール ス・シ ールオイルの 発可能性
に する 性 の基 料が られます。
の にある、 たちが生 する の大地の数

年 数 年とい 時 ス ールでの 、
れが 発・地 や 、 の社会の れ
な に しているのか、な の さを、

く発信していきたいと います。社内研 ・出
な お にお がけください。

学 地 学プ
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.

ーワー 、 成分、スペシエーシ ン分 、 成

分 分 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

に する 成分には、 の に生
体内で な きをする生体 と、

の に生体内に り まれると 性を す
性 が します。とこ が じ でも、
の 学 に って生体への作 が大きく なる

が あ り ま す 。 え ば ク ロ ム に は r と
r が しますが、 r は生体内で

に 連する である 、 r は に
性が いことが られています。したがって、

クロムをはじめとした が環境や生体に
える を しく 価・理解するためには、
の ではなく 学 別の 度 が です。

また、環境 に する の 学 や
は、 の がこれまで てきた 環

に り決 されることが られています。し
たがって、これら をプロー とすることで、
様々な の 環 を解 できる可能性も
あります。

こで たちは、これまで行われてきた な
の ではなく、 学 別分 （ス

ペシエーシ ン分 ）、 に に し
ているsu -pp ルの 成分に する 学

別分 の 発に り でいます。

連する
的 産
文 等

peciation o  dissol ed chromium and the mechanisms controlling its concentration in natural water  
hemical eolog  ol.365  pp.33-41 2014 .

electi e etermination o  Trace ron in i erent idation tates in atural ater  Flow njection
olid hase pectrometr  Anal tical ciences  ol.28 o.3 pp.225-230 2012 .

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ な の環境計 を通じ、人 ・自
を問わ の 究 を してい

る分 、 属 の 学 別分 を と
している分 。

に している su -pp  ルの
Fe 、Fe 、 r 、 r の 別

発や、これら分 のオンサイト に り
でいます。

分析化学研究

科学 教授

AT OKA hiro

分の
分析法

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

. カ い

A: ンク : 0.2  : 

0.4  : 0.6  E: 0.8  

F:1.0 g dm-3 r .

料 体 :7.9 cm3

出 界： r  15ppt

r 20 ppt

u -pp ルの r

が、 別の 理なく 料

を に するだけで

可能

http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ ja.html

環環境境・・エエネネルルギギーー
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ーワー 、 、スペシエーシ ン分 、 け

分 分 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1）  分 学 ol.54 o.12  1137-1148 2005 .
2） aren i ige  . aputro  . ai  . atoda  . atsuo a and . oshimura Anal. ci.  

ol.29  o.6  677-680 2013 .

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ な の環境計 を通じ、人 ・自
を問わ の 究 を してい

る分 、 属 の 学 別分 を と
している分 。

に している su -pp  ルの
Fe 、Fe 、 r 、 r の 別

発や、これら分 のオンサイト に り
でいます。

分析化学研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

地点 Fe
Pg dm-3

Fe
Pg dm-3

0.67 0.95

２ 0.57 3.06

３ 0.56 1.04

0.59 3.11

0.87 1.97

0.46 2.22

0.57 0.90

地点 Fe
Pg dm-3

Fe
Pg dm-3

0.64 2.91

２ 0.69 1.64

３ 1.07 4.03

0.67 2.96

0.45 2.28

0.88 5.33

0.62 4.17

新潟 0.31 2.45

新潟 ２ 0.61 2.05

新潟 ３ 0.54 1.67
2 けの な 域はFe 度が い。

1) は けが で、 は 合で
けが されている。 はサンプ

ン 域が なることを す。

3 に い 域 Feは から される可能性。

e

3

3

Fe りも し に 度で しているFe
の が、 の生 に されている可能性が い。

では
ま い 生 は い

科学 教授

AT OKA hiro

http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ ja.html

環環境境・・エエネネルルギギーー

の と の 化学
との の研究

年、 域における「 け」が 業に
な を えています。 けの発生には くの

が考えられていますが、 の生 に な
度の も の つに げられている。とこ

が、 けや の に する の
学 については、 の さえも ら

かにされていませ 。 の最大の は、
に する 学 の 学 別 の
さです。

々は、Fe - ナントロ ン 生成 を
相分 （ ）に することで、 に

するsu -mg dm-3 ルの Fe 、
Fe  に して、 さの い 別
を 立しました。さらに、この を いること
で、 料を したのち、 に するまでの
料 の 学 の の につい
ても に し、 料の ・ に
する最 も行いました。 けの な 域
と けの されない 域において ・

した 料に して、 新たに構 した
別 を することに り、 の生 に

な 学 の 学 についても を行っ
ています。

学 学プ
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a ーン
c ータ d

a c
pmo g d

大学大 研究所

ーワー 、 本 、 ・ 体、 、 な 域 、生 地 学サイクル

分 学、地 学、分 学、環境 解

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

orisu e  .  a agawa  .  aru ama  .  ata  .  amo  T.  o le  E.A.  Lee  .- .  amura  . agaishi  .  
shi awa  T. helating resin column separation method or isotopes and ertical pro iles o  isotope ratios in 
the western su arctic orth aci ic. East Asia E T A E  or shop: Trace Element and sotope TE  stud  in 
the orthwestern aci ic and its marginal seas 2017 . 17 an e note .

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 分 、機 分 の分 と共 研究
等での を しています。また、学内でも

々の 分 との共 研究も しています。

の と 体の分 分 に す
るク ーン技術・ に する技術を え
ております。 なく分 分 できます。

化学研究 https://www.sc.niigata-u.ac.jp/sc/res/intro/ arine eochemistry.html

科学 准教授

NOR E Ka uhiro

・ 研究
～ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

は、 、 性 と生 への 、
環と 等の 的課題と に

した地 システムです。これらの 課題の解決に
は、 の と生 地 学サイクルを科学的
に解 していくことが であり、 における
「 と 体」に した ローバル

、 上での分 分 と解 に基 く研究を
行っています。 と 体の で に学術
的 度の い は、 研究科学 会

が する E T A E 計 におい
て の である「 e  parameter」に

されています。 々の ループでは、
と 体の e  parameterに して 界的に て

の分 技術を しており、 やイン
等の ローバル に り でいます。

年では、新潟に な 域である 本 の
にも を れています。 本 は 域と い

シルで がれた 域であり、 自の
環機構を する ークな です。 産 の

や分 域の が され、 も い
域です。 々は、人 の となる

の 体 を し、 本 の
解 の研究を行ってます。 本 における の

は ークであり の れと大きく なっ
ていることを最 出しました。

( (

( (

(

(

( (

学 ー 学 プ
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構 ー ン

構 合

ーワー 構造、 、 カ ズム、数値シ ーシ ン

分 学、 学、エネルギー 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

a a ura et al.  olar Energ  ol. 170  2018  pp. 606-617.
a a ura et al.  nternational ournal o  eat and ass Trans er  ol. 137  2019  pp. 1027-1040.
awasa i et al.  ournal o  Thermal cience and Technolog  ol. 15  o. 2  2020  T T0018

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 構造を 産業/研究
・ の ントロールに 連する産業/研究
・ に 連する産業/研究

成から れを り だ く -
- の連成数値解 まで可能です。
本研究 では、基 研究に る の解 と

製品 発への を しています。

学研究 http://mu-koba.eng.niigata-u.ac.jp

科学 教授

AT ARA Koji

・ ・ メカニズムの解明

科学 教

NAKAK RA itsuho

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の な 構造 における く
の ・ ・ 、 体 に 収され
た の に る 、さらに の れに る

の 合 問題を とします。この
として、 における

シーバ/ アクターが げられます。 構造
の Tス ン から 構 した3 構造を数
値シ ーシ ンへと り みます。連成数値
シ ーシ ンに って、 構造でのエネ
ルギー収 や カ ズムを らかにします。

学 機 ス 学プ

環環境境・・エエネネルルギギーー



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－137－－136－

ンプ

生

ーワー マイクロバ ル、ウルト インバ ル、 、 カル ー

分 体 学、 ートン 体 学、環境 技術、 技術

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

shida et al.  ournal o  ur actants and etergents  ol. 15  o. 6  pp. 695-702  2012.11 .
shida et al.  Tenside ur actants etergents  ol. 50  o. 5  pp. 332-338 2013.9 .
shida et al.  ournal o  Food Engineering  ol. 206  pp. 48-56  2017.8 .

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ に する分 なら分 を問いませ 。
・新潟 や新潟 な の も えた発 を

しています。

は、 生 から 業上のあら る分
に する です。本研究 では、 体 学
的な 点に基 いた研究を進めています。

学研究 http://fluidlab.eng.niigata-u.ac.jp/index.html

科学 准教授

DA Akiomi

の開発
～ カ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

年、 が100マイクロ ートル 下の
である インバ ル（ ）が を め

ています。本研究では、 の でも 1マイク
ロ ートル 下のウルト インバ ル
（ F ）を いた環境 （ カル

ー）の 技術（ に、 、 ）に
ついて研究を行っています。

に、 体 学的な 点に る 時の機 的
作 に し、 とウルト イン
バ ルの相 に る を していま
す。

（ の ）

1 1 2

1

2

Q

DD

T 1
T 1 3

の

F 合に り 向上

3

4

N n
tw 3
T 21 2

pの

F 合の

とは、 い機 的作 を する

学 機 ス 学プ

環環境境・・エエネネルルギギーー
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ーワー マイクロバ ル、 、 れ性、

分 体 学、 ートン 体 学、環境 技術、 技術

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

shida et al.  ournal o  ur actants and etergents  ol. 15  o. 6  pp. 695-702  2012.11 .
shida et al.  Tenside ur actants etergents  ol. 50  o. 5  pp. 332-338 2013.9 .
shida et al.  ournal o  Food Engineering  ol. 206  pp. 48-56  2017.8 .

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・マイクロバ ル 分 なら問いませ 。
・新潟 や新潟 な の も えた発 を

しています。

の もある は、 学から
業分 に します。本研究 では、 体 学
的な 点に基 いた研究を進めています。

学研究 http://fluidlab.eng.niigata-u.ac.jp/index.html

科学 准教授

DA Akiomi

の 化

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

年 されている 100マイクロ ートル
下の であるマイクロバ ル（ ）を
いた の を した研究を進め

ています。本研究では、 に る
を行い、マイクロバ ルの 性と カ ズム

の解 を行っています。
に、 （界 性 ）の を し

た 体 学的な 点に る を行っています。

合成 （ 的な ）の

学 機 ス 学プ

環環境境・・エエネネルルギギーー

時 td に して、 さh が向上

が 下
（ れ性が向上）
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生

ーワー 、L 、 インエロージ ン、 食、 、

分 可 計 、 、 、 合・ 、サイエンテ ックアート

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

ら  可 情報学会 文  ol. 31  2011  pp. 63-67. 
. Fujisawa  et al.  uclear Engineering and esign  ol. 265  2013  pp. 909-917. 
. Fujisawa et al.  ear  ol. 398-399  2018  pp. 158-164. 

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ ・ 子 な の発 プ ント、 発
の 計・製造や に わる企業

の が数 m、 度は
最大180 m/sでの 材料の 食 が可能
です。また、 ビテーシ ンジ ットに る

食 も可能です。

化 研究 http://tmfujis .eng.niigata-u.ac.jp/

科学 准教授

A A ATA Takayuki

メカニズムの解明

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

な が、 で に する に発生
する に って材料に機 的 食を き こ
す を エロージ ン（L ：Li uid

roplet mpingement Erosion）と ます。
この は、 ・ 子 発 プ ントの

の 、 タービンの 食、 ー
の に る 食な で られます。 したエ

ネルギーの や発 プ ントの 理のため
には、L に る の カ ズムを解 し、

の を 立する があります。
L に る 度には、 度、 、

度、 さ、材料 度な くの
ータが しています。本研究では、スプ ー

ノズルを いた を いたL
を構 し、 に 属材料を いた 食 に り

度と ータの を してきま
した。また、 （ article image elocime-
tr ）やシ ー な の可 計 を
いて、 度や な の ータの
計 を行っています。

これらの研究 をもとに、 り な
度の を 発することで、 の 的
な 、 な 理が可能となり、発 プ ント
の 性が まると考えられます。

学 機 ス 学プ

環環境境・・エエネネルルギギーー
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ーワー 発 、エネルギー 、数値シ ーシ ン、時 データ

分 学、 学、 発

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

持 可能なエネルギー社会の には、 生
可能エネルギーの大 が です。 で、

発 の な の しい発 は、
に 数や の を き こします。

として、エネルギー との連 が
になります。
本研究では、 子 発 所1基分に相 する

1000 のウイン ームと 発
に る について、数値シ ー

シ ンを行います。 が には、 に
500m 度の 地があります。 の に

を作り 発 を行います。 には、
が可能でエネルギー 70

のアル デス ンプを します（ 1参
）。 の 発 機出 データを いたシ

ーシ ン の を 2に します。
発 の には6分の時 が で、この

の出 が生じます。 こで、
データからの に るウイン ーム
出 （ ）を行い、 の時

データから を けることで更な
る を行います。本システムの構成機材は、

と て 可能で、持 的社会構成に
できると信じます。

ー ン

ス

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 、 、 、 発 な のエネ
ルギー 、お エネルギーな への

を す分 。エネルギーの地産地 を
したい企業・自治体を します。

地域新エネルギー、地域 業 、地
、地 発 可能性 、

等 進 会、スマートエネルギー推進
会 等の 会で を行っています。

メ 発
発 の 化

科学 准教授

A ARA Akira

連する
的 産
文 等

. itsu ose . i use . Fujiwara and A. ugawara: ower sta ili ation wind arm applied
statistical model and pumped storage generation using Archimedean screw ournal o echanics
Engineering and Automation ol. 5 o. 12 pp. 681-686 2015.

研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

機機

スス ンンププ

学 プ

E
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で

で

せ

ーワー 、 、 、 子 時 分

分 学 学、エネルギー 、 学、 、

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

ス （ ２０ ０３２０ ３ 2019/2/25）
ら、「 イル からなる らせ 内の 子 性」、 学 学 文  45  197  2019
ら、「 イル らせ 内の と 子の の 」、 学 学 文   46  176  2020

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・エネルギー分 な で 体 料を 体と
させながら させる 分
・ 子 ・加 ・ な の 体連 ン

ン 分

この は、 が く、 と
でき、 体 時 分 が く、 の付 性
の 子まで できるこれまでにない を
持った です。

研究 http://tshimi u.eng.niigata-u.ac.jp/

科学 教授

明 Tadaaki

～ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

本研究では、 1にある ならせ の
を持った を しました。らせ

りに させることで、 体を連 的に で
き、通 して スと させるとともに、 か
ら加 ・ できるとい を持っています。
この の は、 から られてい
る 、 、 ルン 、 子
ストーカ とは なったもので、 との
をしながら、なおかつ の付 性のある 体

を連 作でき 2 、さらに スが 子 と
上 の を に通 することで、 体が
に 体と するものです。

これまでに、 ール デルを いた
で 子 性を求め、 子の 時 分 が
めて く 子が に することが できる
ことを らかにしました。また ス 通 を
行って した 体 を 持できる 作 を求
めました。さらに、 属 デル 1、下 を いて

を行い、 性に する 子性 ・
の を らかにしました 。この

は、 体の だけでなく、 な の 理
作についても 可能で、 は い分 にお
いて 可能と考えられます。

この研究で、 学 学会 り2020年度 学 学 文
文 を されました。

104.2

213

2020
4

JIS 50A180 long elbow
(od 60.5) One cycle unit

rotation

Transportaion of solids

Solids

学 学 ス 学プ
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い

ート タ ト

ーワー 機能性材料、バイオマス、 イ ロタルサイト、 属 ・ ・ 収

分 環境 ・ 、 収、環境 解 、環境分 、分 学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

年、地 上では環境・エネルギー問題が
しており、環境 とともに の や

が な課題となっています。この な課
題を解決する の つとして、環境 の な
い機能性材料を 発して、 に って 属
を ・ 収する があります。 こで、本研
究 では、バイオマスや イ ロタルサイトを
いた を作成し、 お デル
を行い、 カ ズムの解 や性能 価、

に向けた技術 発を行っています。
バイオマスとして、 お のアル

ギン 、アルギン ル、 お ン・
トサン、 、 な の他、 ン ル 学技術
大学の共 研究に り を ースとした
を作成し 属の ・ 収の研究を行っています。

イ ロタルサイト（L s）は、 イオン
機能を する で、 にはあま

り産出されないものの、 的容 に合成できま
す。 料 である 属イオン や ル な を

させて、 々の イ ロタルサイトの合成を
行い、 ンや の ・ 収の研究を行ってい
ます。また、 に ート を して 属
の ・ 収も しています。

連する
的 産
文 等

(1) Zhang, S., Kano, N., Mishima, K., Okawa, H.; Appl. Sci. 2019, 9, 4805, 16 pages, doi: 10.3390/app9224805
(2) Du, X., Kishima, C., Zhang, H., Miyamoto, N., Kano, N.; Appl. Sci. 2020, 10, 4745, 24 pages, doi: 10.3390/ app
10144745 (3) Feng, S., Du, X., Munkhpurev, B. A., Zhang, H., Miyamoto, N., Kano, N.; Int. J. Mol. Sci. 2021, 22, 3447,
20 pages, doi: 10.3390/ ijms 22073447

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・環境 、 収、 サイクルな を行
企業、自治体

の性能 価を行 にあたり、 々の
分 （ -  X  E  FT- 等）を

っており、分 相談が可能です。上記の研究
に ら 分 学に する情報 も可能です。

野研究 http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ chem/

科学 准教授

野 KANO Naoki

法の開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ン
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お

ン い カ

ーワー イト デ エーシ ン、バイオ界 性 、 、 属

分 環境 ・ 、 収、環境 解 、環境分 、分 学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

に る環境 のなかで、 度であ
るものの にわたって されるため、新た
な社会的 が発生する ースがあります。この

な環境 の解決 の つとして、 研究
では、 （ イト デ エーシ ン）や

バイオ界 性 を して、 を行
の 発を をしています。

イト デ エーシ ンとは、 を
して環境 から を 、あるいは
する技術です。 や からの 収、体内にお
ける や な の の生理機能を して
いるため、環境にやさしい技術であると えます。

の や 成 の 、 ート の 加
に る の向上等の 属 のための基 研
究を行っています。

バイオ界 性 は、 、 生 か
ら生成される界 性 であり、合成界 性
と 等の性能を持っています。また、生分解性で

性がない、p や 度の も けにくい、環
境にやさしいとい があります。 研究 で
は、サ ンやタン ン 等を いて、 の

属 に す役 を研究しています。
これらの研究は、 のみなら 、

ア タル等の 収への も されます。

連する
的 産
文 等

L. Gao, N. Kano, Y. Sato , C. Li, S. Zhang, H. Imaizumi (2012) : Bioinorg. Chem. Appl. Vol. 2012, Article ID 173819,
12Pages (doi:10.1155/2012/173819)
Kano, N., Hori, T., Zhang, H., Miyamoto, N., David, E. V. A., Mishima, K.; Appl. Sci. 2021, 11, 1557, 18 pages,
doi:10.3390/app11041557

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・環境 、 収、 サイクルな を行
企業、自治体

環境にやさしい や 環境の 技術の
立を しています。また、 の の
みなら 、 収につながるための基 研究
も行っています。

野研究

科学 准教授

野 KANO Naoki

法の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 学 ス 学プ
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Fig. 1 (a) Sodium Dodecyl Sulfate
(b) Sodium Dodecylbenzene Sulfonate

ーワー 機能性材料、 性 、界 性 ・ ・ 収

分 環境 ・ 、 収、環境 解 、環境分 、分 学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

環境は、 々の生 を えている 可 な環
境 の つです。 年、 業 や また
農業 に る 、 な に る環
境問題が されています。本研究 では、

として 体 の つである界 性
（ えば、 お LA 、 Fig.1）に し

て 性 に る の を行っています。
体 として、 子 発 所から発生する

性 の つに、作業 の や いな
で発生する （ ン ン に る ）
があります。 の 理 として、 に
まれる発 成分の に じて、 として 性 を

いた 理が されています。 こで、 ン
ン で 理する の の い

の構 を して研究を進めています。 は、
性 の （ 品、 性 ）に る性能
価や 性 への 能基の 、 理を行い、

能 や カ ズムを ています。また、
性 だけではなく、 ジ ルシロ サン

（ ）を ーテ ン した ス製 子を
いたスターバー 出に る界 性 の も

しています。
上記の研究で られた 能 や カ ズ

ムの情報は、他分 での にも が可能であ
ると考えています。

連する
的 産
文 等

XU, L., PANG, M., KANO, N. IMAIZUMI, H., Journal of Chemical Engineering of Japan, 47, 319 323 (2014)
Kano, N., Pang, M., Deng, Y., Imaizumi, H.: J. Appl. Sol. Model., 6, 51 61 (2017)

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ストで環境にやさしい 環境の 技術
の 立を しています。これが すれば、

子 発 所からの「 性 の 容 」に
もつながり、 子 産業にも できます。

野研究

科学 准教授

野 KANO Naoki

の の 法の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 学 ス 学プ

環環境境・・エエネネルルギギーー

http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ chem/

・環境 、 収、 サイクルな を行
企業、自治体

(a)

(b)



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－145－－144－

学

ーワー 、 エネルギー、 / 学 、エネルギー 、 の 料 ・

分 エネルギー学、材料 学、 学、 属材料学、 理 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

. o on et. al  Frontiers in Energ  esearch 2021  9 696213. u- e allo の 性能

. o on et. al  ournal o  Energ  torage 2020 30 101420 Fe- e allo の 性能

. o on et. al  Energ  2016  113 1099-1108. （ u- i allo の 性能）

. o on et. al  Energ  rocedia 2015  69  1759-1769. （Al- i allo の 性能）

. o on et. al  Energ  2019  171   971-980. （ペロ スカイト の 学 性能）

. o on et. al  A  on erence roceedings 2019  2126 1 :210003（Fe- n の 学 性能）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ を したい分 、 の
・ を す分 の企業を します。

属合 や の 性（ ・
/ 、 度、 ）に し、 領
域での 技術 発を進めています。

・ 学研究 E

学 学 ス 学プ

科学 准教授

OKON Nobuyuki

の の の開発
～ 化学 ム ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

が な のサン ルトでは して
られる に る 発 が されていま
す（ 上 ）。 本 内では エネ を に ・

し、 として り出すpower-to-heat-
to-power 発 での が できます。

や エネ は に る 性や
できないことが 点であり、 と に合わせた発

が可能であり、 価で エネルギー 度の 技術
発が求められています。 の 技術は合成 や

に る 体の 、 体に る
が であり、発 度の や 度の

度 に できなくなっています。
本技術 では、 性の 属合 に る
技術を 発しています（ ） 。この技術は

時 する を し、 体/ 体の相 を
することで 度の が できます。
材料に 属合 の に り い 性が

できます。
本技術 では、マン ン やペロ スカイト

の を した 学 システムの 発
を行っています（ 下 ） 。 学 を した

のため、 り エネルギー 度の が可能で
す。 属 を 体として する シス
テムが考えられます。

環環境境・・エエネネルルギギーー
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学

ーワー 、 エネルギー、 / 学 、エネルギー 、 の 料 ・

分 エネルギー学、材料 学、 学、 属材料学、 理 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

. o on et. al  olar A E 2021 会 プロシーデ ン 2021.

. o on et. al  Thermochimica Acta 680 178374 2019 （ペロ スカイト に る の 学分解に
る 製造）
. awaguri  . o on et. al  A  on erence roceedings 2303 1 :170013 2020 （ペロ スカイト

に る の 学分解に る 製造）
. o on et. al  A  on erence roceedings 2303 1 :170007 2020 （ペロ スカイト に る

の 学分解に る 製造）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 製造技術に興味のある分 、
の に興味のある分 の企業を しま
す。

の 出 は 生可能エネルギー
と み合わせるのが と います。 イ

ージ に る 上 から ノン ンプに
るプロトタイプの まで 可能です。

・ 学研究 E

学 学 ス 学プ

科学 准教授

OKON Nobuyuki

化 の開発
～ 化学 化 の 化・ 化 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の な のサン ルトでは、大
システムに り 1500 の が られ

ます。 発 では 体の から600
下での発 が されていますが、 を 学

のプロ ス に することで、 の 分解に
る 製造や の 分解に る
を製造できます。
本技術はペロ スカイト を とし

て いた 学サイクルに り、 発 所
等から 出される 度の を
に 、また の 分解サイクルと み合わ
せることで、 と の合成 スが られ
ます。合成 スはFT（Fischer-Tropsch）プロ
スの 料となり、これに り 料に す
る の 料 が可能となります。また、

や は 成品製造の 料としても
できます。

として エネルギーを いることから、
の 出 を した 生可能エネルギー

の の 環 ・ 料製造プロ スと
して できます。

環環境境・・エエネネルルギギーー
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ー ー ス

ーワー 、 エネルギー、 / 学 、エネルギー 、 の 料 ・ 、バイオマス

分 エネルギー学、材料 学、 学、 属材料学、 理 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

. o on et. al  olar A E 2021 会 プロシーデ ン 2021.

. o on et. al  Energ  166 2019  1-16.

. o on et. al  olar A E 2017 会 プロシーデ ン 2017.

. o on et. al  Energ  79 2015  264-272.

. o on et. al  nternational ournal o  drogen Energ  39 2014  11082-11093.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・バイオマスに興味のある分 、 分解や ス
の に 通している企業を します。

バイオマスの は 生可能エネルギー
と み合わせるのが と います。 イ

ージ に る 上 から ノン ンプに
るプロトタイプの まで 可能です。

・ 学研究 E

学 学 ス 学プ

科学 准教授

OKON Nobuyuki

資源の
分解 化 ムの開発

～ ム ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

が な のサン ルトでは、
1500 度の を られます。
の 学 プロ スの つとして、バイオマス
等の を 分解・ で ス する

ー ー 分解・ ス が研究されています。
ー ー 分解では 、 タン、エタン

や 等が られます。また ーの ス では
と を 成分とする合成 スが ら

れます。 ス の は 体 と との
であり、 に り ス を行い

ます。
研究 では 様な に した

ー ー ス システムの 発を して研
究しています。すなわち、 を 分解・
ス に連 的に 可能な の連

、 分解・ ス を行 な
を 合した システムの 発です。
この な 学プロ スに る ー ー 分

解・ ス システム 発に り、 ２ ート
ルな 料製造や の 出 が
されます。

環環境境・・エエネネルルギギーー
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ーワー バイオデ ー ル 料、 体 成、相分 、分 製

分 分 学、 学 学、 学、 ス ・ 収、 属イオン ・ 収

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

ideo Tajima et al. Fuel  2021  ol.305  p.121479. : 10.1016/j. uel.2021.121479
asahiro A e et al. Fuel  2021  ol.289  p.119747. : 10.1016/j. uel.2020.119747
asahiro A e et al. Fuel  2018  ol.214  pp.607-613. : 10.1016/j. uel.2017.11.066

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・バイオデ ー ル 料の に興味がある企
業や 体な
・ 料 等ができる企業や 体な
・分 技術を相談したい企業や 体な

の だけでなく、 バイオ
デ ー ル 料についても できることがわ
かってきています。上記の研究に ら 、様々
な分 に興味を持っています。

分 学研究
学 学 ス 学プ

科学 准教授

TA A ideo

の 分 法の開発
～ 分 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

環環境境・・エエネネルルギギーー

バイオデ ー ル 料とは、 から作
ることができる 料、 生可能エネル
ギーです。バイオマスから作ることができるので、
カー ン ート ルと われています。 食
や 食 から生産すれば や の

になります。 成分は ルエステル
ですが、 の 成 に っては０ 上でも
しなくなりロウ に してしま ので、 に

合して することが 的です。 本で
に に される （2 ）は-7.5 まで

することが求められるため、バイオデ ー ル
料を上 に い、新潟 の な 地にまで
く させるためには、 点の い成分をでき

るだけ に分 する があります。
研究 では、 に り分 しやすい に

体を 出させる を に しています。こ
の の 点は「 加する」「 する」とい

な であること、 に 料をさらすこと
がないので であり な に る を
できること、 的 や技術がなくても 作で
きる上に 規 で できるのでエネルギー
の地産地 につながることが げられます。

この の構 と性能向上に向けて、基 研究
から 発まで、 く研究を行っています。

E
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ス

ーワー 人 合成、 エネルギー 、 の 分解、 製造、 発生 、 発生 、 材料

分 機 学、 学、 学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

・ お の製造 （ 2019 90888）
・ の製造 、 属 の製造 お （ 2019 95465）
・ . . ahran and . agi et. al.  A  Appl. Energ  ater.  2020  doi:10.1021/acsaem.0c02628.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ ・ な の 生可能エネルギーを
いた 製造に興味がある分 、 の

出 ・ に興味がある分 の企業、自治
体

作環境に じて の大きさや
は 計可能です。研究 には 発お
価に する が されており、 価に研

究 発を行 ことができます。

研究 http://yagilab.eng.niigata-u.ac.jp/

科学 教授

A  asayuki

ムの開発
～ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の社会システムは、 料を とした
エネルギー を基盤としているため、 的に

の 出を います。持 可能な 社
会を するためには、 料に したエネ
ルギー を から する があり、 生
可能エネルギーを したエネルギー システ
ムの構 が です。

研究 は、 エネルギーとして され
ている を に生産可能な の 分解シ
ステム（ 1）の構 を し、 の な構成

である、 発生 お 発生 の
発を進めています。

研究 は、 の 作製 （
2）の 発に成 し、本 に って作製した

発生 が れた 性と 性能を
することを らかにしました（ 3）。この
は、 の 分解 製造システムの に

向けた な研究成 です。最 では、 に
わる 価な 発生 にも り で
います。

本 では、 の 料となる 属材料の
や 合を自 に えることができるため、様々な

への が されます。

生

3 生

学 学プ

環環境境・・エエネネルルギギーー
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熱電変換のイメージ

相転移(160K付近)によって状態密度が変化し、
熱起電力が向上する様子

ーワー 、 発、 性 、

分 材料、 相 子 材料、 性 、 性

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

T. a ano  et. al.  nternational on erence on Thermoelectrics 26th  121 2007 .
T. a ano  et. al.  . h s. oc. pn. 80 A  A058 2011 .
「1T-Ta 2の 性」  本 ら 13 本 学会学術 会

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 発 に して 性の基 から研究、 発
を行 分
・地域に した 発 についての 、
発をお考えの企業との共 研究を します。

お 料の作成お
、 の 度 性を 下で し、
理的 点からの解 、 発を としていま

す。

野 研究

科学 准教授

野 NAKANO Tomohito

の開発とその
～ と の と ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

年の科学技術の発 は まじく、人 にとっ
ては に な 界になりました。しかし れ
は エネルギーへの が 加し けているこ
とに がり、 この が ることはないで
し 。したがって、 は 料を通さ 、
いかに く エネルギーを生み出せるかが

となります。 の りの こにでもある「 度
」を して発 できる は、ク ーン

な発 お 発 の向上に されており、
の向上と大規 な が です。

性能な 材料には い 、 い
お が となります。これらを

決 けるのは、 に において いエネル
ギー にある ル エネルギー の かな

子です。 研究 では、 この 子を お
性 を通して 、 理解することに っ

て 材料の発 に しています。
また、最 では 体的な についても し

たいと考えています。 に 、 、 な
な を容 に ることができる新潟には様々な

可能性が っている に えています。 皆
様の を りながら大学だけでは しい研究、
発を行 ことを でいます。

 '

ゼーベック係数
 起電力

'  温度差

o ool

フェルミエネルギー近傍の状態密
度(DOS)を反映

熱
起
電
力

 温度 (K)

E  

学 学プ

環環境境・・エエネネルルギギーー
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ーワー 、発 材料、 、 、 体、

分 学、 学、 合 、 、 機能材料

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

合 は、 がマイクロ ートル 度、
みが1ナノ ートル 度の 機 が

した材料 です。 の には、様々な 学
を り 性 を しており、 々の機能をもっ
た 合体を作成することが可能です。

々は、 機 や 属 体を基本とする 学
性の 学 と 合 を 合 することで、

新規 機能性材料の創生を行なっています。 々
が 発した材料の 性の について紹介します。

での は、 に され
るため、 値 り い を進行させることは

めて ですが、 合 に を す
ることで、 の もの 加 が さ
れました。

機 は、 な 収・発 性を します
が、通 は として われます。 機材料は、

性の が 的 です。 者の 点を
した、 の発 材料の合成に成 しま

した 上 。
領域の は、 の 性から、医療

・ カット・ 可 材料な 様々な が
されているエネルギー領域の です。 合

で ナノ 子を成 させることで、 い
性を す材料を作成しました 下 。 い 合

い 機 合 合

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 機能材料（エネルギー・ 子・医療
・インクな な ）が わる 発であれば、

分 は問いませ 。 々が考えてない分 の企
業様も大 です。

発 ・ 収分 を としており、上記材料
にも分 可能です。 機合成・ 機合成の
を行なっており、 が 連すれば、 な

材料 が可能です。

化 / の開発と
～ の ～

科学 准教授

 Tatsuto

連する
的 産
文 等

ui  T. et al.  Langmuir  33  3680 2017 .
ui  T. et al.  lo al hallenges  2  1700105 2018 .
ui  T. et al. . orph rins hthaloc anines  11  428 2007 .

研究 http://materials.eng.niigata-u.ac.jp/research/file/yui.pdf

学 学プ

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

環環境境・・エエネネルルギギーー
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大 お ン

で ン ータ ー ン

ーワー 環境、 環境、 の性能 価、 ・ の エネルギー

分 環境 学、 環境、 環境、 、 の エネルギー

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

本のエネルギー の で、 が 連
する業 ・ で される 合は 体の

1/3を めています。 ・ における
性と エネルギーの 立は、持 可能な社会

を 立する上で めて な課題の つです。

たちの研究 では、この 相 する課題
に して、これまでに 下のテーマ等に して
研究を行ってきました。

の通 性能 価に する研究

のエネルギー ・ 2 出 に する
研究

ロエネルギー ウスの イ サイクル ス
トに する研究

エア ンを とした の成
数に する研究

内 における の可 に する研究

における を とした
・ に する研究

人 を とした エネ
の 発研究

を とした人からの の に
する研究

連する
的 産
文 等

デルを とした における 内 通 性 の解
と ス におけるエネルギー 2 出 に する研究

料 に る の ークカットに する研究

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

学研究 http://tkkankyo.eng.niigata-u.ac.jp/

・ の ・ と
・ 研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

科学 教

AR NA  uki

学 学プ

環環境境・・エエネネルルギギーー

・ や の ・ 環境に する 性
や エネルギー、 ストに する課題を持っ
た分 。また、学 的な分 にも ンジし
たいと考えています。

と ン ータシ ーシ ンの
から研究を行っております。

これまでにも様々な企業や 体と共 で研究、
発に り できました。
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タン 構

ー

ーワー タンデム 、 ジ ール、ネット・ ロ・エネルギー・ビル（ E ）、 性

分 発 、 、 子材料、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

A single-phase roo ite Ti 2 nanoparticle ridge enhances the sta ilit  o  pero s ite solar cells
（ ustaina le Energ  and Fuels 44  2009 2020 .）

otential-induced degradation in high-e icienc  n-t pe cr stalline-silicon photo oltaic modules: A 
literature re iew（ olar L 55  2100708 2021 .）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ーカー、 機 ーカー、 学 ー
カー、材料・ 材 ーカー、 体製造

ーカー等

での に り の性能
が生じる を、材料科学的 点から究 する
研究に10年 上携わっていますので、様々な

を持ち合わせています。

研究

科学 教授

A DA Atsushi

ム の研究
～ 発 化 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

発 システムの においては、
が られているため、ネット・ ロ・エネ

ルギー・ビル（ E ）の に向けて、
ルなら に ジ ールの は です。

また、 ストを考えれば の 40年の
に しないことが まれます。本研究では、

ジ ールの40年 の発 を
最大 する技術を 発します。 体的には、

の 度・ における発 性
価、 のためのペロ スカイト シ

ンタンデム の構造最 計、タンデム
の ・ 、

の 性向上技術・ 技術等に り みます。
本研究に り、 ・ のタンデム

ジ ールが され、 等への
が進 ことに り、 E が するとともに、

エネルギー基本計 に掲げられる「2050年
カー ン ート ル 」にも します。本
研究は、 立研究 発 人新エネルギー・産業技
術 合 発機構の に り、 先 科学技術
大学 大学、 学 大学、 治大学、 大学
との共 研究なら に 大学、 業大学、

大学、 大学、 業技術 ン
ターとの連携に り しています。

学 創 プ

環環境境・・エエネネルルギギーー

E

スカ ト
トップ

い
学

合わせ
い 合

構 タン

トップ
ト

ン
合

ト

は
ー ン

学 で
ス構 で
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ーワー バイオマス、 ン、 ノール

分 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

収 （ 5586644）
i ame  .  . atana e  T. atana e  . Funao a  olecular design or ph siologicall  acti e 

compounds rom lignin  o idati e degradation  Trans.  aterials esearch ociet  46  29-32 2021

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・環境を した ノ くり
・ イン カル

ンの 付加価値 発は、 ルロー
スを めた スト で進 していない

の が可能になり、地
へ できます。

研究 https://www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/

科学 准教授

KA E Keigo

分子 の カ の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

合成に り生成する 成分は、 体内でさま まな機能を たしているだけでなく、

も、 に の ール を し、 生 等に り っくりと分解・構造 し、新し

い機能を し、最 的には 2に分解され、 環しています。この 成分の生 における

れを参考に、 成分の を研究しています。

成分の生分解の基本は 分解です。生 的お 学的に分解し、機能性食品、 品

料、医 品な の イン カルとして し、バイオマスの 付加価値 を していま

す。

に、地 上に最も に する

合 である ン

の 体内 での機能を参

考にして、 ンから生理 性を

する ノールを作る研究を行っ

ています。

最 では、 的な

ノールであるカテ ンを上 る

ン分解 を ンのアル ール

合 進 分解や 価 ノール

ンのアルカ 分解に り 収

で生産できる を 立し、 れらの

研究を進めています。

学 生 学プ

環環境境・・エエネネルルギギーー
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ーワー 、 発 、 ンシテ ビテ マップ、 ー ン

分 生 の 、自 生、 の

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

ーートト おお
ンン ッッププ

ーン ー 域 ス い
ま

い 地で は ーン
は い

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

生 や自 環境を地域 の環境 と
して え、 が の を できる 、

・地 自治体・ と で持 的に 理
する みを考えていきたいと います。

管理

科学 教授

EK A Tsuneo

連する
的 産
文 等

origuchi . u ai . omachi . e ijima T. 2019 ind arm e ects on migrator light o
swans and oraging distri ution at their stopo er site. ind Energ and ildli e mpacts125-133.

pringer.

野 態学研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

E

環環境境・・エエネネルルギギーー

3
い ン ップ

学 域 学プ

な地域 である 生 の生 や進 の
解 と、 に わる研究をしています。これま
で、ト の 生 に向けた農地 生や、イ ワ
シの 環境創出を した 業な 、 内

あるいは の生 地 生に わり、
られた成 を環境行 に させてきました。

して 、 の課題として り でいるの
が、 本で 年 数が えている 発 機の

ー に が するバー スト イクへ
の です。 内でも、 記 であるオジロ
ワシを に、 年、さま まな の が

する が を ちませ 。
れを する な として され

ているのが、 の スクを える した
ンシテ ビテ マップ です。 、 スク
の い ごとに ンシテ ビテ マップの作成

を し、 れをもとに 域マップを作成し
ています。さらに環境 と連携し、 内における

ンシテ ビテ マップの を してい
ます。 年4月から 行された エネ
進 に り、 、 上 発 が大きく推進さ
れる において、 ンシテ ビテ マップを
いた ー ン は、 と 発 の共 を る

な になると考えています。

・環境 価・地域 生に わる環境ア ス
ント会社もしくは ンサルタント会社な 。

・環境行 を ・ ・ 、 産業
興上、 生 との わりが発生する行 機 。
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生 ー ウス ス

ス スト

ーワー ート ンプ、地下 、 生可能エネルギー、 年

分 農業環境 学、農業情報 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

地域における ウス において、
料の に り ストが 加して

います。生産 ストの が されており、ま
た地 スとして 2 出 の が

の課題となっている 、 料を し
ない ート ンプ技術の が されていま
す。 に 地域ではデ ロストのない

ート ンプの が されています。
ート ンプの性能向上は ましいですが、
のための 等の が課題となり
に っていませ 。
こで 地域の生 基盤として して

いる を した ート ンプ
システムを構 しました。 イ に る
ウス環境 と し、 環境の 性、

スト、 2 出 、 ストに ストを
めたトータル ストから構 した ート
ンプシステムの を 価した 、

地域において ストお 2 出
を 時に するシステムであることが され

ました。 、 ート ンプの が え
ることで、価 下や の が さ
れ、更なる 進が されています。

連する
的 産
文 等

に ート ンプを した ウス の スト 2 出 の 共 農業
2012 43 4 123-130 大 ・ ・ ・ 信

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ム 学研究 http://www.agr.niigata-u.ac.jp/ knakano/

科学 准教授

O A  hintaroh

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ス
ト

d
a

ート ンプ スト
スト

.
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.

学 域 学プ

ム

環環境境・・エエネネルルギギーー

・ お 地域の地域 性 を農
業分 から す地域
・ 産業と農業分 を 合し、環境に し
た農業 を進めたい地域

の に る ストの 。
ローカルエネルギー での持 ・ 環 。

年 環境の創出に る農 の 収。
エネルギー自 の向上、 2 出 の 。
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ま ま 生生

で 域

ーワー 生生 、環境 、 と のつながり

分 生 学、 生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

Rhinogo ius nagoyae

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 域の環境 価を行いたい自治体や環境 ン
サルタント会社な

体や 体 、環境について、あわせて
・研究を行 ことで、 を として 域

の環境を 合的に 価できます。

態学研究 https://www.sc.niigata-u.ac.jp/sc/sadomarine/

科学 准教授

DA idori

の 態

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

をはじめとする 生生 は、様々な環境
に を けながら生きています。 の 環

境は、 度や れ、 、 の 生な の自 環
境、 域の 様 や人 構造 の な の人

的な な 、 様な で します。
研究 では、 に と を行き する通し

性の を として、 や 分
な から生 の解 に り でいます。通し

性 は、 と を 生の に行き する
ため、 が生 に する環境であることが
です。 をはじめとする 数の地域での

・研究から、 と の が、 や環境に
って様々であることが分かってきました。 体

ル、 体 ルでの解 から、 々の の
生 や生 地の は、 の環境に って
することも分かってきました。様々な で れ
らを らかにすることで、 域の環境の健 性の

価につながると考えています。

a

生 学 ンター

環環境境・・エエネネルルギギーー
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ス ト

ーワー 機能性 、機能発 カ ズム、 子ス ン共

分 理 学、 科学、 共

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1. . in  . upur  . Addicoat  . Furu awa  L. hen  T. a amura  . Fu u umi  . rle  and . iang . Am. hem. 
oc.  113377  7817-7827 2015 . 

2. . Fu  . hang  T. Fuhrer  . hampion  . Furu awa  T. ato  . ahane  . ur e  . illiams  . al er  . 
i on  . e  . hu  . arich  and . orn  . Am. hem. oc.  113333  9741-9750 2011 .   な

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新たな機能性 発分
・機能性食材等を 生 学 分
・ 子が絡 だ機能性 カ ズムの解 を
でいる分 の企業とのつながりを します。

様々な のE を行な ことができま
す。 でも E や時 分解E といった
ア バンス E に り機能を解 するこ
とができます。

分子科学研究 https://researchmap.jp/read /

科学 准教授

R KA A Ko

発 メカニズムの解明
～ E R法 子 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

を す、 を るといった性 を持つ
機能性 は く研究されています。 年では、

発では、 を 収して を発生する
機能性 が を めています。これらの機能
性 の を えた 合、「 な機能
性 発」が 可 です。 たちは、「機能が

子に って発 される」ことに し、 子ス
ンを することで、機能発 カ ズム

の解 を みています。
解 の して、 たちは 子ス ン共

Electron pin esonance E にて 子
ス ン を しています。 でも

E 、 ルスE 、時 分解E と った な
ア バンス な E を することで、機能

を解 することが の です。これに り、
子ス ンの 、 子ス ンの 的 な の

機能発 カ ズムに する な情報を収 で
きます。新たな機能性 発のシーズを生み出
しています。

最 では、 に まれる 属イオン成分を
E で することで、品 や産地の いを解

することも みています。これを まく で
きれば、さま まな食 へ することが で
きます。

. . . .. . . .
agnetic ie d

im
e

Ps

- .

- .

.

.

.a

im.

agnetic ie d

s.

s.

mi.

研究推進機構 ンター

環環境境・・エエネネルルギギーー
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ス ASURAでは

ウ
で ま

ー ンで ン ス
ト ー ン で

ーワー シ ーシ ン、環境 ・ 能 、 容

分 環境 、 計 、 シ ーシ ン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

e elopment o  a porta le gamma-ra  sur e  s stem or the measurement o  air dose rates  . oto  . 
ho ugawa  . awano et al.   on erence roceedings 11  070007 2016

ntroduction o  multiple gamma-ra  detection to charged particle acti ation anal sis  . oto  . shima  . 
ugawara et al.  ournal o  adioanal tical and uclear hemistr  314 3  1707 1714 2017

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・自治体な に しては、環境 タ ン 、
容 、 子 な

・産業界な に しては、 ・ 性
を した製品 発な

的な環境 タ ン やシ
ーシ ンに る 価、 ・ 能 連

製品の 発 に が されます。

藤研究 https://researchmap.jp/jungoto

科学 教

藤 OTO un

線・ ・研究・開発
～ 発 その の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

・ 能は、 発のみなら 、医療（
ント ン 、 ス ンな ）、 業（プ
ス ックの 、 み な ）、農業（品

、発 ）な 様々な分 で たちの生 を
えるために されています。また、福 発

から10年 上が した も、 地に
はまだ くの課題が されています。 は、

・ 能の や福 の 興につながる研
究 発を しています。

発した システムA Aでは、 の
みなら も 可能です。また、 度な

ンテカルロシ ーシ ンが可能です。
容 な ・ 能を り 研

究 発も できます。
は 下の共 研究 発を しています。

【環境 】 福 発 地 自
地域（イン ）の や

の を しています。
【シ ーシ ン 連】 度 ンテカ
ルロシ ーシ ン技術を いて、 度
分 の 発な を行っています。
【 容 】 で発生した 性 シウムで

した の 容 の 発を行っています。

研究推進機構 ンター

環環境境・・エエネネルルギギーー
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所 お ータ 所 スタ ン

ット ン い

ーワー 時 、 所 、

分 時 解 、数理 計学、 学、ウ ー ット解

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

iru awa  Lee: As mptotic properties o  mildl  e plosi e processes with locall  stationar  distur ance  etri a  2244  
511 534  2020
Taniguchi hiraishi  iru awa  ato  amashita: tatistical ort olio Estimation  hapman  all  2017
Taniguchi  iru awa  Tama i: ptimal tatistical n erence in Financial Engineering  hapman  all  2007

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ に、時 に って されるデータ、と
りわけ、 な る いを す なデータ
の分 を とする な分 、等

年、時 解 の は、 学、生体
科学等を 様々な分 において されてき
ています。 の でも、 時 デルを

いた は最先 の研究 です。

解析研究 https://m.sc.niigata-u.ac.jp/ hirukawa/

科学 准教授

R KA A unichi

の 理 と の
～ 化 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

時と共に する の を時 といいま
す。数学的にはこの を つの （
数の ）の とみなします。通 の数理 計学
の は、 に 立 本に基 く理 を します。

で、時 解 は、 本が、 、 、
と いに 属しながら される、 り な
での 計理 です。

時 解 の理 と は、 性の の下で
く発 してきました。しかしながら、 的
に って されるデータが 性を ち ける

とい は 的ではなく、何らかの 性を
でいるとみなす が自 です。 研究 では、

時 と共に相 構造が らかに していく様な
（ 所 性）や の の が に っ

て り ける （ に る 記
性）等の な る いを デル し、 計的推

理 と データへの を くことを研究 と
しています。 体 としては、 下の なものが

げられます。
・時 スペクトル 度 数の 分 数 度に基
く 別 を いた 本の の

３社のク スタ ン
・ 所 イノ ーシ ンを持つ やかに 発する

についての 計 を いた 本の
ビット イン価 におけるバ ル の まりと
の時 の 別

学 学プ
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い 機 で
域 い

お ン ー ン ス
大で 3 い

ーワー 子 域分 ン ーテ ン システムの 発・

分 子 理学、 域分 ン ーテ ン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

omputing s stem at elle  e periment（ o 2013 2015  008）
onitoring s stem or the elle  distri uted computing（ . h s. on . er. 664 2015  6  062020 ）
o  monitoring on A  or elle  distri uted computing（ . h s. on . er. 664 2015  6  062023）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 域分 ン ーテ ン システムの
発・ に のある

E や が の 域分 ン ーテ
ン システムは地域の りが大きく、 本が

となって めて 界を き だものとなり
ました。200  50 000 の 界です。

理学研究 http://www.hep.sc.niigata-u.ac.jp/

科学 教授

A A AKA Kiyoshi

分 ムの 法の開発
～ の 化・ ・ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

子 分 では の 度 に いデータ
の 大、 れを 理するために とされる計

、 れを する記 領域の 大が問題と
なっており、この問題を解決するために 的な

では 域分 ン ーテ ン システムの
が となっています。
域分 ン ーテ ン システムとは、

者から るとあたかも つの 大な ン ー
タの に え、 の 、 界 に分 して
する計 機 を 理し く するシステ
ムのことです。計 機 の 理 は 理者に

ってさま まで計 機に問題があっても か
ない 理者も くいるため、問題がある 合はい
ち く問題点を発 し可能な り を分 する

があります。 のためには を自 的
に 、可 し、 の から問題を き り
にし、 へと るとい システムが となり
ます。 のとこ の なものは せ 、
自分たちで 発する があります。

、 域分 ン ーテ ン は社会イン
として していく可能性が く 的

的 の技術は が まると されます。
々は、 めて 本がホストとなった 共

elle に参加し、 域分 ン ーテ ン
システムの 発・ を行っています。

学 学プ
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ス ース ン

ーワー ノイズ 、 、 解 、 ンシン 、信 推

分 信 理、機 学 、 情報 理、 デ ア 学、社会・ システム科学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

な環境下で される ンシン データの
や推 の問題解決に り でいます。 に、
や ームデータな 信 を と

した信 理の理 、アル ズム、 技術の
研究を行っています 信 理は ンサの 理的
な 界を 役 を たします。 信 が
していたとしても、 ン ータ 理に り、

な情報を 出できる可能性があります。
本研究 では信 の分 と合成に する と

技術を として数 くの共 研究プロジ クトに
しています。 えば、 載 ー に

る 出、 計 からの の推 、
内 感 上 の 、 の

な です。この に は に ります。
信 の や推 は、 信 を 、

信 を とした数 上の連立 を解
く問題になり ます。通 は、解（ 信 ）を

に求められない 問題です。 こで、
を して信 生成 デルや デ

ル、 を し、最 理に り の解
に ります。この にス ース デ ン が
あります。もし、 データを できれば デ
ルの構 に機 学 を できます。 ンサ
の スト や な も できます。

連する
的 産
文 等

u tidimensiona onsepa a e e samp ed apped ans o ms eo and esign . . .
、 、 プロ ム（ 6066280 ）

別 、 別 別 理プロ ム（ 5112454 ）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・産業界では、製品 、 分 、医療
理な のつながりに します。

・自治体な では、 ・ 、環境 タ
ン な のつながりに します。

な環境下で ンシン された や
ームデータな の 理ができます。

に した の考 や機 学 の
についても相談に じます。

・ 理研究 http://msiplab.eng.niigata-u.ac.jp/

科学 教授

RA AT  hogo

～ の 化 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信
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ーワー マイクロ ・ 、 ン ン 、 、 ルス ア、 者 り、機 学

分 ・解 ・ デ ン 、 分解能 ータ推 、ア ー

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

スマート社会に向けて環境お 人の情報 技術
が な課題となっています。 研究 では、

通信を した 度 ビ タス ンシン
技術（データ通信と ンシン の 合）の 発を
行っています。 に、 システム
（ i ig 60 LA ）の 分解能通信

性を いた生体信 計 技術や 体 き 技
術を研究しています。この技術に り、

・ 計 、 ン ジ ス ー 、 作
別な 的 ルス ア、 者の ・ な
らしのサ ート、スマート機 や の ・デー
タ のインタ ースな への を してい
ます。
・ 信 をター ットへ し、 の

の ・ 相の時 から 体の な
を えます。 に、 通信においては、

ター ット 向へアンテナビームを容 に り
み、 域信 に り数cm 度の な

の分解能が られます。
・ ・ の 性を いた最 推 に り、

で体 の に い 度信 出を行い
ます。

・ 度な信 理に り所 成分の を 出し、
機 学 に り人体 作の を行います。

連する
的 産
文 等

通信 を いた と 計 の  子情報通信学会信学技報  T2017-55  2018年3月
ntruder etection sing adio a e ropagation haracteristics  EEE/ E E E-Asia  un. 2018

を通信 性を いた ン ジ ス ー  子情報通信学会 サイエテ 大会  -8-1  2018年9月

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ ルス ア機 ・ 機
・ 者 り・ホーム テ
・機 の 作
・スマートホームにおける ンシン

スマートホーム： 的 ルス ア、 者
の ・ な らしのサ ート

インタ ース：スマート機 や の
、データ 、 タッ スク ーン

理研究 http://radio.eng.niigata-u.ac.jp

・ ・小
～ 線 の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

ター ット

学 プ

科学 准教授

ム・ K inseok
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ス ート 研究

新潟 お

ーワー ビッ データ、機 学 、サービス品 、デ イン、 ーズ 向

分 情報通信 学、データ分 、 ンサ技術、 理、 ー インタ クシ ン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

情報通信技術（ T: n ormation and 
ommunications Technolog ）は、 や生

イン を える基盤技術として、社会に し
てきています。 研究 では、 Tをあら る産
業の基盤として すること、 して、人と

する Tのあり を ー の 点に立って
研究すること、を研究 の として えて、基
から まで く研究 発しています。

研究 の研究スタイルは の にまとめ
られます。 々が生 する 社会から ンサな

を いて様々なデータや情報を収 します。こ
れらはビッ データやオープンデータとして、ク

ウ システムな で行われる情報分 や
理に り、新たなサービス創出や の 出に
いられます。 して最 的に、これらのサービス
や が 々の生 へ ー バックされます。
この なサイクル自体を、 ー の ーズを

した上でデ インすることがスマート イ の
であると考えております。

下の は 体 の つですが、スマホを ンサ
として、 ー が感じる サービスの ルを、

ー 体感品 （ oE: ualit  o  E perience）
として 価してもらった を、 と新潟
の で可 したものです。

連する
的 産
文 等

u i hitarai  Tatsu a ama a i  Ta umi i oshi and o o amori  ongestion Field etection or 
er ice ualit  mpro ement sing ernel ensit  Estimation  the 18th Asia- aci ic etwor  
perations and anagement mposium A  2016 ct. 2016.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ りも 先行くサービス 発を考えて
おられる企業な と ーシ ンできれば
いいと考えています。

Tのシステム を考えているので、 に
い ルでの研究ができます。

ー をシステムの として考えるため、
新 のデ インに った研究になります。

研究 http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ yama aki/

科学 教授

A A AK  Tatsuya

研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

学 ス プ
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ン

ス

ーワー T、 ンサ、可 、インタ クテ 計、 農業

分 情報通信 学、データ分 、 ンサ技術、 理、 ー インタ クシ ン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

農業への T（ n ormation and 
ommunications Technolog ）の は、

に様々な で進められており、 年では oT
（ nternet o  Things）、人 能（A : 
Arti icial ntelligence）やロ ット技術の が

になってきています。 研究 でも ナシ
「ル ク エ」を に、 上 に す に

の 度 ンサを 内に し、 度
度の連 計 を行ってきました。 して収

したデータを 計的に分 した 、4 の
なる の 性に な があることを らか
にしました。これは を する 的デー
タとして、 ーカにとっても、農 にとっ
ても な情報であると考えています。

更に、 下 に す に、収 の の
品 の 価をA における機 学 を いて行

い、農 が行っている の を する
ことを 的としたシステムの 発を行っておりま
す。 トウ アの構成は 成し、 機
ルでの の を進めています。

この に、農 が できる 価で
いやすい Tシステムの研究 発を加 しなく

てはならないと考えており、 の農 や新潟
と連携しながら を して研究しています。

連する
的 産
文 等

Tatsu a ama a i  a u a i a awa  Tomohi o ugi ama and Toshita a watani  Field En ironment 
ensing and odeling or ears towards recision Agriculture  the 19th nternational on erence on 
recision Agriculture A 2017 ol.19  no.1  art X  pp.2331-2335  an. 2017.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新潟 の農業を り上げていこ と考える
であれば なたとでも連携していきたいと考え
ています。

農業への T は様々な で進められて
います。 本では 規 の農 が いので、

の な 点の研究 発が と考えており、
地 な研究 発を進めています。

研究

科学 教授

A A AK  Tatsuya

の 資 研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

学 ス プ

http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ yama aki/

ン

ス

ーワー T、 ンサ、可 、インタ クテ 計、 農業

分 情報通信 学、データ分 、 ンサ技術、 理、 ー インタ クシ ン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

農業への T（ n ormation and 
ommunications Technolog ）の は、

に様々な で進められており、 年では oT
（ nternet o  Things）、人 能（A : 
Arti icial ntelligence）やロ ット技術の が

になってきています。 研究 でも ナシ
「ル ク エ」を に、 上 に す に

の 度 ンサを 内に し、 度
度の連 計 を行ってきました。 して収

したデータを 計的に分 した 、4 の
なる の 性に な があることを らか
にしました。これは を する 的デー
タとして、 ーカにとっても、農 にとっ
ても な情報であると考えています。

更に、 下 に す に、収 の の
品 の 価をA における機 学 を いて行

い、農 が行っている の を する
ことを 的としたシステムの 発を行っておりま
す。 トウ アの構成は 成し、 機
ルでの の を進めています。

この に、農 が できる 価で
いやすい Tシステムの研究 発を加 しなく

てはならないと考えており、 の農 や新潟
と連携しながら を して研究しています。

連する
的 産
文 等

Tatsu a ama a i  a u a i a awa  Tomohi o ugi ama and Toshita a watani  Field En ironment 
ensing and odeling or ears towards recision Agriculture  the 19th nternational on erence on 
recision Agriculture A 2017 ol.19  no.1  art X  pp.2331-2335  an. 2017.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新潟 の農業を り上げていこ と考える
であれば なたとでも連携していきたいと考え
ています。

農業への T は様々な で進められて
います。 本では 規 の農 が いので、

の な 点の研究 発が と考えており、
地 な研究 発を進めています。

研究

科学 教授

A A AK  Tatsuya

の 資 研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

学 ス プ

http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ yama aki/
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新潟 ー ン

ーワー ・ 、マル エージ ント、 、 理 、大規 シ ーシ ン

分 情報通信 学、データ分 、 ンサ技術、 理、 ー インタ クシ ン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

年、 的大規 な が きる 度が え
ている に われます。 に え、 々のシ
ナ オを して な を すること
が、 々 になってきています。しかしながら、
シナ オ の人々の 行 を することは

であり、 のための を において
大規 に に行 ことは であります。 の
ため、 ン ータ上で 行 を し、様々
なシナ オを する シ ーシ ンが

されてきています。
研究 では、マル エージ ントシステム

（ A : ulti-Agent stem）を いて、
者を するエージ ントに、 理学や社会学の

点から らかにされてきた 理 を する
ことに り、 り に い でのシ ー
シ ンシナ オを した デルを研究 発して
きました。これまで してきた 理 には、

性、 性、 他性、 性があります。
に すのは、新潟 の （ eographic 

in ormation stem）データを した 合の
シ ーシ ン デルの です。また、シ

ーシ ン の として、 性の
に る発 からの 時 と 人数を し
ています。

連する
的 産
文 等

大 シ ーシ ンにおける 性 理の
と スク デル  本シ ーシ ン学会 文  ol.10  o.1  pp.17-24  ar. 2018.

本シ ーシ ン学会 ２年度学会 文

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・本研究は に自治体の に してもらいた
いと考えています。 にも だと考え
ています。

年、計 機の性能が上がり、シ ー
シ ン デルの も進 で たので、か
なり に した が可能です。

研究

科学 教授

A A AK  Tatsuya

理 の研究開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

学 ス プ

http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ yama aki/
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推 お

ター ット

ーワー ー 、イ ージン 、行 、 作 、機 学

分 ー 、マイクロ ート ンシン 、 、信 理

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

. a amatsu  . amada  et. al.  E E Trans. ommun.  ol.E99-  o.1  pp.124-133  an. 2016.
 ー に る 分解能イ ージン 技術 子情報通信学会 文  ol. 104-  o.2  

pp.66-82  2021年2月

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ りシステムや テ 、マンロ ー
シ ン 理な 人の行 に する 分
・ター ットの 別や 作 （マンマシンイ
ンター ース）等の 分

カ 等の 学 ンサの が しいエ ア
での タ ン に した ンシン です。

に きを 感に 出し、 なる 体 出のみ
なら 機 学 に る も可能です。

研究 http:// . . . /yamada/

ニ と

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

年の ー の発 に い、自 ー
にも様々な分 への が されていま

す。 に ー （ 数 信・ 数 信）に
り のみなら 、 的な の推 も可能

となってきています。 々の研究 では、 り
い 分解能を するためのアンテナ構成お

信 理 を 発し、 ない 信 子数の
まま、 的に分解能を する技術を 発して
います。

1は の79 ー を いた
内人 （3 ）の 出お 行 の

です。 品では人 を分 する 分な分解
能が られていませ が、 発 では、 じ

ー ウ ア規 で い分解能が られ、 内
域で なト ッ ン が されています。

この 数 の ー は で できる
とい 点があり、様々な への が可能で
す。 年では携 に 載し、ジ ス に
る 作も可能になっています。これは 信 の
機 学 に り されています。 ー で
は、 体の 、時 、 度、さらには
（ 度）に する情報が られます（ ２）。こ
れらを し機 学 に る 体 別・ 作
に する研究にも り でいます。

科学 教授

A ADA iroyoshi

学 ス プ
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学

ーワー ビッ データ、 、機 学 、 報

分 学、データ科学、 計科学、 地 理学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

. ida  . agenaar  T. o o ama  etection o  lu  emergence  splitting  merging  and cancellation o  
networ  ield.  plitting and erging The Astroph sical ournal  ol.752  149 pp. 1-9 un. 2012

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ データ、 に の時 データからの
度な情報 出を としている分 。
・ 等のビッ データにおける新しい

を している分 。

や相 作 を った構造の を、 な
い計 で行 ことができます。また、 い

度から、 下の 情報を 出する
ことな も可能です。

研究 E

学 ス プ

科学 准教授

DA usuke

の ズム開発
～ の解 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

である が の に 成されて
いるのか（ イナ 問題）の解 を して
います。

イナ 問題は ０年 上の 文学の問
題であり、数値シ ーシ ンと 理学理 の

から 的に研究されてきました。 で、
こで された理 デルの には、

で られる な や 構造の大 計
解 が があり、 ン ータに る自

・ が となります。しかし、これらの
体構造は、 や に る合体・分 ・ な

の相 作 を いながら時 発 するため、
の 体 では です。
本研究 では、 の な や相 作 を考
した、 的な 体 アル ズムを 発し

ています。 AXAや A Aの科学 が ・
してきた ビッ データと み合わせ、こ

れまでに されてきた理 デルの めての
が されます。また大 計解 を通して、
の1/100 度の い 度での 出性能を

成しており、 データからの理 デル も
されます。
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ーワー 時 行 データ、信 理、 感 性

分 カトロ クス、計 学、 学、機構学、人 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

通 を らし、自 に る な を
するために、カーナビをはじめとする 情

報の に加え、 ー 作 な の先進
や自 技術の が進 でいます。
で、 作する や 情報に っては、

イバの が 加する可能性や、 の
感 や 感との いも されています。

これらの新技術を り く いるために、
と人 との信 の向上が と考え、本研

究では、 行 の ンシン と情報・信 理
に りこれらを 成する を しています。

の として、 イバの連 する 行
を時 デ ン の にもと き デル

し、 性を する技術を 発しています。本
研究では イ シ ータ（ ）を いた

行 計 に って、 デ ン の 性や
出しな の 時（ ）の 出性

（ ２）を しています。
的には、 環境に して を感じる能

や 性の 価を しており、先進
の感性 価や、 者の ・ 性向上

に けた 作 への が されます。
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ータ い

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・自 に ら 、人の行 ・作業に
し、 の 性や、技能 価・技能 な へ
の を す分 やサービスとの連携を
します。

連 的な人の の 性・ 性を、
な数理 デルに り 時 シ ーシ ンし
ながら分 できます。

の ・ と の分析
～ と の ・ ～

科学 准教授

A RA Takashi

連する
的 産
文 等

行 出 、 行 出 、 プロ ム（ 2018-040255）
tud  on lassi ication method o  is  erception ased on the dri ing nowledge and eha ior

（  10.1109/ .2015.225  pp.1261-1266 2015）

学研究 http://ima.eng.niigata-u.ac.jp/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

学 ス プ
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－169－－168－

ーワー 者福祉、 合 計、 ・ ーシ ン

分 カトロ クス、計 学、 学、機構学、人 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

機 や の機能に加えて、 た やデ イン
性の 立が、 の ・ な において、

となる があります。
年、 者介 においては、 機能や

能 （ ）の 下 が課題となっており、
のための 「 介 」が 加 向にあります。
この な では、 者の ーシ ンの

持・向上と、 内の と ー
シ ンの の がありました。

これを する 計を、 企業との共
研究として し、 研究 （機構 計）と 本
学研究 （ 学 ：プロ クトデ イン）との
連携に り、 と機能の デ インを 合した

者向けト ー ン マシン（ ）を ・
計・ 作いたしました。

に、「 くもり」「 向上」な の ン
プトを 材や で すると共に、 者 や

との を らない さを えた
構造・機構 計を行いました。また、「 理な
く」「 性の い」 を するために、

のおもりを持ち上げる構造を した新たな
発生機構を しました。

本 作機を いて、 な お
価 の 立・ を進めています。 お 機

ト ー ン ン

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 者や 福祉のみなら 、産業・
等において、 等の機 と 者 理に

もと く や 機能のデ イン 合を
とする分 との連携を します。

や の と ・機能の機 シス
テムとしての を、 分 合に り 立し、
プロトタイプ製作を行っています。

・メカニズムの
～ の ～

科学 准教授

A RA Takashi

連する
的 産
文 等

生成 （ 2017-060767）

学研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信

学 ス プ

http://ima.eng.niigata-u.ac.jp/
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ーワー 情報 理、 作インタ ース、 、 ーシ ン

分 カトロ クス、計 学、 学、機構学、人 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

情報通信技術の発 に り、 ・ に加え
てさま まな感 情報を情報 ・ し ・

する技術が、 な の最新技術として
されはじめています。

に、 先で感じる 体の 感情報である
や、体 体で感じる 度や の な の体性
感 については、 的な に って生 させて

の 度を する が く されています。
本研究 では、 先に を することで、
体 に れた に感じる「つるつる」「 ら
ら」といった 感 を する （ ）

や、 情報（ ）で した 環境の き
や の 度情報から、自 の体の 度や
感 を する （ ２）を しています。

これらの情報の として、インターネッ
トを介した 地 で行 技術（ ３）
への 、 や体感情報を めた 感の

ーシ ンの が されています。
他 で、感 に する生体信 の を計

することで、 ・ との 連性を分 （
）し、 や の な につなげる基

解 も進めています。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・人の感 の と の が とな
る、産業、技能、ア ーズ ントな 、
い分 との連携を します。

技術については、 内・ の
インターネット において 可能なこ
とを しています。

の分析・ 化と R 制御 の

科学 准教授

A RA Takashi

連する
的 産
文 等

お （ 6245596 分 出 ）

学研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

情情報報通通信信
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研研究究 研研究究

機 ンター ット

学 ス プ

http://ima.eng.niigata-u.ac.jp/
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推

ー

ーワー プロ ン 、 信 トウ ア 発、 的プロ ン

分 プロ ン 理 、 ン イ 技術、 数 、 トウ ア科学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

A. hori et al.  L  in industr : a practical E  s stem de elopment  n roc. F  2014.
. eno et al.  A ull  concurrent gar age collector or unctional programs on multicore processors  n 
roc. F  2016.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ トウ アの生産性や信 性が い で
求められる トウ ア産業分
・新しい を した トウ ア 発環境
やプロ ン 技 に する研究 ートナー

の機能やデータ ースを しながら、
き でないスタイルで にプロ ムを

くことができます。 本で 発されている
本発の 数 プロ ン です。

研究

科学 准教授

野 ENO Katsuhiro

の の研究開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の 機能・ 信 プロ ン 環境の
を して、プロ ン L の研

究 発を推進しています。
L は、 数 tandard Lを ース

に、最新の基 研究で られた 上 な成
を り れて 計されている、新しい 数
です。 L の最大の は、 の 数
では しかった、 、 データ ース、

データな 、 数 の にある との
度な連携を していることです。 L を い
ることで、 で 的な記 や 理 に
ちされた信 性な 、 からの 数 の

は のままに、オペ ーテ ン システムや
データ ース、マル ア な を したプ
ロ ムを くことができます。

L 数 は、 の れた性 から、計
機科学分 の研究者に って、 理自 シ

ステムな に されてきました。 L は、
L 数 の を、エンジ アに

る のシステム 発にも げます。 れに っ
て、 トウ ア産業における システム 発
の生産性・信 性の向上に すると されま
す。

学 ス プ

情情報報通通信信
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－173－－172－

ーワー 地域課題解決、デジタル （ X）、シビックテック、 ーシ ル・イノ ーシ ン、社会イン クト 価

分 情報学・人文社会情報学、社会システム 学（ 科学）

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

自らがデータを し新たなサービス
を作る シビックテック とい 新たな り

みを研究をしています。新 ロナから
たちの らしを るため、 界 で さ
れるテクノロジーです。行 だけではできな
いス ー で、 の いやすいデ イ
ンや、 人向けサイトな きめ かな情報
発信が可能となるな 、行 のデジタル
（ X）の推進にも かせない技術です。

情報技術とオープンデータを いアプ や
サービスが 々と生み出され、 には行 と

が する で、 ロナ のサイト
に われるな 、 を めています。

の1つは、オープンとい ことです。
「オープンデータ・オープン ース」を
することです。行 が、 でも できる

し、さらに、サイトの基本 計となる
プロ ム のものが、オープンとなってい
るので、 でも 製し できます。
でもプロ ムの やバ の 作業に加
わることができます。

も つの は、「 参加 」の技術
を る科学技術にと まらないオープン

な社会イノ ーシ ンの であることです。 ッ ッ ット 新潟

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・自治体の 、行 、産業 興な 、地
域の社会課題を情報技術な 科学技術、 は社
会の みの 新で解決を 向する、地域の産
学 の皆様との連携・ を します。

・地 で ・ 立行 人等で
がある です。産学 の連携の
が で、自らも社会 業 として ーシ

ルスタートアップの 業 もあります。

と 解
～ 化と の ～

科学 准教授

RAKA A Nobuyuki

連する
的 産
文 等

本におけるシビックテック・ テ の発 内 のネットワーク 成と ode- or- apan 情
報学会 ol. 27 o. 3  ecem er 2018 208-220
（http://www.jasmin.jp/acti it / oo s/journal/pd /27-3 208.pd ）
連載 シビックテックの時 : 行 サービスの共創とスマート （ ） 時 通信「地 行 」2020 21年

研究 http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ emgt/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

シビックテックを通した共創に り、企業の
オープン・イノ ーシ ン、さらには社会イノ

ーシ ンが加 することが されます。

タ

学 創 プ

情情報報通通信信
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EHTで M87 ッ ー (EHT Collaboration)

2018 はGLT EHTは 大 い (NRAO/AUI/NSF)

ーワー データサイエンス、 ックホールジ ット、 L 、E T、ス ース デ ン

分 文学、 理学、 計、 理

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

E ent ori on Telescope olla oration  First 87 E ent ori on Telescope esults. . The hadow 
o  the upermassi e lac  hole  The Astroph sical ournal  ol.875  L1  2019

文 、 子、 「E Tに る 87 の ックホール 」 文月報2019年7月

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 分 や医療 理に 連する分 。
・ データサンプ ン 、大容 データ記録、

通信ネットワークに 連する分 。
・ 地環境に 連する分 。 ・ 文 。

研究 時には ーン ン で
を行いました。 立 文 をはじめ、アジ

ア・ の研究者と 共 研究を行って
います。

小 研究 学 https://create.niigata-u.ac.jp/staff/s /

科学 教

小 子 KO A A hoko

の
～ 解 化 の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

分が るく く の には 大
ックホールが すると考えられています。

の 大な に って スが の に い
まれるのか、また の から 出するジ ット
と ばれる く い れが の に 成される
のかを解 することを しています。 のため
に、 基 計 L の い を か
した と を行っています。

87 の 大 ックホール の様子
は、イ ント・ホ イズン・テ ス ープ E T
に る での から らかになりました。
医療 理分 で されていたス ース デ

ン の が 計データの に
され、 解 イ ージン も可能となりました。

り い解 度で 87 ックホール の
を行 ことや、 の にある 大
ックホール の にも でいます。
本研究 では、E Tのみなら 、 アジアを

めとする 界 の を った L を
行っています。 大 ックホール で き
こる エネルギー の を し、最新の

を り れながら 解 度 を るこ
とで、 の 理 解 に みます。

創生学

情情報報通通信信
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構 ウ

カン ー い

ーワー 成、 性、 子 、 、 環境下 性

分 体 理、 理、 相 子

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

. eau ois et al.  h s. e .  101  195146 2020 .
. irose et al. . h s. oc. pn. 86  074711 2017 .
. oto  . irose et al.  . Allo s ompds 693  332 2017 . 他

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ を だ 合 の 発分
・ に興味のある
・ 発生 の 計や材料に興味のある

様々な に る 成技術や の
成・構造に する 価ができます。また、
・ ・ の 合環境下における

が可能です。

子 研究 研究 http://bussei.gs.niigata-u.ac.jp/ settai/index.html

科学 教授

ETTA  Rikio

と 子 態の解明
～ ・ ・ の ～

科学 教

介 RO E usuke

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

科学の発 は、新しい理 の構 や り 度な

技術、さらには新しい性 や機能を持った

の発 な に って えられています。 に新しい

機能や を す材料は たちの生 にも に

わっています。 えば、 とい が

ロになる な が発 され、体の を

する や ア ーターカーへの につな

がっています。 たちはこの な な性 を持

つ材料 発を行い、 の が持つ興味ある 性の

について研究しています。

の す本 的な性 を理解するためには

な が 可 です。研究 では、アーク を

った き上げ や 点の 属を とした

ックス な の様々な で新 を行って

います。最 発 した新 は において、

と われる を しており、 の み

では できない新しいタイプの 体の可能性

が されています。

の性 は構成 子が持つ 子が っています。

の 子 を 的に できる ース-

ンアル ン は、 の 子 として

出されます。カン バーを いれば、0.1mm

度の 料でも 可能です。 々の が す

性 と 子 を理解することで、 り機能性を

めた 発が可能になります。

学 学プ
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発生技術の とつ ー イ ン アンビル ル

A を いた 構造解 X （ ）と
料の （ ）

ーワー 性、X 構造解 、 性

分 性 理

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

. Leng  A. hmura  L. . Anh  et al.  ournal o  h sics: ondensed atter 3322  025603 2020 .
A. hmura  . iguchi  T. chiai  . anou F. shi awa  et al.  h sical e iew  9955  125203 2017 .
A. hmura  . atsu awa  F. shi awa  et al.  pn ournal o  Applied h sics 5566  05F 04 2017 .

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ を いた 価 だけでなく、 たちの
研究で 可 な 発発生生 ルルのの 計計・・製製作作
に興味のある分 の企業の な 。

下での 構造解 や 性
の 価が可能であり、発生 域は ルの

ットアップで できます。 学 をもつ
ルでは 下での も可能です。

https://www.sc.niigata-u.ac.jp/sc/res/intro/ igh ressure.html

科学 准教授

子 O RA Ayako

・
～ 態の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

荷重

ダイヤモンドアンビル：
加圧面の面積により
圧力発生域を変更できる
一般的なアンビルサイズは
最大径~3 mm, 高さ~2 mm

金属ガスケット
穴をあけて試料室とする

硬度の高いダイヤモンドを
用いた圧力発生セル

光学的に透明なため様々な
手法でその場観察が可能

に を加えると 子 が し、い
れ構造相 や 子 を き こします。
々の ループでは、 の や構

造相 を に、 な である 性の
価やX に る 構造解 等に り
下で生じる様々な を 性と構造の から

ています。 は、 性研究にて される
的な ルの つ「 イ ン アンビル

ル A 」 上 と A を いたX 下
の です。本 ルでは数 数 の

発生が可能です。
、 はあら る研究分 で されて

おり 、 の ・発生 も様々です。
発生技術は、「 の体 」とい

にシンプルな ですが、 ・材料の 価
から新規 の創生まで での が可能で
あると考えられます。

本 学会ホームページ り：
https://www.highpressure.jp/pro ile/outline.shtml

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

学部 学プ
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シ ンウ ー の 子

ーワー 体シ ン、 子 、 、 性 数、 子技術

分 性 理、 理、 体 理、 相 子

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

T. oto et al. . h s. oc. pn. 7755 2006  044602.
. itsumoto et al. . h s. oc. pn. 8833 2014  034702. 他

5008423 、5204415 、5276347 、6291797 他

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・シ ンウ ー ーカー
・ 体デバイス ーカー
・ 計 や 性 数等に興味のある

ーカー

・ ・ 下での が可能
です。また、 性 A デバイスを
いることでウ ー の 領域を するこ
ともできます。

子 研究 研究 https://www.sc.niigata-u.ac.jp/nemoto/index.html

科学 准教授

NE OTO uichi

法 の
子 ・制御の 開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の 体デバイス製造には、ナノ ルサ
イズの である イ や 出 な を

度に したシ ンウ ー が いられてい
ます。これらの の 成にはウ ー に
ごく かに する「 子 」が を す
ことが分かっていますが、 子 の に基
いた 価は産業界では していませ 。

相 では に を さ
せ、 の の を7 の 分解能で する
ことで の 性 数を決 できます。 子
が すると、シ ンの 性 数が で 度
の 数に して する ト が きます。

の ト は 子 度に して大きく
なります。 たちは 業 のシ ンウ ー

に1012 1014 cm-3 の な 度で
する 子 の に 界で めて成 しま
した。 に、 T に いられる ロン 加シ

ンでは研究が進 でおり、 子 度の
価が可能となっています。

業 のシ ンウ ー に する 子
を ・ 価し、 成やデバイス製造に
ー バックすることで、 子 や

を した ウ ー の 発や、 体デバ
イスの 性向上に できると されます。

科学 教

AKAT  itsuhiro

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

学 学プ

発生技術の とつ ー イ ン アンビル ル

A を いた 構造解 X （ ）と
料の （ ）

ーワー 性、X 構造解 、 性

分 性 理

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

. Leng  A. hmura  L. . Anh  et al.  ournal o  h sics: ondensed atter 3322  025603 2020 .
A. hmura  . iguchi  T. chiai  . anou F. shi awa  et al.  h sical e iew  9955  125203 2017 .
A. hmura  . atsu awa  F. shi awa  et al.  pn ournal o  Applied h sics 5566  05F 04 2017 .

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ を いた 価 だけでなく、 たちの
研究で 可 な 発発生生 ルルのの 計計・・製製作作
に興味のある分 の企業の な 。

下での 構造解 や 性
の 価が可能であり、発生 域は ルの

ットアップで できます。 学 をもつ
ルでは 下での も可能です。

https://www.sc.niigata-u.ac.jp/sc/res/intro/ igh ressure.html

科学 准教授

子 O RA Ayako

・
～ 態の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

荷重

ダイヤモンドアンビル：
加圧面の面積により
圧力発生域を変更できる
一般的なアンビルサイズは
最大径~3 mm, 高さ~2 mm

金属ガスケット
穴をあけて試料室とする

硬度の高いダイヤモンドを
用いた圧力発生セル

光学的に透明なため様々な
手法でその場観察が可能

に を加えると 子 が し、い
れ構造相 や 子 を き こします。
々の ループでは、 の や構

造相 を に、 な である 性の
価やX に る 構造解 等に り
下で生じる様々な を 性と構造の から

ています。 は、 性研究にて される
的な ルの つ「 イ ン アンビル

ル A 」 上 と A を いたX 下
の です。本 ルでは数 数 の

発生が可能です。
、 はあら る研究分 で されて

おり 、 の ・発生 も様々です。
発生技術は、「 の体 」とい

にシンプルな ですが、 ・材料の 価
から新規 の創生まで での が可能で
あると考えられます。

本 学会ホームページ り：
https://www.highpressure.jp/pro ile/outline.shtml

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

学部 学プ
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ー ン ート

ーワー 生体 、 、 こ ー ン、 製 、ステン ス製

分 生医学、 生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

マイクロ ターン ー ン ル作製 ステン ス製 ール （ 2021-054133）
ー ン ル作製 材料 （ 2018-145182、 2020-019627）

u u i A  umi et al. ci ep. 10 1 : 2219231  2020.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・本製品の への に興味のある企業。
・製品の 理を して行える企業。
・ ターン した ー ン へ 上 基

成分を構成させる技術を持つ企業。

本研究は クロン ルの バターンを
ー ンシート に付 する技術 発から、

製品を する体 まで 体 しています。
また、様々な ターン に 可能です。

学分野
https://www.niigata-u.ac.jp/news/ / /

学 教授

 Kenji

学 教

子 K  Ayako

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

の開発
～ の 化 化 ～

の の （ き、 ）には、が 、
先 性 やインプ ントな の治療の 的で、 や

（ を せてきて、 いあわせることので
きない 創）ができることが なくありませ 。こ
れまでの 的治療 として自 ・
が いられていますが、新たな ができることが課題
です。自 に わる新たな人 生体材料の 発は、

者や医療 者が するこの課題解決に つき
ますが、 の の を治す 的で 発された生体

材はありませ 。
本研究ではこの課題解決のため、バイオ テ ク

スの 点から ト の 合 を し
たマイクロ ターン（ ）構造 を、 大
学ナノ イ 創新研究機構、 学 会社、
会社 機 作所、 会社ナノ・ インズ、と
の共 研究に り、 、 、 価な材料である

こ ー ン製 材に させる技術を共
発し、 をマイクロ ターン した 材の作

製に成 しました（ ２）。
このマイクロ ターン構造の は を い

て みですが、生体 したマイクロ ターン構
造が に上 と創 治 を 進するとい に

する医学的 を、 大 を いて推進 で
す。

の が されることで、さらにこの技術基盤
を に、様々な トの 構造に したマイクロ
ターンを作成し、 への が されます。
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ーワー ・ ・ ンク ートの 、 ・ な の生 食品、 、発 食品な の 理、農産 ・ の 理

分 ンサ・マイクロマシン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

で、分 ルの 価が可能な ・
の 学 ンサ技術の 発を進めています。

子 を とし、 での 的な を
A に せる時 が つつあります。 のために、

ではわからない内内 のの 理理・・ 学学的的なな のの
ががでできき、 のの にに すするる でイ

ジン も可能な 価な ンサを 発しました。
の をあげると、 の いや 、
の 出な ができます。 出 のス ー

ルは、1 ルの クロサイズから、 イプ
インや な のマクロサイズへ できます。
また、本 ンサは、 度な技術を と わ
に 品て構 できます。 って、 価で
性の い製品とすることができます。

されるマー ットの を 下に記します。
・農業・食品加 業（ の り、 な ）
・ 、 の （ 、農業の の 理）
・ ンク ート（ 、 まり 合、 ）
・ 食品（ 度、イオン 度）
・ 、 （健康 の ）
・ 、 の 理（上下 、機 ）

ット ト

ン

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 度な品 理で付加価値を めたい、
のマー ット に向けて 研究をしたい、
または に学生さ の 研究に したい
企業・自治体との ができれば幸いです。

体あるいは 体を した について、
性が い技術であり、システムとして 価

な構成ですみます。また、生産 に大きな
をせ に研究 発を進められます。

理・化学 態
メ

科学 教授

A E Takashi

連する
的 産
文 等

マル ンネル ンサ（ 6003237 ）
体 度 ンサ（ 2015-222372）

、 他、 発 を いた 体 度 ンサ、 学会 文 E、135、210、2015

学研究 http://mems.eng.niigata-u.ac.jp/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 機 ス 学プ

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料
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ーワー 機 、 学的 性、タ ンサ・デバイス、タ 、マイクロ・ナノ

分 ンサ・マイクロマシン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

タン合 、タンタル、 オ や デンな
の 属や ス・ ックスな の材料

の 加 と ンサ・デバイスへの 研究
を進めています。

E 技術の 体は、シ ンの ンサ・デバ
イスですが、機 ・ 学的に 性の 点では、
シ ンでは できない な もたくさ
あります。 の をあげると、 な が

えられる ンサや り し するマイク
ロ・ナノ な があります。

本研究 では 属を 加 可能な アシ
スト 性イオンエッ ン を考 し、
のの なな 属属のの 加加 がが可可能能になりました。本
技術では、 的に 価で く している 行

性イオンエッ ン に 品を り
付けるだけで、 性能 することができます。

されるマー ットの を 下に記します。
・ ・ ンサ（ 、 下 ）
・ スイッ （機 、 的 性）
・マイクロ・ナノ
・ 食性マイクロ
・バル 、 ンプ（ 食性、 ）
・ ンサ、 子

ン ス生

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新分 の に向けた 、企 研究をお考
えの企業の 、または に学生さ の 研
究に したい企業・自治体との ができれ
ば幸いです。

まだ、マー ット がこれからの新分 です。
加 ・ お 技術が やくカタ に
なりつつある です。アイデアや 技術

で大きな発 が されます。

の

科学 教授

A E Takashi

連する
的 産
文 等

プ ズマエッ ン （ 2014-180272、 ）
. amada  . inami  . ohgawa  and T. A e  e iew o  cienti ic nstruments  86  045001  2015

（Editor s hoice に ）

学研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 機 ス 学プ

http://mems.eng.niigata-u.ac.jp/

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料
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－181－－180－

カン ー

タン ン

ーワー E 、 マイクロマシ ン 、マイクロカン バー、 ンサ、バイオ ンサ

分 ンサ・マイクロマシン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

様々な ンサに が できる 構造（マ
イクロカン バー）の作製を、 E 技術を
いて行っています。マイクロカン バーは
が された構造で、 の 加や の に
りたわみが生じます。このたわみ を、 の上
に 体 成した み ージ や
に り 的に します。大きさは0.1mm
1mm 度が可能です。

この な構造は 的に基 を 通加 して
作製しますが、 たちは のみの加 （ マ
イクロマシ ン ）で行っており、 り作製プロ

スが で ストです。また、 の
ーテ ン や機能性 の付加を行ったり、
で構造を したりすることができ、さま ま

な に できます。
として、マイクロカン バーを で

したマイクロ ンサ ップ（別 参 ）
や、マイクロカン バーの上に、 と 様
の人 の （ ーム）を したバイ
オ ンサ ップの研究を行っています。このバイ
オ ンサでは、 的な を いたタン ク

出 と なり、 や 学 が で、
・ ・ スト が できます。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ な ・ の計 や、機能性 の付
加に る 学的・生 学的な が可能ですの
で、製造分 から医療分 まで く を

します。

マイクロカン バーのサイズや 、数、
な の 計は に じて様々に 可能

です。作製は研究 の で可能ですので、
価に研究 発を行 ことができます。

学研究

カ メカニカ
～ ・ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

Chip  

Liposome-A  interaction  

イ ロ ン ー

ー ン 作⽤
ー

ル

http://mems.eng.niigata-u.ac.jp/

学 機 ス 学プ

科学 准教授

O A A asayuki

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

連する
的 産
文 等

T. Taniguchi  . ohgawa  . oda et al.: iotechnol. ioeng.  ol.117  o.8  pp.2469-2478 2020 .
. ohgawa  . irashima  . oma et al.: ensors and Actuators A  ol.186  pp.32-37 2012 .

、 他: 学会 文 E  ol.139  o.11  pp.375-380 2019
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－183－－182－

ーワー プ ズ ン、バイオ ンサ、 シ ルデバイス、 機 、 ス ンサ

分 子デバイス、 機・バイオエ クトロ クス、 機・バイオ ト クス

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

々は に、 属 に する
プ ズ ン を いて、 機 ・デバイスの
感度 価技術の 発を行っています。また、
プ ズ ンの に り大きく められた 界

を した、 機デバイスの基 ・
研究を推進しています。これらの 体的な
としては、 機 、ウ ア ル 子

デバ イス、バイオ ンサ、 ス ンサな に
ります。
また、 々はマイクロ を いた

プ ズ ン共 （T ） を基にしたスマート
ンで 出可能なプ ズ ックバイオ ンシ

ン システムの 発を行っています。スマート
ンの LE を として、 カ を

出 として いたT ンシン システムの
構 に り、 な に る健康 を 的に

でも行える しています。
に す に、スマート ンに ンシン

を り付け・ り しが可能な シ ルプ
ズ ックシート/スマート ン 体 シス

テムの構 を行っています。スマート ンに
に が可能となる を、 ーテ ン

基 として いたプ ズ ック ンサーシート
を しています。

ン ー せ で
せ

ス ート ン ン ン ス

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・バイオ ンサ、生体 ンサな の 感度
ンサ、 機 な の 機デバイス

な 、 シ ル 機エ クトロ クス分
の を されている企業を します。

な健康 ック、環境エネルギーの
な が可能です。 体的には、・ ンサ ・
生 ・ウ ル ンサ ・農業

ンサ ・ ンサ 等への です。

科学 教授

A A Akira

連する
的 産
文 等

「 プ ズ ン共 ンサ 」（ 2017-226029）
「基 時 出バイオ ンサ、 、基 時 出 、お 、プロ ム」（ 2014-19169）
「 デバイス」（ 5920734 ） 「 カルバイオ ンサー」（ 5181386 ）

・ ニ 研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 プ

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

ズ ・ と

http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ ja.html
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－183－－182－

ーワー 合材料、 子、カプ ル、 ・界 、分

分 合材料・ 界 学、構造・機能材料、ナノ材料 学、 学・プロ スシステム

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

マイクロカプ ル マイクロカプ ルの製造 、 に、 料 料の製造 （ 2018-176047）
ッカ ン 子 の製造 、 に 体内 子（ 2018- ００３ ）

マイクロカプ ルお れを いた ックスの製造 （ 2018-034092 ）
ッ マーからなる 成 成 品（ 2016/204272）

料 マイクロカプ ルの製造 （ 2012-139658）
マイクロカプ ル（ 2009-108167） （ 他 ）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・医 農 、 品、食品、情報 記録材料、
子材料、 材料な 様々な分

・ の 材を したい、新規スマート材料
を 発したいといった企業

あら る分 と共 研究の があります。
分子からの 計とは なり、 の 材をも

とに様々な機能を発 する新しい 付加価値材
料の 発が可能です。

子研究 http://capsule.eng.niigata-u.ac.jp/

科学 准教授

TA  oshinari

・ カ の と 開発
～ 化 カ 化 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

お 構 合

カプ 機

カプ

カプ

ト ー

ト ー 機

ト ー

学 学 ス 学プ

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

本研究 では、新規 合 子の 製と、 の
合 子の 材への 合・ 合 な に る
の 材の なら にこれまでにない 様でか

つ新しい機能を した材料の 発を みています。
合 子は 数の 材からなる 子の

で、カプ ルも の つです。 合 子は、
「構成する 材の み合わせ」、「サイズ（nm

オー ー）」、「 」お 「内 構
造」（ ）に り、機能が なります。 えば、
内 した成分の ・ 、 出 、 体 な

の きを1つの 子に することもできま
す（ ２）。この な 合 子は別の 材と

み合わせることに り、 なる 材 の み
合わせとは なり、新しい機能を 様な カ ズ
ムで発 するこれまでにない材料を創生できます。

この な 合 子は に い分 で
されており、 なとこ であれば、 機 ト
ナー、 子 ー ー、ノーカー ン 、
品、 、 な があります。 えば、

を内 したカプ ルを な の 材と み
合わせることで、 に自 機能を持たせる
こともできます（ ３）。
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合 ー

WASSR い 合 Li2SiO3

ーワー ナノ 子、機能性 ックス、 、 、 性

分 機 学合成、 体、 ウムイオン 、 機 料、

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

的な ックスの合成 として合成プロ
スが に で、かつ ストである 相

が いられています。 相 は 的に1000
上の 理を することから 成に る
子成 が けられ 、ナノ 子の合成には し

ていませ 。 のため、ナノ ックスの合成
には、 での合成が可能な が いられる
ことが いです。 では に可 な 料、
また生成 に して相 的に の を いな
ければならないことから、 的 を るまでに分

や 等の くの 作を行 があり、製造
ストの 大が けられませ 。

研究 では、新規に 発した ater 
Assisted olid tate eaction A を

い、Li2 i 3、Li o 2、 i 4や aTi 3な
の 性の い機能性 ックス材料の合成に
成 しています。 A は、 合した 料に

の を 加し、220 下（ くの 合に
は から100 下）で させる ック
ス合成 です。 体や 材料、 な

に る材料の合成に成 しており、 の 数
は50 を えています。合成時に を せ

、 合成の な可 な 料を としない
ため、合成 ストを に えることができます。

連する
的 産
文 等

etermination o  the cr stal structure and photoluminescence properties o  aEu1 d o 4 2

phosphor s nthesi ed  a water-assisted low-temperature s nthesis techni ue   Ad ances 
7 40 :25089-25094 2017

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 機材料を ーカー
・ナノ材料を ーカー
・ 機 や 属とのナノ ン ジットに興味の
ある ーカー

の合成 と き えることで、製造 ス
トの大 な が まれます。 られた

ックスは い 性を持つことから、
ックスの合成 として です。

化学研究

科学 准教授

TODA Kenji

の 法

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 学 ス 学プ

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

http://mukiken.eng.niigata-u.ac.jp/
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－185－－184－

ーワー 生 材料、 材料、分 、生分解性プ ス ック、相分 、 分 プロ ス

分 生 材料 学、生 学 学、分 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

分子を することに り、 を し
た分 材料や生体材料の 発を しています。

には 分子 の相分 を いた
「相分 」を っています。 や 度を

させることに り 様な 構造を作製で
きます。 体の 性を する連 の 構
造も作製できます。

に いる 分子としては、 に生分解
性プ ス ックを いて研究 発に り でい
ます。 な の生分解性プ ス ックは環
境に しい 環 社会のための材料として さ
れています。 の生分解性プ ス ックは生体
内でも に分解・ 収されるため、医療材料に
も されています。 タク ル ル
（アク ル ）な 、生分解性プ ス ック

のプ ス ックや、 ン・ トサンな の
分子 の にも り でいます。
を すると、 ロ シア タイトな の 機
機能性 子との 合 も可能です。

発した 材料は、 に まり成分
とともに ン スト（ ） 理できる生分解
性 ルターな の分 材料や 生医療 の
生体 収性バイオマテ アルへの が考えられ
ます。

生 プ ス ッ

合

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・連 を する 分子材料の を
す分 。

・ 体の な の 子の 分 プロ
スの研究にも り でいます

相分 を いた 分子材料の
発と に り でいます。生分解性プ ス

ックの を して医療材料の 発や
持 可能な社会への を しています。

分子 ・ の開発と
～ 分 ～

科学 教授

明 TANAKA Takaaki

連する
的 産
文 等

の製造 （ 2008-132415）
デプス ルター の製造 （ 2011-194325）

ンシートの製造 （ 2013-220328）

研究 http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ tctanaka/top.html

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料
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－187－－186－

ーワー バイオ テ ックス、ナノマテ アル、 ンサ・アク エータ

分 分子材料科学、バイオ テ ックス（生 学学））

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

io-T を した 分子 ルバイオ アクターの 発  分子 文 70  7  331-336 2013 .
バイオT を した 合 性 分子の作製とバイオ ンサへの  材料 技術 60 3 159 -163

（2015）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・持 可能な社会を するための技術 を
している産業界

・新しい くりや イ スタイルを して
いる自治体等

ノ くりに「ものがたり」を ウンロー
させた新規デバイスの 発ができます。

機構 が するバイオ
テ ックス製品の 発ができます。

研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 ン

機構 学 ータ

A
/ c

m
2 

mM

http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ yamauchi/

科学 教授

内 A A  Takeshi

学 学プ

の 学 の ・開発
～ 発 ～

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料

持 可能な社会の構 には自 、 環境
、バイオマス な を考 する があり、
エネルギーで に機能する材料の創製が
可 となっています。自 の みに学 で、

『 ノ くり』をすることができれば、 ・
性能な生 機能を り れた製品の 計・ 発

が可能になります。さらには、 いがけない生
の みと することで、新たなアイデアを発

することができ、持 可能な社会で 可 な技
術 を することが できます。

々は、バイオ テ ックスと ばれる「生
の みを り れて、 学 に する
」に り、生 の感 と 様の機能を す

る ンサお アク エータを 発しています。
発発ししたた ンンササおお アアクク エエーータタのの はは、、

ナナノノママテテ アアルルをを すするるここととでで、、 ささいいイインン
ププッットトをを にに ここととでで、、 ししたたデデババイイススがが
大大ききななアアウウトトププッットトをを らられれてていいるる点点でですす。。

生 は な みの なので、 の
みに学 だ ンサ、イ イの 機構に学
だ や人 、生 の 機能に学 だ

、 で を 分ける ンサの 計・
発な にわたった材料 計・ 発を し

ています。
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－187－－186－

ーワー タン ステンカーバイ （ ）、 めっき、 ス 、 プロ ス

分 機 材料学、材料 度学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

タン ステンの に り られるタン ステ
ンカーバイ （ 下 と 記）は、 い 度お

性を することから、 合 や
材料として いられています。 な成

として、 、 、のい れか
が げられますが、 に しては 成 ・
性能 や に が、また に

しては 時の 相 成・ 、と
いったデ ットが します。

研究 では、 で な 成が可能な
めっき と、 相を 成しない 域（

900 ）での ・ ・ 成が可能
な ス を み合わせた、新規 - i

成プロ スを 発しました。
このプロ スの ットとして、めっき 成、

めっき や ス といった
ータを することで、 成される - i

さや を に じて最 する
ことが可能な点です。 度は通 の - o

合 を上 る 1700 度であり、また
性 価においても - o 合

と 等の が られており、 材料や
材の としての が されます。

ス 合
プ ス

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ - o 合 の 分 （ 、
品、 ）に 連する ーカー

相 お
のい れも 可能な 域 900

における 成プロ スであり、なおかつ
- i での が可能です。

-Ni の 開

科学 准教授

O K  otofumi

連する
的 産
文 等

大 基   : 合を の 成お 機 的 性 価  材料 技術  59 3  29-39 
2014.7

度・ 性 材（ 出 出 2020-187486）

学研究 http://mohki.eng.niigata-u.ac.jp/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料
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開発中のブリッジマンアンビルセル (～12万気圧)

ーワー 、 性、 、 相 子 、 成

分 相 子 、基 性、 、

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

T. a ano  et. al.   h s. e .  79  172507 2009 ..
「Thermal and Electronic roperties o  are Earth ompounds at igh ressure」  hap. 252  

and oo  on the h sics and hemistr  o  are Earths  . wato o et.  al.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 性研究
・食品、 子な への
・ 下に える材料お 構造の 発
上記に興味のある は

研究 では、 料作成から 下での
性 を して行っています。 年では
下で「 」を 料に てるためのサ イ ア
ンビル ルの 発も行っています。

野 研究

科学 准教授

野 NAKANO Tomohito

の と 発 開発
～ の 研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

度に って の が わることは く
られています。しかし、 に っても が
わることをご じでし か。 えば、 は
100 でも2.5 上では であり、

で 性体である は15 上で
を します。 クロの で ると、 におけ
る 子の りの 子の性 は、 の 子の 子と
の の なり 合に って 的に します。

は 子 を ントロールし、 子の性
を させることができます。

子 のクーロン が い 相 子 と
ばれる では、 で を すもの

が、 に って され が発 すること
が 々あります。これは 理 で できるも
のとは り、 子の自 度を 介とした新しい

です。この に 性研究にとって はも
はや かせない ールとなっており、 研究 で
は に 下で 度に い 度までの
性 に る 性研究と で の い

発生 の 発を行っています。
また、 に 属や を だ 属

合 を に 性研究を行っていますが、
は 学、生 、食品分 でも が可能であり、

様な共 研究、 発を しています。

圧力をかけて縮める

軌道が重なるギリギリのところ
で面白いことが起こる

伝導電子

局在電子(d,f電子)

非BCS超伝導
非フェルミ液体状態など

局在電子の軌道が重なり
結晶中を動き始める

ミクロの目で見た結晶中の電子のイメージ図

常圧では原子核にとらわ
れていた局在電子を・・

E

学 学プ

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料
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お で ま い
は い
新

ト
ン

ーワー 性エ ストマー、 性材料、 性 、 分子 ル、エ ストマー

分 トマテ アル、 分子 ル、 分子、 合材料、 分子 性

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

性 性体と の製造 （ ２０ ２ ２２ ）
可 材料（ ２０ ）

クッシ ン （ ２０ ０２２０ ）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 性 トマテ アルの は れ
マット、 ム、 の ーム機までさま
まです。 を す企業を します。

、 、 学 に り 性が 的に
わる ト材料の材料 計、 性 価（

学・ ・ 性）ができます。

研究 http://mitsumat.eng.niigata-u.ac.jp/index.html

の ・ ・
～ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

で 体の らかさを自 に ントロールで
きる材料、可 性 トマテ アル（ aria le 
Elastic o t aterial）を 発しています。

研究 ではこれまで、 に して 性
が 的に する材料「 性 トマテ アル」
を 発してきました。これは 分子 ルやエ ス
トマーな の トな材料に 性 子が分 さ
れた 合材料です。 を けると、プ
ンの さから プ ス ックまで えることが
できます。 性 の は500 。 界最

ルです。 で 性が するこの な
は 性 （magnetorheological 

e ect）と ばれています。 性 を
り い で、 り大きく する材料の 発を
進めています。

とつの材料で らかい 、 い を作る
ことができるので、 を できるデバイスが
作れます。 えば、 れた 所で 術をするとき、

な の さを えることができれば です。
また、 体の さが われば、 や の

ー が します。 を えたいときにだけ
えられる 材な に できます。

学 学プ

科学 准教授 ・ 研究 研究教授

T ATA Tetsu

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料
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ーワー 数、 子 相 作 、 （ ）構造、タン ク 、 分 数

分 学 理、生 理、 トマター 理

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

Y. Nakamura, A. Yoshimori, R. Akiyama, Journal of Molecular Liquids, 2 , 85-88 (2014).
Y. Nakamura, A. Yoshimori, R. Akiyama, T. Yamaguchi, The Journal of Chemical Physics, 14 , 124502 (2018).
Y. Nakamura, A. Yoshimori, R. Akiyama, The Journal of Chemical Physics, 1 4, 084501 (2021).

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ナノ 子や生体分子の に興味のある
研究者、企業の
・ 数な の 性計 ーカー

子 りの 分子の 度分 （ 分
数）が分かれば、 な計 に って 数
を もることができます。

化学 理学研究 http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ human/

科学 教

NAKA RA uka

子の の 法
～ と の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

に けた 子は ウン に って
を き っています。 子の きやす

さを す 数は の 子の大きさや の
度に することが られていますが、ナノ ー
トルオー ー 度の さい 子の 合、

子との相 作 な にも を けるため、
の に決まるか分かっていませ 。 の理解は、
ナノ 子の での の な 新 材の
発において です。

たちはナノ 子の 数が （ ）
構造と ばれる 子 りの 分子の 度分 に

することを理 的に らかにしました。
構造は 子 の相 作 に って決まります。

、 の な構造が 数に を える
のか、構造と 数の について な研究
を進めています。

本研究で られた は、新しい分 技術の
発にもつながります。これまで、 数から
子 を する技術はありましたが、本研究の進

に って、 数から 構造を られ
る可能性があります。 構造は 子の 性を

する な情報です。 えば、ナノ 子であ
るタン ク の 構造は、タン ク の構造

性や機能な に しています。

お
は 構 ま

学 学プ

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料
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ン ン ン

ーワー 性分子 合体、 ロイ ・界 科学、 トマテ アルズ、ナノサイズの ・ 子

分 ・界 科学、 ・ 分子材料、 ロイ 科学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

成 お 料（2000-256132）
界 性 上げ の機能発 の （「界 性 の 、 い 」技術情報 会 2019 ）

ト ンデ ーと 料共 下における 発 の解 （新大 学 8 ２ 2015 ）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・分 にはこだわりませナノ 材に ら 、界 科学的な 点で
できる であれば、分 や を問わ 何に
でも興味を持って り みます。

学研究 E  

科学 准教授

NAKA RA Ka uyoshi

の ・ の
～ の 化 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ナノ ートルからマイクロ ートルサイズの
子が 体 に分 している を ロイ といい
ます。 や な の や、食品、医 品、

業製品な ロイ は たちの の りに く
して、 たちの らしを かにしています。
たちは「分 である 子や分子 り しし大大

ききいい 子子」として ロイ を考え、 学の
としての ロイ について研究を行っています。
して の を クロな 点で らかに

することを しています。
研究 として ナノバ ルの 成について
ます。 マン ンを とし、
を分解して を発生させる は、 学 理

科で学 ますが、 マン ン にテ ロン
のナノ 子を付けておくと、発生する スの
大きさがナノサイズまで さくなります（ ）。

本研究で 成した ナノバ ルは、通 の発
生 りも い 性を持ち、 （
ン ルー）の分解 では通 の３ もの 性
がありました。

にナノサイズの を作るには大がかりな
（機 ・ ）が になりますが、

本研究では、テ ロンナノ 子を 加するだけで
に 成する を 発しました。

/

/

学

ナナノノテテククノノロロジジーー・・材材料料
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合

合

ーワー 材料、 合、 、 、 付

分 材料加 、 ・界 、 、 計

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

材料を 合する技術は、機 の 立や新たな機
能材料を創出するために くことのできない基盤
技術として しています。 研究 では、 属
材料をはじめ、 属と ックスな の材料
合に 連する研究の他、 合体の や材
料 理な 材料 合に わる様々な研究を
行っています。

の として、 を した 合技
術の 発研究を行っています。 合は、材
料 を で させることで界 の
を り いて 合する技術です。材料を かさ
（ 相 合）に 時 合することが出 ます。
に、 や 品のス ット 合で を発
します。また、 合と じ に、 付
やは だ付時の 合 に を えること
で、アル や タンな を ックスを い に

合が可能です。
製品の 機能 や スト ウンを するため

には、様々な材料を み合わせて（ 合して）
する「マル マテ アル 」が とされてい

ます。 を した 合技術は、マル
マテ アル を 成する材料 合技術の つとし
て されてます。

連する
的 産
文 等

合における相 の解 （ 学会 2014  ol.83  pp.204.）
と5052 アル ウム合 の 合 の解 （ 属  ol.53  2015  pp.448）

esidual tress Anal sis ased on Acoustic and ptical ethods（ aterials  ol.9  2016  o. 112）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・自 品、 機 品、 子 品をは
じめ、 加 、医療機 分 な 、もの く
りにおいて 合に わるあら る企業とのつな
がりを します。

合に わる クロ/マクロ 、問題を、
材料 解 や可 やシ ーシ ンな
技術を して解決します。

研究 http://joining.eng.niigata-u.ac.jp/

科学 教授

A AK  Tomohiro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

合プ ス ー ン

学 機 ス 学プ

製製造造技技術術
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い 域 は い

機 お

ーワー ー 、 可 、 計 、 の解 、 ー テクス

分 機 、 、 、 体 、 ー ー

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

1は の と解 度の で、解
度を上げると が くなることが分かります。

この にとらわれないのが 研究 で 発した
ー です。 領域計 が なの

は、 2 a に す い に分 する
を するためです。ここを通して や が

わり、 が発生するので、機 品の性能向
上を る上で に大 なのですが、 は と

されていませ 。 々は、 ー
を い の を可能にしました。
2 c に ス ットと ンジを します。
ス ットは ンジの と するこ

とが求められますが、 は加 に り
2 d に す に れているとこ が られま
す。この を基に 計 更をすれば れ
を することが可能です。また、 2 は、

合 の を ー 計 で した
です。 計 は の で可能ですが、 1
に したとおり が いので、 はこの計
の の しか計 することができませ 。

この に 計 を行 ことで、機
の性能向上を ることができます。 計 は

研究 が している ですが、 度が
いので、興味のある に してもらいたいです。

連する
的 産
文 等

ー 計を いた の計 （ 6327641）
の 計 （ 5748414）

ー に る のナノス ール計 、 学会 81 7 （2015） pp.699-704

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ で しているけ イマイ
の本 が分からないとお りの 。
・機 の 分の を りたい、ある
いは を したいと考えている 。

く した ー を って 学 の
400 い領域 が可能です。

上記の い領域にわたり、 からナノ
ルの計 が可能です。

研究 http://tribo.eng.niigata-u.ac.jp/

科学 教授

N TTA sami

野 と
～ ～

科学 准教授

介 T K A A osuke

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ス ット

ッ ン

( お
大

ス ット ン

学 機 ス 学プ
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ー

ーワー ト イ ロジー、 、 、 ー 加 、

分 ト イ ロジー、 計 学、機 、 ー 加

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

本研究は、 を くかつ させることに
って、機 の信 性の向上や を する

ものです。通 、 に って あるいは
している機 品では、 い が ま

しいです。しかし、 や の で
は い 数を したり、 のため

に り い 数が求められる 合な があり
ます。 のため、 理あるいは り 度な
材 に 更するな が でした。

えば、 1に す インプ ントの で
は、ロッ をスク （ ）で するため、

に って な （ ）が すると、
すなわち の につながります。しかし、

のため は しいものでした。
本研究では、 2に す な ー マイクロ

クス ン を 属 に すことで、
属 の の から かつ を発 す
ることができる技術を 発しています。 体的に
は、 等に って0.2 度の 数を して
いた 属材料を、 から0.6 度まで 加させ
ることが可能です。この技術に り、 な

や ッ ン の な が可能となります。
また、ズ に り 機 の ッ ン
性向上も できます。

連する
的 産
文 等

ー 加 に る を した プ ート、 （ 2017-153816）
roposal o  new pol a ial-loc ing mechanism o  osteos nthesis plate（ T2017  p255）

合プ ートにおけるタッ ン を いた新しい アクシ ルロッ ン 機構の 2017機 学会年 大会

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 品を したいが、 度 でお りの
ースな

・ 機 で の 品が に し、 ン
テナンス 度が りも い ースな

価な ー マーカ に ってあら る
属 に本技術を 加 できます。

機 におけるズ な が、 を
加させることで できます。

研究 http://tribo.eng.niigata-u.ac.jp

科学 准教授

介 T K A A osuke

の開発
～ 制御 ～

科学 教授

N TTA sami

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

v v
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図1 試作した触覚センサチップ

図2 指先に装着しての把持・なぞり検知

ーワー E 、 ンサ、 感数値 、 ・ ・ 度 合計 、ロ ットの 持

分 ンサ・マイクロマシン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

製品の り 地や 、 の 持 合な 、
人 は を通じて った の感 を ています。

は の や 、 度 でもたらされ
る な感 であり、 や の に 立し
た ンシン 技術はまだありませ 。

たちは、 E 技術を いたマイクロ
ンサ ップの研究 発を行っています。5 mm
の ップ上に大きさ0.1 0.3 mm 度の 数の

構造を作製し、 れらを を した な
エ ストマーに め でいます。この ップ
とつで、 時の や りに加え、 に
る や 度 に 感の計 ができます。

・ なので、 先や に すること
も可能です。また、本 ンサで計 したデータを

するためのデバイスも研究 発 です。
この ンサを いて をデータ することに
り、下記の な が されます。

• 農作 や生体な のやわらかいものを に持
つための 持

• 人の の 計 や のデータ
• の に るワ の数値
• や 、 属な の の り 地の しあ

しを 的に 価する

連する
的 産
文 等

体 の 感計 お れを いた 別 （ 5807463 ）
E ンサ（ 6160917 ）

、 、 、 : 学会 文 E  ol. 140  o. 9  pp. 228-234 2020 .

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・加 製造業でやわらかいものの 持や人の
の感 をデータ したい分
・医療福祉 で への に 連する分
・ や 品な の 感が な分

ンサの大きさや な の 計は に
じてさま まに 可能です。ある 度までの

作は研究 の で可能ですので、 価に研
究 発を行 ことができます。

学研究 http://mems.eng.niigata-u.ac.jp/

科学 准教授

O A A asayuki

の 化
～ その ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の ・ の 化

学 機 ス 学プ
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機 ー

ーワー 体 ー 計、 計 、 ー バック、 、

分 計 、 計 、計 ・ 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

T. u u i  et.al.  istur ance- ree high-speed sinusoidal phase-modulating laser-diode 
inter erometer  Appl. pt. 41  1949-1953 2002 .

々   計における ー バック を いたロバストな ンシン 技術  学会 69
 10  1379-1382 2003 .

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・製造加 業で 計 を とする分
・ 計 を とする分
・ 価な 計 技術をお しの

、 計 が行えなかった環境下でも
な計 が行えます。 の か、
、 の計 も可能です。

・ 研究 http://optlab.eng.niigata-u.ac.jp/

科学 教授

K   Takamasa

・ の
～ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

サ クロンオー ーの 計 では、
的に 計が いられます。しかし、 の

計は に 価です。また、機 的 な
の に いため、 学 や かな 環境
が です。製造 に に することはで
きませ 。

この問題を解決するため、 研究 では、
体 ー を とする めて 価な「能 」

計の研究 発を行っています。能 とは、機
的な の を したり、 時 での計

を可能としたりする機能を 味しています。
体 ー は、 プ ー ーな 々の

の りにある 製品の として いられてお
り、 価に 可能です。出 の を

に って することに り、さま まな能
を することができます。

は、 機能を する 体 ー
計の構成 、 ２は、 です。 ２ a は

能 、 ２ は能 で された信 で、能
の信 が時 的に している様子がわかり

ます。 ２ c は、能 で された デ ス
クの です。 と２ （ ０分 ）
で じ 構造が されています。 者の

は、 で4.2nmです。

の

の
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化
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(a) SS OCT (b)AOD い LD SS

ーワー 域 、 T、 向 、 的 、

分 計 、 計 、計 ・ 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

T. u u i  et. al.  Acousto-opticall  tuned e ternal-ca it  laser diode or optical coherence 
tomograph  with continuous wa elet trans orm  pt. Eng.  58 10  104108 1-6 2019 .

ー ー （ 2021-102910）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・製造加 業で 計 を とする分
・ 計 を とする分
・ 価な をお しの

品に 、 めて 価で 性能な
が構成可能です。また、他の （タイム
イン、スペクト ル イン）の Tについて
も相談に じます。

・ 研究 http://optlab.eng.niigata-u.ac.jp/

科学 教授

K   Takamasa

源の
～ 源 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生体等、 が しやすい の を
する技術としてオプテ カル ー ンスト

（ T）が を めており、 な
では 科の な ですでに されてい
ます。 Tには、大きく分けて３ の構成
がありますが、 でも （ ） を い
た - T（ a ）は、 度の点で れてい
ます。しかし、 が に 価であるとい
点がありました。

この問題を解決するため、 研究 では、
体 ー （L ）を とする 価で 性能なL -

の研究 発を行っています。 のL -
は、 の 、 ー等の 学 子を

機 的に かす がありました。 、
の構成では、 向 A を しており、

学 子を機 的に かす がありませ 。機
的可 がないので 的 と 付けました。

２に、 の を します。830nmを
とし、 69nm で ができている

のがわかります。また、機 的可 がないため、
での が可能です。最 では、さら

に を 大できるシステム構成を研究
です。 - Tのさらなる性能向上が されて
います。

0
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(a) SS OCT 構

(b) LD SS 構
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ーワー 点 プ （ス ークプ ）、 ック、 、 、 、 、アーク

分 学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

ンエンジン、 ス ンロ、 ン ー
ターの点 プ は、 の で 年 され
てきました。 成された技術ですが、点
の の ークスルーはないのでし

か
本研究では、 の点 プ の を し
シンプル構造にでき、 を
でき、 を できるス ークプ
を 発しました。 1は、 ック カ
ー の です。 は、 の に

先 する がなく、 な裁 をもちま
す。 ック イプが、 を ことで、

の なる 点（ト プルジ ンクシ
ン）を 成します。 子は、ここから 出し
くなると共に に る した
ネルを 成し、 を大きく（ エネル
ギーの 大）することが可能となります。

2に 性を します。
の ックなしは、 が くバ

も大きいことがわかります。すなわち、本
技術の に り、 発生 の

が可能になると共に、 スス ークの 下に
る 向上が できます。

放電 電圧特性

ッ カ ー の

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 分 だけでなく、 、 、
発 な のエネルギー 、 エネルギー

を す分 、エネルギーの地産地 を
したい企業・自治体を します。

学生時 も め 30年、 学、
学の に携わると共に、 ・

の 計製作、お ・大 計
を行っています。

科学 准教授

A ARA Akira

連する
的 産
文 等

【発 の 】点 プ
出 ： 2019-080827、発 者： 人 出 人： 立大学 人新潟大学

ズ 研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学部 子 プ

E

製製造造技技術術

a カ ー 側面図

b カ ー 正面図
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ウ ー

ーワー 、 、 数の計 、 の解 、シ ーシ ン

分 数理 デルの 解 、シ ーシ ン、 、 、 数の計

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

は、 体材料の として
体材料の製造 において最も く いられ

ています。 の では、 の 下 な
の 計 は、オ のあるウ ーの

エッジに い の は大きくなる 点
があります。

本研究では、 のシ ーシ ンに
って、 体 に ける のの新新

ししいい 数数計計 を 発しました。
数の計 に り、 の で い い

の 体材料や、ウ ーのエッジ付
の の について、 度が 的に向
上できます。

本研究で 発した の ：
¾ 度度 数の計 値と理 上の 値の

相 を0.02 下に える。
¾ いい にに エッジから11 上

れている で に できる。
¾ 様様々々なな にに ウ ーのオ 、ノッ

とエッジ の に 可能。
¾ 大 45 上）ウ ーの 合、エッジ

付 も でき、材料の が可能となる。

連する
的 産
文 等

、4 に る 体材料 の 度な について、 数理学会２０ 年度年会 文
、 体の の 発に れるいくつかの 数学の問題、 数理学会2018年度年会 文

の 数のオン イン計 サービス： http://www. liu.org/ /

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 体 連な の製造・ 分 で、
だけで いにいくい の しを

している企業を しています。

に ら 、様々な 分 （ え
ば、 容 ）に される
数について、数理 デルの解 とシ ー
シ ンに って、 しく 出できます。

研究 http://www.xfliu.org/

科学 准教授

 uefeng

の の 法

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

に る の

製製造造技技術術
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い

い 機 で

ーワー 、 アスペクト 、 加 、 加 、 加 、

分 生産 学、加 学、 加 、 加 、 加

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

成 における と （ 加 学会 ）
tud  o  eposition achining sing Electrical ischarge with eciprocation otation in Air ap

（ nternational ournal o Electrical achining）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ を とする企業、自治体
・ の を とする企業、自治体

- 製造業（ 加 、 、 な ）
- 医療分 な での を しています。

様々な 属材料に し、 度に を
成 することができます。

材料 への もできるため、成
や加 内の が可能です。

加 研究 http://www.ed.niigata-u.ac.jp/ hirao/

科学 准教授

RAO Atsutoshi

小 の 法
小 加 の 開

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

加 技術には、 ル を

いた ル加 、 ルスを いた ー 加

、 加 が げられます。加 の点

から ル加 が く されているものの、

0.1mm 下の や アスペクト

（L/ 10 上）の 加 において、

加 が されています。

加 を いた の 加 では、

に した の が となり、この

の が となります。 に、

5 m 下の を成 するには、 されてい

る加 機でも を めています。

本研究は、 を させながら成 プ ー

ト へ 加 する 成 を して

います（ 上 参 ）。本 は、 成 が容

であり、 が いため の い加 を

しています。

これまで、 10 m 下、L/ 25 上の

の 成 を しています。さらに、成

を いた 加 へ しています（ 下

参 ）。 、 の 加 への を

行っています。

3

学
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－203－

ーワー 構造 、 理 、地 、A 、 T

分 学、機 学、ロ ット 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1  . iramoto and T. atsuo a  Acti e i ration control o  structural s stems with a pre iew o  a uture seismic 
wa e orm generated  remote wa e orm o ser ation data and an arti icial intelligence ased wa e orm 
estimation s stem  ournal o  i ration and ontrol 2020  : 10.1177/1077546319901024

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 学分 、 学分 、情報通信・
oT分 、人 能（A ）分 、 ・ 分

、 連分 他 との連携を します。

新 される構造 お の だけ
でなく、 の構造 にア オン的に

・推 、 機能を加えることに
る本 の も可能です。

学・制御研究 http://dcl.eng.niigata-u.ac.jp/

科学 教授

RA OTO Ka uhiko

ム A
の 制御

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

地 を ける構造 の のさらな
る性能向上のため、 アルタイム地 （

科学技術研究所 タ等）から られる
（ 上にある） 地 信データを いて、

される構造 に地 が する に地
の を し、先 りして する を
研究しています。 では、 に人

ー ルネットワーク（A ）、アクテ
に を しています。

記録地 （2004年 地 ）を いて 計
ータを最 したシ ーシ ンでは、

A  度の い の が可能であること、
 通 の ー バック （最 ）と

等のアク エータ で、 性能を 2
上向上できること を しました 1 。
、 a  様々な地 に する のロバ

スト性の 、  推 に いる 地
点数の 大、 c  アクテ （ い ー
タ更新 度を持つデバイスも ） への

大 等に向けて研究を進めています。
この研究に り、地 を ける 数の構造
の 性能の大 な向上が され、 大

地 の な に し、 り ジ エントな社
会を創出することに できると しています。

学 機 ス 学プ

社社会会基基盤盤
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スト

ー で

ーワー り し 、 ・ 盤、 性 デル、 、 的作

分 学、 学、計 学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

本研究 では、 に されている「バ
スト 」の り し の 的な解
価 の 発に り でいます。バ スト
は 子の 合体からなり、25cm 度の
で されます。 の り し作 に

り、 や 盤には 可 的な が生じ、 め
て 数 の り し作 ののち、上 の「 下」
として 持 理上の問題として します。

本研究 では、バ スト お 地盤材料か
らなる 盤 をc clic densi ication デルで デ
ル し、 で り し を
く 価する解 を 発しています。また、

り し の発生・進 への の大きい
の 価が な 合には、 的解 との 連

成解 を構成し しています。
なお、バ スト は に して が さ

くない 子 合体であり、 学 の 的ばら
つきが します。 のため、 を

いて、 何情報や 学 のばらつきの を
考 した り し 解 を しています。

本研究の成 は、バ スト の カ ズ
ムの解 だけでなく、 の 的な 作業の

や 計の合理 に し、 業者の
に することが されます。

連する
的 産
文 等

FE- ased allast settlement anal sis considering wheel-trac  d namic response oro  .  A e  . roc. o  nt. 
mpo. speed-up  ust. Tech. or ailwa   agle  s.  2015.

の構成 材の 性値お 性値の 的ばらつきに する の の 価 あ み
計 数理 学 文 ol.17 pp.37-42 2017

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・本研究 では、 な の計 学
を いて、 学 の解 に り で

います。シ ーシ ンでお りの製造業・
業の皆様との を します。

構造 の 的作 と 性 の連成を考
した り し 解 が できます。

構造 材の や 学 の 的ばらつき
の を考 した 解 が できます。

学研究 http://applmech.eng.niigata-u.ac.jp/

科学 教授

KORO Ka uhiro

の ・ の
の解析 研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

お

ッ

学 学プ

社社会会基基盤盤
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ント カ ー
合 ン ート

ス い ン ート

ーワー ント、シ カ ーム、 ス 、 、 性

分 ンク ート 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

） 地 生 ： ス お シ カ ームを いた ント 体
の 分 性 ント・ ンク ート 文 o. 66 pp. 452 458 2012.12
２）   地 生 ： シ カ ームを いた ント 体の 分 性

ント・ ンク ート 文 o. 68  pp.352-359 2014.12

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 産 や の を してる自治
体、企業との共 研究を します。

々の分 を しており、生成する
から ンク ートのマクロな性能を 価す

ることが可能です。

メ ・ 研究 http://concrete.eng.niigata-u.ac.jp/

科学 教授

AEK  Tatsuhiko

・ の開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 学プ

社社会会基基盤盤

産業 産 や を ンク ート 材料とし
て し、 な ンク ートの 発に
する研究をしています。

材料・ 合を に することに って、生
成する を し、 を する
を しています。これに って、 され
ていない材料を いて ンク ートの性能を向上
させるだけでなく、 ンク ートに を
す材料に る性能 下を他の材料や 合の に

って って するな 、 分に っていた
な の にも できると考えています。

これまでの研究では、 規 を たさないシ
カ ームを いた ンク ートの 、

ス を いた ンク ート製品の 発
を行いました。（ 参 ）
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－207－－206－

ーワー 、 、 、 、

分 学、大 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1） a amura et al.（2020） imulations o  uture t phoons and storm surges around To o a  
using  A 5  8.5 scenario in multi glo al climate models  oastal Engineering ournal  in ress.
2） ・加 ・ 大（2018） 1718 にともな 潟上の地 機構の解 -

の 学会 文 2 学  74 2  823- 828. 

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 域を 持 理している 通 や、
数値計 デルを いて 域を分 し
ている ンサルタント。

を えた 域 域の
持 理に する分 を行います。研究では、

最先 の数値計 デル（ 、 ・
、 デル）を いています。

学研究 http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ stormsurge

科学 准教授

NAKA RA Ryota

の 態 研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 学プ

社社会会基基盤盤

. い

地

新潟 お ッ 地

を えた 域 や 域の
・地 を分 しています。

地 を するために、
を いて、 に発生した を

のシナ オに基 いて、 度を させ
ることができます。 は の 度が 加す
る可能性が いと われていますので、 本
を通 する も 度が して、 として
本 における の 度も くなり、
も大きく生じる可能性を できます。

地 の分 には、最先 の数値計 デ
ルであるX eachを いています。 には、
1 である新潟 域の地 を
数値計 している を しています。 は、

デルの として の
を いる です。この にすることで、

等を き こす を めとした、
にかけて 域の 地 が するか

を分 します。
この な分 から、 を えた

域の 持 理に する研究を いた
します。
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新潟 域 推

ー ン で ップ
ー ン い

ーワー 、地盤 度、 、 ー ン データ ース

分 地盤 学、地盤

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

構造 や の が進 で、 年の地
では な の 地地盤 が されています。

また、 地盤は の 構造に って地 での
れの大きさや が なるため、 が 地 す
る が く られます。

本研究は、 年 が可能となってきた地盤 の
データ ースを い、 に を とした
の 地盤構造を解 した上で、 度や地盤

度の 価を通して地盤に する地 ー マッ
プの 度 の を ることを 的としています。

ー ン データを いて の 度や地盤
度を する は 立していますが、 域を
価する 合、 ー ン 情報が な地域の推 度

向上や地下 情報のばらつきが課題となっています。
本研究では、地域内の ー ン から られる や

値、 内 等の情報 り、 rigingな の
計学の を いて構 した３ の地盤 デルで
価する と、 ー ン 点 に 価した
度や地盤 度を して 的に 価する で

れ れ を進めます。
なお、地盤の構造と 学 性は地 や 環境

で大きく わる可能性があるため、 の な地域
の を加味して 価することで、 度の向上

が されると考えています。

連する
的 産
文 等

地盤 学会 ： 77 の地盤と ン ック 出版 2012.（新潟 を ）
： ー ン データ ースに基 く新潟 域の 地盤の 度と 学的 性 地盤 学ジ ーナル

ol.13 o.4 pp.341-357 2018.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ に に立地する地域の地 を
地 自治体
・連 する社会基盤 （ 、 、 、
上下 等）の地 を 理者

年研究してきた に する を地域
に したいと考えています。

計学と を した研究ですが、地
盤 への も考えられます。

学研究 http://geotech.eng.niigata-u.ac.jp/

科学 教

O AKA oshinori

野 の 学 の解明と の
～ の 化 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 学プ

社社会会基基盤盤
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ン ート

地

ーワー 構造、地 、 、 、地 解

分 構造、 学、 ンク ート構造

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1 本 ： の いせ ンク ート の 性 価 ンク ート 学年 文
42 2 pp.121-126 2020.7

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・大地 な の自 に る の
を す分 。

・ の 性向上に り、 の
を す分 。

の研究で されたデータを できま
す。 えば、 の 材の 、 デル

の地 解 、地 に る の
分 、な に る です。

研究 http:// aikou.eng.niigata-u.ac.jp/index.html

科学 教授

NAKA RA Takaya

の 研究
～ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

材料構造研究分 では、 で に い
を するための研究を行っています。

えば、 に発生した大地 では、 のある
が に する の が数 く生じま

した。 れら した の大 分は い
計基 に り 計されており、 でも い
は 数 しているため、 大地 が発生し

た に 様の が生じる可能性が大きいといえ
ます。 は人 に を す
であるため、 の大地 に してこの な

の を に って することが
であり、 のためには、 が を けて 向
に する の性 や の を して
おく が に です。

こで、 を り 性の いものにする
ために、1  構造 に る 材（ な ）の
性 の 、2  機を いた数値解 に る

の地 時 の 、の たつの から研究し
ています。この に、 の地 を す
ることを して様々な課題に り でいます。

また、2011年 地 地 、2016
年 本地 な における の を に
分 し、 大地 が きた時に の 発を

ための研究も行っています。

学 学プ

社社会会基基盤盤
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ー ットワー 構

ーワー 、材料構成 、 ー ルネットワーク、 属 材料、 り し 性

分 、 構造 、 構造 、 解 、機 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1  Teranishi .  ane o .  et al. 2021  ournal o  onstructional teel esearch 187:106923.
2  2020  本 学会構造 文 85:1565-1573.
3  Teranishi . 2022  echanics esearch ommunications 119:103815-103821

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 度な材料構成 を いて、構造 の 性
解 を 度に したい
・構造解 連の 問題の解決に ー ル
ネットワークを したい

の材料構成 の お
プロ ムへの構成 の ができま

す。 ー ルネットワークを構造解 の 問
題に できます。

寺 研究 https://researchmap.jp/

科学 教

寺 TERAN  asaki

ニ の
の開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の構造解 には が されています。 性 解 の計 度は、材
料構成 の に大きく します。 属 材料の を考 可能な材料構成 はこれま
で、 く されてきたが、 が 、かつ、計 が大きいものが く、 性に し
いです。本研究 では、 での を 可能、材料 数の決 が 、か
つ、計 が さい、 的な材料構成 の 発を しています。

1に す に、 領域 デルに を考 し、地 時に生じる り し 時の
を考 可能な材料構成 を 発しました 1 。この材料構成 では、1 の材料

に り、材料 数を決 することができます。
また、 ー ルネットワークの計 お 性能の さに し、材料構成 への

性に する研究を行っています 2 3 。 2は、 ー ルネットワークの構成を してお
り、材料 数や 性 連の ータを し、ネットワークを介して、 性 みの 分を
出 します。 3は、 と ー ルネットワークに る計 を しており、
者の が さく、 発 の 性を しています。

ー ットワー
構 3域

学 学プ

社社会会基基盤盤
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－211－－210－

ーワー 性 、信 理、 解 、性能 価、機 学 、 学 、 ・ 度

分 材料科学、 学、 学、農業 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

やトンネル、 な 自 環境下に
された社会基盤 は、 に り性能を
下させます。 では、性能 下 や構造 の

、 性に する が 分な技術的 に
基 くものにはなっていませ 。

本研究 では、3 解 技術の 自 発
に る の れ（ク ック）発生・
進 の 的 出 を構 しています。 発シ
ステムに り、材料や構造 材の - み

の 価を可能にしました。計 のある
材料には、 材、 ンク ート、 材（ LT

）地盤材料お 合 材（ ンク ート
材な ）です。 として から ３は、
に す が 所的に発 した ンク ート

材を にX Tに る れの 的 価
（ ２）と 地 の 解 に る み の

・ 出（ ３： 分が み
）を みた です。

の 発や構造材料の性能 価では、
材料の を に 出する があります。

の には、 には と れ
発生・進 が するためです。 、 発
は A と機 学 を し、 ・ 計
技術を 体での を進めています。

生 進

ン ート

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ やトンネル、 な 社会基盤
の 性や 価 の 発を考えている
企業、自治体との連携を します。

における構造材料の れ発
生・進 の ・ 出 を 発し
ています。 解 や 性 、 を し
た計 ・ 価が可能です。

学 の の開発
～ ・ の ～

科学 教授

K  Tetsuya

連する
的 産
文 等

1 u u i  T.  ishimura .  himamoto  .  hiotani  T. and htsu  .: amage Estimation o  oncrete anal due 
to Free e and Thawed E ects  Acoustic Emission and X-ra  T ethods  onstruction and uilding 

aterials  ol. 245  o. 10  2020  : 10.1016/j.con uildmat.2020.118343.
2 ：AE を した れ ンク ートの 度 価 ol. 64 o. 6 pp. 267-273  2015.

学研究 http://www.agr.niigata-u.ac.jp/ t-su uki/index.html

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生

学 域 学プ

社社会会基基盤盤
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－211－－210－

ーワー 、 、シ ーシ ン、 み

分 農業 学、農業 学、 理学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

ムとは、 を した の
みです。 は に まれているため、 を

える ができますが、 理 上の は
から されます。 こで、 の の大き

さを する けを して 出 を し、大
時に 農に のない でできるだけ くの

を に められる にするのが
ムの みです（ 1）。 がもつ「 を め
る」能 を して、 を します。
えれば、 ッシ アワーの の を えるた
めの「時 通 」の なもので、通 時 を分

させれば、 度な が される に、
出が い 域の をま は 下させて、
地 からの 出を らせることに って、 度に
大 の が や潟に することを えること
ができるのです。

研究 では、 からの 出を するた
めの の 発、 域 での のための
シ ーシ ン デル（ 2）な に加えて、

み のための 体 に する な 、
ムの から み までを研究の

としています。

連する
的 産
文 等

ム 域における 機能の 価（2009）農業農 学会 文 261 41-48
農業地域における内 解 デルの 発（2011） 学 文 55 991-996 スス ーー

ムの持 性を える ス ーム （2016）農業農 学会 84 4 271-274

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ を とする の自治体新潟で まったこの は、 年の
の 加 向から、 で を めています。

学研究

科学 教授

O KA A Natsuki

～ ムの 開発と の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 域 学プ

E

社社会会基基盤盤
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プ ト ート

ーワー 、 、 術

分 術

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

大地の 術 、 内 術 等の参加 と の 術 デ クター
『 ちの Eアート 15年の 地域アートプロジ クトを通じて えてきたもの  』新潟大学 学 術環境

術 、新潟 報 業社、2017）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・大学と しながら社会的な問題をアートに
って解決を考えている自治体や 体。

ちの Eアートや新潟 内におけるアート
プロジ クトの を 数 けてきました。

研究 E

科学 教授

TAN  

の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

までアートを るときに 的に えていた
に収まった や にのった を い

か るでし 。また技能的な を ったもの
を しとして 術を ることもあるでし 。

しかし、 社会におけるアートの ジシ ン
は、他者と わることに の 味を 出すことが、
新たな の の となっています。

えば、社会に 問題を とともに考え、
れをアートにおける を することで地域

テ ーの 性 に がり、また れに
って人と人とが 機的に がることが の

となっています。
アートプロジ クトとは えば大学が地域が抱

える問題を に考え、 してともに するこ
とで、新たな環境を生み出すことが の 味にな
ります。

生 o .

学

地地域域課課題題
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ーワー の otluc  part 、問題解決、 ームビルデ ン 、地域医療、 医療

分 科、 術、 下 体 、 機能、地域医療

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

地域医療の では様々な を にし、医療のみ
が 立して最 できるわけではないことを 感して
います。地域医療が する問題を解決していくため
の を し、「情報 合」を行い、問題点を
に に 理することで、問題解決能 を する

との が容 となり、解決までの ー ルが下
がることを っています。

医療問題は、医療のみなら 、地域の行 、 、
、 とも するので、医療 等 機

のみでの解決は であり、 り 的に、 、
行 をはじめとする の が まれます。 内の
２9の 等 機 れ れの 分 から し つ

を出し合 ことに り（ otluc  part ）、
する問題を に解決して く lat ormを創 します。

ームビルデ ン 会計 T
機 情報 理等、課題の解決に な や技
術や を、 の otluc  part で します。

また、新潟 は く、 の 的 たりを めるた
めに、 Tの が です。 -19 

andemicのもとで、 性が された ideo 
con erencing and online meetingにて を
します。「 通信システム（ ）」の

を に、地域情報の 合を、先 は医療情報か
ら みます。

合された地域情報から問題を解決するス ームを
研究し、All iigataでの発 を します。

連する
的 産
文 等

新潟医学会 131 12 :669-684  2017 社会における 科 地域における から 解く
地域医療における 科の役

新潟 医 会報 818 2-10 a 2018 地域における 科医療の から 解く地域医療の

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・「 等 ン ーシアムにいがた」に加
する 内の30の 等 機 、新潟 、通信

医療等の 業体や企業（ に を生
かした に興味ある）。

本 の からの である 地域での
医療の 情に 通し、 ーズを しています。

問題解決システムの創 を し、 ーズを
し、 業 を します。

学 教 http://www.uonuma-kikan-hospital.jp/ top

学 病 教 教授

ONEOKA uichiro

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 合 地域 ンター

の otluck party 解 latformの
～ eb meeting post O D-  eraの ～

新潟 内の をつなげることに り、 トお ー
の 産を 機的に連 し、 の ースから最大 の

成 を生み出す、問題解決 lat ormの創 を します。

年 100人 りともいわれる 地域の介 の
出：

新潟 の 機会と の 出。
介 ーズの とし。

・ への 者への医療 ：
な医療 が、 者を きつける。

の ーズの 進。
・ への ・ウインタース ー ・ の
者への医療 ：

な医療 が、 ーターを やす。
の 。

・ 地 の き ・ き のデータ ース ：
ト 大地 者への 能 の

価と （本 能 向上）。

地地域域課課題題
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で 研究

地

ーワー 計 、 的 み、 的 、地域 、 き 、まち くり、エ アマネジ ント

分 計 、 デ イン、 計 、 計

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

年、 に する の が まり、
の や のための み くり、自治体
に する 計 の な を行 が
えています。さらに、この な の きを
けて、 地の自治体では の を新

・ しているとこ が くあります。
本研究 では、 的 の とい 点か

ら、上 の や行 と しながら
・研究を し、これを の やまち
くりに していくとい を行なっていま

す。 体的には、 的 の基 （ 造
や 地 の 、 の成り立ちの研究な
）から、 れを した の （

計 、 成基 、 録文 、 基 、
まち くりのプロ ス、 き 生のプロ スな

）についての ・ を行なっています。
人 や 子 が進み、地 自治体の
が問題 されるなか、 の 的 から
的 へと を り、持 可能で 性の

あるまち くりを行 ことで、新しい をつ
けていくことを 自治体は求められています。

本研究 の研究 は、 とい から、
この社会的課題に できると考えます。

連する
的 産
文 等

1 ・ 大 2019 「 まち くりにおける地域 産 の に する研究」 本 計 学会
計 文 、 ol.54-3、pp.953-959 2 健 ・ 大 2019 「 における り ・
付き の分 性」 本 学会技術報 o.60、pp.893-897な

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 的 を かしたまち くりを進め
としている や地 自治体（ 計

な ）、これを な を通して
し とする企業な との が可能です。

的 を し、これを 、行 職
や 者らとワークシ ップな を通して
共通 し、 やまち くり へと
する 連のプロ スをサ ートできます。

研究 http://matsui .wixsite.com/urbandesignlab

科学 准教授

AT  Daisuke

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 学プ

地地域域課課題題
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で

で ット ー

ーワー 的まち くり、もの くり、地域と大学との 、持 性

分 計 、 計

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

子 、人 の への に る地域
テ が 体 し、他者や ・ 環境へ

の信 性が れる で で な らしを
するための な環境における人と人、人と環境
の新たな を 構 する が生じています。

地域と大学の に るまち くりは、地域
生の課題に向けて地域 の・機能の 生や創造、
環境 、地域 の 興な をテーマに 発に

地で行われています。新潟大学 学
・計 研究 でのまち くり は、計 か

らもの くり（ ）、 持 理 までを
と しながら、 する です。 年、 カ
所 つ し、 っくりとまちを更新しています。

地域と大学の に る な 環境のもの
くりを介した 的まち くりを し、また、
これらの を通して持 的な 環境 成に
な の 発を しています。

まち くりを通して、 な 環境が する
だけではなく、もの くりを して行 ため、
様々な 、 、大学が わり、新たな
や テ 成の機会ともなります。

連する
的 産
文 等

における学生・ の に る 的まち くり
地域と大学との ット ーク くりにおける 的もの くり学 の研究
A roject ased Learning through nternational olla oration with tudents  nha itants and Local ro essionals

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 、大学、 な 様な分 の を
通して、 的に ・ 環境の ・更新を
するまち くりをおこないたい自治体。

これまで、 と において、
や ット ークな を し、 、大学、

と するまち くり を して
行ってきました。

・ 研究

科学 教

ODA atoshi

と 学の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 学プ

地地域域課課題題

https://www.eng.niigata-u.ac.jp/ boda/



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－217－－216－

い ワー ップ

地域

ーワー 合 成、まち くり、環境共生、 、 参加

分 環境 学、合 成学、環境 、 ・ 究 （philosoph or children）

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

共 業における 参加の 性が され
る になってから 上が ましたが、
参加の みやプロ スの 計には、 の 地
がまだまだ く されています。

わたしは、 に新潟 において、 参
加 の環境共生社会の構 を し、

ーシ ンプロ スの 計や 業推進にかか
わる 研究を行っています。 えば、ト の
生 業、生 様性地域 の 、 界農
業 産の推進な において、 様なステークホル

ーが を わしながら考える 体となり、
的成 を生み出すための の のデ イン、

連携のしくみ くりな を行っています。
合 成のバック ーンにあるのは、子 もの
学（philosoph  or children）とい
です。 を通して 問や を 的に り

下げる 究を すこの では、
ーシ ンの の ー テ を めることを

しています。 ー テ の 性は、 社会の合
成にも共通しています。い い な いを

ることができる し合いとはいかにある きかを
考えながら、 的な バナンスのあり を
しています。

連する
的 産
文 等

か（2020）「農地の バナンスをめ る合 成のプロ スデ インの考 地域における
「人・農地プ ン」の を がかりに 学6 2 ：255-266.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 参加の環境 業や地域 くりを進めたい
と考えている自治体
・地域課題の解決に り みたいと考えている
地域 テ

自治体の と で 体となる環境 業
の ・ を行っています。 共 業、地域

くり、 マネジ ントな に する の
のデ インに り でいます。

ニ https://www.comdesign.sices.niigata-u.ac.jp

科学 准教授

TO ODA itsuyo

の の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生 学 ンター

地地域域課課題題
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プ ト

ーワー 、 術 、 文

分 術

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

、ジ ン・シ ーカ ス ー、ア ン・ クー 、ロ ン ・ク ウス、ジ ・ウ ール、ジ
ー・バッ ン『 の理 』月 社、2017年

「 ・マノ ッ とインスタ ム 学」、 、きりとりめでる 『インスタ ムと
文 ： ・マノ ッ のカル ル・アナ テ クスをめ って』ビー・エ ・エ 新社、2018年、8-

22 。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ を いたワークシ ップに のある学
や地 自治体な 。

を たり、 ったりしながら、この
デ アの本 について考えていきたいと考えて
います。

研究 E

科学 准教授

明 KA  oshiaki

化の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の 分 は 術 で、これまでア
カ合 お 本の ・ 理 の研究

を行ってきました。2017年には『 の理 』
と題した を出版しました。 や 術や

文 に のある学 生を な読者 と し
て、 の な 5 を し、解 と

ック イ を付しました。
年ではデジタル時 におけるアマ ア

文 の 容と に し、『インスタ ムと
文 』な の に 文を してい

ます。 を たり、 ったりすることがかつて
ない 的な行 となった において、こ
の デ アが として の な社会的・ 術
的 を持つのかを解 したいと考えています。

のための とつの がかりとして構 し、
している の 業においても しているの

は、「 を かして学 」、すなわち
を自ら し、 の を 理 トで
加 し、さらには 行 に して かれた文
を読み解くことで、 デ アについて り考

するアプロー です。

学 学プ

人人文文社社会会科科学学
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学 ス

地 ス は

ーワー ギ シア 術、感情文 、感情、 術、 スト ーマ ズム

分 術 、 考 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

子『基本の「き」からの 術 』（ ック ット新潟大学71）新潟 報 業社、2020年
子「エー 時 から ズム時 における『 を上げる』 りの 年と 味： と を に」

『オ エント』 62 2 2020  194 195
子「『ア ウスの 』の 地 トスにおける 者と生者」『 学研究』53  2005  34-46

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 理学や 科学分 の感情研究者、 体。
・可能性を感じて下さった 々（この研究を こ

で役立てて けるか本人としては がつきませ ）。

研究 は の地 地域の 術ですが、
こには 的課題を し考 する ント

が れていると考えています。

研究

科学 准教授

子 TANAKA Emiko

化
～ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

感情といえば、 理学や 科学が としてき
た分 であり、感情「とは何か」に する分 に
は 大な があります。他 、「人は感情と

向き合ってきたか」とい 価値 の問題は、
れと てあまり研究が進 でいませ 。A が人

を えるとい 「シンギ テ 」時 を
に、 年 はこの問題に を抱き、人は感情

を 価値 けてきたかを、 が とする
ギ シア 術 の立 から考えています。

はこの研究はまだ したばかりです。
は、 ギ シアの や で いた
に かれた から、 時の人々が考えた

や規 を考 してきました。 術がいわ
ば人生 の だからです。この研究の で、

こに された や といった感情の
に を持ったことが発 で、感情文 に立
した研究に しました。 下、大 や

な 、時 の 性を大きく させる出 に
じて感情の が する様子を っていま
す。 時の や には、 者や 者だけ
でなく、 の いが されているとの

に立ち、 れを読み解くことを しています。

E  

学 学プ
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学生 ン

研究

ーワー 地域 くり、 の文 、 発 、 テ の ジ エンス、 テ の分 と

分 地域社会学、 社会学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

本は、あきれる 自 の い です。
や 、地 、 な に り し われて

きました。 は地域社会の 性を き りに
すると 時に、 を地域の「 み」に え
ていくきっかけになる 合もあります。

社会学は 人と人とのつながり を とする
学問です。 に しては、 ムや 、 な

の「 ー 」ではなく、 テ や社会
・社会 理といった「 ト」 と ・ 興

との わりについて研究します。 自 は、これ
まで 地 ・ 地 の と 興の を

として、 の の と に い
テ の について てきました。
本大 は、とくに福 発 に り

新潟 に してきた人 とへの ア ン を通
じて、新潟 における の や テ
の分 と の 可能性な について研究してい
ます。 発 の問題には自 とは なる
しさがあるのですが、 本社会の抱える課題
が りク アに し出されているともいえます。

とい 度から地域社会を ることは、人
や に 地域の課題と可能性を き

りにして、持 可能な社会のあり について考
えることにもつながるは です。

連する
的 産
文 等

（2008）『 地 の記 人の と 興への 』
（2011）『 ・ 興の社会学 2つの「 」から「 本」へ』 ルタ出版
（2017）『 と 生への時 新潟 への 発 と の社会学』 信

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ を通じた地域 くりに り 自治体、
体な

・ 者・ 発 者の に り 自治体、
体な

とい り から地域の課題と可能性に
ついて考えます

者・ 発 者への のあり につい
て考えます

研究 E

科学 教授

AT  Katsuhiro

ニ の
～ ・ の経 の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

人人文文社社会会科科学学

学 学プ
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地

地域 タ

ーワー スト クイ 社会 自治 生可能エネルギー（ テ エネルギー）

分 社会学、地域社会 、社会

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

『「 」と する地域社会 から 、 して へ 』 ルタ出版、2017年
子・ 他『 と の社会学』 信 、2018年

『 生可能エネルギーに る持 可能な テ への の 「おらって新潟 エネルギー
会」の をめ って 』新潟 報 業社、2022年

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域 環共生 の構 を、 に 生可能エネ
ルギーを に進め としている自治体、企
業、 等

地域社会において 生可能エネルギーに り
ことはあり き社会（分 、 参加、

地域自治）への であり、 の可能性を問
ことは めて です。

E

科学 教授

ATANA E Noboru

発
の と

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

2011年3.11 本大 に って き こさ
れた「 発 」は新たな 的な社会システム
への を ローバルに す 点となり、

社会への り みは の課題となっています。
本においても 発 を 持しつつ 生

可能エネルギーの を るとい アンビ
ントな り みをせ るを なくなってい

ます。
の研究の 的は、 に 発立地地域におけ

る 発への ト ンデ ン の可能性を新潟
・ において ること、 に、こ

の で 点 される地域社会が 体となった地
域分 的・自治的なエネルギー への可能性と
課題を 発 地域として新潟 の（ 発立地地
域 の） 自治体において ること、 に
上を まえて「 スト クイ 」社会（ 発

の社会）に向けた地域 共 構 の可能性を
立地地域と 地域の相 作 から すること
です。 に せて、地域 テ の課題等
で 本と共通の課題を抱える の地域社会や社
会 との共通性や相 を 研究します。

この研究は 界共通の課題とされている s
を するあり き社会 を することにな
ると 信しています。

人人文文社社会会科科学学

研究
学 学プ
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学生

ーワー 学、生 文 、地域、 、 き き

分 学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

新潟大学人文学 学研究 『新潟大学 報 』 1 27
康 ・ ・福 アジオ 『環境・地域・ 性 学の可能性 』 、2004

・ 康 『 料 所 料 録』2016

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地 自治体たちは、地域の課題解決や地域 興のため
の 的な「 え」を するわけではありま
せ 。 のための参考となる 料の や記録
を行っています。

研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

新潟大学 学研究

人人文文社社会会科科学学

学は、 々の生 の で地域の人々に
されてきた から、生 文 の と 味を
らかにし とするものです。生 文 は、
の に たり のこととして め まれているた
め、文 に記録されないことも く、いつのまに
か してしまいます。 たちは「 き き」と
い 、すなわち生 を してきた地域の人
と し記録するとい に って、自 しな
いまま し えてしまった生 、あるいは、
何のためかわからないながらも けている生

について り こして 料 します。 こから
生 が し、 される れた理 ことわ
り を らかにしたいと考えています。

々の生 は、 れ れ 立しているわけ
ではなく、他の生 と絡み合って してい
ます。 とつの生 を理解するためには、地
域の生 をできるだけ えることが にな
ります。

たち新潟大学人文学 学研究 では、こ
の な考えから研究・ の 環として、 年
新潟 内を に、 とつの地域の生
にわたる を行い報 にまとめています。
これまでに27冊の 報 を刊行してき
ました。

学 の 研究

E

科学 准教授

A asuo

学 学プ



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－225－－224－

研究

ーワー 能、 能、 能の 、地域創生、

分 能 、 本 能 、 本 、 本 文学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

本 人 2016 『 の との 能 』新 社新
本 人 2020 『内 所 と 』
本 人 2021 『な は の を り えられたのか』新 社

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域に わる 能を生かしたい自治体、
会、 会

・ をアップさせたい 、イ ント
会社

の地域をめ る 課題は、す に解決
が つかるとは りませ 。先人の や
の に学 ながら、 に生かせる や

を に考えていきまし 。

研究 https://ameblo.jp/nakamoto-geino/

科学 准教授

NAKA OTO asato

理
～ 資 の研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

たる研究課題は、 の を とする
能 の研究です。す ての 能は、

に りませ 。 に録 ・録 技術の する
の 能は、 的な が めて です。

の な の 能について、 記録や 職
、さらに 料を しながら、 体的に
し と みています。また 年は、 能、

年 行 、 、 、 、地域学な も く
に収めて研究しています。
能、エンターテイ ントは、 上にいる

者だけでは成立しませ 。 能を け る 、つ
まり が 可 です。 者は、 の数、 、

を で感じながら、 の 求に えられる
に ーマンスを り げます。しかし

の研究は 者が で、 に する は く
ありませ でした。

能研究は、 の みを らかにすると 時
に、 の 課題に する も えてくれます。

年、地域の 能は 、 子 な に
って、 くが 機に しています。 者の
上に なのは、 は の ではないで

し か。な は まるのか、 すれば
を るのかとい 課題に、 の文 や

な を しながら考えていきます。

人人文文社社会会科科学学

学 学プ
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大 ン 所で

で

ーワー アジア、 、 ン ル、 、

分 アジア 、社会

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

「新潟から 、内 ン ルを する ・ の った 」新潟大学人文学 地域文 連携 ンター
『大学的新潟 イ 』 、2020年

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・文 料に のある皆様。
・ アジアやロシアへ した人々に する、

刊行の文 料の所 な 、ご じの がい
らっし いましたら、ご ください。

アジア地域 研究会に参加し、
『 ews Letter 』を しています。 しい
内容は下記をご覧ください。
http://northeastasia.in ormation.jp/

研究

科学 准教授

ROKA A aho

の
～ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

は、 アジアにおける社会 的
について、 や ン ルに ・ し

た 人やロシア人 の から らかにするこ
とを課題としています。 のために や ン
ルの 料 で文 料を したり、 地 を
行ってきました。 アジアを行き 人や ノ
の れは、新潟 とも決して ではありませ

。な なら の新潟は、 でロシアや
と され、 くの人々が大 を した

があるからです。 えば1920年 、新潟
から や大 に った と は、

的 を通じて 地の 人や ン ル と
を め、記録 『 』を していま

す。また新発 出 で大 を 立した大
は、 や らと を持ちつつ、

の に を持っていました。1930年
「 」に り に「 」が成立
すると、新潟 地から くの人々が
として大 に りました。新潟 からの 数
は 5 を数えましたが、 には するこ
とができ 、 となった人もいます。この

に新潟 と アジア の人の の を
考えることは、 題になっている 人
問題を考える えで、 つの となるは です。

人人文文社社会会科科学学

E  

学 学プ



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－227－－226－

地

ーワー 考 学、 学、 材、 、 X 分

分 考 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

・ 々 2021 「 上 E 出 製 の 産地分 」『 ジオ ーク研究 録』3 pp.50-62
・ 々 2021 「 o.34 出 製 の 産地分 」『文 科学』89 pp.91-107

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地 自治体や な
・ 学 地学な 他分 との連携
・ 研究 や地域 興の り み

考 学と 学の学 研究に り、先 時
人 が の な生 を っていたのか、 ら
かにしていきます。

学研究 E  

科学 教

AOK osuke

の 分析 の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

先 時 を に、 には様々な 材が
されてきました。本研究では、 で作られた

出 と 料の 成を らかにす
ることで、 材の 産地を推 し、人 の
きを っています。

は、 から 出したマ マが え
まって生成される で、 の スと え
ます。マ マの 出 ごとにわ かに 成が

なる性 を かし、 した と 出
の 分 に って の 産地を推 すること

ができます。 の 材 産地、すなわち を
ることで、 時の人 の行 やルー にも

することが可能になります。
年行った分 では、新潟 で出 した

時 の が 産 で製作さ
れていることが分かり、 2 1 5 年 に

から 下した人 の きを り に える
ことができました。

も分 を進め、 り通時的な 材・人 の
きを っていきたいと います。
ただし、 産地が らかでない もあるこ

とから、 や における 分 の
も課題の つです。 の産出 な につ

いての情報 もお ちしております。

学 学プ

人人文文社社会会科科学学
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の の とし
によ を と

る ⽅ 、 を の ⽂化共
し、 の ⽂化共 の 部に む

の 、 的 事 を さ
的 事 と 化し し

者の の ⽂化共 と
い い の⽅ を 発 る

ーワー 本 の 的 、文体的 相、 考様 、「 」と「 」、「 くこと」の

分 本 学、 本 、 記 、文体 、

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

他（2020）『 の 成と 』
幸 治 （2019）『学 のプロ スと 本 記 を 合する学 材・カ

ムの 発と 』 成28 30年度科学研究 成 業（基盤研究 ）研究成 報

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 学 、 学 、 等学 の 研究 連分本 の も の 業も、他人 として
学のではなく、自分が生きる 味とともに学
でいきたい。 の 考を する研究でありた
いと考えています。

研究 https://kokugoshi.blogspot.com/

科学 教授

O A unichi

の
～ の 研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

本 の 的 を とした、 本 に
の「ものの ・考え 」の解 を進めていま

す。 じ 本 の にも、 と文 的 との
つき から、 なる と れを える な

る 考様 の を することができます。と
くに、 なる 文 共 体において 文 読文
体と 文体とが 立的 を せる 時 には

の 向が でした。
本研究では、 ・ の 本 料に ら

れる の 相性の を通じて、 の
の 性が の の 本 の に した
を解 します。大きく れば「 」と「 」の

文 が 的に していたこの は、 文
が進み、 じり文が の 記体と

して学ばれる では え らくなっています。
たとえば学 でも、学 者の文 やものの

・考え の構 において、こ した 本
の 考様 の 性の問題に自 的である
とは いがたい があるのではないでし か。

的 を とした のあり様が
を生きる たちの 考に え る を
えています。自 の に自 的になるための新
たな の構 への を考えています。

学 研

人人文文社社会会科科学学

学 学プ
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地域

ーワー シ ア、 地 、先 、 数 、

分 学、記 学、 、 学、 ルク

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・シ アと 地域の ・ ・文
・ 学と 学 を通じた 文 理解

シ アで される「 さな」 の み
を ることで、 本 な の「大きな」
の構造が えやすくなることがあります。 数
の を する 点も しています。

学研究

科学 教授

E ATA uyuki

の
～ の解明と の 開 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

人人文文社社会会科科学学

本の に するシ アには、 30の
先 が分 しています。この には 的

が の 立 も まれています。先
の くは 者数が1 人に たない 数

であり、 の 機に しています。
はシ アで される2つの （サ と

ト バ ）の文 構造を、 地に きながら
研究しています。 は い には共通の

先に る ですが、 には大きな
相 点も られます。研究を進める ち、サ
が の との を り しなが
ら文 構造を 容させてきた 的 の が

らかになってきました。さらには、 には
的に な が に られること

も分かってきました。
本研究は、シ アと 地域での 研究を

とする10 の研究者が、 と 的
が なる が相 を り して

の に るまでの 的 を解 することを
しています。 に、 分な 料が って

いない時 を 的 を 的に えなが
ら、 お のシ ア先 の

的な 性に 点をあてた研究を行います。

学 学プ

E

連する
的 産
文 等

Agglutinati eness  ol s nthesis  and ntactic eri ation in ortheastern Eurasian Languages.
orthern language studies. ol.10  1-16. 2020.

『サ 文 : 的 生と 的 性』 2020年 出版
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1 よ

図

ーワー 、 、『 界』

分 文学、 文 、 文学、 文 、 文学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

文学と えば、 に の 文
を連 し、 を の にたちまち
感を抱く も いかもしれませ 。しかし、 の

を読み解けば、 界が がるな な の
なものです。 科 材は 大な作品のごく
にす 、 は と に が してい

ませ 。だからこ であり、 のス ール
の大きさに されます。

では 的に や の を学 ます
が、大学や学界では、この や の時 の文学
も されています。しかし、い れにせ 本

の 容の りが できませ 。 は で
の価値 に らし、 では な とい
人 の、 に を とした に る文
学や の文 について研究しています。

に が 年 、文学作品な を発 した『
界』とい にも しています。 学

分 を に ジ ンルの記 が掲載されていま
すが、 本 料の が大 分を めており、

における 文 の が えます。
２０ 、 文学 の は が 点

とされることも いですが、 に り に
を げたわけではありませ 。 は、 と

が していた において、 文学の
先 者でありながら 文学の 者でもあった
人 として、 に しています。

連する
的 産
文 等

・「 『 界』と 記 の に基 く の考 」
（『 本 学会報』 66 、 本 学会、2014年10月）

・「 年 の としての 相 『 界』時 における 本 容の問題と 連して 」
（『 文 研究』 o.133、 本 文 学会、2018年10月）

・「 年 における文学 の 成と の 『 界』時 の お 文学 に られる相 から 」
（『 』 16 、 本 学会、2019年12月）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・他分 研究者との共 研究、自治体の生 学
、アカデ ックなテ ビ

の 業では えてくれない 文学、 本では
なく の 点でとらえる 文学、「 文学」の

を えたとこ から 文学を す学 研究。

学研究 E

科学 准教授

小 明子 KO A Akiko

の学 維と 教
～ ・ 学 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

人人文文社社会会科科学学

1

学部 学プ
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不安や恐怖に関する基礎研究

キーワード 認知行動療法、恐怖や不安に関する基礎研究、ストレスマネジメント

専門分野 臨床心理学、認知行動療法

研研究究のの目目的的、、概概要要、、期期待待さされれるる効効果果

関連する
知的財産
論文 等

（書籍）「認知行動療法事典」（丸善出版、2019、分担執筆）
（書籍）「生徒指導・教育相談・進路指導 」（東洋館出版社、2019、分担執筆）
（論文）佐藤 友哉（2018）．臨床応用を学ぶ：関係フレーム理論を実践する 臨床心理学、18、28-31．

アアピピーールルポポイインントト つつななががりりたたいい分分野野（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・認知行動療法に関心のある方々（子どもに対
するストレスマネジメント、職員研修など）

実験室で行われるような基礎研究や、スクー
ルカウンセラーとしての実践活動など、認知行
動療法の考え方に基づいて幅広く活動してきま
した。

佐藤友哉研究室 WEBｻｲﾄ⇒

人文社会科学系 准教授

佐藤 友哉 SATO Tomoya

認知や行動の基礎理論を心理的問題の解決に活かす
～ 認知行動療法の研究実践 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

私の専門は、臨床心理学の中でも、「認知行動
療法」（にんちこうどうりょうほう）の考え方に
基づいた研究実践です。

認知行動療法とは、認知や行動の基礎理論（行
動理論、認知行動理論、心理学的ストレス理論な
ど）を使って、人間がかかえる様々な心理的な問
題を解決することを目指すカウンセリング技法の
ひとつです。

カウンセリング技法にはさまざまな技法があり
ますが、認知行動療法は、うつ病や不登校といっ
た「こころの問題」の原因を、性格といった「変
容しづらいもの」に帰着せず、より「具体的」な
行動や認知を増やしたり、減らしたりすることで
精神的健康を高めることに特徴があります。

先述したように、認知行動療法は、認知や行動
の基礎理論を土台としておりますので、その発展
のためには、認知や行動のメカニズムを明らかに
する基礎研究と、基礎研究の知見を活かした応用
研究の双方が不可欠です。

当研究室においても、基礎研究と応用研究のい
ずれにも力を入れ、認知行動療法の治療効果向上
や普及を目指していきたいと考えています。

子どもを対象としたストレスマネジメント教育

■人間のコトバと不安の関係
• 人はなぜ「コトバ」を恐れるようになるのか？

「コトバ」が不快なイメージをもつメカニズムを
実験的に明らかにしていく

こわい
「こ」「わ」「い」という文字の
集まりでしかないのに、嫌なイ
メージを抱くのはなぜ？

教育学部

人人文文社社会会科科学学
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ーワー 読み き 、 性の り、 ーシ ン 、ことばの れ

分 発 学、 発 学、 別

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

「 性の りを した学 の体 に する研究」（基盤研究 課題 17 04926）
「ナ テ を いた学 の 価と の 発ー 考・学 のための に いている子 もの 発
と のために」（ 14 についての研究 成： 人 報 興会）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・学 等の だけでなく、 等でも
性の りがある子 もたちへの理解が がる

ことを しています。

の出 ではありますが、 と
して での が いので、医療・
等にまたがった 機 の連携を しています。

研究 E

科学 准教授

子 R A A aiko

子 の学 の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

的な能 は くないのに読み きが しい
「読み き 」をご でし か。 年、通

学 のなかでも「発 」を持つ子 もたち
の 合は6.5 と推計され、 とク スに何かし
ら を としている子 もたちが1 2人いて
もおかしくないとされています。読み き は
発 の つですが、 性の りがあるた
めに、 数の たちとは学 が なり、 か
ら学 で されてきた「み なと の 」
では学 に る スクが いのです。 で、

からは にわかりにくいことなので、発 が
れて学 で学 が いたまま し 子 もたち

は なくありませ 。
、 の ではこ した子 もたちを

に発 し、本人に合った学 の を考え
することが求められており、最 的には子 も自

が自らの 性を理解して、学 の自立を
すことが とされています。 は ーズのあ

る子 もたちの 性を 価から り下げ、
に じた や を するとともに、

を す学生たちに した を えなが
ら、 発 を す研究プロジ クトな を進
めています。また、読み きだけでなく、 や

ーシ ンを する 的な につ
いても の学生たちとともに り でいます。

(LD )

• ( ・宮 ・ の の ・
学 常 に る ・ ( 3

学

で

ス はい

合 い

学

人人文文社社会会科科学学
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ーワー 、 ーシ ン 、 、

分 度 、医療的 ア、 、 生理学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

々の研究 では、 をもつ子
もや大人が社会生 を ごすために自立に向け
た や や、地域で らしやすくなるため
の研究を行っています。

とは、 体の 等のために
度の をもち、発 が に っくりで
ある 度の 的 をあわせもった です。

があると、 体を かすことが
しいために の人から しかけられたりした
時に していることが分かりにくかったり、
本人の を が理解することが しかった
り、 ーシ ンに大きく を抱える
ことが いです。

者の内 を 的に 価する
ことで、 の人と ーシ ンがス
ムーズに行っていける になり、自立や社会
参加がしやすくなることが できます。

内 を 的に 価するために、本研究 で
は、 者の や 機能のデータ
を し分 を行っています。

また最 では、 者だけでなく、
のために をしている子 もたちへ

の や生 にも り でいます。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 度の ・者の に り でいる
の他の職

・最新の T技術を生かす領域を している研
究 者

度の への や や、地域生 へ
の に り でいます。

療 （ ）が な子 もたちへの
にも り でいます。

の ニ

科学 准教授

理 ATANA E Ruriya

連する
的 産
文 等

・ 理 他（2004）「 を における の生 と 所 との 」
『 本 学会 』 29 ３ pp 231-237

・ 理 他（2005）「 機能マッ ン を いた の の 価 」 『 本
学会 』 30 3 pp 265-270

・ 理 （2017）「 体 自 別 学 の ーシ ン機能 価の ：行 価と
に る 機能 価から」 『新潟大学 学 研究 人文社会学 』10 pp31-39

理学研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学

人人文文社社会会科科学学

E
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でで いい いい

は
で い

ンン
ーーププ Se ne

は おい ープ
合 ン

で生 い

ーワー 本 の ・ の 、 本 の地域 ・ ・ な 、「ことば 本 の れ れ」

分 本 学、社会 学、 ー ス 学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

・ （2013）「Twitterを した新 ・ 行 研究の可能性 アイ ル ループ「 e  one」の を
に 」『新潟大学 学 研究 人文・社会科学 』 6 1 （新潟大学 学 ）

・ （2014）「 版「ジ の 」の 」『ことばとくらし』 26 （新潟 ことばの会）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 本 に する問題や課題、 問（ に
本 の や に する 問題）を抱

えていらっし る であれば、 の な分
であってもお になりたいと考えています。

本 に する様々な問題について、
「 」や「データ」に基 いた を求め
ていらっし る の ーズに えることができ
るかと います。

研究 http://www.ed.niigata-u.ac.jp/ kokugoka/okada.html

科学 准教授

OKADA hohei

の
～ の 態・ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

本 （ 本社会で されている
「 本 」）を に すると、 に 様
な をしていることに 付きます。 の な

は、地域 、 、 な にあるも
のと考えられます。しかし、 本 を と
する人たちの には、こ した ・ に 付
か 、自分の感 や価値 に基 き、 本
を 的かつ 的なものとして考えている人が
なくない に います。「 とい い は

っている」「最 の は れている」な
とい 発 は、 的かつ 的に えている え
に出てくるのではないかと考えています。

は、「 本 は決して 的かつ 的な
ものではなく、 様で イナ ックに いてい
る」とい 立 から、社会とのかかわりも し
つつ、 本 の 様性と と れを える

について を 、 本 の の、
とこれからのあり様について考える です。

記 ・分 ・考 し、 の には、 本 を
としない人々（ から 本にやってきた

人々や、 本 を とする 者な ）の
も に く 、 がけています。な なら、

本社会は 本 を とする人々のみ
に って構成されているわけではないからです。

当該言語／方言の母語話者は
知っている

当該言語／方言の母語話者は
知らない

当該言語／方言の
非母語話者に
知られている

①母語話者も非母語話者も
知っている

当該言語／方言についての
知識

③母語話者は知らないが，
非母語話者は知っている
当該言語／方言についての

知識

当該言語／方言の
非母語話者に
知られていない

②母語話者は知っているが，
非母語話者は知らない

当該言語／方言についての
知識

④母語話者も非母語話者も
知らない

当該言語／方言についての
知識

学

人人文文社社会会科科学学
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カで

ン ン ス ン ト ン ー

ーワー 、 の価値、L T、 性 、 別

分 学、 社会学、社会学、ジ ン ー、

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

子『 性 「 」をめ るア カの文 』 大学出版会 2020年

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・性的マイノ テ やジ ン ーステロタイプ
に 的であったり、生きにくい 本の社

会構造に をお持ちの学 、企業、自治体、
な 。

と の 容を通じて社会を
していくか、また性的マイノ テ と わ

れる 々の 的、社会的 を 考えていく
かが だと っています。

法 学・ 学研究

科学 准教授

小 明子 KO  Akiko 

の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

（ 性 と の子からなる
）が お に の な を えてい

るか、また が の に 容しているか
について研究しています。 領域として情 的に

られがちな ですが、 に
に い、 は の基盤として 治、

の として 治に み まれてきました。
をめ り、 の に が いているか

が たる研究 です。
これまで、ア カ合 を に、性的マイ

ノ テ である 性 者たちが 性 を求める
について研究してきました。 性 を め

る は2019年 界で27か となり、ア
カでも2015年に められています。しかし、
性 は 的 や の価値を すとして、

から様々なバック ッシ が生じました。
これらのバック ッシ が の なものであっ
たか、 の で イデオロギーが の
に いられてきたかについて研究してきました。

最 、興味があるのは 別 問題です。な
が 別 を める 、 本では 別

が められないのか。 は 行 と つく
とい 点から、別 を求める 者等に き
りを行っています。

人人文文社社会会科科学学

学
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ま

ン ー 地域は 地

ーワー 、 イ 、 、 、 デ ア、 イ、 ーシ ン、

分 イ 、 、 、文

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

『 イ の 裁 界と 』（ ネル 、2015年）
「 は 別 かー イ における と 問」『 』1125 （2016）
「 が ロッ ン 」『 イ 文 』（ 出版、2020年）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 治・ 参加の 味を った 度から考え
てみたい地 自治体、学
・ 業・創作 ンテン ・デ インのための

料を求めている企業

研究 http://witch.jp.net/

科学 准教授

小 子 KO A A  higeko

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

は16 17 にかけて ーロッ 、とくに
イ 地域で こった の を研究して

います。 本でもア 作品な に り上げられ
る「 」ですが、 れに して に「裁 」
とい 的 度を いて が行われていたこと
はあまり られていないかもしれませ 。 イ
の と の には かれ なかれ 裁 の

があります。 時から を介して イ
ージが がっていきました。
最 では、 から せられた「 」の 料

を いて、 の にして たちが 的な
みに参 し としたのかを考えています。
を したい人々は裁 を行 に を
かけ、 の を せられた人々は の裁 所
な 別の からの を求めました。 裁
をめ る様々な立 からの 様な ー
シ ン を分 することで、 とい

的な ではない の り が えてき
ます。 とい と い 界の出 の
ですが、 でもいかに自分の を や行 に

けていくのか、社会をともに 成する ある
の り を考える えで、参考にできること

があるは です。

イ はじめ ーロッ でのち っと わっ
た ー ズムを考える ントになるかもしれま
せ 。 ーロッ を な 度から考えてい
きます。

の の ・ 法 加
～ ・ ・ ニ ～

学

人人文文社社会会科科学学
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3

3 地

ーワー 、地域おこし、 能 、 り、 界

分 科 、 学、 別 （ ）、 （ ）

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

における ズムの 新潟大学 学 研究 人文・社会科学 ol.2 no.2 p.171-174
大学 の 環としての における 能 の 新潟大学 学 研究 人文・社会科学

ol.7 o.1  p.127-132

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 能を りを通して、学 や
・ れらを する行 、 、地域おこし

、企業等

地 、 地 にお になって
13年 になります。学生や 業生にとっては、
ここが の の になっています。

研究 E  

科学 准教授

OR TA huji

と教 と 化
～ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

2009年から学生らと共に にお
ける 社 大 （ 年3月下 4月
上 ）を しています。 人 能

機構の を ながら 地の 体
で 食を共にし、 を け、 り本 で

は や 子を じました。また、この がきっ
かけとなり、地 でも「 地域おこしの会」や
「 会」が発 し しています。

2020年からは -19 のため、 の
が まれましたが、感 をしっかり行い、

何とか を しています。
また、 時に で する学生とは別 が
地 で を行いました。
い れの地 も、 内でも 通 なとこ に

し、 界 していますが、 し 学生た
ちは地 の 々と して生き生きと しまし
た。 地 では りのみなら 、 内の生
と した を り れる になりました。

地 の 参加も、 -19 で他 から
の参加者を け れが しい 、学生の参加に
り りに を えたり、 い子 もの をみた
りな の を行いました。

学

人人文文社社会会科科学学
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い 学 創

お 学 構

ーワー タ 的 、 デ ア、 タ

分 術

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

作におけるイ ージの と をもたらすアプロー の 的研究 材・ ・ Tの 点から
（新潟大学 学 ）
自 に出会 の自発的な に える ち（新潟大学 学 ）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・本研究は生 イムとしての理 に基
いています。したがって、あら る の領域

と わりながら、人の感性に わる 的様相
を える していきたいです。

本研究は、 sをはじめとした ローバル
時 に求められる ・能 の 成を 術
（子 もが しく いたり作ったりする を
通した ）の立 から推進するものです。

教 研究 http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ ja.html k

科学 教授

A N A irotoshi

メ
資 ・ の 分析と学 の開発

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

本研究は、21 に とされる ・能
の 成を 術 において推進するために「 タ

的 」の 点から を え し、学
デルの 発と を すものです。

「 的 」とは、 々の「感じ 」「 え
」を 味し、 の きを自 することが「 タ

的 」となります。 において、子
もが自分の感じ を 的に ることは自 理

解を め、他者との を通して他者理解へもつ
ながります。ま 、この の機能を に

み ことで ・能 の 成が 進されるこ
とを らかにします。さらに 的な「 」が

的イ ージと連 している構造を して、
に かれる な創造的な 術の 業

を 発します。研究の としては、 属学 を
はじめとした 数の と連携しながら、
の 業 を通して推進していきます。

本研究では、これまで とされていた 体性
や創造性を を 可能な で し、
作品 や地 規 の 問題に しながら、
かな 術 の構 と ローバル時 を り く
人材の 成を します。

学

人人文文社社会会科科学学
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ーワー 健康社会デ イン、 機能 価、 ール 科学 、 ルス ア

分 健康科学、 価、発 発 、加 科学、健康生理学、地域デ イン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

々の研究 では、 り かで健康な人生を
く社会の み構 を研究の として、 健康
科学に基 く研究や社会デ インに り でい
ます。 解 ームは 、 ースプ ー
ト、ビデオ 解 、 計な を いて に
おける様々な を えながら解 を行っていま
す。社会デ イン ームは、行 からの 研究
や 企業・ 体からの に基 く を行っ
ており、地域 を したまち くりやス ー

に る地域 性 な のプロジ クトにも
的に り でいます。 に 年では、ス ー
や健康 に るまち くりに わることや、

者の健康 進と 通 のプロジ クトを
新潟 との連携で り でいます。

これら研究は て健康的な社会基盤の と
み構 に向かいます。研究 を 業した 生ら

は ・ ・企業な い分 で し
ており、研究を通じて 社会に向けた を行っ
ています。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・健康や ルス アを ーワー にして s
に向けた地域 くりに り 自治体

・新しい生 スタイルの 発に のある企業
・学生と に るく しい を 地域

機能の と 価お 体 連 。
地域 を した地域デ インの 発と 。
地域の新しい ビン スタイル・ イ スタイ

ルを していきます。

の
～ ～

科学 准教授

RA A A Toshio

科学研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

http://murayama-lab.com/

学 学プ学

人人文文社社会会科科学学

連する
的 産
文 等

における立 と 情報の機能的役 について ： 本体 学会 69 大会 2018
分 と に した 課題 行 の 容解 ： 本体 学会 68 大会 2017）

地域の 医療 を した ーシ ンシップデ インの構 地域デ イン学会 、 o.4 p135-154 2014

様様々々なな地地域域やや分分 ととつつななががるる健健康康社社会会デデ イインン
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ーワー E 持 可能な 発のための 、 ン ン ス、スタデ ーシ ン、

分 健康科学、 価、発 発 、加 科学、健康生理学、地域デ イン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

かな人生を ための を えた学 の
環境 を地域と大学が とつになって り

ことに しています。
・大学と地域と企業が し、さらに地域 で

・連携できる み くり
・人、 、地域、情報の 環の
・ sを した新潟大学E デルの

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・新しい デルの 発に ある 々
・ を えた学 の環境 に ある 々
・ で地域創生を構 する自治体
・学生たちと しながら共創を す企業

学 と 学 の学生が所属している研究 で
す。また、大学 生は様々な学 学科で学 できた
学生たちが して進学してきている 分 合研
究 です。新しい発 を やすい環境です。

ell being 教 ムの開発と ム
～ D s教 ～

科学 准教授

RA A A Toshio

科学研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

http://murayama-lab.com/

学 学プ学

人人文文社社会会科科学学

オオンン イインン 会会ののププロロ ムム

内内 ととのの ンン ンン スス地地域域 とと学学生生のの 会会
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ーワー ビ テ 、 通 、 行

分 健康科学、 価、発 発 、加 科学、健康生理学、地域デ イン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

これまでに自 ーカーと共に 者の
機能と 行 の を ってきました。 こ
で た は 通 のプロジ クトとし
て社会 に向けて り でいます。さらに

通 ロを して新潟 と連携し
ながら のための地域 を してい
ます。これら とつ とつを 通 創造

で しながら のステークホル ーと
共に な を創ることを しています。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ な 通環境や ビ テ に ある 々
・ 通 に向けた 行 に ある企業
・クルマを り く をの社会考をえる企業
・ 通 のない な地域 くりを考える自治体

産自 、新潟 、新潟文 自 学 と
の連携で な ビ テ 環境を します。
・新潟 本 感 2018
・出 感 2020

と
～ ～

科学 准教授

RA A A Toshio

科学研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

http://murayama-lab.com/

学 学プ学

人人文文社社会会科科学学

研研究究 でで所所
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ーワー 、 、 、行 、 、 きこもり、 、

分 理学、 相談、カウン ン 、 行 療 、 行 分 、スト ス ー ン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

「ここ の健康」に する テ シーを、 イ
ステージに じて しく につけてもら こと

は、本人と の生 の を大きく します。
えば や 者の きこもり、 年

のここ のト ルについては、 れなりの ス
ク がある です。 れらを にア ス
ントし、生じ る について を持ち に
に がけること、 、 となった 合には、

的な につながる なサービスを
体的に けることが求められます。

ここ の健康にかかわるさま まな や
を行 科学を ースとして分 した上で 的な

ットをもたらす介 を するための技術が
行 療 であり、 行 分 です。

や 、 の問題は、「 し
たいとい い のため、こだわりを き っ
てしま 」ここ のト ルであるとい 点で共
通しています。 に と してしま こと、
課題解決の を 下させる な や 的
行 の り し、 を とした生 ズムの

、 してギ ン ル、 ームやネットへの
な は、行 科学の 理に基 いて 容させる

ことができます。 の な技 の 度の向上に
けて、 研究を しています。 い ン い

大学 生 新潟 合

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・医療や 健、福祉や の領域が ですが、
子 もから大人の、なかなか わりにくい生

がかかわる問題に科学的に り も とお
考えのす ての 々、お 分 に。

行 科学（ 的 理学）の技術に基 いて
ここ のト ルを 価、 容する の、

ないし 発が されている領域において、
お役に立てることがあるかもしれませ 。

子 と の 維
～ 法 ～

科学 教授

神 KA RA Eiichi 

連する
的 産
文 等

『 ・ きこもりのための行 性 』（ 、 出版、2019）
『学 で ル する 行 療 』（ 、 、2015）
『 1ギ ップ：新潟から まった の ック ット新潟大学65』（共 、新潟 報 業社、2015）

研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学

E

人人文文社社会会科科学学
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ーワー 学 の バーサルデ イン、生 、 療 、合理的 、 性

分 別 、発 、 者 、 問題、

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

研究 の で しております
http://www.ed.niigata-u.ac.jp/ nagasawa/nagasawahomepage2 2008 .html

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 者 ・ や合理的 な ア バイ
スできるかもしれませ 。

研究

学 と
～ 教 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学

人人文文社社会会科科学学

科学 教授

NA A A A asaki

http://www.ed.niigata-u.ac.jp/ nagasawa/

研究

学生 学 ート ー (新潟大学

1 学 の バーサルデ イン
のある子 もも め、 の子も学 やすい

学 や について研究しています。

2 子 もの みに える
とい 点ではなく、子 もの みに 点

し、子 もと子 もを り く人々の Lを
大 にした を していきます。

3 発 への
発 性のある に し 療 の り
を考えていきます。

4 ギ テッ 、Twice E ceptional 2E  
hildrenへの

い能 、 い能 と相 する能 を し、
別な を する子 もの と につい
て研究します。

から成人まで、 な を する人
たちへの や を考えます。

いじめや 、 、 行な の 問題
へも り でいます。
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ーワー 発 、理解、学 、子 もの 理解、 理学研究 、子 も、 、 医療

分 発 理学、 発

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

子・ 子. 2013 は 界をいかに理解するか で読み解く ち と の 界 新 社
子 もの 理解研究会. 2018） や の子 もに した医療環境に する 報 . デ インエッ 社

子・ 合 子 2017 体的 みに する 問に する の バイアス バイアスに して 医学・ 理学
研究  26  121-130

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・子 もや子 てに するあら る / 。
、 、 医療 な 。

子 もに する 、 ・ の

の のご 、データ収 ・分 の がで
きるかもしれませ 。

子 もに わる から生じる課題を出発点とし
て に研究に り みたいです。

発 研究 E

科学 教授

子 NAKA A Nobuko

子 理解
～ 子 の理解 の の 法の と ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

は 能で 的だと われるかもしれま
せ が、 ではありませ 。発 のごく か
ら、基 的学 能 、他者から学 する能 が
いています。 の環境をいくつかの 界 の

界、生 の 界、 の 界 に り、 界
に の考え で をとらえることも可能です。
これらの ・社会的基盤を に、子 も自
が 的に環境と相 作 することで、 学 ま
でには、大人の理解と本 的にはさ 相 のな
い かな理解を構 するのです 1）。

もこ した新しい発 のもと、 さいお子
様を に の理解、自 理解の発 等につい
て を行ってきました。 人 つ をして理
解 価をする研究 をとることが く 3 、様々な

をしてきました（ えば ペットを する
な 4 ）。 問 に っても られるデータは

なり、 かい がかかせませ 。
最 では、子 もに わる から生じる課題

を出発点として研究に り みたいと に
なりました。 の として、 医療 を

ール とした研究があります 2） 。
これまでの を生かして、 の 々の
ーズに り った研究計 の 計・分 の
や を行い、 の成 を自分の研究に かし

たいと考えています。

の に する ペッ
ト。 ち が子 もに
問を げかけると、子 もたち
は ックスして、はりきって
様々なことをお してくれます。

3 を とした の様
子。 の にて（ ・
合  2017の ）。

1 ・ 2013

2 子 もの 理解研究会 2018

学

人人文文社社会会科科学学
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ーワー 談 、 、学 、 的 、

分 理学、発 理学、学 科学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

「 的な し合いを する の 興的 考の研究： 業談 とインタビ ー記録の分 に る
イシン 時の の 考の 」 ・ 康 『これからの 的研究 ： の にみる学

研究』 、2019年
「 の ーシ ンから る 業 」 学 か 『 への 学

とカ ム』 、2017年

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・学 に ら 、医療や な 、 や
アを されている

学 に わらせていただき、 こで子
もや先生 が する課題をもとに研究を進め
ています。

教 理学研究 E  

科学 准教授

ANA  Tomonori

学 子 の学 と教 の学

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

「あの子の考えは やって生まれた だ 」「 して先生はあの でああい に
じた だ 」といった問いを持って研究をしています。 に、なにげない での 々の

で生 する子 もや先生 の学 を らかにするために、 し でのやりとりやノートやワー
クシートへの き 、 的な な にあらわれる子 もや先生 の「 」に しなが
ら研究を進めています。

また、 した学 を える や学 の持つ文 にも しています。 や学 に って
子 もの ーシ ンが なるのはな なのか、 会での先生 の りが なるのはな

なのか、 の いに って の な学 が れ れにあるのかを、 に学 に わら
せていただきながら研究しています。

これらの研究に り、子 もや先生 の学 を することを しています。

学

人人文文社社会会科科学学
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分 行 学、学 、 度、生 学 ・社会 、

ン

大学
地域
学 地域

新潟創生 プ
ントプ

ン

地 い

合い
い 新潟 地域 で

学 地域
合わせ

いでい で
ー ーター ン

ー ーター
ま

ーワー 学 、生 学 、 、社会 、地域 くり、地 創生

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

『 ・ 興へ向か 地域と学 』（大 に学 社会科学 ）、 新報社、2015年。
本 学会研究推進 会 『 ーム学 の発 と地域 ット への 』学 出版、2018年。

『学 の ・地域の 地域学 と生 学 が る 』新潟 報 業社、2022年。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・学 、 、社会 ・生 学
にかかわる人・ ・ 体

・地域 くりにかかわる人・ ・ 体

地 創生には様々な 体が り でいます
が、 々バ バ に するのではなく、つな
がりに る相 を みだしていけます。

教 学研究

科学 准教授

K OO hu

学 ・ ・
～ 教 経 と の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

行 学は、 の に する学問で
す。 とは、学 環境 にと まら 、

の に 成を行い し研 するか、何
を の に えるか、 の な 性を持つ

職 を するか、な あら ることが まれ
ます。 して れは、学 にと まら 、

、社会 、生 学 にも もので
す。

地域 は、 学 度を基本 とし、
（ くは）学 を にしながら、地域の
を 付けるもので、 行 の学 における

行 といえます。 の な学 をつくるこ
とで、 こに わる人たちが自分の学 を に

つける、 いった人 くりが可能になりま
す。地域の で り く生きるために、学 、つ
ながり、 する。 いった に えられて、

み い・ みたい地域が 成されます。
つまり、学 くりを 点としながら、地域の

人 くりが られ、学 を めとする地域のあら
る と人々が することで、地域 く

りが することになります。 いった地域
くりがすでに行われている地域を研究 として
分 するともに、 の な 向性を求める地域
に参 ・ することも に れます。

学

人人文文社社会会科科学学

E
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ーワー 地 、地域社会と 治、合 成、イン 、 デ アと 治、 行

分 本 治

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

『 の 治 ： 治から へ』 大学出版会（2014年）
・ ・ 『みなとまち新潟の社会 』新潟 報 業社（2018年）
規・ 『ローカルからの 出発： 本と福 の バナンス』 大学出版会（2015年）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

• 社会イン をすすめる 、自治体、
企業

• 地域社会の を 成する デ ア

あくまで 研究ですので、 な「 え」
を き出すわけではありませ 。しかし、
のいくつかの を 解くことで、問題解決の

ント らいは つかるかもしれませ 。

研究 E

科学 教授

NA O  Akira

と
～ と ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

人々の生 を 持し、また していくた
めには、 ・ ・ ・ ・ ス・ な

、様々な社会イン が となります。これ
らの社会イン を、 こに・ の に し
ていくのかを決めることは、 の 治に求め
られる な役 の とつです。

の 本 治 研究は、 として、これ
らの社会イン を、 治 や が の

に してきたのか、とい 点から して
きました。すなわち、 や 治 は、 で
つために への社会イン を して
きた、とい 「地 」です。

しかし、地域社会に や をつくることが、
のまま「地 」になるわけではありませ 。
こから を ける人もいれば、 を けな

い人もいるからです。 れらの に、地
が求められるのであれば、なおさら地域社会での
合 成が になるでし 。「地 」は、

かが作り上げる があるのです。
れでは、 体だれが、 の にして、「地

」を作り上げるのでし か。また、 の
い に って、「地 」のかたちは、 わ

るのでし か。これらの問いに えるために、
とりわけ ・地域 デ ア（新 ）・ 業 に

して、研究を進めています。

学

人人文文社社会会科科学学

学 学 学プ
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わ プ ト

ーワー 、 、 、 、 、環 本 、 本社会

分 本 治 、 本 、

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

『 構造の 容と 本の つの 1960-1972』（ 、2012年）。
Yutaka Kanda, Translated by Yoneyuki Sugita, Japan’s Cold War Policy and China: Two Perceptions of Order, 1960-
1972 (Abingdon: Routledge, 2020).

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

に、上記「環 本 」に して、ここ
数 年の新潟における人文・社会科学と自 科
学における成 は数 く、新大の「地の 」を
生かして、 れらを 収したいと っています。

あくまで 研究として り でいますが、
「 に 々は の な 的 を持って
きたのか」を く ることは、 の 本

にとっても な となるは です。

神 研究

科学 教授

神 KANDA  utaka

と
～ の の の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

界大 、 に 時 の 本 の
を研究しています。

ま 、 ・ 連に する 本の について
研究してきました。ここでは、 ・ の

が の に してきたかとい の
解 ももち ですが、 した解 を通じて、

本の 者（ えば 、 信介）たちが
アジア の ましいあり について の

なビジ ンを持っていたのか、とい ことを
らかにしてきました。 ローバルな の

の に アジアも合 していく きか、あるい
はアジアは 自の の を していく きか、
といった の相 が、 じ （自 ）
の 者の にも していたのです。

このテーマに 連して、 の通 や、
かつて新潟でも り上がった「環 本 構

」にも を持ってきました。 に 者は、新
大での 年の成 も生かして、 からの の

点でこの地域の の を考えています。
年は りも 新 の 、 え

ば 下で 本社会 も構 に加わった 共社会
の ネットワークの解 や、いわ る

「 問題」に 連して、 本社会 の 解
の研究も進めています。

学 学 学 学プ

人人文文社社会会科科学学

E
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ーワー 的医療 、医療 体 、 療報 、医療の 、医療アク ス、 イ 、新潟 （ 人 「 の 人」）

分 社会 、医療 、 共

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

共 『 界の ・介 』（ 文 社、2020年）28 48 、『 健医療と福祉』（ 規、
2021年）90 104 、『社会 の基 （ 2版）』（ 新報社、2022年刊行 ） 5 な

文 「医療の と医療 1 」 理 52 2 （2019年）27 75 、「 2 」 52 3
（ 年）15 61 、「 3・ 」 53 1 （2020年）1 48 な

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 療報 や医療の の に のある
な の 理者や医療職、 者の 々
・地域医療に り 地 共 体の 々
・医療の 度や に のある 々

での の か、 の 々にわかり
やすく医療 度の きを解 する みにも参
加しています。 では『 界の社会福祉年
2020』で イ の ロナ を しました。

研究 https://researchmap.jp/tanakashinji

科学 教授

TANAKA  hinji

法 ・ の の
の ～ と の 法 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

【研究の 的】 皆 の下で、「 あって
医療なし」は されませ 。 れ 、医療機 へ
のアク ス は医療 の最 課題の つ
なのですが、2025年 の 役 には
医療 ーズの ークアウトへの な も なり、

り しい問題となることが されます。また、
医療アク スの は、医療 の ・ 、
医療の の向上との の相 も まえて考え
なければならないテーマです。このため、 療報

度 に る人 地域での医療機 の
持や医療の の向上と 立する医療アク ス

について研究しているとこ です。
【研究の 】研究では、 本と イ の医療
度を に、 の構造や 、 と課題な を

するアプロー を っています。 イ の
内マネジ ントや データ 価システムな

に る医療の の 、人 出に してき
た イ での医療アク ス、 療報 を

した地 の 持 な に しています。
【研究の 】人 構造大 の で医療 は

大な を えています。医療 度 、 療
報 、地域医療構 な における立 ・行

、医業 や 者の 業 、 の健康
に しでも役立つ研究を がけたいと います。

学

人人文文社社会会科科学学
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分 行 学、地 自治、

研究

科学 教授

A A Takeshi

ーワー Local Act、行 、 機能の 規

と と
～ ocal Act ～

1904 スウ ン ン
Local Act

大 1945 2000
2012

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

「 lauses onsolidation Act 合的 会 の と 機能」『 刊 行 理研究』 175
（2021.9.）
「19 から 界大 までの、ロン ンを として された地 （Local Act）と の
に した （ olicitor）と 会 理人（ arliamentar  Agent）」『 理 』 48 1 、121-236
2015.9.  

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 問題の発生と行 機能の 大について
のある自治体

・ 合 に 域と機能の に の
ある自治体

・ 域と機能に する 別的、 的課題の

・行 の 的

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

々は、 であるとい ことを のこととして
えていますが、では とは 体何かとい 問いに
えるのは容 ではありませ 。 が とする行

学の分 では、 の機能に して、 を え
とします。ただ、 が持つ機能といっても れこ

な に って様々で、 の機能を するのに
な規 も 様ではありませ 。
れでは、この な の機能は の にして

生まれてきたのでし か。 こで、 進めている
研究では、19 の で、地 に 人や 体が

機能（ ）を るために 会に して成立
した （Local Act）を に りながら、 機能
の 大が の に行われてきたのかを らかにし

としています。これは、とりもなおさ れまで
を持たなかった 所が何らかの地 体としての

地 を るとい 「 になる」とい ことを らか
にすることに他なりませ 。さらに、 は 地 の

人や 体がバ バ に 会に していたLocal 
Actがある時 を境にして し、 わって 会の
で した ー（ lauses onsolidation 
Act）を する になってきます。

ここに、行 学でい とこ の行 の
を て ることができます。この な研究を通し

て、 を マネジ ントしたら いのかについて

まとめられればと考えています。

学

人人文文社社会会科科学学

https://researchmap.jp/read
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－251－－250－

ーワー 学、 学、 ズム、ナシ ナ ズム、 数者の

分 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

共 『ナシ ナ ズムの 治学 規 理 への い』（ナカ シ 出版、2009年）
共 大 大 介『ア カの 問題と 』（成文 、2016年）

『 ル・ナシ ナ ズム 学 本のナシ ナ ズムと文 的 数者の 』（ 文 社、
2020年）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 人を め、 様な人々の「 人 とり」
を 等に とは い ことか、また、 の
ために す き 数者の とは いった
ものかに のある や自治体等

ナシ ナ ズムについて考えるには、ま 、
な つきである への いが大 です。

えば、新潟 150年、 400年を
記 する に、本研究は します。

研究 E

科学 准教授

泰 K R TA oshiyasu

ズムと 法学
～ 法と との と ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

【【研研究究のの 的的】】
は、 人には理解できない。最 、

な を くことがあります。 は、わたしたち
の 生 と、 にはかかわることはないです
が、 等と でつながり、 的には くか
かわっています。であれば、 の理解に
と 人とでギ ップがあるのは くありませ 。
本研究は、 したギ ップが生じるのはな か
をナシ ナ ズムを として解 し、 な
ものに らない にするためには す きか
を考えるものです。
【【研研究究のの 】】

ナシ ナ ズムは い 味で われることが
いですが、学問的には、 れだけではありませ 。
本研究は、とりわけ、 ズムとい 自 を
基 とした 学から を える と、ナシ
ナ ズムとの 性について考 しています。
【【 さされれるる 】】

本人とは何かを することで、 に
した 理解は進 でし 。また、 するこ
とに ってはじめて、アイ や の人々、
人といった 数者とともに、健 な 本社会を
成・ 持できると考えています。

人人文文社社会会科科学学

学



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－251－－250－

い

ーワー 学、 者 、 会、 会、アクテ ・ ー ン

分 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

共 か「 会2016 記録と 料」 大学 32 2 （2018年）pp179-233
共 か「 会2017 記録と 料」 大学 33 2 （2019年）pp209-270
共 か「大学生に る 学生のための 会2019 新潟 ・ 年度「 のつ い」の記録

と 料」 理 53 3・4合 （2021年）pp1-52

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・学 、 の他 機 （ い 味で に
するとこ であれば こでも）

2021年度の新潟 のイ ント「 のつ
い」として、「 録 」 連
を 会が新潟 立 学 で行われ
ました（ は 学生、 上は大学生）。

研究 E

科学 准教授

泰 K R TA oshiyasu

と 法学
～ ・ 加 の教 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

【【研研究究のの 的的】】
お いの を ごなしに してばかりでは、

はできませ 。お いに し、理 けを
しながら する があります。本研究は、

こ した 度を すれば につけられるのか、
会の を通じて考 します。また、本研

究は、 者の問題 と 上の が 連
あるいは 相 作 するかも考 します。
【【研研究究のの 】】

会とは、学生に 会 等の役 を じ
てもらい、 の 会 を 的に体感しても
ら みです。 の作成から 会、本会 ま
で、 業時 や学生の ーシ ンに合わせて

し、 します。こ した みは、 の
の 持/ 持を すると 解されることが

ありますが、 の を し、 の理 を考
することが 的ですので、 治的 立性を く

との はあたりませ 。
【【 さされれるる 】】

学生は、 作成・ の を学 こと
ができ、 も「 会 」として に参加す
れば、 について考 し 決 する学 を
ます。これらから、 を 者の や
的課題と との 性が 出されます。

学

い

人人文文社社会会科科学学



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－253－－252－

お

ーワー 学 立 裁

分 学・ 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

本 「 を 決の 」 本 ・ 大 『 学の 地』（ 本 社 2020年）402
下 本 「 価値 の 点」 時報91 5 （2019年）13 下 ・

『 録 本 2版 』（ 文 2021年）（分 ）な 。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・何らかの 的 みを 計したり、 の
みの下で の を行ったりするときに、

上の価値を の に考 す きかを す
ることが な 々

「地味」な研究ではありますが、 を
考える に に問題となるテーマを っていま
す。 や 領域の をも まえた「 わ
りなき 」をこれからも けていきます。

研究 https://researchmap.jp/ymmtmshr

科学 准教授

A A OTO asahiro

法 とその 制 法
～ の と 法 ・ 法 の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

研研究究
みなさ も、 に する を裁 所が

とするとい について いたことがあ
るでし 。 の行 を通じて な

に る を こと（ ）は
ですが、他 で は、 者が で 会
を 、 の からなる 会に って され
ており（ ）、 と とを

まく「バ ンス」させなければなりませ （
分立）。 の研究は、この「バ ンス」の り
に わります。立 者には、 を する

に様々な の 地を が 容する 内で め
られており（立 裁 ）、 の立 裁 を裁 所
が の に す きかとい 点を らかにす
ることで、立 と の な「バ ンス」
を し とするものです。

研研究究
年、最 裁 所は、 と て立 裁 を

しく する 向を せています。 こで、
では、 の な 決を分 ・ することで

最 裁の 理 の問題点を し、他 では、
（ に イ ）の ・学 や、 領域

（行 ）の ・学 を分 ・ し、立 裁
の の ましいあり を研究しています。

まだまだ のりは いですが、裁 所が
を 的に行 し、これまで

上に な に る を 分に
になると 時に、 会の をも

に することを通じて、立 と
の り い を すことができたらと

考えています。

学

人人文文社社会会科科学学
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－253－－252－

カ 生

ーワー 、ジ ン ー、 、 子 、アジア

分 、 問題、ジ ン ー 、 子 問題

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

（2021）『 子 問題の 学 生き らい社会で出生 は 下する 』新潟 報 業社。
（2021）「 子 分 の 点 本 機能 としての 子 」 理 学会『 刊 理 』

58 1 。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 子 問題に り でいるが、さらに大学
や他の自治体とも連携して、 り 的な り

みを したい、 内 。
・ワーク イ バ ンスに がある産業界。

研究 E

科学 教授

O  uki

と 子化 の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

子 向（人 下の出生 ）が
くと、人 の年 構造が します。人 の

は社会 出 加を通じて を させ、
みあがった 的 は の 的 性とな

り、また年々の は 生 の を さ
せています。 して のことが 子 を加 させ
る にもなります。

この に 本社会を させる 環の最も
な環に 子 （ 出生 ）があります。この
環から け出すには したら いかとい

問題に、新潟大学 ア・ステーシ ンの共生
学研究 ンター（ ・ ）は、環 アジア

の研究機 とも連携し、 り できました。
の成 を2022年度に刊行 です。
これまでの共 研究の成 を、地 自治体と連

携しながら、 子 の のなかで かして
いくプロジ クトを、2022年度から立ち上げます。

は、新潟 の と連携して、新
潟 内の大学 大学研究者と 内
とを 、 子 の に するプ ット

ームを構 していくことを しています。
10年 のプロジ クトとして考えています。

( 3

3

学 学プ

人人文文社社会会科科学学

合
生

人 が生き生きと生 できる 度 くりが
で、 のなかでも「 き 」がカギを

るとみています。
行 や企業との連携がカギです。
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ーワー ローバル 、 立、 -19、 の 機、

分 、 ローバル 、 本 分

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

（2018）「 で読み解く ローバル 』 ネル 。
（2022）「 ローバ ーシ ンと のジ ンマを えて」『TA T L 』 o.542。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ ローバル と のジ ンマに の
ある人。
・ -19の がもつ や さに

のある人。

新 ロナはいまを生きるわれわれに共通の
体 です。

な問題として共に考え共に したいと
います。

研究 E

科学 教授

O  uki

O D- の 経

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

2016年は 界 上の大きな の年でした。
イギ スでの EX T、ア カでのト ンプ

な です。 れは行き た ローバ ー
シ ンからの り しとい で、先進 にお
ける 大のなかで、 する 産 が

の を通じた を こしていることが、
この り しの でした。

下の （エ ント・カー ）は、
ローバル の を先進 の下 だけが

できなかったことを しています（ の点A
は に 人、点 は先進 の下 、点
は先進 の の れ れの所 加 ）。こ
れが先進 で ズムとともに ローバル

の きが先 した です。
新潟大学の ア・ステーシ ンである共生

学研究 ンターではこれらの研究を成 として刊
行しました（ 上 ）。

して の でいま、 -19 の
ローバル の研究をスタートさせました。

-19は れ からあった き（
ローバ ーシ ン、 立、 的 の

加な ）をさらに加 させている にみえま
す。これから -19 の ローバル を読
み解いていきたいと います。

学 学プ

人人文文社社会会科科学学
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新潟 ま で

は 学生 いま 学生
は新 ま

ーワー の 学、 課 ク 、

分 マクロ 学、 の 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

子（2012）『新潟の学 を考える 』新潟 報 業社
（2014）「 子 も・子 て 業計 に する ーズ 報 」

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ ・子 て 連の課題を抱え、 を行い
たいと考えている自治体
・学生を に理解がある

上の では 課 ク を として げ
ましたが、 ・子 て 連の他のテーマでも

のテーマに する に って進めてい
くことが可能と考えています。

研究 E  

科学 准教授

子 A E A A 

・子 の経 分析

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ここでは、 を持ってすすめている 連
の 分 の紹介をいたします。 ・子 て
連をテーマとすると、な 学でと われるか
もしれませ が、 の 業の であったり、
子 もの数な の に ・子 て 連の環境
や が を える可能性があるな 、 の

や 度等については、 学的に分 する 地
のあるテーマでもあるのです。

えば、 課 ク は、 には「 課
健 成 業」と い、 福祉 6

の3 2 の規 に基 き、 者が 等に
り にいない 学 の子 もたち（ 課

）に し、 業の に な 生
の を して、 の健 な 成を るもので

す。 成27年度から5年 で 30 人分の け
を することを とした「 課 子 も

合プ ン」は、 成29年の「新たな
ッ ージ」に り、1年 しして し

を 成したとありますが、 の は なって
いるでし か。 者や への き り

や、アン ート等の 的分 から、 課
ク の や課題を らかにすることが可能

になります。

人人文文社社会会科科学学

学 学プ
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ン ン ー

新 ン ン ン ン

ーワー ロシア、 、 、 産、 ビジネス

分 ロシア 、 体 （ロシア・ ）、ロシア ・

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

上 『 スクワ』 、 ー シア ック ット o.185、2013年
上 「ロシアにおける ビジネス： 本企業にとっての と課題」E A E T L  o.149  

2019  August  pp.14-20
上 「ロシアの 情は こまで わったか」『ロシア・ ー シアの と社会』2018年1月
o.1024  pp.23-41

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

ロシアからの研究者や学生との研究・
、研 や ・ 学の 、 ロ での

・ 分 、 くり分 での
や の 参加（会 等）、な にご 、ご

いただける自治体や企業の 。

本、ロシア本 においてもこの分 の社会科学
的な研究 はまだ なく、本研究は研究を ー
しています。 スクワ、ペテル ル 、カ ン、
バロ スク、ウ ジオストクな のロシア人研究者
（ 、地理学、社会学、 学な ）との研
究 、共 研究で り でいます。

研究 経 研究 E

科学 准教授

A  ayu

の経 発
～ の の 研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ロシアの には、ロシア の を生きる
様々なロシア人の人生の が されています。
本研究では、ロシア を 様な 生 から

し、 の生 にまつわる 発 やビジネス
と の を える みです。

研究 は、 学に加え、社会学的なインタ
ビ ーやアン ート も り れています。
スクワをはじめとするロシアの の発

、 の 、 の発 、 の で
生じる様々な 問題を いかけながら、ロシア

の を 本との で らかにするこ
とが 的です。

の 点だけでなく、 の研究と
して、ロシアの 産業や 業、 行の
ローン 業な の か、 本の 連企業の進出

な 、 本とロシア の 連企業の 進
出の可能性についても研究を したとこ です。

・ の 発の問題はロシアでも で、
ロ の つにも上がっています。ロ

シアの大学、研究者も くりの分 で 本と
の ・研究・ 業 に い があります。

ロ の け にもなる研究を しています。

2000 2010 2015 201

1 51 530 5 2

0 0 51 3 0 5 0

12 5 2 52

13 13 351 01 10 1

5 0 5 5 2 3 52 350

5 3 5 203 2

22 5 2 51 5 15

22 0 1 0 3 5 3

12 00 105 302 5 0 5 032

構
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研究 ータ ト

ーワー 企業、 、産学連携、情報発信、アント プ ナーシップ、ネットワーク分

分 会計学、 理会計 、 価計

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

科学 を とした 企業ナ ッジ
ネットワーク ンターでは、大学 産を かした

企業の の 点 くりを進めてきました。地
域大学、 企業、 、行 、 業が連携する
産 学 の連携を め、 企業の研究や

を通じて、地域の 企業のストロン イ
ントや課題を く内 に発信することを しま
す。 、 は の ンター をさせて いてお
ります。

企業ナ ッジネットワーク ンターでは、
地域の 企業の を分 し、ネットワーク構
造を らかにすることで、地域の 企業ビジネ
スの成 の となるネットワークの成 を

らかにしていきます。 、 ンターでは2
つの研究が っています。 とつは、ネットワー
ク分 の を い地域の 企業ネットワーク
の みや課題を らかにする研究です。も つ
は、イ ントを通じて地域の 企業ネットワー
クが の に するかを を通じて らか
にしていきます。

こ した研究を通じて、 々の企業だけでなく
地域の 企業ネットワーク 体としていかに

環境で ち くかを らかにすることができる
と考えています。

連する
的 産
文 等

研究 ワー ン ペー ー 他. 2018. の に する 研究 ： 本 「が ばれ
ち の」の 進出を に Es nowledge etwor  ortal 参 ）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 企業、共 合他
（業 業界は問いませ ）

・行 の 企業 の 者

人としては 企業の連携と 理会計の
について があります。 ンターでは、

会計分 に ら 、産 学 の連携から研究の
シーズを に えていきたいと考えています。

研究 小

科学 准教授

AR OTO atoshi

小 の の
研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

人人文文社社会会科科学学

https://sme-knet.org/

学 学プ
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ーワー 行からの れ、 （ 、 等）、 者の

分 会計、 会計学、エージ ンシー理

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

本では、1990年 から 数の 行が共
で企業に する「シンジ ート・ローン」の

が 大 向にあり、2018年の は79
にも上ります（ ： 参 ）。この

な は、 行にとっては 付に れ
スクを じることができ、企業にとっては

を けやすくなるとい 点があります。
シンジ ート・ローンには、 として

が される 向があります。
は、企業が る き であり、 的な

ものとして、 の 上の 持を 求する
「 持 」が げられます。

会計学の分 では、 くから
は 企業の 者の と 連付けられ、
研究されてきました。 えば、 者は業
時に を上 せする に って、

への を するとい のです。 、
行も スクの 理のために、 の

な行 が られない 企業を く
（ タ ン ）することが られています
（ ： 2 参 ）。本研究では、企業と 行の

にとって い ・ 付 、 して、 り
い の 持に な り みな を、 に

基 き ・ したいと っています。
(

お ン ート ーン

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ スクの 理に興味があり、また、企業
との な 構 を す 機 の皆様

・ （ ）に興味のある企業の皆様
・企業への に興味のある自治体の皆様

企業と 行は、 す・ されるとい
的な ではなく、情報共 を 進する

ことで、 り い持 的な が けるは で
す。本研究が の になれば幸いです。

の と との
～ の維 の ～

科学 准教授

NA RA umi

連する
的 産
文 等

2019a 「 と 行の タ ン に する考 」『新潟大学 』 107  57-84 .
2019 「 に る タ ン と 者の 体的裁 行 」『 』 219 ３

 1-16 .

研究 https://researchmap.jp/read /research interests

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

(

タタ ンン
タタ ンン

( 合 は
3

お

い
ッ

ー

タ ン

人人文文社社会会科科学学
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新潟 い

合わせで

ーワー 本 産業、 本 の 、 、イノ ーシ ン、 内 の創造

分 学、社会学、 人的 理 、 産業の

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

、 産業の と新潟の地域創生に
ついて、 本 産業に 点を てて研究を進めて
います。

本 を ーワー に 的な研究を して
おり、これまでは、 本 の 出について、

の 通 や 向けの製品 発、さらには
に る と 新のジ ンマな について

研究を行ってきました。また、 のある が
に進出を たすことで、 れが 内の

業 に の な を えるか、 と
内 業との相 についても研究してい

ます。
最 では、新潟 造 合の「2018年新潟
にいがた の 」な の地域イ ントが地域
に える についても していま

す。
本 は様々な ノや トと み合わせること

で を す新潟を する 的な文 的製品
です。料理や 、さらには ー ズムやイ ン
トな と み合わせることで、 本 の価値が
まります。新潟が る 本 を基 に を

めとする、様々な トや ノとの み合わせで
新潟 の付加価値を め、新潟の地域創生に
がる研究成 を生み出していきたいと います。

連する
的 産
文 等

• 行（2018）「 3 ローバル 合とローカル の相 産業としての 本 の への
」（ 『 ローバル 社会 』文 ）

• 行 （2017）「 本 産業における情報の生成・ 通 デル 価値創造のための生産・分 ・
合情報 」 『新潟大学 』 o.103 pp.115-12 .

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

研究

の 開と 内 の
～ の と の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

E

科学 准教授

K  asuyuki

人人文文社社会会科科学学

・新潟の る 本 を に、 本 との み
合わせで様々な共 研究等が可能です。料理、

、 ー ズム、 、 内 の創造、
健康な 、様々な ーワー が まれます。

本 は様々な トや ノとの がりで価値
を します。皆様の領域と 本 を 合せて新
しい価値の創造をおこないまし 。

の なご相談でもウエルカムです

学 学プ
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ー 研究

ーワー 、 、文 の価値システムの い、内容分

分 マー テ ン ・ ーシ ン、 企業

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

enting hang 2019 The esearch on erseas Ad ertising trateg  o  a apanese Enterprise: The 
omparison o  ne T  ad ertisement etween i erent ultures  ournal o  usiness and eha ioral 
ciences  30 2  pp.139-148

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ （ にアジア ）を考えている
企業、 ーン ローバル企業な

・ に ッ ージを発信したい企業な

これまでに 本と の デ ア 体を通じ
て、 の文 的 について分 研究してき
たため、 進出を考える企業に 連情報を

します。

研究 E  

科学

AN  enting

小 の の メカニズム研究
～ 化 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の内容分 には2つ 分 がありま
す。1つめは ・企業な の 的 で、2つ
めは時 の な の時 です。 がこれ
までに行ってきた研究は 者の を いだ 文

の です。 は と ーシ ン
に基 くために、マー テ ン ・ ックスにお
いては最も文 に するため、 に地域の
企業が の文 に し とするときに、

な ーシ ンをとることが、 の企業
の の での を大きく します。

本の は な の み内で、 に
おける を に作り上げています。 の文

的価値は の でステータス を され
ることが くみられ、２ の 求 イントが

的になることがあります。マー テ ン ・
ーシ ンの大 分を める は、文

的・社会的 が していて、時 とともに
するものであるため、 や を

ローバル基 に合わせる きか、ローカル す
る きか に考える があります。成 してい
る ローバル・ ーシ ンでは、企業イ

ージを の に 立してきたのか、 の価値
成 カ ズムを り 企業の の最

マー テ ン ・ ーシ ンを考えます。

人人文文社社会会科科学学

学 学プ



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－261－－260－

ス ーカ
新潟大学 ー ー

ン
カ . . ー

ン い

ーワー 材、アーカイビン 、 分 、分 的研究、 デ ア・エ ロジー

分 研究、ア ーシ ン研究、 ーカル 研究、ジ ン ー 、 スト ーマ ズム

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

Archi ing o ements: hort Essa s on aterials o  Anima and isual edia  co-edited  inori shida 
and oon ang im  iigata: Archi e enter or Anime tudies  2019.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ア 材のデジタル・アーカイビン
お の を進めたいア 作会社

・ア に ってまちの 性 を みる自治体
・ア を 題とする 覧会を企 する 術

ローバルな デ ア環境の 点からア
の 材の を解 しています。

ア 材のアーカイビン における分
的なナ ッジを しています。

ニメ・ カ 研究 E

科学 准教授

ム ニ K  oon ang 

ニメの の分析と

科学 教授

DA inori

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

本の ーカル ーにおいて な
を ってきたア ですが、 クター

や ル な 作 の で生み出された「
材」の くは、 作 におけるデジタル の

進 もあり、 の 機に されています。ア
材の は の に され され

ていますが、 大な生の 材は研究者にアク ス
できる なものではありませ 。

本のア を デ ア・エ ロジーの か
らイ ージの 的・ 的構造のプ ットホー
ムとして える本研究 ンターは、ア
材がア の 作 や の 理 学的 カ ズ
ムを 的に研究するための な として

っています。デジタル・アーカイビン を通し
て 材の り な を進 させており、

に ル の成分の 学的解 な 分 的な
研究も進めています。

本 ンターは、ア 材を ・ 理・
しアーカイビン を推進することで、 内

のア 研究者に 材へのアク スを する
的な研究 点として機能する 、ア ー

シ ン 作お デ ア業界、地域社会や
自治体と に連携し、研究成 を社会へ す
ることを しています。

人人文文社社会会科科学学

学 学 学プ学
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地域

キーワード 学校教育、文 を上 に書く 、 の書き方、 としての書、 としての書

専門分野 の書、実用書、 かりの文人書

研研究究のの目目的的、、概概要要、、期期待待さされれるる効効果果

アアピピーールルポポイインントト つつななががりりたたいい分分野野（（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ を問わず学校 、また 土 研究
会、 や を る 、 、など。
・ 業と実 に応 ます。

書文 を実技と理論の から研究する
でも しい 関です。 と の 文
人を 出した土 え、 々書活動は んで、
この ならではの の実践に めています。

文 研究室 WEBｻｲﾄ⇒

人文社会科学系 教授

O A A o

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学校 で書 書 教育を実践できる人 が
しくなっています。 書 会 の出 を目指す
かりではなく、 教育と て文 に関する

教 の学修のあり方の見 を す く、出
に応 ています。そこでは の 、

文 の り ちから と の関係、くらしで
応用するために ・ 筆の連 性についてお を
しています。

また書の 性について。 え おこしの
として「 フ ーマンス書 」が で んに

なって しく、学生 の出 を ています。
先人の筆 ・ 典に学ぶ研究 果は、 学生

の書展で校 発 を行っています。
もう つ、書 文 の研究について。

には 期 上方から な文人がたくさ
ん しています。中 の文 が 方にいかに

したか、書 ・ ・ といった幅広い 界
を見 し、実 に出向いております。

その方法として の方と「 佐文人研究会」
を し、 間 ・ の 展と 関 の発行
を ています。書 の の 及というより
も、 を 出した土 の 力を り、ひいては

佐の 土を分 し、 心を育 こと
が 的な研究目 でしょう。

文 の研究
～ 実 理論の か ～

学部 地域 ー ープ

人人文文社社会会科科学学

関連する
知的財産
論文 等

と を育ん 佐文人 事業社 2021
土 考 ニ 会 2020 3

相 館 2010

教育学部

育
新潟日報

事業社
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ーワー 人材 成、 立 、 、地 自治、地

分 地 、人材 成、地 自治 度、 立

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

【【研研究究のの 的的】】
の地 自治体は、地 分 の進 や人

・ 子 、新 ロナ な の り く
環境が になく しています。この で自治
体職 には環境 に的 に して、地域の

ーズにあった を企 立 ・ していくこ
とが求められています。この な自治体職 は
いかにある きか、 ・研 の を通して研
究しています。
【【 をを通通ししたた みみ】】

は 、内 等で を いながら30
を上 る自治体・研 機 で研 を め、

・ を してきました。この で、自治体
職 人 人が地域の課題を発 し、様々な地域
の 体と連携しながら ーズに じた を企
し 行していける を できる めてきま
した。この な を通して、地域で とさ
れる人材（人 ）の 成にも り できました。
【【 すす「「地地域域のの人人材材」」ととはは 】】

地域には、 しい自 ・ みといった ー
のみなら 、 こで まれた ・文 ・ ・
人 な の トがあります。これらを
に き いでいける行 者こ 、地域で とさ
れる人材ととらえています。

連する
的 産
文 等

（2014）「地 分 の きと自治体職 としての 」『 自治』80
（2015）「 会における 立 の考え 」『 地 自治』395・396
（2019）「 と との を考える」『地 自治』858

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・さらに人材 成に り みたい自治体
・ 立 や 価の 、行 な に

ついて として 上げを りたい自治体

20年 上の の で、人材 成に加え、
立 ・ （ 立 ）、地 な に

携わりました。「 人材」にと まら 、 み・
のある「 人材」を 成していきます。

研究

科学 教授

DO Kunihisa

の ・

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

で

は
大学

人人文文社社会会科科学学

E
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(
( 所 (

新
地

ーワー イン スト ク ー、 、健 度、 点 、生 時 分

分 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

2019 「 本における の 持 理の 性 価 理の における健 性の点 を い
て」『 研究』15 144-162ページ

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・行 計として収 したものの ったままの
データを したい自治体
・ 価の 環として、 を 計的に
分 したい自治体

のイン スト ク ーに す
れば、 な 持 理に な の時
や規 の 、 のイン のあり を
考える材料として役立てられると考えます。

研究 http://www.econ.niigata-u.ac.jp/ m-nakahigashi/

科学 准教授

NAKA A  asaki

の維 管理の
～ 管理の の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

本では、 子 の進 とともに、イン
の も に進 しているといわれていま

す。 は、2012年度 で「 ・
付 」を創 したり、 を 共 の

・ にかかわる 業で、 の や機能
に する 業に する を地 の と

する にしています。
本研究は、 通 「 ンテナンス年

報」に掲載されている2014年度から2016年度
の3年 の 理の の 合的な健 度を

いて、 通 付 の でみた が
の健 度の に を えているかを生 時 分

に り らかに としたものです。分 から
は、 付 体における の健 度の

への 下は、 付 体の れに て 的
に く、 の い地域や 地域にお
いて の 持 への が 分である
ことを しています。

この は、 理 に られたもので
はありますが、とくに 付 体や 地域に
おいてイン スト ク ーの 持 に向け
た更なる 、もしくは 持 向け 出に

する更なる 上の が であることを
しているといえます。

8

1

1 11 1 1 1 1 1 1 81 1 1 1

人人文文社社会会科科学学
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ー ント 学 ー ン

プ 学 ー

ーワー マル エージ ントシステム、 ー ン シ ーシ ン、ウ デ イン、スク ー ン 、 問題

分 子情報 学、 学、数理社会学、生体医 学、生 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1  のいじめに するエージ ント ース デル 子情報通信学会 文 ol. 88-A no.6
pp.722-729 2005 2  プ イ の行 記録を いた人 学 ームエージ ントの行 計 子情報通信
学会 文 ol. 97-A no.8 pp.565-573 2014 な

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・インターネット・プロ ン やウ
デ インに しい企業や産業界。
・ での をお持ちの や 業界、
自治体 者。

いじめ問題に り には、 数の 体に
る が 可 です。 学者として めた社会
科学、 学研究ですが、 、 人で っ
ているとい のがア ール イントです（ ）

・ ・ 研究 http://maeda.eng.niigata-u.ac.jp/

科学 教授

AEDA oshinobu

学
～ in silico 教 学の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

社会問題としての いじめ を らすために、
ン ータの に 的な人 学 を 計して

ています。
生 エージ ントが自分と ているエージ ン

トと 人にな とすると、学 体でいじめが
されてしま ことがあります。いじめは

問題 えに ですが、生 エージ ント
の や行 を分 をすることで、いじめに る

を ることができます。
トの行 を 出・分 するために、 トがプ

イ として人 学 に参加する ームも作って
います。 感を出すためのウ デ インや、
プ イ を ロー へ くためのシナ オを作
成することはとても大 です。

この な人 学 ームが 成すると、 の
な行 を こす生 がいじめに いやすいか

を、 ームでもってスク ー ン すること
ができます。

また、自 的な 点からいじめを行
者が人 学 ームをプ イすると、 的に

を つめ すことができる になります。こ
の な 学的な 点の は、 者が自分
の いと の 生じるいじめとの を構造
的に理解する えで大 です。

学 学プ

人人文文社社会会科科学学
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ーワー 地域 ン 、地域 産、地域の価値、地域イ ージ、 ・ 向、 人

分 地域 ンデ ン 、 性マー テ ン 、 reating hared alue

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

地域 ン 構造 デル（ ）に基 いた
的 を し、地域 ン 産、地域 ン

価値な を します。 れに り 、 、
、 人 進の 立 に けた基 デー

タの作成、 をすることができます。
さらに、インタビ ーな 的 を する

ことで、生 者や 理への い を るこ
とができます。

これまで 先が求める成 に って、
をカスタマイズして、 を進めてきました。
えば、ある自治体では地域 の人 の さを

感 的に していたものの、 としたイ ー
ジに まっていました。地域内の信 や
の 度を することに って、 れを可 す
ることに げました。これらのデータに基 いて、
地域内の福祉 、 人 の 加に わる

くりに かしていきました。
また、地域内 の人々に してアン ート

を行い、テ ストマイ ン とい に って
解 することに り、地域イ ージの可 も
行っています。これを することで、 報
の にも がり、 の や新たな

ーシ ン の 発へと することができま
す。

連する
的 産
文 等

『地域 ン ・マネジ ント」 2009 『プ イス・ ンデ ン 』 2018
「 ン の 味構造の に する 考  人 時 における新たな ン 構 に向けて 」
マー テ ン ビ ー ol.2 o.1 pp.13-21 2021.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域の ンデ ン 、社会課題の解決に
的に り みたいと考える自治体、企業、

体。

研究 研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 創 プ

科学 准教授

NA AO asanobu

人人文文社社会会科科学学

の の発

地域 ン 構

地域 ー は

内 での 様な をもとに、 地
域に した 計と、 立 のア イ
スが可能。

http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ nagao/
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ーワー ン の向上、エシカル 、価値共創、 s sustaina le de elopment goals

分 地域 ンデ ン 、 性マー テ ン 、 reating hared alue

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

の企業は、 なる企業の社会的 の 求
から、地域社会の や社会 を しな
がら、自らの を めることが求められてい
ます。これは共通価値の創造 reating hared 

alue  として が がっています。また
持 可能な 発 （ s sustaina le 
de elopment goals）は、 な 課題とし
て企業と社会の わりのあり を問 ています。

本研究 では 内 の企業と に り で
きました。 えば、新潟 内の 、 内の

ーカーと 業 の れ の 品 発「カ
ワイイ イ タ ノプロジ クト」を して
います。新潟の い 性が 業 とい れの
で、新潟の に を通すとい 感 体 を
通して、新潟の あるいは新潟とい 地域に

を抱いてもら ことを 的とし、 内 産業
の 性 と 文 の に しています。プ
ロジ クトでは大学生の発 を き出すワークシ

ップに るデ イン決 、マー テ ン
に る価 の 出に り、製作を行いました。
製作 は大学内での 会、新潟 人 ００
人会 な にての ッシ ンシ ー、 を通
じたプロ ーシ ンを しました。

連する
的 産
文 等

『プ イス・ ンデ ン 』 2018
「カワイイ イ タ ノ 新デ インで 者に的」 本 新 2018/9/19付 刊
「地域創生と ３」 通報 2015

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域の ンデ ン 、社会課題の解決に
的に り みたいと考える企業、 体。

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 創 プ

科学 准教授

NA AO asanobu

人人文文社社会会科科学学

の カ ・

カワ プ ト

地域 わ

内 の企業に する社会性を した
ンデ ン 、マー テ ン のア イス

をもとに、 社の ン 価値向上に 付
く 、プロジ クトの が可能。

研究 研究 http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ nagao/
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お 学 合

ーワー システム、 スク、イノ ーシ ン、データ、E

分 科学技術 、科学技術

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

『科学技術の システム、 スク、イノ ーシ ン』（ 新社、2019年）
『 A Aを いた人と技術 新 版 大システム 発の技術文 』（ 大学出版会、2019年）
『 A A 発の60年』（ 新社、2014年）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・科学技術に わる スクや 理的課題に す
る分

・エビデンスに基 く 立 （E ）に
する分

科学技術 ・科学技術 とい 、文理 合
的分 で研究をしています。 科学技術 （
文 科学 ）での があり、行 的な課
題に を向けています。

藤研究 科学 と https://create.niigata-u.ac.jp/

科学 教授

藤 ATO asushi

科学 その
～ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

社会において、科学技術の ワーは しく
大し、 で の スクも 大してきました。

科学技術と社会との わりはますます くなり、
こで生じる問題も してきています。

、科学技術はいったい の な 向に向
かっているのでし か。この問いに え と
するときには 分 が つの となります。
な なら の科学技術は 年にわたる
や企業からの に って かれ、 の
下で 成されてきたものだからです。

この な考え の下、本研究 では 科学
技術の 分 に り み、 科学技術の構造
を らかにし としています。また、 の科
学技術がもたらす スクや 理的課題への の
あり について研究しています。科学技術の 向
性に大きな を える の 向にも
しています。

最 では、 に る 成がデータ 向を
めていることに をもっています。 性の
い を するため「エビデンスに基 く
立 （E ）」が推進され、さま まな ス

クの 理においてもデータ の 度 が進 で
います。データ社会において、 成のあり
も わりつつあるのです。

創生学

人人文文社社会会科科学学
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ーワー アクテ ・ ー ン 、 業 発・ 、 決 理

分 ア 成、 大連携 、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 学 の
～ ・学 教 との ～

連する
的 産
文 等

「 を くためのス ル A 時 に求められる 決 」 ック ット新潟大学 2021年2月
子 等学 科における出生 を とした 決 学 オタワ 人 決

イ を して 本社会科 学会 68 研究大会 2018年11月 学会発

スト ー ー ー

創生学

科学 教授

TANAKA Ka uhiro

https://create.niigata-u.ac.jp/

人人文文社社会会科科学学

生・大学生において自らの ア 成は
大 な を めているにもかかわら 、

的に学 に り プロ スは ないと える
でし 。 学業や な への り みは、

・体 され、 かな のもと、 し
ています。

この では、大学生が のステップ（進学・
職・ 学な ）において、 学 に学 き内

容、 す きス ルな らかにすることを
的に研究を行っています。

研究の は、これまでの 的な 的に向け
た大学生 の 計を、社会に出てからの30年 、
50年 の自分自 の ア 成を 的とした
大学生 の 計へと を え、社会や学
な との わりの から、 ア 成の り
を にすることを します。

年度は、オン インイ ントとして、社会で
する を ストに き、大学生の ア

成を 的とした ナーを しました。
子 もから成人に わる ナーやイ ントの

企 ・計 ・ な を通して社会 体的な
に 的に わっていくとともに、大学生の

ア 成における な内容や を 立してい
きます。

・ 学生から 生、成人を とする
ア 成 ナーやイ ントを ・ したい
分 の学 ・自治体・ ・企業

大学生が 体的に、 ア 成 ナーや
イ ントの企 ・ 発・ をおこないます。
また、 者にあわせた最新の内容・ な
を り れ、 的に します。

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

スト ー ー ン ン ー
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ーワー オン イン 発・ 、 T

分 T 、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

学 開発・
～ oom 教 ～

連する
的 産
文 等

「 を くためのス ル A 時 に求められる 決 」 ック ット新潟大学 2021年2月
子 等学 科における出生 を とした 決 学 オタワ 人 決

イ を して 本社会科 学会 68 研究大会 2018年11月 学会発

ン ン ープン ン ス 大学生

創生学

科学 教授

TANAKA Ka uhiro

https://create.niigata-u.ac.jp/

人人文文社社会会科科学学

2021年、新潟大学創生学 では、 oom
に るオン イン と、 が 行してお
こなわれる「 イ ッ 」が となり
ました。

また、これまで 地の へ 出向き し
ていた学 会も、 年度は「 生 オン

イン学 会」として2 、また「 職
オン イン学 会」を1 し、

から くの 生、 職 の 々の参加があり
ました。さらに、「 生 オン イン基

体 」として、2 し、こちらも 内 か
らの くの 生の参加がありました。

また、大学生が 体となり から ま
でおこなったオン イン・オープン ン スの

は、 くの に いただきました。
研究の は、 T に りオン インにお

ける やイ ントの学 の向上を 的とし
ています。

生から成人に わるオン インでの学 会、
研 会、 ナーやイ ントの企 ・計 ・
な を通して、社会的な に 的に わって
いくとともに、 oomを した なオン イ
ン を 発・ していきます。

・ 学生から 生、成人を とするオン
イン学 会、研 会、 ナーやイ ントを

・ したい分 の学 ・自治体・ ・
企業

大学生が 体的に、オン インでの学 会や
ナーの企 ・ 発・ をおこないます。

また、 者にあわせた最新のオン イン
を り れ、学 の向上を します。

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

スト ー ー ン ン ー
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ンターン ップ

ーワー 人材 成、 研究、地域創生、学 学 、インターンシップ、オープンイノ ーシ ン

分 学、 理学、 システム、アクシ ン サー

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

研究の 的 は、地域社会の課題を「
課題」としてとらえ、 れらを学 の文 に
することで、 り くの人々の を きつけな
がら解決 を考え、アクシ ンする人材を やす
ことです。地域社会には様々な課題があり、 の

くは 合的で の 者だけではす に解決
できないものが と です。

研究では、アクシ ン サー の を し
て、課題の ・ 、アクシ ンプ ンの 、

行、分 ・ のサイクルやプロ スを 者
とともに共 することを しています。 え
ば、「 学 の 合的な学 の 発」「大学
生に る地域 性 デ イン」「地域における

の くり」な のテーマが進行 です。
機 との連携・ 体 で課題解決に け

た みを していきます。こ したアプロー
に り、 は しなかった が 成され

ることで、参 する機 が抱える様々な課題を
的にとらえることにもつながります。さらに、

者 での課題解決の の発 や「つなが
り」の 環が 生え、課題解決に する 的
な や テ の 成が できます。

連する
的 産
文 等

・ ・ ・ （ ）（2019）. 学 学 のデ インと 信
・共 研究「ビジネス テ シー 成プロ ムの 発」（2017年度 2021年度）
・ （2018）. 職 に る地域連携 プロ ム 発の 行的 新潟 への ール

ワークを として 新潟大学 等 研究  5  23-28.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域課題に して大学生のアイデ ア等をご
の自治体 の皆様

・課題解決 インターンシッププロ ムの
計・ 発に のある産業界の皆様

地域社会と人材 に する課題についてご
相談をしながら課題 、アプロー を し
ていきます（お にご連絡いただければ幸い
です）。

研究 教 開発・教 学

科学 准教授

A A E un

教 の の
解 とと

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ンターン ップ
新潟 地域 ー

大学 学生 新潟

ププ スス

ーー ッッ

研究 プ ー ン ー ー

創生学

E

人人文文社社会会科科学学
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ー ー ー ー

学生 地

ーワー 理 （アン ート ）、 的健康、 、地 創生、地域創生

分 理学、 理学、 ー ナ テ 理学、 理

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

としては「 理 度（アン ート）」の作
成、 に する研究を行っています。 の
な 問 を いると、 り 的に、 り
に、 りたいもの（性 、 的健康度、能 な

）を できるかを、 理 （ T）と
ばれる理 な をもとに するものです。
アン ート は、 理学の研究 でも、
の や ーズを る から、 ・生

の学 を る 、イ ント参加者に
度を く な 、さま まな で く さ
れていると います。しかし、 に で
きる に える 、 に なアン ート
を作成し、 しく を行 ためには、 行
が になってくる なことも いと います。

の な の計 から、 体的な 問 の
作成、 してデータの分 ・解 も めて、「ア
ン ート 」の に役立つ な を る
ことを しています。

また、学生とともに地域の 性 に する り
みを行 ことも 行して進めています。 き

や、地域を紹介する ーペー ーの発行を通し
て、学生 で地域の や課題を 出し、
分 にとらわれ ることなく自 な発 でアプ
ロー できないかと考えています。

連する
的 産
文 等

他 2011 . irleson自 記 つ 価 度（ - ） 版の作成 医学  53  489-496. 
他 2012 . ig Fi e 度 版の 発と信 性と 性の 理学研究  83  91-99. 
2011 . 4 理ア ス ント 本 （ ）『カウン ン 理学』お pp.43-55. 

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

研究 https://create.niigata-u.ac.jp/

科学 准教授

NA KA A Tsutomu

の と 研究
の 化 ・研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

創生学

人人文文社社会会科科学学

・ アン ート の 、
・学生と で課題の発 や解決に り みた
い自治体、 体な

の「 理学」に ら 、 いテーマの
や り みに を持っています。また、

学 には様々な課題・テーマに を持つ学生
も く、 様な わり ができると います。
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ーワー 地域 、地域システム、地域デ イン、地域 、地域価値

分 医療システム、医療 バナンス、地域

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

年のわが における な 子 の進
は、社会構造の をともなって、地域に新たな

を こ としています。地域における ・
の は に 出し めており、「地域創

生」が く求められています。他 、人々の健康
でいきいきとした らしを るために、医療機能
お をクローズ に えた のシステ
ムから、地域を 的に えてステークホル ー
の を 合 させるマネジ ントシステムへの

が進められ としています。これらはつま
るとこ 、地域マネジ ントの問題に します。

こで、 学産 の に る社会 を通じ
て、地域に生きるステークホル ーの価値を 合

させる みを 発したいと考えています。
ル 、 るき ら、まちおこしイ ント 地

域 性 の け のもと、 くの地域が り
できたものです。 の れだけの地域が の

味で地域価値を 大させることができたでし
か。 数の地域・分 の大学生と地域に生きる

ステークホル ーとが 的に ーシ ン
したワークシ ップや ール ワークを通じて、
地域 を した 的 考に基 く地域マネ
ジ ントシステムについての を し、地
域価値の向上に したいと考えています。

連する
的 産
文 等

• 本大 「 における医療 ー ズムの課題と可能性」『地域 学研究』 1 1 2019年。
• 研究 者「医療 人 の バナンスと 決 」科研 （ 研究 : 25780225）2013 2015年度。
• 研究 者「地域 アシステムの機能分 ・ 合と連携に する と への み」科研 （基盤研究 : 18 01790）2018-

2021年度。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

研究 経 ・ 経 https://create.niigata-u.ac.jp/

科学 准教授

OR O E Takashi

学 の
メ ムと の の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学生 新潟 地域

地域 ン

創生学

人人文文社社会会科科学学

・地域を にするイ ントな に 的に
り 地 の 者、 体

・地域 の り こしに り 自治体
・社会課題への が い企業

の地域課題は 領域にまたがった 的
なものです。文理 合学 の とい みを
生かし、 的な 点を通じた 的なアプ
ロー に る課題解決 を していきます。



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－275－－274－

ーワー 地域 、 ローカル、 まち くり、 人

分 医療システム、医療 バナンス、地域

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

わが における の のあり については、
スト オ ン ックを だ が、かな

り い からなされていましたが、 は
について、 とは く なる 点で考えていく

があります。な ならば2019年 に発生し
た -19の に り、これまで だにし
なかった時 に し としているためです。

インバウン を だ からシ トして、
ローバルとローカルとを 合した ローカル

向の と、 の に地域に らす人々の
生 を り、 的 かさだけではない地域価値
の向上を るのか（ 地域課題の解決）を に

れた「 まち くり」が求められていると
えるでし 。

こで の「 学」からのアプロー では
なく、 ローカル地域 の から まち
くりのあり 、課題、可能性を 究したいと考え
ています。 の に するのは、 者性です。
アクシ ン サー の を いて、学生ととも
に に地域に り、地域における 様なステー
クホル ーと わり合いながら、「ワ ト」と
して課題を共 し、 の解決を します。

本研究を通じ、地域と大学とを け とし
て新潟の地域創生に できればと考えています。

連する
的 産
文 等

• 本大 「 における医療 ー ズムの課題と可能性」『地域 学研究』 1 1 2019年。
• 「地域 学への を えて」『 学 学会 29 大会 』pp.93-99 2021年5月。
• 「地域 学の 立に向けて 学『 と の 』に学 」『学問 』pp.21-26 2021年3月。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

研究 経 ・ 経 https://create.niigata-u.ac.jp/

科学 准教授

OR O E Takashi

カ 経 の の
～ の解 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学生 ま プ ン

ま で ー ワー

創生学

人人文文社社会会科科学学

・地域を にするイ ントな に 的に
り 地 の 者、 体

・地域 の り こしに り 自治体
・社会課題への が い企業

の地域課題は 領域にまたがった 的
なものです。文理 合学 の とい みを
生かし、 的な 点を通じた 的なアプ
ロー に る課題解決 を していきます。
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学 で ート

p c

ーワー 子 もの 学、 philosoph  or children p4c 、 的学 、 究的学

分 環境 学、合 成学、環境 、 ・ 究 （philosoph or children）

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

『p4cの 業デ イン 共に考える 究と の時 のつくり 』 治  2020年.
『子 ものための 学 ン ック』 大学出版会  2020年. 

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 的学 の新たな を している学
の 々

・子 もたちや の の を きたいと
っている地域や の 々

業や学 くりの他、 の会や 業の
時 でも できるシンプルな ッ で
す。

ニ https://www.comdesign.sices.niigata-u.ac.jp

子 の 学 p c 究 学 の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

子 もの 学（philosoph  or children）と
は、 を通して考え 究する で、「 体
的・ 的で い学 」を するための つの
アプロー として い を めています。p4c
の では、子 もたちのワン ーを「問い」の

で し、 の問いを を通して 的に
り下げる 究を行います。 した体 を通
して、子 もたちは、 的 究 を み、考えを

める を し、また の の ー テ
の大 さを学 ます。

でのデ ンスト ーシ ンや 研
を通して、p4cとい が 本の学 で
の に 可能かを、学 の 々と共に
究しています。 、社会、理科、 別 な
のさま まな学 のシーン、さらには学 や
学 くりに生かす を共 で 発しています。

的学 の学 度の 価 についても
を めました。
これまでにp4c のサ ートを行なった地

域・学 ： 立 学 、
立 学 、新潟 立 学 、新潟

立 学 、 立 学 ・ 等
学 か。

科学 准教授

TO ODA itsuyo

生 学 ンター

人人文文社社会会科科学学
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ーワー 考 学、 生文 、 作、 、

分 考 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

2019「 出 の 」『環 本 研究年報』 24 、新潟大学大学 社会文 研究科環
本 研究 、68-75 。

（ ）2021『 域 の研究 上 の 社 ・ ２ 発 の報 』（ 域
報 ）、 域 。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地 自治体な （文 ・ 分 ）
・他分 との共 研究
・様々な 研究 ・文 興の り み

考 学的研究の を通じて、学 的・
ローバルな から新潟の 生文 の につ
いて らかにすることを します。

研究 学 教

教 OR Takanori

の 化
～ の発 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

新潟における くりと の の まり（
から への り わり）について、 生時

の の学術発 ・考 学的研究を通じ
て らかにします。

新潟 （ ）の 域は、大
や をはじめ、 内で 生時

の される が する地域です。 生時
の研究上の様々な課題について、 ・生産域と

域の から 合的に するための の
ール といえます。
は新潟大学の ・学生を に 域

を し、2019年度から発 を
しています。 年度に した上 の 社

では、 い ながら 生時
（ ）の が く出 しま

した。地域的な の なる が 地点から出
したことに がみられ、 地域と の 地

域（ ・ ）との な が われま
す。

の では、出 に する理 学的な
分 や 環境・地 学的研究との 合研究を推進
し、 情報をさらに やしたいと考えています。
数カ年をかけて 的に 地域の ・研究を進
めることに り、新潟の 生文 を大きく り

える な発 が されます。

研究推進機構 域学

人人文文社社会会科科学学

E
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ーワー 生文 、 作、 考 学、 、 分

分 考 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

（ ）2019「 月 の製作・ ・ 味 出 品に する分 」『環
本 研究年報』 24 、新潟大学 社会文 研究科環 本 研究 、76-94 。

・ 2020「 生時 における 製農 の 分 ・ 出 を として 」『環
本 研究年報』 25 、新潟大学 社会文 研究科環 本 研究 、1-12 。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地 自治体な
・他分 （農学・ 学な ）との共 研究
・様々な 研究 ・文 興の り み

生時 の農 技術について を通して
らかにすることを しています。本 に

をお持ちの のご連絡をお ちしております。

研究

研究 学 教

教 OR Takanori

の
～ 学 研究 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生時 は、 にいたる生業の基盤である
くりが まった時 です。 は 生文 の

を らかにする研究の 環として、 した 製
農 を いて 考 学的研究を行っています。

生時 の農 の といえる「 」は、
な 材の に をもつ 製の収 で、こ

れを いてイネ科等 本 の を み ってい
たことがこれまでの研究で らかになっています。
また、「大 」と ばれる大 の

は、 みの に った な の 理
や 作業に いられていたと考えられています。

しかし、 から出 したこれらの が本
の に われていたのか、 の付け や 、

材の いな が収 や 作性に す
については な点も く されています。

こで、 を通して 製農 の機能・ につ
いて 体的に らかにしたいと考えています。

また、 を いて の を
（100 500 ）で すると、 体を

イネな の に って生じる 的な
（ ）がみられる 合があります。考

料と収 で いた の 分
を することで、 生時 の農 技術をさらに

的に らかにできるものと されます。 ッ ス

研究推進機構 域学

人人文文社社会会科科学学

E
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プ タ

ーワー 、 ・ 、情報 、 ・ 、 ーマンエ ー

分 理学、 理学、 ーマン クターズ

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

1  a ajima  a aguchi. 2016 . erceptual shrin age o  a one-wa  motion path with high-speed motion. 
cienti ic eports  6  30592.

2  a ajima  a uda   atoh. 2019 . llusor  scillation o  the entral otation A is. 
i-perception  10 4  1 17. 8 ・ ンテスト

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ トの 性を ジテ に え、
ーマン クターズ、 者 行 等の

課題に し、 トの持つ能 を 的に し
たいと考えている企業、自治体な 。

「 の 」を かすことから、 を
した ノ（製品、 、 、 な ）
とインタ クシ ンをする に、 感を
し、自 に できるものと考えます。

理学研究 http://www.human.niigata-u.ac.jp/ psy/index.html

科学 准教授

NAKA A utaka

の の
～ ・ の カ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

本研究では、 ・ な ノ作りや ・
等に、 トの 性（「 の 」）を
かすことで、 トにやさしい、 ある ノ作

りを していくことを し、 の基 となる
・ に わる トの カ ズ

ムの解 を進めています。

体的には、時 的に えない情報（ トの時
理の 界を えた ッシ ートで

された情報）に り、 いている 体の が
れて される を、最大5000 の

ッシ ートを持つ L プロジ クタを
いて しました 1 。また、 的に えない

情報（ の 点が された ）を が
することに って生じる を発 しました 2 。

こ した「 えない情報」を トの が って
することを考 すると、 えば、何らか

の情報の を や 者等に行な 、
が れている の がかえって が わ

るといったことが されます。また、 えない
時 情報の を すると、 トに わしさを
感じさせることなく を行な といった

への が できます。

お

学 学プ

共共通通・・他他のの領領域域
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所

問 で

ーワー 、 生 、 、 環境、 、 き 問題、地域 テ 、

分 科の 、 学、 環境 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

地 の 所における生 環境の （ 本大 合 報  8  2015）
新潟 における 問題と 会所の 的 に する研究（ 本 学会 報  62  2019）

・ 発に る き 問題の の （新潟大学 学  12  1  2019）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ における 環境の や地域
テ の 成 体 の構 を に行え

る自治体。 き 問題の 的な り みに
・ していただける自治体。

者の 点から、 性や 環境の問題
社会や地域の 問題について、 ・アン
ート な に り し な を す

る研究と、 的な を行っています。

野研究 学研究 E  

科学 教授

野 ukari

の の と の
～ ・ ・ ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

社会における 、 と の な
の 向を まえて、本研究 では人々が で

に ま ことのできる 点作りや地域
テ の 成を して 研究を行っています。
えば、 の自治会と して、 会所の

環境 のために に 材とカーペット
に 材を 、 に に 材

やすきまテープを 、 における通 時
エア ンと 機との 時の 環境の
の な を行い、 会所を の生 点（自
治会 や子 もの 所、 エネな 所な

）にするための み作りや の を
行っております。さらに、 環境で問題になって
いる の や の ートシ ック

を し、 やアン ート な に り
を行っています。

、人 に き 問題は自治体の
計 の 地域の治 や な の

を げ、 上の大きな になることが さ
れます。 き 問題の は ノ ーシ ンや

ームが いですが、 数は 的で時 も
もかかります。 者に向けた き 問題の

発 と、 が自 的に持ち の相 や
分を考える 的な みを考 し、自治体へ

の り み の を行っています。

カー ット

ン

ー ート

カー ット

ー ン

ン

学

共共通通・・他他のの領領域域
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ー スト

プ ン

ーワー 術 、創作、 、 、 術と 学

分 作 、アル ズム ン ジシ ン、 術、 ン ータ

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

文:  ン ータ と の作 への （新潟大学 学 研究 、人文・社会科学  8 1  pp.81-94）
（ ）: ルートのための「 なる時 」（ 社 2004）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ の新たな り みや作品 作に のあ
る自治体・企業
・ な 他の分 や での ーシ
ンに のある

内 での 作品発 の から 文 の
発 へ していきます。

研究 https://kensakushimi u.com

科学 教授

研  Kensaku

と

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

本 の と な 界を で する
ため、 の作 だけでなく、アル ズムを

いて な きや構造を し、題材や
に合った「 界 」を作 を通して し、オー

スト 、 内 、 ン ータな に る作品
として 作、発 しています。

の研究 では、 の作 の かに、
カル・ ー ー・インター イス を

い、アル ズムを いた 作品の 作、シ
ステム構 な を行っています。 術的な 点、

と、数 な 術領域 の 、
を み合わせることで、 い や様々な
の を生み出すことができます。 術と 学の
合とい 新たな環境が、この研究を可能にしてい
ます。

学 学 学プ

共共通通・・他他のの領領域域
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ーワー 業、プロ ン 、自 点、ク ウ 計 、 マシン

分 数理 デルの 解 、シ ーシ ン、ク ウ ン ーテ ン 、数理最

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

業の可能性が される 、 にプロ
ン の 業では、計計 機機環環境境ががババ ババ

であることや課課題題のの自自 度度のの 下下といった 的
な が にとって大きな となっています。

本システムは、ク ウ 計 の マシンの技
術を し、 的なオン インプロ ン
環境の や、 業 理、 テスト出題といった
機能を えたクク ウウ シシスステテムムです。

また、数学 の 業 では、 ート解 の
点を自 するために、 記 れ（ :2 1  

と2 2は等しい）の問題を抱えています。この
問題に して、 自の数 理エンジンを 発し、
数 の 記 れを理解できる自自 出出題題・・ 点点のの
ササーービビススを します。

2015年の発 から、ト イアル版である
E -Alphaは新潟大学の 数の 業で され、

学生から を ています。

本システムの ット：
¾ ク ウ であるため ー ウ ア 理が 。

24時 。人数規 の も けない。

¾ 計 理には oogleの 性能な マシンを

できる。 の性能に を け 業が可能。

¾ 自の数 理エンジンに り 業における数

理的な課題の自 度が まる。

連する
的 産
文 等

 ク ウ 技術を いた ・研究 の計 環境の構 について  2015年 本 数理学会年会
E -Alpha： https://www.ces-alpha.org/

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 業 、研 、 ナーな でオン イン
プロ ン や数理的な課題を している

、 、 体。
・本システム自体に興味のある企業。

ク ウ サービスを しているため、いつ
でも こでも でも じ計 機環境を でき
ます。 業 計情報の 理といった基本的な機
能も しています。

研究 http://www.xfliu.org/hp/index.html

科学 准教授

 uefeng

教 ム E -Alpha

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 学プ

CES Alpha ス 構

CES Alpha ー ス 学生

教 ・学 准教授
藤 A TO utaka 

https://www.ces-alpha.org/

共共通通・・他他のの領領域域

科学 教
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医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－283－－282－

Gaia (ESA) ー

JASMINE JAXA

ーワー 文学、 の 、 成

分 理学、 文学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

ano- A E and small- A E data anal sis  amada  oshi u i  hirasa i  uji  ishi  oichi  
Astrometr  and Astroph sics in the aia s  roceedings o  the nternational Astronomical nion  A  

mposium  olume 330  pp. 104-105

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・データ解 分
・自治体の社会人向け
・ ・ ・ 生向け

大学の や出 、にいがた連携
、サイエンスカ な 向けの

を 数行っています。新潟ジ ア クター
成 な 子 向けの の もあります。

理学研究 E

科学 准教授

N  Ryoichi

の研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

2013年に ーロッ 機 （E A）が ち
あげた 文 機 aiaは、 の に所属
する を に な を行い、13
上の の 行 向を めた や 度につい
てのデータを しています。 たちは、 の
データを解 することで、 の の構造や

体 して れ れの について しく
る研究を行っています。 aiaは を で、
これからもデータは更新されていき、 り な
研究が進 ことが されます。

また、 本の 立 文 を に計 の
A E は、2019年5月に AXAに っ

て ち上げ計 が められ、2020年 の
ち上げ となっています。 A Eは

で することに り、可 で して
いる aiaでは に る の 収のため

な の や、 大分子 内 の
を することができます。 して、 の

に する 大 ックホールの性 や
大分子 での 成 な についての研究が進

と されています。
たちは A Eの計 をサ ートする

ための である A E consortiumの ン
バーとして しています。

共共通通・・他他のの領領域域
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カ ン ー ー ッ ン

学

ーワー 、最 、生 進 、 成、デ イン、アート、ジオ ーク、サイエンス ーシ ン

分 学、地 学、 生 学、 生 学、 の科学、サイエンス ーシ ン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

「 さ ち ちいさな し な 生きものの かたち」 ： 文：か ちくたかこ ア ス
「 カ ン ー ト ンプ マスク ース ク ア イル」イ ージ ッシ ン 社
「 3 」  EA

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 業デ イン、造 、アート
・サイエンス ーシ ン
・ 、出版
・ジオ ーク

しい クロの 界、 のプ ンクトンがも
つ には、 い進 の が記録されています。

は しく、いい しか れない。

の科学 研究 http://www.katachi.niigata-u.ac.jp/index.html

科学 教授

AT OKA Atsushi

と の
～ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

共共通通・・他他のの領領域域

5 年 のカン ア に スの をもつ生
となった プ ンクトンの は、 の 、

を り しながら の にも生 して
います。これまでに1 を える の が

られていますが、 体 の には っていま
せ 。 たちは、5 年の に が す

の をもとに、 環境 の解 を
しています。

たちの研究アプロー は、 生 の生
学的 、 の 生 学的研究、マイク
ロ T技術と3 プ ンターを した の科学的

な 、 にわたっています。新潟大学自
科学 ア・ステーシ ン「 の科学研究
ンター」は、 たちが研究を進める として機
能しており、 を 学 の共 研究者ととも
に を しています。 される として
は、アーテ ストや科学 ーカーな との

ーシ ンを推進していることがあげられま
す。

研究の 産 として に される
データを、カ ン ー、Tシ の 、ト

ンプ、 本、ク ア イルな 、様々なアイテ
ムの 作に してきました。自 の造 をと
もに し ートナーを です。

学 地 学プ
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新潟地域 タ ス

い 大 ス

ーワー 大 、 、 ・ 、 ・ 、

分 学、 システム学、地 環境科学、自 科学、地 体 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

新潟 は「 のデ ート」と われ、 な
がみられます。また 本でも 数の 地

で、しばしば や に われます。更に
な の に る が いのも で

す。この な な大 を える 的で、
研究 では新潟大学 ップ ー ー ー、

新潟 が する地上 りオン イン
で データを収 ・解 してウ サ
イトに する「新新潟潟地地域域 アアルルタタイイムム 情情報報シシ
スステテムム」を しています。また、 情報システ
ムに された領域 デルに って、 ア
ルタイムで ・ ・ 等を に
出・解 し、 発生機構の解 を す「
アルタイム解 システム」の構 を進めています。

をもたらす 大 は、上 に を
った （ ）を っています。 研究
では の 、 度、 を 的に
出する を 発し、この を いた ・

に り を 出する「 大大
シシスステテムム」の を しました。

様な時 ス ールを持つさま まな の
構造に し、 をもたらす な な

大 の発 カ ズムを、 ローバル・ロー
カル の 点から らかにしていきます。

連する
的 産
文 等

大 研究 サイト：http://en .sc.niigata-u.ac.jp/ naos/inde .html
新潟地域 アルタイム 情報システム：http://naos.en .sc.niigata-u.ac.jp/ sc-en /pu lic/inde .php

大 システム：http://naos.en .sc.niigata-u.ac.jp/ coluser/inde .php

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地 が進行する で、新潟の も
大きく していくものと われます。新潟

の を 的な 点で える のある
産業、自治体な との連携を します。

新潟の しい は くの自 をもたら
しますが、 の な は新潟に かさ
をもたらします。新潟の を ジテ に
え、 り かな新潟を しまし 。

ム研究 http://en .sc.niigata-u.ac.jp/ meiji/index.html

科学 教授

明 ONDA eiji

の発 の解明

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

共共通通・・他他のの領領域域

学 ー 学 プ
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新潟

ーワー 医療的 ア ・者や がい ・者への 、 、地域 ア、地域共生

分 学、 がい ・者 、

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

他（2019） 度 ・者の の ジ エンス 度の 発 本 生学 74
新潟 イ ック https://www.pre .niigata.lg.jp/sec/ en o/1356813753310.html

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

たちは、 者を するためのネット
ワーク くりを行っています。相 に ッ

ールしながら課題解決に り 、 のため
の参考となる と くりを行います。

研究 https://www.clg.niigata-u.ac.jp/ tana/

学 准教授

TANAKA io

・ と
ム

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

・医療技術の進 に り、 的に医療を と
する、医療的 ア ・者が 加しており、 の

体 の が求められています。
・医療機 と地域のスムーズな相 行、 者

の の り感に り った 等、 いい やや
医医療療的的 アアががああっっててもも、、子子 ももとと がが地地域域のの

でで ごごせせるるネネッットトワワーークク くくりりが求められま
す。 のため、 下の り みを行っています。

（（11）） 者者のの
者の皆さ と、医療・ ・福祉・行 の
が まって、相談して、 を出し合って、

「 が える 」から 進 で、「「 にに
りり くくりり」」をを ししてていいまますす。
つながる くりと、つながり の

共 や 別のテーマ（ 学、 ス イト、
な ）の解決 の共 研研究究・・課課題題共共

とと地地域域にに じじたた解解決決 ・・研研 ををととおおししてて、、
にに りり みみ、、成成 をを共共 ししまますす。。

（（22）） 者者のの皆皆ささ ととののつつななががりり
子 もと の皆さ には、 者のつながり
の を えていただくサ ーターとして、
の体 や 感を えていただき、 や

にア バイスをいただきます。
相相 にに ッッ ーールルししななががらら、、課課題題解解決決にに
りり ことを しています。

学 学

共共通通・・他他のの領領域域

・医療的 ア ・者と の の地域 ア・
地域共生の地域 くりに がある医療・福祉・

・ 、行 者
・医療的 ア ・者、 がい ・者と の皆様
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ッ ン
ッ

ン 問 では
では い

ーワー 最 問題、アル ズム、 ッ ン

分 合せアル ズム、数え上げアル ズム、 アル ズム、 数学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

たちの研究 は「もの」の み合わせを ン
ータの内 で の に すれば 的な

アル ズムができるかを研究してきました。
に、 的なアル ズムのためのデータ構造を
発 してきました。

（ 体）の ッ ン とは、 えられ
た （ 体）をできるだけ さい （体

）内に め 問題です。この問題を ける
ことになったのは、 大規 L 計
において、 り さな ップに ロックを

する研究プロジ クトに参加したことがきっか
けでした。

もち ッ ン は、 計だけでなく、
、 、 な の 材から り出し問題、

やト ックへの の み みな 、様々な
に します。さらに、アル ズムも の1

ですから、 いも らない い とい ものが
あり、これまでになかった な が つかる
ことがあります。こ した発 もがアル ズム
の研究の いとこ です。

連する
的 産
文 等

2002 EEE ircuits and stems A  Transaction est aper: ei ing uo  Toshihi o Ta ahashi  
hung uan heng  Ta eshi oshimura  Floorplanning using a tree representation EEE Transactions 

on omputer-Aided esign o  ntegrated ircuits and stems ol. 20  o. 2  pp.281-289  2001.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ げの 研究や だけの共 研究でな
く、 に問題を考え、 し、研究を しめ
る なら、業 、企業、地域、分 は問いませ

。つながりは人と人の に生まれます。

分かりやすい として ッ ン を紹介しま
したが、研究 は「もの」の み合わせ構造、
すなわち何でもありです。 や 体だけ
を っているとい わけではありませ 。

ズム

科学 准教授

TAKA A  Toshihiko

の ズム
～ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ッ ン ッ ン 3
で
3 合は い

はい い い は
い い わ い

http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ ja.html

学 ス プ

共共通通・・他他のの領領域域
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進 計 の最 数の 解（ さな 点）の
itness（ 価値）を基に 最 アル ズムに基 い

て 々に最 性能の 計解を

問題の しい 求 様

ーワー 最 、進 計 、計 能、 計、 ジ 推

分 能情報、計 能、 ト ン ーテ ン

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

. u  et al.  Accelerating E olutionar  omputation sing Estimated on ergence oints  pp.1438-1444 2016 .

. u and . Ta agi   egetation E olution or umerical ptimi ation  pp.49-54 2018 .

. u and . Ta agi  er ormance Anal sis o  egetation E olution  pp. 2214-2219 2019 .

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・食品製造、 造 理、 属加 ・機 業、
産業な 、最 が な にわたる業

最 は製造業、情報通信、食やバイオな 、
くの分 で 可能な 性のある技術です。

感性に基 く最 計もこの技術で可能です。

研究 http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ yujun/

科学 教

un

の

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

生 進 や自 の みに ントを た最
技術「進 計 」は、新 -700

、 AXAのロ ットの 行計 、 スペース
ジ ットの 計、マ の 数 計な 、

くの 問題の最 計に いられています。
計 の性能を り くすることはす て最
であるので、最 計技術が できる

界の問題は、食品製造、 造 理、 属加 ・機
業、 産業、 的デ イン、 や の信
理、な に ります。
問題には な 性が く っていることが

あります。計 ストが い 合、 が
しい 合、 計 数が い 合、技能者や
の ・ ・ までもが な 合、な です。

えば、マ の 数 計の 問題では、
100 の 数解の ち 解はわ か28

であったとか、わ か1 の解 の
を るシ ーシ ン ストが30 、な

と われています
々の研究 では、この な しい 問題の

求 様にも 的に え る最 計技術を
これまで 発してきており、これらの技術の
の性能向上と を しています。

解の が大きい

計 時 がかかる

くの 計 数

itness（ 価値）大 最 解

所最 解

学 ス プ

共共通通・・他他のの領領域域
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ーワー バイオ テ ックス、 機構（ ）、 新的問題解決 （ ）、データ ース構

分 分子材料科学、バイオ テ ックス（生 学）

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

ト トンやさしいバイオ テ ックスの本、 生 から技術 解決の ントを る「バイオ って
何 」 111-112 
バイオT を した 合 性 分子の作製とバイオ ンサへの 材料 技術 60.3.159-163      
2015

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・持 可能な社会を するための技術 を
している産業界

・新しい くりや イ スタイルを して
いる自治体等

学的な みを生き に相談して、 ノ く
りに「ものがたり」を ウンロー できます。

機構 が するバイオ
テ ックス製品の 発ができます。

研究 http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ yamauchi/

科学 教授

内 A A  Takeshi

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

S ッッ
スス

問問

問問

創
ータ ース

いい
生生 機機

学 学プ

の
～ の D s の 学 法～

共共通通・・他他のの領領域域

持 可能な社会の構 には自 、 環境
、バイオマス な を考 する があり、
エネルギーで に機能する材料の創製が 可
です。自 の みに学 で、もの くりをす

ることができれば、 ・ 性能な生 機能を
り れた製品の 計・ 発が できます。
々が 発したデータ ースは、材料 計のアイ

デア創出 として られるT （ト ーズ）に
しており、 的に生 機能を材料 学に

することができます。これまでの 学的なアプ
ロー に150 上も するといわれる生
の みを り れて、問題解決の ントとして

できる になっています。
ここののデデーータタ ーーススのの はは、、 のの分分 のの ーー
ーーででもも、、自自分分のの をを ししななががらら。。 いいががけけ

なないい生生 のの みみとと すするるここととでで、、新新たたななアアイイ
デデアアをを発発 ででききるる点点でですす。。 のため、下記の
な ースにおいて、問題解決の と新しい
を創出するためのお いができます。

学的な技術 （ジ ンマ）に っている
新 業を めたが、自社技術の が分から

ない
や の 別プロジ クトにおいて、持 可能

な社会に求められる技術 を りたい
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ーワー デ イン 、 （プロ クト、 ッ ージ）、 品 発（ ン 発）、 出（デ スプ イ）

分 デ イン、機能造 、環境 術

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

品 発において、構 をアウトプットする
で ・ ・ ッ ージ・ 会での 出等、デ
インが する は く しています。こ

のデ インする行 は、通 、 発とともに り
って進められます。 的なビジ アルの き

では く、ク イアントと共に 品 ン プトを
考え 的に進められればと に考えています。

発 での 品 ン プトの 向性は大
であり、 品の 地点に大きな を えます。

の研究 では、 術領域での と、
した数値を解 する 学領域とを 合した研究環
境を いています。 成28年に した 学
の 合プロ ムに を き、 合的なデ イン
研究に向き合 体 を えました。 まで わっ
たデ イン では、プロトタイプの や、

、イ ント企 を しながら 発した
本 のデ インワーク等です。また、 作解 を
進めながら 発した健康 、 品 会等の
出を に れ、プロ ン を した
技術を いたインタ クテ な も

めています。
人々の生 を かにする ノの や、

の生 で いる機能造 の新たな 発が、
の研究 です。

連する
的 産
文 等

「 ちの Eアート 年の 地域アートプロジ クトを通じてみえてきたもの 」（新潟 報 業者）
文「 本 の ン 構 デ イン の から」（新潟大学 学 研究 、 ）
文「 を いたアートプロジ クトの プロジ クト」（環境 術学会学会 、 o l.16）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 品 発を に れ 業を進めている産業
界、新たな ン 発を考えている分
・ 会での 出を す企業
・地域 ン での わいを作りたい自治体

術 の と 学 の分 を かした
品 発 会等の 出を ・

出 る研究環境があります。

研究 http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ ja.html

科学 准教授

学 A OTO anabu

と との 研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 学プ

共共通通・・他他のの領領域域

新 ッ ー ン

3 ト プ ンター い

ン
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ーワー デ イン 、 デ アアート、 会 出、 品デ スプ イ

分 デ イン、機能造 、環境 術

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

のアートプロジ クトや、エンターテー
ント 業では、 者が参加体 できるイ ント
が数 く かける になってきました。プロ
ジ クシ ンマッ ン や、 アルタイムで
る イトアート等、 学技術・ デ ア を

した り みです。
新潟大学 学 学科においても、領域 合し

た人 感性科学プロ ムの で、 学技術
（プロ ン ）を いた デ ア を
すカ ムが り出しました。人の （感
性）に きかける 計・ 作・ 発です。

のプロ ムの で、 は、デ イン領域を
しながら、様々なテクノロジーを いたイン

タ クテ な を く 出作品を 作してい
ます。 技術を持った スタッ と共 して、

プロ ムの構 を しています。発 し
た作品は、 ンサーに って 者の きを え
た情報を 信 とし、 、 き、 を させ
る 出作品です。 だ い研究分 ですが、

のある しい 界を いていく考えです。人々
の わい作りや、 成 を えた 品 会を

出できる ・ 発を していきます。

連する
的 産
文 等

「 ちの Eアート 年の 地域アートプロジ クトを通じてみえてきたもの 」（新潟 報 業者）
文「 者の行 に って する 術 の 」（環境 術学会学会 、 ol.20）
文「 を いたアートプロジ クトの プロジ クト」（環境 術学会学会 、 o l.16）

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ 会での 出を す企業
・企業 ナ を みている 業社
・地域 性 、 わい作りを考えている自治体

術 の と、 の 学 技術
を かした 出 が できる研究 が
かれています。

研究 http://researchers.adm.niigata-u.ac.jp/html/ ja.html

科学 准教授

学 A OTO anabu

学 研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学 学プ

共共通通・・他他のの領領域域
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合 合わせ

( 地

ーワー 術 、 ール ワーク、 材と技 、 、

分 立体造 、 、環境 術

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

ri er-自 を と、 造に る造 、 の産出地の記録 に る作品-：環境 術学会 22 33 
2019.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・アートプロジ クトや 術 、ワークシ ッ
プ等に る地域 興に り でいる自治体な

「す 役に立つ」問題解決 の研究ではあり
ませ が、 術 は人や地域社会に るやか
にアプロー できる分 だと考えています。

研究 https://mmrtmmk.com/

科学 准教授

子 RA Tomoko

と

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

の生き や人の のはたらき、ア ズム

を題材として「自分を自分たらしめるものは何

か」とい テーマのもと、 とい 属加 の

技 を いて作品 作・ 術 の研究を行って

います。 に えない ー を や で

できる に するために、 属や 料な の

材を み合わせ、 材や 技 が作品

者にもたらす を研究しています。

年は作品の材料となる の産出地を 材した

体 をもとに、 と を を み合わせた

造 と を1 にした作品を 作するな 、

ール ワークを通して、 の 所から ら

れる体 や 考を作品のテーマや造 、 、

に させる みを行っています。

術 は 人的なものであるとともに、

や体 を通して人々に感情の きや 考、 れに

行 の を き こすことのできるもので

もあります。作品 作や、ワークシ ップ・アー

トプロジ クトを通して、地域社会や人々の 様

な の きと 考を す機会を作っていきます。

学 学プ
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ーワー 計 、技術 、ロー マップ、科学技術 、 価

分 学、技術 、イノ ーシ ン 、社会システム 学、 科学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

とは、 が を し す
る 能 を構 するための です。技術

や ーサイト、ロー マップ、シナ
オといったものが の です。 の

は、企業における 計 や行 に
おける 計 な 、 い分 の計 立
や 価を行 で自 に われ、 本では
科学研究の とはみなされてはいませ 。

ただ 界では、 ンサルテ ン を
に行 計 や 価とも 連し、学術的な研

究とともに 界でこ した を り くこ
とを 向する人々のネットワークがあります。
先進 発 上 を問わ 能 構 、人
材 発が進められ、 や な が ー
シップを発 する上で、 な です。

では、 的に じて、シ
ーシ ンな 自 科学の から、 文

分 な のデータ分 、さらに F の
な人文科学まで されます。この に、

とは 学のイノ ーシ ン 、
マー テ ン 、技術 やデ イン学、

共 科学の 価 、科学技術 な
、さま ま分 の研究者・ 者が わり

合 学 合の研究領域です。

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・企業 において、 計 、 企
と科学技術、更には社会のイノ ーシ ンを

つける新サービス。 業企 に 企業
的機 ・ 人等との連携を します。

の 研究機 や 立研究 発 人で、技
術 、技術ロー マップな 、技術 の

や のための 体 の み くりな 、
技術 の が な です。

・ ・ の と
～ ・ 研究 経 研究 ～

科学 准教授

RAKA A Nobuyuki

連する
的 産
文 等

科学技術 に する数理的分 :デル イ アルタイム・デル イ に するエージ ントシ
ーシ ン

 等 研究 技術 計 33 2  170-183 2018年

研究 http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ emgt/

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

このため、 研究 では、分 の も、
情報学的な分 から、社会科学の も
り みながら、学 的なアプロー に り研
究をすすめています。また、 も企業
のみなら 共 共 も めた

とイノ ーシ ンのためのエ システム
体を に れて研究 をしています。

の からは、シナ オ分 に り、
な の れ を することで、企

業の 課題に に したりすることが
できます。

この な が、オイルシ ックを
に していた 企業の 会社ロイ
ル ッ シ ルです。 社は の もシナ
オ分 を し、 会社でありながらいち

く 生可能エネルギーに大規 な を行
な 上の先 を ってきました。

、行 においては、 様なステークホ
ル ーを 成 に することで、合

しにくい内容の であっても、 を
点に問題解決を共 して考えるプロ スを
ることを通じ、 立を り え、 を
共創していく、 バナンス上の
があります。

学 創 プ
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ーワー 文 、 、 理、 、可

分 学、システム 学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

で きる くの 大 （ ・
・ 発）は、 人の スが たる ではあり

ませ 。 い をかけて が った
な 解を し つ み 、 の として
合が したときに 大な問題が発生しま

す。本 では、 的な 点である「 文
の デル」に基 き、「 の を に

し、 い で を つことを す に
ついて研究しています。

本研究では 的な 点に基 いて作成された
アン ートを し、 の について を
行います。 れ れの 業所の を、
100 業所・ 10 000人規 の業界 点な

と ン マークすることに り、 業所の
み・ みを可 することができます。大 製

造業を に、 内 200 業所 上（
数60 000人 上）が しています。

また、 別・ 別な の分 を通じて、自
社・自 業所で が となる 分を り み、

の を 的に進める として し
ます。

される 、
・ の の 性 、 の
・ に基 く の立

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・大規 な製造 を 的に する、数
人 数 人規 の 業所を持つ企業。

的な り で 業 の が可 でき
ます。数年おきに行 ことで、 年での 業

の （ に わ ）を 出すること
も可能です。

・ の の
化 法

研究

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

連する
的 産
文 等

、 研 . 文 の 発と の ・ 学産業等大規 を する 業所
を として 学 2016  ol.55  o.1  p.49-63.

学 創 プ

科学 准教授

TO E Akira

共共通通・・他他のの領領域域
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ープワー ンターン ップ ー

ープワー ンターン ップ

ーワー インターンシップ、 学 、理 ローバル人材 成、アクテ ー ン

分 学 、 、連携 、課題解決 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

. eda  et al.  ulticultural and ulti-disciplinar  roject- ased Learning with ndustr  Focus: 
Fostering lo all  ompetent Engineers  TE AT AL AL F E EE  
E AT  37 2  pp. 512-527  2021.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・学生の と 業 ・ 分 の に る新
たな価値創造を します。 の分 でも
します。

文 科学 等が する「 3 学生が
インターンシップアワー 」で を し、
また デ ア報 や学会発 の もあるイン
ターンシップです。

学教 -DOR http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ g-dorm/

科学 准教授

EDA asutaka

の
～ と学 in- in 学 ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

新潟大学 学 では、 ン地域（カン ジア、
オス、タイ、 トナム）の大学との 学

業 - を しています。 - では、
の参加学生と新潟大学生が、 ・分 ・学

年 合の ループを み、 学先の ・地域や新
潟 内において、新潟 連企業での課題解決 の

ループワーク・インターンシップに り
でいます。
このインターンシップでは、 ローバル の進
に り企業が抱える 課題をテーマに し、

学生 ループが解決 を行います。企業での
は、 （3 度）、 （1か月

度）、 （2か月 度）であり、これに大学で
の ・ 学 が加わります。インターンシッ
プは新潟大学の 規科 として けられ、所

の成 を めた学生には、 に じて
科 の が付 されます。
このインターンシップは、学生の 的 ロー

バル人材 成の だけでなく、学生 ループの課
題解決 を通じて、 企業の人材 成・業

や、新 業に向けた価値創出等の機会として
も されています。また、学生が 企業の

を る機会となり、 の が学生に り
学会や で 界に発信されています。

M1
学

学学生生

B4
B2 B1

機

B3

A

新潟
ンンタターーンン ッッププ

学 学 ンター
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ン ン 学 構

ン ン ープワー ンターン ップ

ーワー インターンシップ、 学 、理 ローバル人材 成、アクテ ー ン 、 オン イン 学

分 学 、 、連携 、課題解決 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

上 他  「産学連携 オン イン 学 の 」  学 研究 会 文  pp. 98-99. 2021.
. eda et al.  3-da  olla orati e nline nternational Learning on ci-tech hallenges or us-

taina le e elopment oals  EE Annual on erence nt l ession roceedings  pp. 38-43  2021.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・学生の と 業 ・ 分 の に る新
たな価値創造を します。 の分 でも
します。

2020年度の L は、 本 学 会
69 年 大会において nternational 
ession Awardを しました。

学教 -DOR http://www.eng.niigata-u.ac.jp/ g-dorm/

科学 准教授

EDA asutaka

～ 学 学 O ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

新潟大学 学 では、 ン地域（カン ジア、
オス、タイ、 トナム）の大学との 学

業 - を しています。 - では、
の参加学生と新潟大学生が、 ・分 ・学

年 合の ループを み、新潟 連企業で課題解
決 の ループワーク・インターンシップに

り でいます。
2020年からは、 ロナ に り が
されたことから、 オン イン 学

（ L）の を いて、オン イン の
ループワーク・インターンシップの 発に り

でいます。 Lでは、文 ・ ・価値
の なる学生が、 の いを し、オン イン
上で して課題解決に り ことが です。

このインターンシップでは、 ローバル の進
に り企業が抱える 課題をテーマに し、

学生 ループが解決 を行います。学生の課題
解決 は、 企業からも「 だ」と 価を

いています。また、 には、 したインター
ンシップであったことを理 に、 企業に 職
を決めた学生もいます。 企業にとっても、

ますます される Tを した の
を体 ・ する機会となります。

スス

いい

学学生生
おお いい 合合

ープで
いい

ンントト
いい

ま 学学
学学

学 学 ンター
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タ ス

ーワー 分 、 分 、 、 理、

分 学、 、 、自 科学、

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

、 、自治体等の 機 が した
本 の 2 300 点の 情報を 的

に し、 アルタイムに いかたちで な
・ 分 を作成・ する「 アル

タイム 分 システム」を 発し、
の に役立てていただくため下記 Lで
を通して しています。
https://plat orm.nhdr.niigata-u.ac.jp/ snow-
map/

こに の 度の が もっているのか（ま
たは っているのか）とい 情報は、 の

を行 上で に ですが、 れを 的
に分かりやすく ることができる みがありま
せ でした。構 したシステムは の な
上の ーズに えるものであり、 サイトには

で30 000 上のアク スがあります。
また、 ローバルな が進行する で、

は地 の を大きく けると考え
られており、 の を 度 く し
とい 界 機 の り み「
計 」が まっています。 発した みは、
本 体の 域を に できるものであり、
わが の の 点からも な情報を

できます。

連する
的 産
文 等

・ ・ 2012 ： e 上で される 情報の と 的 に る 分 の作
成 本 学会 28 3 211-220 ・ 2020 ： アルタイム 分分 システ
ムの 発 本 学会 文 36 1 1-13. ・ 2020 ： アルタイム 分 シ
ステムを いた の 計 69 1 24-25

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ の 、 、 理な
を行 地 自治体、 通 等の行 機
・ 地域の 共 通を 会社や

会社な

版の他に、地域版として ・
・新潟 ・ 版があります。

の自治体で や 理に
されています。

学研究 http://www.nhdr.niigata-u.ac.jp/

・ 科学研究所 教授

KA A A Katsuhisa

ム 分 ムの

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

学研究所
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地 研究

地 地 研究

ーワー 地 、 、 、 、 、 、地域

分 自 科学、地 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

econstruction o  tsunami histor  ased on e ent deposits in the iigata area  eastern coast o  the 
ea o  apan uaternar  nternational 2017.

2011年 地 地 に る の出地 の と の 度 成 地学 2017.

アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・地域の様々な スクに する基 研究
・地域の を理解し、 するための や

業の

理学的な 研究の成 をもちいて、企業・
学 ・地域の スク 価や ・ ・

につながることを行っています

研究 http://www.nhdr.niigata-u.ac.jp/

・ 科学研究所 教授

RA E Atsushi

の発 メカニズムとその の解明
～ の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

地 研究 では、地 に る 分 、
に る 、 、 や

の発生 カ ズムや としての を らかに
する研究を行っています。また、 や
に る ・ の発生 カ ズムや と
しての を らかにする研究も行っています。

に、地 に記録された の を り、
の り しや発生 から スクを読み

る研究に 点をおいています。 には を
いた の から、1000年に1度の な
として、発生する の規 を もっていま

す。しかし、本 に1000年に1度なのか、ある
いは では していない規 の 度は、
わかりませ 。 こで、地 に記録された の

の から、 の規 や を するこ
とを行っています。

この な り みは、地域ごとに なる
の 、 度、 スクとして理解を めることが
でき、行 が作成する の ー マップの理
解の や、地域での スクの理解、

・ につながります。
研究とともに、理学的に理解できた と

について、地域や学 への も 的に
行っています。

学研究所

共共通通・・他他のの領領域域



医
療
・
健
康
・
福
祉

農
・
食
・
バ
イ
オ

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
通
信

ナ
ノ
テ
ク
・
材
料

製
造
技
術

社
会
基
盤

地
域
課
題

人
文
社
会
科
学

共
通
・
他
の
領
域

－299－－298－

大 ン ット ま
生ま ー

(

ーワー 分子、 、分子 、 ・ 成、 ・ 文 、 の 、マ ン

分 文学、 学

研研究究のの 的的、、 、、 さされれるる

連する
的 産
文 等

T. himonishi  A  as  . a ai  .E.  Tana a  . Ai awa  T. na a  . atana e  . ishimura
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アア ーールル イインントト つつななががりりたたいい分分 （（産産業業界界、、自自治治体体等等））

・ に興味のある皆様
・ 機 や自治体な における ・ ・

生または社会人向け
・ 解 ・信 解 分

に興味のある との 分 合研究
です。 向けの に する な も
あります。

化学研究 https://www.irp.niigata-u.ac.jp/business/tenure-track/tt-researcher/shimonishi-takashi/

研究 学 教 研究准教授

ON  Takashi

分子 化 の研究
～ ・ 化学・ 理学の ～

※お問い合わせは 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

アストロ スト ー Astrochemistr は、
における様々な 学 の理解を通して、

や の材料となる の生成・進 の 、
して たちの に する や 生 の

材料となり た の を研究する分 です。
文学 Astronom と 学 hemistr が合わ

さった が すとおり、分 の性 を持
つ学 的な研究分 であり、 的にも大きな

を めています。
研究 では、 界 地にある最先 の大
や に り られる データを

いて、 の やマ ン な 内
の様々な環境下にある （分子 ス・ ・

）や 成 の研究を行っています。また、
内 の様々な ループと連携して における

の 学進 に する理 研究や 研究も
行っています。 に い ・ の
環境を する の 発も行っています。

子・分子 ルの クロな が ス ー
ルでのマクロな 進 を する。 な
のロマンにあ れるアストロ スト ーの 界
で、人 の の理解に の 学進 とい

新たな を付加する く、 々研究に り
でいます。

研究推進機構 域学 学 学プ
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2022 年 3 月 

発刊にあたって 

 

 新潟大学地域創生推進機構では、冊子とホームページで研究シーズを紹介しています。 

 この度、「『つながる研究』紹介 2021 年版」（247 テーマ収録：２０21 年 3 月発行）

の内容をアップデートするとともに、新規テーマを加え、「『つながる研究』紹介 2022 年

版」（292 テーマ収録）を作成しました。 

 本冊子では、産業界・企業が抱える技術的課題の解決や自治体等が抱える地域課題の解

決に役立つ研究内容を 10 の領域に分け、連携を求めている研究者とともにご紹介してい

ます。 

  また、本冊子は、企業や自治体等の皆様に、本学の研究内容をご理解いただき、課題解

決への可能性を感じていただくために、読みやすくわかりやすい内容と体裁にしました。 

 様々な企業や自治体等と研究者がつながり、新たな付加価値や製品・サービスの創出、

生産性向上等につなげていただければ幸いです。 

 掲載している研究にご興味をお持ちになりましたら、何なりと、下記の問い合わせ先ま

でご連絡ください。 

 

         ＜参考＞            領域別掲載テーマ数             

領   域 テーマ数 領   域 テーマ数 

医療・健康・福祉 97 製造技術 9 

農・食・バイオ 32 社会基盤 9 

環境・エネルギー 28 地域課題 5 

情報通信  15 人文社会科学 59 

ナノテクノロジー・材料 17 共通・他の領域 21 

                                              （合計 292） 

 

 

【ご相談はこちらまで・・・】 

 新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター 

 TEL：025-262-7554 

 FAX：025-262-7513 

 E-mail：onestop@adm.niigata-u.ac.jp 

 

【ホームページでの研究紹介は・・・】 

 https://www.ircp.niigata-u.ac.jp 

 随時更新していますので、最新情報はこちらでご覧ください。 

 

 （記載している研究者の所属・役職は、2022 年３月時点のものです。） 

こんな関心・お困りごとをお持ちの方，
新潟大学 にご相談ください！

新潟大学では地域創生推進機構が
産業界・公的機関等の皆様と大学との橋渡しを行っています。

新潟大学って

どんな研究しているの？

技術的課題・地域課題を

解決できる研究はないか？

大学と共同研究するには

どうしたらいいのか？

　新潟大学は、10学部、5大学院研究科とともに、脳研究所、災害・復興科学研究所、医歯
学総合病院、附属学校園を有し、また、全学組織として、環東アジア研究センター、佐渡自
然共生科学センター、日本酒学センターが設置されている大規模総合大学であり、多分野に
おいて専門知識やノウハウを持った研究者が在籍しています。

　教育研究活動によって得た成果を、企業との共同研究や、地方公共団体との連携事業など、
様々な形で皆様にお使いいただき、地域社会の発展に貢献していくことを大きなミッション
としています。

創生学部創生学部

理学部理学部

人文学部人文学部

工学部工学部

教育学部教育学部

農学部農学部

法学部法学部

医学部医学部

経済科学部経済科学部

歯学部歯学部



『つながる研究』紹介

国立大学法人　新潟大学
地域創生推進機構

課題解決のきっかけに！ 近くにあった研究と人材
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新潟大学地域創生推進機構ワンストップカウンター
〒950-2181　新潟県新潟市西区五十嵐2の町8050番地
TEL　：025-262-7554　　FAX　：025-262-7513
E-mail：onestop@adm.niigata-u.ac.jp　　URL：https//www.ircp.niigata-u.ac.jp

ご入会の相談は…
新潟大学産学連携協力会事務局
〒950-2181　新潟県新潟市西区五十嵐2の町8050番地　新潟大学地域創生推進機構内
TEL　：025-262-7553　　FAX　：025-262-7577
E-mail：unico@ccr.niigata-u.ac.jp　　URL：https//www.ircp.niigata-u.ac.jp/kyouryokukai/

産学連携・地域連携に関するご相談はこちらまで！

▶ 新潟大学産学連携協力会のご案内

新潟大学産学連携協力会について
　新潟大学地域創生推進機構と産業界等との密接な連携、協力によって産業技術の向上および地域連携を図り、産業の活性
化、高度化、地域社会の発展に資することを目的に、県内企業が集まって設立されました。
　会員企業には、セミナーの開催や技術の相談、大学への共同研究の取り次ぎなど、さまざまなサービスを行っています。

産業界産業界

産学連携
協力会
企業等が加入
年会費で運営

地方公共地方公共
団体団体

地域社会地域社会

会員登録 新潟大学新潟大学
地域創生推進機構
●研究成果の社会実装
●企業等との共同研究推進
●関連外部組織との連携窓口
　産学官連携プロジェクトの企画
　・立案・調整 等
●知的財産の管理・活用推進

ビジネスプロデュース室
社会連携部門
産学連携部門
知的財産部門

研究企画推進部
●産学官連携関連事務

協力

協力

産学連携事業
情報提供 等

■共同研究
■技術相談
■研究会 等


